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　　　６




　自分のものではない動き、自分のものではない温かさ、自分のものではない息いき遣づかいによって俺は目覚めた。

　薄うすく開けた瞼まぶたの隙すき間まに、白っぽい灰色の光が入はいり込こんでくる。その色合いから、早朝の五時前後と見当をつける。普ふ段だんならまだ寝ている時分だが、昨夜はかなり早くベッドに入ったので、九時間ほども眠ねむりこけてしまった計算だ。キズメルとの待ち合わせは大食堂に七時、まだまだ余よ裕ゆうはあるもののさすがにもう起きるべきだろう。

　そう思いながらも、再び瞼まぶたを閉じてしまう。一月の早朝だけあってしんしんと冷える室内の空気と、ベッドの中の究極的に心ここ地ち好よい暖かさの対比が、覚かく醒せいしかけた意識を暗くて深いところに沈しずめていく。

　──あと三十分……いや二十分だけ寝よう。

　と月曜朝の中学生のようなことを考えながら、俺は頭の中のスイッチを切ろうとした。

　しかしその時再び、

「んん…………」

　というかすかな声が聞こえ、小さな動きが体に伝わった。

　猫ねこを飼っている夢を見ているのかなあ……と思ってから、どうやら猫ねこでも夢でもなさそうだと気付く。眉み間けんに力を入れ、接着されてしまったかのように重い瞼まぶたを持ち上げる。仮想世界ではものを見るのに眼球は使っていないはずなのだが、半はん醒せい半はん睡すい状態の脳とナーヴギアの接続の問題なのか、現実世界と同じようになかなかフォーカスが合わない。瞬まばたきを繰くり返かえしていると、ようやく灰色のフレアが収束し始める。

　視界の上半分を占しめているのは、巨きよ大だいな枕まくら。そして下半分は、明るめの茶色の何か。俺は体の右側を下にして横向きに寝ているようだが、前に伸ばした右みぎ腕うでがその茶色の物体と枕まくらの間に挟はさまれて動かせない。

　逆に左ひだり腕うでは何かの上に乗り、両りよう脚あしも何やら挟はさんだり挟はさまれたりしているようだがよく解わからない。瞬まばたきを繰くり返かえしながら、左ひだり腕うでで体に密着する何かを押しやろうと──……

「んうー」

　再びそんな声があごの下あたりで響ひびき、左手に触ふれる柔やわらかいものがもぞもぞ動いた。

　猫ねこではないし、その他のいかなる小動物でもない。俺とほぼ同じサイズの大動物、と言うか人間、と言うかプレイヤーだ。具体的には、暫ざん定ていパートナーのアスナ嬢じようだ。右みぎ腕うでの上に乗っている茶色の物体は、アスナの頭。

　現状を認にん識しきした瞬しゆん間かん、意識がネボケ状態から平常時を飛とび越こえて超集中状態にまで加速し、俺は現状認にん識しきと行動選せん択たくを同時に行った。

　どうやら俺は、右みぎ腕うでを枕まくらとして提供しつつ、左手でアスナの右みぎ肩かたを摑つかんでいる。俺が右向き、アスナが左向きで寝ているので体の前面がほぼ密着し、脚あし方面はどうなっているのか把は握あくできない。眼球だけを限界まで動かしてヘッドボードを見上げると、現在位置はベッドの左サイドだと判明する。つまり国境を侵しん犯ぱんしているのは確実に俺のほうだ。眠ねむりに落ちた時はそれぞれの小指を引っかけていただけのはずなのに、寝ているうちに東から西へと大移動してしまったようだ。
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「うゆ……」

　再びアスナが小さく身み動じろぎした。間かん隔かくは徐じよ々じよに短くなっていて、あと数分……ことによれば数十秒で覚かく醒せいしそうな気配がある。その前に、何としてもベッドの右側にある我わが領土に退たい避ひしなくてはならない。

　慎しん重ちようにアスナの肩かたから左手を外し、空中に浮うかせる。しかし右みぎ腕うでは頭と枕まくらに挟はさまれていて抜き出すことは困難だし、脚あしも何やら絡からまってしまっている。この状態から、アスナを押したり引いたりせずに離り脱だつする方法はもう転移結けつ晶しようぐらいのものだと思われるが、あれは各層主街区の転移門にしか移動できない上に、そもそも六層では手に入らない。

　それでも、まだ奇き跡せきを信じて挑ちよう戦せんするための時間は残されているし、ならば挑ちよう戦せんすべきだ。自由になった左手で、後ろからアスナの頭をそっと持ち上げようとする。右みぎ腕うでが自由になれば、両手で絡からまった脚あしを解ほどいて脱だつ出しゆつできるかもしれない。

「うむぅ……」

　俺の指が後頭部に触ふれた途と端たん、アスナが顔をしかめたので、素す早ばやく手を遠ざける。アスナはなおも数秒間体をもぞもぞしてから、胸の前に折おり畳たたんでいた右手で、俺のシャツの襟えり元もとをきゅっと摑つかんだ。

　──終わった。

　そう判断した俺は、いつしか固く強こわ張ばっていた全身の力を抜き、その瞬しゆん間かんを待った。




　二時間後──。

「……キリト、どうしてアスナの皿に魚を移すんだ？　嫌きらいなのか？」

　大食堂でキズメルにそう訊きかれた俺は、悲しみを秘めた笑えみを浮うかべ、なぜか教科書口調で答えた。

「いいえ、私は魚が大好きです」

「なら、どうして？」

「えっと……」

　どこから答えたものか悩なやんでいると、俺が献けん上じようした白身魚のフリットに容よう赦しやなくフォークを突き刺したアスナがにこやかに言った。

「キリト君は悪いことをしたから、その罪を償つぐなってるの」

「ほう……いったい何をしたんだ？」

「えっとねえ……」

　アスナが事件の詳しよう細さいを開示する前に、急いで口を挟はさむ。

「いやあ、ちょっとアスナのパーソナルスペースを侵しん害がいしちゃってさ……あ、パーソナルスペースっていうのは、これ以上近づかれたくないって感じる空間のことなんだけどさ」

　途と端たん、細さい剣けん使つかいが冷ややかな視線を照射する。確かにベッドの中で抱だきつく行こう為いはスペース侵しん害がいなどというレベルではないが、キズメルにまで軽けい蔑べつされたら俺は今日一日、城の隅すみっこで体たい育いく座ずわりしているしかない。

　何とかいまの説明で納なつ得とくして下され……と願いつつ、同時に無理だろうなあと思っていたのだが、しかし正面に座すわるキズメルは真顔で深々と頷うなずいた。

「なるほど。その言葉は初めて聞くが、いわんとすることは解わかるぞ。我々エルフの社会でも、他の者に近づきすぎるのは無礼な行こう為いとされているからな」

「へえ、そうなんだ」

　と食い付いたのは右みぎ隣どなりのアスナだった。飲んでいたハーブティーのカップを置き、軽く首を傾かたむける。

「でも……キズメルはわたしたちといる時、あんまり距きよ離りを取っているように思えないけど……三層の女王蜘ぐ蛛ものダンジョンでも、隠かくれ身みマントの中にわたしたちを入れてくれたし」

　確かにあの時は、キズメルの腕うでや脚あしやその他の部分が密着して慌あわてさせられたものだ。騎き士しも少し懐なつかしそうに微ほほ笑えみ、ちらりと自分の手を見た。

「……うむ、そんなこともあったな。確かに私は、他の黒エルフたちよりも少々その、パ……パーソナルスペースとやらが狭せまいようだ。ティルネルは甘あまえん坊ぼうだったからな……子供の頃ころから四六時中くっつかれているうちに、私も慣れてしまったのかもしれん」

　キズメルの口から、三層で《森エルフフオレストエルブの鷹使いン・フアルコナー》と戦って命を落とした妹の名前が出た途と端たん、アスナが大きく目を瞠みはる気配がした。

　俺とアスナは、ティルネルと会ったことはない。それどころか俺は、ティルネルという名のダークエルフＮＰＣがこのアインクラッドに存在したことはないのだろうと考えてきた。甘あまえん坊ぼうの妹と一いつ緒しよに育ったこと、姉は騎き士しになり妹は薬くす師しになったこと、そしてその妹が秘ひ鍵けん回収任務の最中に戦死したこと……それらはキズメルに与あたえられた《設定》、偽いつわりの記き憶おくなのだろうと。なぜなら、エルフ族は長命なのでキズメルも見た目のままの年ねん齢れいではない……五十年とか六十年とか、あるいはそれ以上の年月を生きているのだと思われるが、いっぽうこのアインクラッドという世界が生まれたのは現実時間の二〇二二年十一月六日、つまりほんの二ヶ月足らず昔のことでしかないのだから。

　しかし、キズメルやヨフィリス子し爵しやく、あるいはロモロ老人や野営地の鍛か冶じ屋やたちと交流する中で、その考えも少しずつ変わってきているように思う。彼らは、単に設定という名の記き憶おくを付ふ与よされただけの存在ではないのではないか、と。

　二〇二二年、いや二〇二三年現在、いわゆる《汎用人工知能ＡＧＩ》というものはまだ開発されていない……はずだ。

　人工知能そのものは、ＡＩ元年と言われた二〇一七年からの五年で長足の進歩を遂とげている。将しよう棋ぎや囲い碁ごでは携けい帯たい端たん末まつにインストールできるものでもプロ棋き士しより強いし、株や通貨の取引では秒間数千回という超高速取引で利益を上げ、病院では高精度の画像診しん断だんを行う。レベル５、つまり完全自動運転の車が街中を走り回る日もそう遠くないだろう。

　しかし、それらの専門分野特化型ＡＩ──いわゆる狭いナローＡＩの目まぐるしい進化に対して、知識の応用と自己学習が可能で、人間と同じレベルのコミュニケーションを行う汎用ジエネラルＡＩの完成はまだまだ遠いらしい。多くの家庭にスマートスピーカーが普ふ及きゆうし、スケジュール管理や家電の操作、情報検けん索さくなどを手助けしてくれてはいるが、人間の話し相手を務めるには明らかに会話能力が足りていない。

　なんでも、ＡＩというものは、勝ち負けや当たり外れがはっきりしている事こと柄がらの学習は得意でも、何が正解なのか曖あい昧まいな分野は大の苦手らしい。そして会話というものに、明確な勝利や正解は存在しない。

　だが、いま俺の目の前で、物思いに沈しずむような表情でハーブ茶を飲んでいるダークエルフは、ゲーム世界のＮＰＣ……つまりさして高度でも最さい先せん端たんでもないＡＩのはずなのに、これまで俺やアスナと会話している時にとんちんかんな返事をしたことは一度もない。俺たちが多少気を使って、キズメルが知らなそうなことは口にしていないせいもあろうかと思うが、それにしても会話能力はほぼ人間並みと言っていい。

　アーガスは、いや茅かや場ば晶あき彦ひこは、どうやってこれほど高度なＡＩをゲーム世界に実装したのか。

　俺に想像できる方法は、たった一つ。話題が特定分野に限定された──つまり負ふ荷かやノイズが少ない環かん境きようで、膨ぼう大だいな数の人間とＡＩに会話をさせてコーパスデータを蓄ちく積せきするのだ。もちろん簡単ではない。協力者となる何百人もの人間に、話していいことといけないことを理解させるだけでも一苦労だろうし、それだけの人間をどう集めるのか、報ほう酬しゆうをどう捻ねん出しゆつするのかという問題もある。

　しかし、ＶＲＭＭＯ世界なら。

　プレイヤーは基本的にゲームやクエストに関係する発言しかしないし、報ほう酬しゆうを払はらわなくても喜んで毎日何時間もログインする。たとえば一ヶ月間、一千人がＡＩと会話し続ければ、蓄ちく積せきされるデータは世界中のどんな企き業ぎようも研究者も手にしたことのないものになるだろう。

　それこそが、二〇二二年の八月に行われた、ＳＡＯのベータテストだったのではないだろうか。

　そして、得られたコーパスデータを基もとに、今度はＡＩ同士で会話させる。人間が介かい在ざいしなければいくらでも処理速度を上げられるので、二ヶ月で数百年ぶん、あるいはそれ以上の学習をさせることも可能だろう。

　つまり、ことによると、キズメルたちダークエルフは……そして森エルフも、フォールン・エルフも人族のＮＰＣたちも、ＳＡＯ正式サービスが始まる前に、アインクラッドの創生から現在に至るまでの歴史を積み上げてきたのではないか。その中で特異的に発生した、ＡＧＩに近い会話能力を持つＡＩ……それがキズメルでありヨフィリス子し爵しやくなのではないか。

　もし俺の想像、いや妄もう想そうがわずかでも真実に触ふれているのなら、ＳＡＯのＡＩには《この先》があることになる。

　なぜなら、現在アインクラッドでは、ベータ時代の十倍、一万人ものプレイヤーが日々ＡＩたちと会話を積み重ねているのだ。そのデータが集積され、練られ、磨みがかれ、一いつ滴てきの精せい髄ずいとも言うべき真の人工知能が生まれる……そんなことが、絶対に起きないとは言えない……。

「……ねえ、キリト君」

　いきなり右みぎ肘ひじをつつかれ、俺は高速で瞬まばたきを繰くり返かえした。

「へっ？　な……なに？」

「なにじゃないわよ。わたしにお魚取られたのがそんなにショックだったの？　さっきから全然食べてないじゃない」

「あ……」

　目の前の皿を見下ろすと、アスナに一つ献けん上じようしてしまったものの魚のフリットはまだ二つ残っているし、サラダも薄うす焼やきパンもほぼ手つかずだ。今日の冒ぼう険けんは長丁場になると予想されるので、朝食はしっかりと──たとえ本物のカロリーにはならないにせよ──食べておかなければならない。フォークでフリットを突き刺し、一口で頰ほお張ばる。こんがり揚あがった薄うすい衣ころもが砕くだけ、汁しる気けたっぷりな白身がほろりと崩くずれる。果たしてキズメルたちも、俺が感じているこの旨うまさと同じクオリアを持っているのだろうか……と考えながらたちまち大きな皿を空にし、ハーブ茶を飲み干す。

「あのねえ、別に早食いしろとは言ってないわよ」

　と呆あきれ顔がおになるアスナの、左手のフォークに刺さっている楕だ円えん形けいのミニトマトに素す早ばやく食い付き、引っこ抜く。

「ぎゃっ、何するのよ！」

　フォークを振り上げるアスナと、それをナイフで防ぼう御ぎよしようとする俺を見て、キズメルが呆あきれ顔がおで首を振った。

　どこかお姉さんらしい仕草に、アスナが左ひだり腕うでを下ろして言った。

「ねえ、キズメル。もっとティルネルさんのお話を聞きかせて欲ほしいな」

「ん……？　いいぞ、もちろん。それでは、今日の道中にでも話してやろう」

「うん、楽しみにしてるね」

　アスナが微ほほ笑えむと、キズメルもにこりと口くち許もとを綻ほころばせた。その顔に、寂さびしさの翳かげりはもうなかった。




　食事を終えた俺たちは、まずキズメルの案内でガレ城の補給所に向かった。回復ポーション五本、治ち療りようポーション五本、携けい行こう食しよくとオヤツ入りの袋ふくろを一日一回タダで支給してくれるという大おお盤ばん振ぶる舞まいだが、残念ながらポーションはレベル１で、モルテの毒ピック──《スパイン・オブ・シュマルゴア》のレベル２麻ま痺ひ毒どくを消すことはできない。

　そうなると俄が然ぜん、昨夜キズメルが言っていた語かたり部べの話に期待が高まるが、残念ながら図書室で会えるのは正午から午後三時までらしい。

　毒ピック対策が不十分なまま攻こう略りやくを続けるのは気が進まないが、キズメルがいてくれる間は大だい丈じよう夫ぶだろう。彼女は解げ毒どくのまじないを何度でも使える指輪を装備しているし、何よりカラーカーソルがほとんど黒に見えるはずのエリート騎き士しをモルテたちが襲おそうとは思えない。一昨日のダガー使い、別名黒マント二号の、主武器を捨ててまでモルテ……《マモル》を助けようとした行動からすると、奴やつらも最初から自分たちの命を捨ててかかっているわけではないのだろうから。

　しかしそれは、次に奴やつらが襲おそってくる時は一昨日の夜以上に有利な条件を積み上げているということでもある。次こそは俺たちを確実に、何があろうと殺す──そんな決意を固めて、いまこの瞬しゆん間かんも邪じや悪あくな企たくらみを練り上げているはずだ。

　改めて、連中の仕し掛かけを待っているだけではいけないという危き惧ぐの念が湧わき上あがってくるが、こちらから攻せめる方法も思いつかないし、たとえ思いついてもそれを実行するには、これまでとはレベルの違ちがう覚かく悟ごが必要だ。なぜなら、奴やつらのアジトを見つけることができたとしても、現在のアインクラッドにはプレイヤーを長期間、確実に拘こう束そくしておく方法は存在しないのだ。奴やつらの悪行を未来永えい劫ごう止めるには、この世界からログアウトさせるしかない。

　それを可能とする唯ゆい一いつの手段は、ＨＰをゼロにすること。

　そしてその瞬しゆん間かん、プレイヤーは現実世界でも本当の死を迎むかえる──。

「おいキリト、そろそろ出発するぞ！」

「キリト君、置いてっちゃうよー！」

　少し離はなれた場所から呼びかけられ、足あし許もとのタイルに向けていた視線を上げると、霊れい樹じゆの泉の手前で手を振る騎き士しと細さい剣けん使つかいの姿が見えた。

　泉の中央にそびえる巨きよ大だいな樹きの枝葉からは、朝あさ陽ひを浴びた無数の雫しずくが、黄金の糸となって降り注いでいる。その光景を背せ負おって立たつ二人の姿は、言葉を失うほど美しい。

　キズメルはもちろんのこと、アスナも純じゆん粋すいな戦せん闘とう力りよくだけならもう俺より強いかもしれない。それでも、二人をなんとしても守まもり抜ぬかなくてはという思いを嚙かみ締しめながら、俺は小走りに二人のところへ急いだ。




　軽かろやかな鐘かねの音と無口な衛兵たちに見送られて城門をくぐり、草の一本も生えていない谷底の砂さ床しようにかかる橋を歩き始めて数十秒も経たたないうちに、キズメルのＨＰバーに見慣れないデバフアイコンが点灯した。

　項うな垂だれる人型のマークは確か、《衰すい弱じやく》のデバフだったはずだ。ベータ時代にたった一度、十層の千せん蛇だ城じように出しゆつ没ぼつするヘビ僧そう正じようから喰くらったことがあるが、筋力と敏びん捷しよう力りよくがごっそり減っていきなり重量オーバー状態になり、走って逃げることもできずにそのまま死んだ。

　キズメルはそこまでの状態ではないようだが、城の中では艶あでやかなコーヒー色だった肌はだが、わずかな時間で青ざめてしまっている。アスナが心配そうに「キズメル……」と声を掛かけ、腕うでを支えようとしたが、騎き士しは毅き然ぜんとした態度で押しとどめると腰こしの後ろに装着したポーチから薄うす手でのケープを取り出した。

「……もう少し頑がん張ばれるかと思ったが……。森と水の恩おん寵ちようがなければ、エルフ族がまるで無力な存在であることを思い知らされるな」

　そう呟つぶやきながら、通常装備の隠かくれ身みマントとケープを交こう換かんする。

　アスナのものとよく似ているフードつきケープは、全体が銀色がかった不思議な緑色で、よく見ると葉脈のような模様が走っている。それを身にまとい、フードを被かぶった瞬しゆん間かん、キズメルの衰すい弱じやくデバフアイコンが消しよう滅めつし、代わりに初見のバフアイコンが点灯する。

「ふう……」

　と息を吐はくその顔にも、みるみる血の気が戻もどっていく。あまりにも即そく時じ的な効果に啞あ然ぜんとする俺とアスナを見て、騎き士しは少し自じ慢まんそうに微ほほ笑えんだ。

「この外がい套とうは、大だい地ち切せつ断だん以前より王国に伝わる秘宝なのだ。真冬でもほとんど散らない貴重な聖せい大たい樹じゆの落ち葉を集め、丹たん念ねんに縫ぬい合あわせたものでな……もう全ての城や砦とりでを合わせても十着ほどしか残されていないのだぞ」

「わあ……凄すごい、聖大樹の葉っぱでできてるのね……」

　アスナが素す直なおに感心する傍かたわらで、俺は葉っぱの形のバフアイコンの効果に興きよう味み津しん々しんだが、キズメルが装備中のケープを指でタップしてみるわけにもいかない。ガレ城に帰ってからチャンスがあったら調べさせてもらおうと心のメモ帳に書かき込こみ、ついでにメインメニューを開いてクエストログを確かく認にんする。

　俺たちがこれから挑いどむのは、エルフ戦争キャンペーン・クエスト六層編のメインストーリーである《瑪め瑙のうの秘ひ鍵けん》だ。南エリアにあるダンジョンを攻こう略りやくして秘鍵を回収し、ガレ城に持もち帰かえればクリアというシンプルな流れだが、問題はそのダンジョンの所在地が、放射状に五等分された六層の南エリアだということで、俺たちがいまいる北西エリアからは西エリアを経由しないと辿たどり着つけない。

　つまり、ＡＬＳとＤＫＢの主力にアニキ軍団まで加わったレイドパーティーでもそれなりに苦労したエリア境界ダンジョンを二つも突とつ破ぱする必要があるわけだ。いくらキズメルがいると言っても楽じゃないだろうなあ……と覚かく悟ごしつつ、念のためにルートを確かく認にんする。

「えーと、キズメル、今日の目的地だけど……六層のいちばん南にある秘鍵のほこらでいいんだよな？」

「その通りだが、ほこらが南にあることをよく知っていたな」

　不思議そうな顔をするキズメルに、まさかベータテストの時に行ったことがあるとは言えず、「幻げん書しよの術でそれくらいは解わかるんだよ」と答えておく。実際、クエストログにはダンジョンの位置も書いてあるのでまるっきり噓うそというわけではない。

「なるほど、人族のまじないもなかなかのものだな」

　素す直なおに頷うなずく騎き士しに近付き、ウインドウに表示させた六層の全体マップを見せると、アスナも反対側から覗のぞき込こんだ。二人に、指先で目的地までの移動ルートを示す。

「俺たちの現在位置がここで、秘鍵のほこらがだいたいこのへんかな。つまり、こことここの岩山の地下通路を通とおり抜ぬける必要があるんだけど……まともに突とつ破ぱしようとするとかなり大変だから、黒エルフに伝わる秘密の抜ぬけ道みちっぽいものがあったりしないかな、って……」

　そこまで聞くや否いなや、アスナが俺の脇わき腹ばらをぐりっとやる。

「あのねえ、何ズボラなこと言ってるのよ。ごめんねキズメル、気にしないで」

「うーむ、私も抜ぬけ道みちがあるという話は聞いたことがないな……」

　騎き士しは真面目にそう答えると、顔を上げてにまっと笑った。

「しかし、そもそも岩山を越こえる必要はないぞ」

「え……なんで？」

「それは、後のお楽しみにしておこう。まずは、中央の湖を目指すぞ」

　そう言うと、左右の手で俺とアスナの背中を軽く押すので、やむなくウインドウを消して南へ歩き始める。

　層の中央にある星形の湖は《タルファ湖》という名前で、確かにそこを渡わたれば各エリアへの移動時間は大おお幅はばに短縮できる。実際、ベータ時代にも水に浮うく素材アイテム等を使って泳いで渡わたろうとしたプレイヤーは少なからずいたのだが、湖には絶望的に強い巨きよ大だいヒトデ型モンスターが棲せい息そくしていて、片かたっ端ぱしから触しよく手しゆに巻かれて水中に引きずり込まれ、二度と浮うき上あがれずに死んだ。

　普ふ通つうのゲームならそれも楽しいお祭まつり騒さわぎだが、現在のＳＡＯであのヒトデに挑いどむのは本物の自殺行こう為いだ。いったいキズメルは湖で何をするつもりなのかと考えると不安になるが、いまは信じてついていくしかない。

　三人はたちまち石橋を渡わたりきり、涸かれ谷だにの迷めい路ろに踏ふみ込こむ。来た時と同様、砂さ漠ばくっぽい色合いのモンスターが出現し始めるが、キズメルは五層の秘ひ鍵けんクエストで共きよう闘とうした時よりも一段と強くなっていて、俺たちが苦労したヒヨケムシやデスワームをばっさばっさと斬きり伏ふせていく。

　ＳＡＯは、レベリングの効率だけを見ればソロが最も稼かせげるというさびしんぼ仕様なゲームなのだが、モンスターとのレベル差による経験値のプラス／マイナス補正はいまのところ存在しないので、パーティーに高レベルプレイヤーを一人二人入れて大量のモンスターを狩かりまくるパワーレベリングは案外やりやすい。そして現在の状じよう況きようはそれそのものなので、モンスターの湧わきがいい場所にしばらく……二時間か三時間、できれば半日とか一日留とどまってレベルを上げられるところまで上げてしまいたい！　と思わずにいられないが、秘鍵回収という重要任務を帯びているキズメルにそんなことを頼たのむのは気が引ける。というか、まったく同じことを三層でも考えた気がする。

　そんなわけで、俺としては少々残念だったが無用な戦せん闘とうは回かい避ひしつつ涸かれ谷だに地帯を南進し、午前十時にはエリア南部の丘きゆう陵りよう地ち帯たいに入ることができた。

　六層を五等分する各エリアは扇おうぎ形がたをしているので、真ん中の湖に近づくほどに横方向の幅はばは狭せまくなる。左に五百メートルほど離はなれた所には登と攀はん不可能な岩山がそびえ、その麓ふもとに目を凝こらすと、遥はるか前方に昨日突とつ破ぱしたばかりの地下通路の入り口が視し認にんできる。

　岩山は右側にもそびえ立っているが、そちらの地下通路は外周部近くなのでここからは見えない。南に向けて少しずつ幅はばを狭せばめていく岩山が最も近づく場所に、星形のタルファ湖があるというわけだ。

「ふう……やっと涸かれ谷だにを抜けたか」

　そう言いながらキズメルが緑色のフードを外したので、俺は慌あわてて訊たずねた。

「お、おい、もう脱ぬいで大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「うむ、このあたりにはわずかだが植物が生えているし、ところどころに小さな泉もあるからな」

　キズメルはそう言うが、周囲は赤茶けた裸ら地ちが広がる荒こう野やで、植物はやたらとトゲトゲしたサボテンやら気味の悪い多肉植物ぐらいしか見当たらない。とても《森と水の恩おん寵ちよう》に溢あふれているようには思えないが、騎き士しはさっさとケープを脱ぬいでしまった。

　デバフアイコンこそ点つかなかったものの、二時間ぶりに露あらわになった顔はやはり少々色合いがよろしくない気がする。同じように感じたのだろう、アスナも心配そうな声を出した。

「ねえ、湖につくまで着てたほうがいいんじゃないの？」

「いや……先ほども言ったとおり、この《碧へき葉ようのケープ》はとても貴重なものなのだ。必要のない場所で着たまま戦って、傷でもつけてしまったら父祖に申し訳が立たん」

　キズメルはそう答えながらケープを丁てい寧ねいに畳たたみ、ポーチに収納する。代わりに取り出した隠かくれ身みマントを羽織ると、ふうっと息を吐はく。

　急いでストレージを開き、水の瓶びんをオブジェクト化して差し出すと、騎き士しは「ありがとう」と微ほほ笑えんで受け取った。俺とアスナのぶんも取り出し、三人横並びになってごくごく飲む。なぜか左手を腰こしに当てたくなるが、女子二人はやってくれなそうなので我が慢まんしておく。

　中身が半減したボトルを回収し、再びストレージへ。プレイヤーは重量制限が許す限り幾いくらでも水や食料を窓に放ほうり込こんでおけるが、《幻げん書しよの術》が使えないエルフたちは全ての荷物をオブジェクト化した状態で持ち運ばなくてはいけないわけだ。

　それは人間のＮＰＣも同じはずなので、モルテに殺されたサイロンは、あの量の金貨銀貨を長衣の下に隠かくし持もっていたことになる。

　さすがに領主ともなると財さい布ふも大きいんだろうな……とどうでもいい思考を巡めぐらせてから、ふと気付く。その理り屈くつでいくと、俺たちから奪うばった黄金の鍵かぎと同時にドロップした鉄の鍵かぎ……サイロンはあれをいつも身につけていたか、あるいは必要があって館から持ち出してきたかのどちらかだ。もし後者なら、サイロンは麻ま痺ひさせた俺とアスナを、鉄の鍵かぎが必要になる場所に連れて行くつもりだったという推測が成り立つ。

　ベータ時代に麻ま痺ひイベントを一人でクリアした時は、パイサーグルスの召めし使つかいであり秘密の弟で子しでもあった女性セアーノが、スタキオンの路地裏で俺を助けてくれたので馬車の行き先は解わからなかった。その後も鉄の鍵かぎは連続クエストのラストまで登場しなかったはずだ。恐おそらく今回も、モルテがサイロンを殺さなければ、俺たちが鉄の鍵かぎを目にすることはなかったのではないか。

　つまり、現在俺のストレージに入っているあの鍵かぎは、クエストの途と中ちゆうでサイロンが死んだ場合にのみ出現するアイテムで……だとすると、《スタキオンの呪のろい》クエストは、サイロン死亡ルートも想定されているということになる、のだろうか。

　出したままのストレージ窓を無意識のうちにスクロールし、鉄の鍵かぎを探そうとした右手を、俺はしっかりと握にぎり締しめた。いまは呪のろいクエストではなく《瑪め瑙のうの秘ひ鍵けん》クエストに集中しなくてはならない。スタキオンにはいつでも帰れるし、もしキズメルが本当にタルファ湖を渡わたる方法を知っているなら、エリアを反時計回りに移動していくしかない攻こう略りやく集団に追いつくことも充じゆう分ぶん可能だろう。

「……よし、じゃあそろそろ……」

　出発しようぜと言いかけた俺は、アスナとキズメルがひときわ立派なサボテンの前でこちらに背を向けて何やらごそごそしていることに気付いた。歩み寄って横から覗のぞき込こむと、二人はサボテンのトゲの隙すき間まから小さな赤いものを摘つまみ取とっては口に運んでいる。

「あっ！　何か食ってる！」

　叫さけぶ俺をアスナがちらりと見るが、何も言わずに採食行動に戻もどる。それどころか右手のみならず左手も使い、倍のスピードで赤いものをもぎぱくもぎぱくし始める。

　負けてはおられぬと俺も二人の反対側からサボテンに近付き、長さ十センチ近いトゲの根元を注視すると、ところどころに赤い色が見える。トゲを避さけながら慎しん重ちように指を差さし込こみ、もぎ取ると、それは直径二センチほどの丸い実だった。こわごわ口に放ほうり込こみ、嚙かみ砕くだいた途と端たん、甘あまくて冷たくて酸すっぱくて炭酸のようにしゅわしゅわする果か汁じゆうが口中に迸ほとばしり、一いつ瞬しゆん陶とう然ぜんとしてしまう。

　この味わいはＢ級食材の半はん魚ぎよ芋いもを超こえている！　と確信しながら次の実を取ろうとするが、アスナたちより幾いく分ぶん手が大きいせいか、二人ほどのスピードでは採取できない。俺が苦労して三つ目をもいだ時にはもう、サボテンの側面を回り込んでアスナが近づいてくる。

　このままでは俺のぶんが食われる！　とおののきつつ、四つ目を取ろうとした手て許もとが狂くるい、指先にトゲが思いきり刺さった。

「イッテ!!」

　実際には戦せん闘とう時じと同様に痛みらしい痛みは感じなかったものの、反射的に手を引っ込めてしまうと、アスナがその実をぷちっともいでぱくっと頰ほお張ばった。

　結局、わずか十個ほど食べたところでサボテンの実は採とり尽つくされ、俺は満ち足りた様子の二人に向けて恨うらみ言ごとを口にした。

「ひどいよ、食べ始める前に教えてくれてもいいじゃん……」

「はは、済まなかったなキリト」

　サボテンの実に何らかの治ち癒ゆ効果があったのか、すっかり元気を取とり戻もどした様子のキズメルが笑いながら言った。

「この《セルシアンの木》の果実は最上級の美味だが、花が咲さいて実が生なるのは一年に一度、しかも季節が決まっていないうえに咲さき始はじめてからたった三十分で全ての実が弾はじけてしまうのだ。だから、実がついているのを見つけたら、大急ぎで食べなくてはならないのさ」

「さ、三十分……？」

　繰くり返かえしながら、赤茶色の荒こう野やを見回す。視界内には百本以上のサボテンが点在しているが、一年は八千七百六十時間、イコール五十二万五千六百分、そのうちランダムに三十分しか実が生ならないなら、確かに結実しているサボテンを見つけられる確率は絶望的に低い。いくら実が美う味まいと言ってもそのためだけに毎日荒こう野やを彷徨さまよい続つづけるわけにもいかないし、もしかしたらいまのが最初で最後の出会いだったのかも……と愕がく然ぜんとしながら、いまだ飽ほう食しよくの余よ韻いんに包まれているらしい暫ざん定ていパートナーに問いただす。

「あの、アスナさん？」

「はふぅ…………なあに？」

「サボ実、幾いくつ食べたの？」

「四十か、五十個ぐらいかな。でもぜんぜん飽あきないわ……バスタブ一いつ杯ぱい食べたいくらい」

「くぬう……！」

　やはりいつか、もういちど食べに来ねばなるまい。深く心に誓ちかう俺の肩かたを、キズメルが軽く叩たたいた。

「さあ、そろそろ出発しよう。ここまで来れば、面めん倒どうな虫の怪かい物ぶつはもう出るまい」

　その言葉どおり、丘きゆう陵りよう地ち帯たいにポップするモンスターはコヨーテっぽいのとトカゲっぽいのがメインで、どちらも毒を持っていないのでさして苦労もせずに倒たおすことができた。

　代わりに、残り二キロメートルの行程を歩くあいだ、キズメルはアスナが訊ききたがっていた妹ティルネルとの思い出を語ってくれた。

　子供の頃ころ、九層にある王都近きん郊こうの湖で小こ舟ぶねに一人で乗って、丸一日行ゆく方え不明になったこと。風ふ呂ろにジュニパーの精油を入れすぎて、一週間ずっと木の匂においがしていたこと。薬くす師しの勉強中に作った強きよう壮そう剤ざいを飲まされたキズメルの髪かみが、樹霊ドライアドのような緑色になってしまったこと、などなど。

　アスナはそれらの話をくすくす笑いながら聞き、俺も妹の直すぐ葉はと過ごした幼い日々を思い出したりしてしまったが、頭の片かた隅すみでは無ぶ粋すいなことを考えずにいられない。もしキズメルが語るティルネルの思い出が《設定》──与あたえられた記き憶おくなら、それらの全てはアーガスのスタッフだかシナリオライターだかが考えたエピソードだということになる。

　しかし、言ってしまえばアインクラッドに無数に存在しているＮＰＣの一人であるキズメルに、これほどまでに詳しよう細さいな設定を与あたえるだろうか？　騎き士しの昔語りは尽つきる気配もなく、ティルネルと過ごした年月の、全ての日々を記き憶おくしているかの如ごとき勢いなのだ。万が一、特とく殊しゆなＮＰＣであるキズメルやヨフィリス子し爵しやくだけでなく、あらゆるＮＰＣに同様の記き憶おくが存在しているのなら……そんなものを限られた人数のシナリオライターだけで生み出すのは到とう底てい不可能だと思える。

　左耳でキズメルの思い出話を聞き、右耳からは高速回転する脳の廃はい熱ねつを放出しながら歩くこと、一時間弱。ついに左右の岩がん壁ぺきの幅はばが一キロほどにまで狭せばまり、そのあいだに青く輝かがやく水面が見えた。

　三人顔を見合わせてから、残る距きよ離りを全力疾しつ走そうで駆かけ抜ぬけ、湖こ畔はんに辿たどり着つく。

「わあ……！」

　とアスナが感かん嘆たんの声を漏もらすのも無理はない。急な弧こを描えがく水みず際ぎわは真っ白な砂すな浜はまで、そこに驚おどろくほど透とう明めいな水が緩ゆるやかに打ち寄せている。湖水は徐じよ々じよにエメラルドグリーンへ、そしてコバルトブルーへと色合いを変えながら、陽光を受けて眩まぶしく煌きらめく。心なしか、空気も幾いくらか暖かく感じる。

　直径約十キロの六層と比べればタルファ湖はさして大きくないが、それでも差さし渡わたし一キロ近くあり、対岸は白く霞かすんでいる。しかし、層全体を放射状に五等分する岩がん壁ぺきが、砂すな浜はまの両側と右みぎ奥おく、左ひだり奥おく、そして正面から湖面に切きり込こんでいる様子はくっきりと見えて、ここが五エリアの中心地であることを想像させる。

「ねえ、ちょっとだけ水に入ってみてもいい？」

　アスナがじりじりと砂すな浜はまに近付きながらそんなことを言うので、俺は急いで「やめとけ」と言おうとしたが、それより早くキズメルが止めた。

「いや、いかん。この湖には恐おそろしいヒトデの化け物が棲すみ着ついていてな……私も見たことはないが、とんでもなく長い腕うでは、湖底の深みから波なみ打うち際ぎわまで届くそうだ」

　途と端たん、アスナが素す早ばやく後退する。

　どうやら巨きよ大だいヒトデ、固有名《オヒオメトゥス》は正式サービスでも元気に湖の底をにょろついているようだ。となると、キズメルがどうやって対岸まで渡わたるつもりなのか、大いに興味と不安を搔かき立たてられる。

　俺の視線を感じたのか、こちらを見た騎き士しは何やら自信ありげに微ほほ笑えみ、ポーチから新たなアイテムを取り出した。親指ほどのサイズしかない、小さなガラス瓶びん。中には真っ青な液体が入っている。

「キリト、右足を持ち上げて、靴くつ底ぞこを見せろ」

「う……うん」

　頷うなずきはしたものの、ブーツの底が見えるまで足を持ち上げるのは仮想世界でも簡単ではない。右足を思いきり引っ張り上げ、足首と股こ関かん節せつの可動域の限界に挑ちよう戦せんしたが、靴くつ底ぞこがどうにか垂直になったあたりでバランスを崩くずし、「あわわわ」と両手を振ふり回まわしながら砂すな浜はまにひっくり返ってしまう。

　アスナが「ぷむっ」と噴ふき出だしかけたので慌あわてて飛び起きようとしたものの、

「ちょうどいい、そのまま」

　と命じられてしまい、寝ね転ころがって両足を真上に突き出すという情けない格好のまま、近づいてくる騎き士しを待つ。

　キズメルは、慎しん重ちように小こ瓶びんの栓せんを抜くと、青い液体を俺のブーツの底に一滴てきずつ振りかけた。すると、靴くつ全体がぼんやりと青く光り始め、ＨＰバーの下にまたしても見慣れないアイコンが点灯。水面を踏ふむ靴くつのマークからして効果がぼんやりと想像できるが、キズメルの説明を待つことにする。

「立っていいぞ」

　と言われるや、両足を頭の上まで前ぜん傾けいさせ、反動をつけて跳はね起おきる。無様な尻しり餅もちに御ご失しつ笑しようあそばされた我わがパートナーのバランス感覚をしっかり見届けるべく、ベストなポジションに移動。するとアスナは軽く俺を睨にらんでから、

「キズメル、お願いね」

　と言い、右足を前ではなく後ろに持ち上げると、足首を手で支えた。なるほどこれなら関節に無理をさせることなく足裏を上に向けられるわけだ。というか十人いれば九人はこうするだろう。深く納なつ得とくしつつも、「ずりぃー」と呟つぶやかずにいられない俺だった。

　最後に自分のブーツにも液体を振りかけると、キズメルは瓶びんにしっかりと栓せんを嵌はめ、ポーチに戻もどした。そのまま白砂を横切り、穏おだやかに打ち寄せる透とう明めいな水にそっと足を進める。最初の数歩は普ふ通つうに水を踏ふみ抜ぬいてしまったが、四歩目あたりで水面に不思議な形の波は紋もんが広がり、五歩目、六歩目は明らかに水の上を歩いた。

「おおー」

　俺とアスナが感かん嘆たんの声を上げると、騎き士しは振り向いて手招きした。

「二人とも、ゆっくり水に踏ふみ込こむんだ」

　同時にこくりと頷うなずき、波なみ打うち際ぎわまで前進してから、念のため確かく認にんしておくべくパートナーの肩かたを摑つかんで立ち止まらせる。

「なあキズメル、水面を歩いていればヒトデは出てこないのか？」

「それは保証する。ただ……」

「ただ？」

「靴くつに施ほどこした《ヴィルリの雫しずく》のまじないは、静かに歩いている時しか効果を発揮しないのだ。走ったり、飛とび跳はねたりすると水面を突つき破やぶって落ちてしまう。そしたらヒトデに気付かれるからな……くれぐれもゆっくり、落ち着いて動いてくれよ」

　最後の言葉は俺だけに向けられていた気がするが、気のせいだと思っておく。それより問題は、走るだけで効果が失われてしまう魔ま法ほう、ではなくおまじないに命を預けていいのかどうかということだ。オヒオメトゥスの本体は決して水面に浮ふ上じようせず、長い触しよく手しゆでプレイヤーを水中に引きずり込んでしまうので、戦って勝つのは不可能。そして現在のＳＡＯでは、湖底で死んでもはじまりの街の黒鉄宮で目覚めることは決してない。

　キズメル、俺たちは死ぬわけにはいかないんだ……と言おうとして、また口をつぐむ。

　死んだらそれっきりなのは、ＮＰＣのキズメルも同じだ。万が一同じ外見、同じ名前のダークエルフが三層の森に再湧出するのだとしても、それはいまのキズメルではあるまい。そんな彼女に対して、君は死んでもいいけど俺たちはだめだ、などとどうして言えよう。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、キリト君」

　不意に、俺の思考を読んだかのようにアスナが囁ささやいた。左手で軽く俺の右手の指先を摘つまみ、いっそう小声で続ける。

「普ふ通つうに歩けばいいんだし、もしも水に落っこちてヒトデが出てきても、私に奥おくの手てがあるから。あ、奥おくの足かな」

「お、奥おくの足……？」

　細さい剣けん使つかいが何を考えているのかまるで解わからないが、しかし確かに走らない、ジャンプしないという条件を守るのはそんなに難しいことだとは思えない。少なくとも、アナログスティックの微び妙みような倒たおし具ぐ合あいで歩きと走りを切きり替かえるコンシューマゲームに比べればずっと簡単なはずだ。

「……わかった。でも、くれぐれも動きに注意な」

「そっちこそ」

　そう言いい交かわし、二人一いつ緒しよに足を前に出す。最初は水を蹴け散ちらしてしまったが、やがて靴くつ底ぞこに反発力が生まれ、まるで厚めのゴム膜まくを踏ふむような感覚とともに水の上に立つ。

　辛しん抱ぼう強づよく俺たちを待ってくれていたキズメルの近くまで歩くと、騎き士しはこちらを安心させるように微ほほ笑えみながら頷うなずき、体の向きを変えた。ぱしゃ、ぱしゃ、と軽い水音を立てながら対岸目指して歩き始めるので、後に続く。

　二十メートルほど歩いたところで、思い出したようにアスナが言った。

「あ……もしかして、四層で《ウィスゲー・ザ・ヒッポキャンプ》と戦った時、ヨフィリス子し爵しやくが水に沈しずまなかったのってこのおまじないのせいなのかな」

「あー……いや、でもあの時の閣下はめっちゃ水面を走りまくってなかったか？」

「アスナの想像は、半分正しい」

　前を歩くキズメルが、顔を少しだけ振り向かせて言う。

「先ほど我々の靴くつ底ぞこに垂らした液体は、ヴィルリ……つまり乙女おとめの水霊アンダインだけが作れる秘薬で、これ自体とても貴重なものだが、ヨフィリス閣下の靴くつにはヴィルリの髪かみが編あみ込こまれていて、決して水に沈しずまないのだ」

「髪かみの毛けって……も、もしかして、水霊さんを殺して、髪かみを切り取ったのか……？」

　羅ら生しよう門もんじゃあるまいし、と思いながら俺がそう言った途と端たん、キズメルが激しくかぶりを振った。

「まさか！」

　途と端たん、足あし許もとで少しだけ飛沫しぶきが上がり、騎き士しは首を縮めた。だが幸いまじないが破れるようなことはなかったので、声を低めて俺をたしなめる。

「ヴィルリを含ふくむ水霊アンダインは、エルフにとって樹霊ドライアドと同じくらい大切な存在だ。良き隣りん人じんであり、守護者でもある……。生木を伐きったり清流を汚よごすことさえ禁きん忌きなのに、ヴィルリを殺そうものならそのエルフは一族もろとも呪のろわれてしまうよ」

「そ、それは不敬なことを言って悪かった……。でも、じゃあ子し爵しやくはどうやってそんな貴重な靴くつを手に入れたんだ？」

　値段は知るよしもないが、ファンタジーＲＰＧでは恒こう常じようフェザーフォーリングやウォーターウォーキングつきの装備は激レア品と相場が決まっている。すでに一行は湖の中心付近に差さし掛かかり、足あし許もと数十メートル下には危険極きわまる巨きよ大だいヒトデがのたくっているはずだが、それすらも半ば忘れて俺は騎き士しの答えを待った。

　しかし前を向いたキズメルは、再び──今度はごく小さな動きで首を横に動かすと、囁ささやくように言った。

「私もそこまでは知らないのだ。だが……噂うわさによれば、閣下は遠い遠い昔、ヴィルリの乙女おとめと……。──いや、すまん、不確かなことを言うべきではないな。聞かなかったことにしてくれ」

　途と端たん、俺の千倍くらいその手の話が好きそうなアスナが残念そうに息を吐はく。しかし食い下がったりはせず、無言で歩き続ける。

　俺も、もしかしたら子し爵しやくの顔にあった刀傷はその話と関係があるのだろうか……等と思わずにいられなかったが、恐おそらく真しん偽ぎを確かめる機会はあるまい。少なくとも、ヨフィリス閣下の水上歩行ブーツはプレイヤーが手に入れられるようなものではなさそうなので、潔いさぎよく諦あきらめる。

　前を見ると、最初は白く霞かすんでいた対岸がかなり近づいてきていた。

　残りは二百メートルあるかないかで、白い砂すな浜はまと、その奥おくに立ちはだかる岩がん壁ぺきがはっきりと見て取れる。

　六層の五エリアは、主街区がある北東の第一エリアが森林、ガレ城がある北西の第二エリアが荒こう野や、その西の第三エリアが湿しつ地ち、そして俺たちが目指す南の第四エリアは洞どう窟くつがデザインテーマになっている。人工的なダンジョンというわけではなく自然洞どう窟くつだが、エリアの中で青空を──いや七層の底を見上げられる場所はかなり少ない。つまり歩いていて楽しい場所では決してないのだが、全体がぐじゅぐじゅした湿しつ地ちで道から外れると足が泥どろにずぼっと埋うまってしまう西エリアに比べればずっとマシだ。

　秘ひ鍵けんを手に入れたらいったんガレ城に帰らなくてはならないが、迷めい宮きゆう区くの攻こう略りやくに挑いどむ時も湖をショートカットできれば有あり難がたいことこの上ない。しかし、大変な貴重品らしい《ヴィルリの雫しずく》を分けてくれとは言いにくいので、これも諦あきらめるしかないようだ。

　そんなことを考えているうちに対岸はいよいよ近付き、足あし許もとを眺ながめれば透とう明めい度どを取とり戻もどした水の中で小魚の群れがすいすい泳いでいる。しかも時々、コインや宝石と思おぼしきものが湖底でキラッと輝かがやいたりするのでしゃがんで手を伸ばしたくなるが、見え見えの罠わななのでいつかヒトデを倒たおす方法が見つかる時まで我が慢まんしておく。

　我わがコンビの行動パターンとして、あとちょっとで安全地帯に辿たどり着つくという場面でどちらかが──主に俺が何かやらかして大ピンチになることが多い気がするが、今回ばかりはすっ転んで水にドボンといくこともなく、無事に白い砂を踏ふむことができた。そのまま波なみ打うち際ぎわから充じゆう分ぶんに遠ざかり、三人同時に立ち止まって長々と息を吐はく。

「いや……私も初めて経験するが、なかなか緊きん張ちようしたな」

　と騎き士し様が宣のたまうので、俺は驚おどろいて問とい質ただした。

「えっ、キズメルもこの湖を歩いて渡わたるの、初めてなのか？」

「当たり前じゃないか、ガレ城の外に出ることさえ初めてだよ」

「なら……秘ひ鍵けんが保管されてる地下迷めい宮きゆうの場所も、もしかして解わからない……？」

　これは珍めずらしく俺たちがキズメルを先導するパターンなのか、と思ったのも束つかの間ま、騎き士しはベルトの左側につけた細長いケースから丸めた羊皮紙を取り出し、澄すまし顔がおで広げた。

「初めてだが、道は解わかるぞ。ほら」

　差し出された紙を覗のぞき込こむと、それはかなり詳しよう細さいに描えがかれた南エリアの地図だった。複雑に入り組んだ洞どう窟くつ群ぐんの一点に赤い印が打たれ、俺たちがいる湖こ畔はんからそこまでのルートも赤のラインで示されている。

「へえ、ちゃんと地図があるのね。ここが湖で、ここが目的地で……あれ、この印は何なの？　虫の頭みたいな形だけど……」

　エリアの南側を指差しながらアスナが訊たずねると、キズメルは真しん剣けんな顔で答えた。

「その通り、虫の頭さ。この大だい洞どう窟くつには岩の鎧よろいをまとう巨きよ大だいムカデが潜ひそんでいてな……。幸い、我々は通る必要がない場所だが、住すみ処かに迷まよい込こんだ人族が数多く犠ぎ牲せいになっていると聞く」

「うわぁ……。ヒトデだのムカデだの、色々出てくるわね。ヤスデとかガニメデとかが出てこないといいけど」

　最後のは星の名前だろ、と突っ込むべき場面だったのかもしれないが、俺は口を噤つぐんだまま考かんがえ込こんだ。

　ベータ時代には、六層南エリアにムカデ型のフィールドボスなどいなかったはずだ。迷めい宮きゆう区くタワーのある第五エリアに配置された植物系ボスと、あとはアンタッチャブルな湖のヒトデ、それだけだったと記き憶おくしている。

　いままでの層では、フィールドボスが変へん更こうされたことはあっても──たとえば、四層ではゾウガメが双そう頭とうのウミガメになったように──、新しく追加されたことは一度もなかった。攻こう略りやく集団はその前提でアタックしているので、いつも先を争っているＡＬＳとＤＫＢのどちらかが準備もなしにムカデボスの洞どう窟くつに突とつ入にゆうしてしまえば、起きてはならないことが起きる可能性もゼロとは言えない。

「悪い、ちょっと時間くれ」

　俺は変わらず地図を覗のぞき込こんでいる女性二人にそう断ると、メニューウインドウからメッセージタブに飛んだ。宛あて先さきに情報屋のアルゴを指定し、素す早ばやく短文を打ち込む。

【ＦＲの先頭っていまどのへん？】

　ＦＲというのは、アルゴが《攻こう略りやく集団》の代わりに好んで使う《フロントランナー》の略りやく称しようだ。幸い戦せん闘とう中ちゆうや隠おん密みつ行動中ではなかったようで、十秒足らずで返信が来る。

【今日の夕方には第三エリアへの通路ダンジョンに挑いどむとさ。１００ｃ】

　末まつ尾びの数字はもちろん情報の値段。ツケ払ばらいにしてくれるのは有あり難がたいことなのだが、それとは別に俺は顔をしかめた。

「早いな……」

　呟つぶやき、マップタブに移動。攻こう略りやく集団が第一エリアから第二エリアに移動したのは昨日、一月二日の午後なので、わずか一日で次のエリアに行くつもりらしい。

　第二エリアには、《アラーロ》という小さな町が一つあるだけ──黒エルフ族のガレ城は、エルフ戦争クエストをやっていないプレイヤーには関係ない──だし、ガレ城周辺の涸かれ谷だに以外はモンスターもさほど強くないので突とつ破ぱに時間はかからないだろうと思っていたが、それにしても早い。恐おそらくキバオウやリンドは、各エリアに一日、合計五日で六層をクリアするという計画を立てているのだ。五層は四日でクリアされたことを考えると急ぎすぎとは言えないが、寄り道をしなければほぼ直線的に迷めい宮きゆう区くタワーまで行けた五層と比べれば、六層の移動距きよ離りは明らかに長い。

　ともあれ、明日の午後には湿しつ原げんの第三エリアも突とつ破ぱされ、攻こう略りやく集団はこの第四エリアに到とう達たつすると考えるべきだ。キズメルの隣となりに戻もどり、もう一度地図を見せてもらうと、大ムカデの住すみ処かはエリア最大の町である《岩がん窟くつ都市ゴスカイ》の少し手前に位置している。通路ダンジョンの攻こう略りやくで疲ひ労ろうしたリンドたちが道を急ぎ、準備不足、いや準備ゼロでムカデ洞どう窟くつに突とつ入にゆうしてしまう可能性は決して低くない。

　再びウインドウを開き、アルゴに二通目のメッセージを送る。

【南の第四エリア、ゴスカイの手前に新規フィールドボスの情報あり】

　すぐに返信。

【了りよう解かい。さっきの情報代はチャラにしとく】

　これでひとまず、ＤＫＢとＡＬＳが何も知らないままムカデボスと遭そう遇ぐうしてしまう状じよう況きようは避さけられるだろう。しかし、彼らの実力を信じないわけではないが、できればボス戦には参加しておきたい。

　果たして明日の午後までにガレ城のクエストを完かん了りようし、攻こう略りやく集団に合流できるだろうか……と考えていると。

「やはり、人族の《遠書の術》は便利なものだな」

　俺の手て許もとを見ていたキズメルが感心したように言い、すぐにアスナが応じた。

「エルフ族は、わざわざ伝令の兵隊さんが手紙を運んでるんだもんね。《霊れい樹じゆ》があるって言っても、やっぱり大変よね」

「そうだな。森エルフも、我ら黒エルフも、人族のまじないなど取るに足りないものと考えてきたが、お前たちと行動していると、《幻げん書しよの術》と《遠書の術》だけでエルフ族に残された全ての魔ま法ほうを凌りよう駕がするのではないかと思えてくるよ」

　キズメルの言葉に、どう応えていいものか俺は迷った。彼女は魔ま法ほうの一種と認にん識しきしているが、メニューウインドウもインスタント・メッセージもゲームシステムの一部であり、当然そんな話はできない。しかもその《魔ま法ほう》を使うのは俺たちプレイヤーだけで、人間のＮＰＣは使えないのだ。

　しかしキズメルはそれ以上遠書の術には興味を示さず、代わりに俺も半ば忘れていた懸け念ねんを口にした。

「お前たちが四層で出くわしたフォールン・エルフのノルツァーは、こう言っていたのだろう？　奴やつらが六本の秘ひ鍵けんを全て集め、聖堂の扉とびらを開いたら、人族の最大の魔ま法ほうが消え去る……と」

「あ……うん、言ってたわね……」

　頷うなずいたアスナの頰ほおが、少しばかり赤くなっているように見えるのはなぜだろうと首を傾かしげつつ、俺も当時の記き憶おくを再生する。

　四層の主街区ロービアから、ゴンドラでしばらく川を下ったところにある水すい没ぼつダンジョンの奥おく深ふかくで、俺とアスナはフォールンたちの会話を盗ぬすみ聞ぎきした。

　あの場所にいたのは、覆ふく面めんの将軍ノルツァーの他にはエドゥーという親方フオアマンと、副官らしき女性エルフ。確かカイサラと呼ばれていた副官に向けて、ノルツァーが言ったのだ。

　──我らが全ての秘鍵を手に入れ、聖堂の扉とびらを開いたその暁あかつきには、人族に残された最大の魔ま法ほうさえもが跡あと形かたもなく消え去るのだからな。

　それに対して、カイサラはこう答えた。

　──その通りです、閣下。大たい願がん成じよう就じゆの時は、刻一刻と近づいております。

　確かに、幻書の術と遠書の術が使えなくなったらえらいことだ。しかし現実的に考えて、そんなことは有り得ないと思える。インスタント・メッセージはまだしも、メニューウインドウが出せなくなる……つまりスキルの選せん択たくもアイテムの出し入れもマップの閲えつ覧らんも禁止されるような事態になれば、ゲームの攻こう略りやく自体が不可能になってしまう。

　ならば、ノルツァーが言っていた《最大の魔ま法ほう》とは、メッセージでもウインドウでもない何かのことなのだろうか？　それを消し去ることが、フォールン・エルフの大願に結びつくような？　だが、彼らの大願とは、具体的に何なのだろう……？

　想像はそこで分厚い壁かべに突つき当あたり、俺はもどかしさのあまり右手を胸の前で閉じたり開いたりした。途と端たん、アスナがなぜかつかつかと近づいてきて、ブーツの爪つま先さきで俺の左足をぐりっと踏ふんだ。

　その感覚がトリガーになり、新たな記き憶おくが再生される。ノルツァーたちの会話を盗ぬすみ聞ぎきしている時、俺とアスナは小さな木箱の中に隠かくれていて、密着して身動きの取れない状じよう況きようで右手がアスナのブレストプレートの下に潜もぐり込こんでしまい……。

「さて、休きゆう憩けいはこのへんで切り上げよう。明るいうちに城に戻もどりたいからな」

　キズメルの声に回想から引ひき戻もどされ、俺は素す早ばやく右手を下ろすとアスナに向けてふるふるとかぶりを振った。細さい剣けん使つかいはフンと軽く鼻を鳴らし、その記き憶おくは永遠に消去しなさい、と言わんがばかりの一いち瞥べつをくれると、騎き士しの隣となりを歩き始めた。二人の前方には高い岩がん壁ぺきがそびえ、その中央に洞どう窟くつが黒々とした口を開けている。

　そう言えば、あの時もハラスメント防止コードは発動しなかったんだよな……ていうか今朝起きた時、アスナの視界にコードの窓は出てたのかな……等々と考えながら、俺は二人を追いかけた。




　南エリアの洞どう窟くつ地帯の大部分は、ダンジョンと言うほどには真っ暗ではなく、天てん井じようのところどころに空いた穴から柱状に差さし込こむ自然光によって薄うす暗ぐらい程度に照らされているので、左手に松明たいまつやランタンを持つ必要はない。

　棲せい息そくするモンスターたちは、幸いにして虫系ではなくコウモリやら水すい棲せい生物がメインだが、その中でも厄やつ介かいなのがアインクラッドではほぼ初登場となるスライム系だ。国産のＲＰＧだと序じよ盤ばんの最弱モンスターという印象が強いスライムだが、ＳＡＯではまったくそんなことはない。なぜならこの浮ふ遊ゆう城じようには、スライム系への定番の攻こう撃げき手段である火か炎えん魔ま法ほうや氷ひよう結けつ魔ま法ほうが存在しないのだ。

　となれば武器で頑がん張ばるしかないのだが、普ふ通つうに攻こう撃げきしても斬ざん撃げきや刺し突とつは効果が薄うすく、どうにかまともなダメージを与あたえられるのは打だ撃げき武ぶ器きのみ。しかしこの三人パーティーの主武器は、俺とキズメルが斬ざん撃げき属ぞく性せい、アスナが刺し突とつ属ぞく性せいで、スライムには分が悪い。

　というわけで──。

「あああああ！　もおぉ────！」

　苛いら立だちを隠かくそうともしない叫さけび声ごえとともに、アスナがソードスキル《オブリーク》を発動させた。薄うす闇やみを閃せん光こうで引ひき裂さきながら下方に放たれた神速の単発突きが、洞どう窟くつの床ゆか面めんをのたくる茶ちや褐かつ色しよくの不定形生物スライム《カビタス・ウーズ》を直ちよく撃げきする。

　直径八十センチほどのウーズは真ん中に大穴が開き、放射状に飛び散ったように見えたが、ＨＰバーは大して減っていない。ライトエフェクトが消えるとすぐにうぞるうぞると集まり、元通りの平べったい粘ねん体たいに戻もどってしまう。

　その体の一部が丸く盛り上がるのを見て、後方で待機中の俺は急いで叫さけんだ。

「アスナ、回かい避ひ！」

　硬こう直ちよくが解けた細さい剣けん使つかいが飛とび退のくのと同時に、盛り上がった部分から細い触しよく手しゆが鞭むちのように撃うち出だされる。シバルリック・レイピアに巻き付こうとするが、アスナが素す早ばやく剣を引っ込めたので数ミリの差で空気だけを摑つかむ。

　あれに巻かれると凄すごい力で武器を引っ張られ、もし奪うばわれようものなら粘ねん体たいの中に吞のみ込こまれて取とり戻もどすのに大変な苦労をするし、武器の耐たい久きゆう度どもかなり損そん耗もうしてしまう。プレイヤーがへばりつかれた場合に、布装備が溶とけたりするのかどうかは俺も知らない。

　カビタス・ウーズ──別にカビているわけではなく、名前のCovetousは「強ごう欲よくな」という意味らしい──は触しよく手しゆを体に戻もどすと、まるでアスナをからかうようにぶよぶよと揺ゆれた。

「むうううう！　キリト君、どうすればいいのこれ！」

　ついにパートナーから助言を求められたので、俺は後方をちらりと見た。数メートル離はなれた場所ではキズメルが吸血コウモリ二匹ひきを相手にしているが、ＨＰはまるで減っていないので任せて大だい丈じよう夫ぶだろう。再びアスナに視線を戻もどし、近くのモンスターを呼び集めてしまわない程度のボリュームで答える。

「まず、光が当たってるとこに誘ゆう導どうするんだ！」

「や……やってみる！」

　アスナはじりじりと右後方に移動し、ぶよぶよ追ってくるウーズを、天てん井じようから降り注ぐ自然光の輪の中におびき出した。暗がりでは汚きたならしい黄土色だった粘ねん体たいが、光を受けて金色に透すき通とおる──が、しかしそれだけだ。光でダメージを受けることはおろか、嫌いやがって逃げる様子すらない。

「……何も起きないんだけど！」

　喚わめくアスナに、次のヒント。

「光に当たって透すけてるあいだに、スライムの全体をよく見るんだ！」

「ええ!?　…………あ、何かある」

　さすがの観察力を発揮し、アスナは二秒ほど目を凝こらしただけでそれを見つけた。ウーズの中心ではなく、足状にべたっと延びた外がい縁えん部ぶで光を反射してきらきら輝かがやく、眼球のような、魚ぎよ卵らんのような、水みず信しん玄げん餅もちのようなもの。

「それがスライムの核かくだ！　ソードスキルでぷちっとやれば一いち撃げきで倒たおせる！」

　そう叫さけんだ俺の言葉をウーズも理解したかの如ごとく、ぎゅっと体を縮めてボール状に変形した。しかし別に怯おびえたわけではなく、反動で高々と跳とび上あがり、空中で薄うすく、大きく広がる。あれに頭を包つつみ込こまれると、酸による継けい続ぞくダメージを受けると同時に窒ちつ息そく状態になってしまう。

　だがアスナは、後退する代わりに再びソードスキルを発動させた。光の中で体を広げたため、いっそう見分けやすくなった核かくめがけて、単発上段突づき《ストリーク》を放つ。銀色のライトエフェクトを帯びた切っ先が、直径二センチほどしかない核かくを見事直ちよく撃げき。半はん透とう明めいの球体は一いつ瞬しゆんだけ抵てい抗こうしてから、ぱちっ！　と音を立てて弾はじけた。

　ＨＰバーがゼロになった途と端たん、スライムは結合力を失い、無数の小しよう片へんとなって飛び散った。それらに顔や体を直ちよく撃げきされ、黄土色のゼリーまみれになった細さい剣けん使つかいは恐おそらく悲鳴を上げようとしたのだろうが、わずかに早く、全てのゼリーが青いポリゴンとなって砕くだけた。

　右手のレイピアを突き出したまま動こうとしないアスナに向けて、いつの間にか二匹ひきのコウモリを片付けて戻もどってきたキズメルが、朗ほがらかに声を掛かけた。

「おお、さすがだな、アスナ。細さい剣けんの一いち撃げきでスライムを倒たおせる剣士は、エルフにもそう多くはないぞ」

「……ありがと……」
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　短く答えたアスナが盛さかんに口をもごもごさせているのは、もしかしたらウーズの破は片へんが飛とび込こんだせいだろうか。アインクラッド下ゲ手テ物モノ道を極きわめんとする俺としては味の感想を聞きたいところだが、いまは聞かないほうがいいと生存本能が囁ささやくのでやめておく。

　代わりに「お疲つかれ！」と笑え顔がおでねぎらおうとしたのだが、それも中止せざるを得なかった。新たなぶよぶよ音が、ごくかすかだが聞こえたのだ。二人に向けて「しっ！」と口に指を当て、耳を澄すませる。ぶよん、ぶよんというスライム特有の移動音が少しずつ近づいてくるのに、周囲にカーソルは見えない。ベータでは、こういう時は確か──。

「上だ！」

　と叫さけんで洞どう窟くつの天てん井じようを見上げたのと、つららのように垂れ下がる鍾しよう乳にゆう石せきの隙すき間まから不定形の影かげが落下してきたのはほぼ同時だった。狙ねらわれているのは、今度もアスナだ。

　少し遅おくれて気付いたらしいアスナが、上を見たままバックジャンプしようとしたが、運悪くすぐ後ろに生えていた小さな石せき筍じゆんに足を引っかけ、すてーんと尻しり餅もちをついた。キズメルが素す早ばやくサーベルを構え、アスナを守ろうとする。だが落下してくるスライムをただ剣で斬きっても、運良く核かくを直ちよく撃げきしない限り、粘ねん体たいは大してダメージを受けずに二人を直ちよく撃げきしてしまう。

　俺は反射的に右手の剣を振りかぶり、ソードスキル《ソニック・リープ》を発動させた。

　システムが許す限界の急角度で跳ちよう躍やくし、降ってくるスライムを迎むかえ撃うつ。天てん井じようの穴からはわずかに離はなれているため、光はスライムを照らしてくれず、黒っぽい影かげにしか見えない。当然、核かくがどこにあるかも、この段階では不明。

　だが俺は、両目を限界まで見開き、ソード・オブ・イヴェンタイド＋３を不定形の影かげに叩たたき付つけた。その際、いつもならシステムアシストに腕うでの振りを重ねる《威い力りよくブースト》を行うところだが、逆にアシストに抗あらがい、ソードスキルがファンブルするぎりぎりのところまで減速させる。

　粘ねん体たいを切きり裂さく刃やいばが、密度の高い小球に引っかかる感覚。減速を解いて思いきり振り抜くと、鋭するどい破は裂れつ音おんが核かくの破は壊かいを知らせる。ＨＰバーが一いつ瞬しゆんで消しよう滅めつし、スライムは俺に固有名を読む時間すら与あたえずに崩ほう壊かいした。飛び散るゼリーを口で受け止めれば味が解わかるだろうが、何となく嫌いやな予感がしたので左ひだり腕うででガード。着地と同時に、全ての破は片へんは青い光となって砕くだけ散ちる。

　我ながらいい感じの一いち撃げきだったので、少々格好つけながら振り向き、

「二人とも、無事か？」

　とマンガっぽい台詞せりふで決めてみたのだが、床ゆか面めんに座すわったままのアスナはなぜか恨うらめしそうな表情で言った。

「……また、口に入った」

「……何味だった？」

　好こう奇き心しんに勝てず、恐おそる恐おそる訊きいたところ、カビタス・ウーズの破は片へんは「レモン汁じるに梅干しを漬つけ込こんだかの如ごとき地じ獄ごくの酸すっぱさ」だそうだ。二匹ひき目めを倒たおした時、《ウーズゼリー》という素材アイテムがドロップしたが、俺は別に酸すっぱいもの大好き人間ではないのでストレージに埋うもれさせておくことにする。

　いっぽうアスナのほうも、立ち上がるや否いなや俺に詰つめ寄よってきた。

「キリト君、スライムに核かくがあることとか、その見つけ方を最初から教えてくれなかったことはひとまず措おいておくわ。でも、君が二匹ひき目めを斬きった時は、スライムに光が当たってなかったでしょ。あれは当てずっぽうで核かくに当てたの？」

「まさか、そこまでリアルラック高くないよ」

　たとえ高かったとしても、パーティーメンバーがこの二人という時点で使い果たしてマイナスになっているはずだ……という思考はもちろん口に出さず、ネタを明かす。

「スライムの核かくを見つけるのは、さっきアスナがやったみたいに自然光が一番だけど、真っ暗な場所なら松明たいまつとかランタンでもなんとかなる。でも、散々スライム狩がりをして慣れてくると、他の光でも核かくを見つけられるようになるんだ」

「他の光……？」

　アスナは訝いぶかしそうに首を傾かしげたが、隣となりで黙だまって聞いていたキズメルが、得心したように両手を叩たたいた。

「そうか、なるほどな。剣けん技ぎの閃せん光こうを利用して、核かくを照らし出したのか」

「正解～」

　と拍はく手しゆを返してから、むむ？　と思う。ＮＰＣがソードスキルを操あやつることは周知の事実だが、システム外スキルと言うべき応用法まで教えてしまっていいものなのかどうか。だがキズメルは、次は私も試ためしてみようと言わんがばかりの表情で深々と頷うなずき、アスナは再び胡う散さん臭くさそうな顔になった。

「えぇー？　ソードスキルって、光ってから当たるまで一秒もないでしょ……そんな時間で、体のどこにあるか解わからない核かくを見つけられるものなの？」

「そこはまあ、慣れと……あとはソードスキルの減速だな。スライムは回かい避ひ力りよくが高くないから、スキルをぎりぎりまで遅おそくして、核かくを見つける時間を稼かせぐんだ」

「減速かぁ……」

　半分感心、半分呆あきれているような顔で呟つぶやくと、アスナはレイピアを鞘さやに落とした。

「……その技術は素す直なおに凄すごいと思うけど、多分わたしが習得するにはとっても時間がかかると思うから、真まっ暗くら闇やみでスライムが出てきた時は任せるわね」

「お……おう、任せろ」

　と答えるしかない俺に、キズメルが頼たのもしい言葉を掛かけた。

「大だい丈じよう夫ぶだ、私もその技わざを身につけてみせるぞ」

「う……うん、頼たよりにしてる」

　今度もそう答えるしかなかった。




　その後もスライムは、黄土色のカビタス・ウーズだけでなく青いのやら赤いのやらちょっと親近感を抱いだかされる真っ黒なやつまで色々と出てきたが、キズメルが宣言どおりほんの三戦ほどで《エフェクト照らし（仮名）》のコツを摑つかんでしまったので、さして苦戦することもなく退けて、昼前には目的地である洞どう窟くつ内ないダンジョンの入り口に到とう達たつすることができた。

　欲を言えば、距きよ離り的にはさほど遠くないはずの岩がん窟くつ都市ゴスカイに寄り道して食事やら補給やらしたいところだが、キズメルは人族の街には入りたくないだろうし、万が一ゴスカイに森エルフ側でキャンペーン・クエストを進めているプレイヤーがいれば、キズメルのカラーカーソルは赤を通とおり越こして黒く見えてしまう。

　ゆえにダンジョンの入り口で円座になり、ガレ城でもらった携けい行こう食しよくを囓かじったのだが、ナッツとドライフルーツ入りの焼き菓が子しっぽいそれは予想外に美う味まく、グルメなアスナ嬢じようも満足したようだった。気力を回復した俺たちはダンジョンに突とつ入にゆうし、がらりと種別の変わったモンスター群を蹴け散ちらして奥おくへ奥おくへと進み、そして午後一時を少し過ぎた頃ころ、まったく予想もしなかった障害に行く手を阻はばまれたのだった。




「え……ここ、ずっと昔にエルフが作ったダンジョンなのよね？」

　呆ぼう然ぜんとそれを見上げながらアスナが発した言葉に、キズメルがきっぱりと頷うなずく。

「その通りだ。伝承によれば、大だい地ち切せつ断だんから間もないいにしえの時代に、六本の秘ひ鍵けんを六層に分けて封ふう印いんするために六箇所の迷めい宮きゆうが築かれた……と言われている」

「だったら、なんであんなものが……？」

「…………解わからぬ」

　そう答えたキズメルは、一歩前に進み出ると、眼前の大おお扉とびらを封ふう印いんする正方形の石版──その内側に並ぶ数字つきのコマに触ふれた。

　どこをどう見ても、それはフィフティーン・パズル……いや、ブロックの配置が六かける六なのでサーティファイブ・パズルと呼ぶべきかもしれないが、ともかくスタキオンの街に蔓まん延えんしていた呪のろいのパズルそのものだ。

　慎しん重ちような手つきで空白部の隣となりのコマをかちっと動かしたキズメルは、振り向くと言った。

「……これは、我ら黒エルフが作ったものでも、そして恐おそらく森エルフのものでもない。この迷めい宮きゆうにこんな仕し掛かけがあるなどという話は、ガレイオン伯はく爵しやくからも伺うかがっておらぬ」

「うん……それは、人族が作った仕し掛かけだよ」

　俺がそう答えた途と端たん、キズメルがさっと表情を引ひき締しめた。

「なんだと……つまり、我々より先にこの迷めい宮きゆうに入り、扉とびらにこんな封ふう印いんを施ほどこした人族がいるということか？　だとすれば……秘鍵はすでに持ち出されている……？」

「い、いやいや、そうとは限らない。それに、そのパズ……封ふう印いんも、ここに入はいり込こんだ人族が自分の手で仕し掛かけたわけじゃないかもしれない……」

「どういうことだ……？」

　怪け訝げんそうに眉まゆを寄せるキズメルに、俺とアスナは少々苦労して──なぜなら、これら全てが《ゲームのクエスト》であるという前提を話すわけにはいかなかったからだ──スタキオンで起きた殺人事件と呪のろいのパズルのことを説明した。

　聞き終わったエルフの騎き士しは、しばし沈ちん黙もくを続けてから、ゆっくり頷うなずいて言った。

「つまり、十年前に殺された人族の領主の呪のろいが、スタキオンの街から溢あふれ出でて、遠く離はなれたこの迷めい宮きゆうの扉とびらにも数字のパズルを生み出した、というのだな」

「うん……いまのところ、そうとしか説明できない。殺されたパイサーグルスが、エルフの迷めい宮きゆうを呪のろう理由なんかないと思うんだけどね」

「いや、呪のろいとはまことに恐おそろしく、また不可解なものだ。ましてや死者の呪のろいではな……。黒エルフにも、無関係な呪のろいに触ふれてしまった不運な者たちの逸いつ話わは幾いくつか伝わっているぞ。それこそ、聖せい大たい樹じゆの呪のろいを受けた邪じや竜りゆうシュマルゴアが人族を苦しめた話など、とばっちりもいいところではないか」

「ああ……それはまあ、確かに……」

　考えてみれば、このアインクラッドという浮ふ遊ゆう城じようそのものが、狂きよう気きの天才茅かや場ば晶あき彦ひこの呪のろいで生まれたようなものだ。そこに閉じ込められた俺たちプレイヤーもとんだとばっちり……いや、元ベータテスターの俺はある意味必然だったのかもしれないが。

　しかし、いまさら我わが身みの不運を嘆なげいても仕方がない。できるのは、いつかデスゲームをクリアできると信じて、毎日少しずつ前に進むことだけだ。

　もしかしたら似たようなことを考えたのか、アスナも少し遠い目をしながら黙だまり込こんでいる。そんな俺たちをちらりと見てから、キズメルは再び扉とびらに向き直り、言った。

「このパズルが呪のろいの産物なら、恐おそらく剣では破は壊かいできないな」

「え……あ、う、うん、破は壊かい不能だと思う」

「では、解くしかないわけか」

　あっさりそう口にする騎き士しに、俺は慌あわてて問いかけた。

「あ、あのさ……黒エルフも、パズルってやったりするの？」

「む？　いや……子供が絵合わせ板や組み輪で遊んだりはするが、こういう数字のパズルは見たことがないな。これは、板を数字の順に並べ直せばいいのか？」

「うん、左上から横向きに」

　そう答えながらも、俺は内心でいささか慌あわてた。

　コマが十五個のフィフティーン・パズルでもコツを知らなければけっこう苦労するのに、扉とびらを閉ざしているパズルはコマが三十五個もある。恐おそらく初見のキズメルにはハードルが高い、というかそもそもＮＰＣ──いやＡＩにこの手のパズルを解く能力があるのだろうか。確か、フィフティーン・パズルを含ふくむｎ×ｎパズルの最短手数探たん索さくは、コンピュータが苦手とする、いわゆるＮＰ困難問題という奴やつだった気がする。

「キズメル、それは俺が……」

　そこまで言いかけた口を、俺はぽかんと開いた。

　なぜなら、ランダムに並ぶコマをほんの三秒ばかり睨にらんだキズメルが、猛もう烈れつな勢いで右手を動かし始めたからだ。薄うす暗ぐらい通路にバチバチバチバチという歯は切ぎれのいい音が途と切ぎれることなく響ひびき、三十五個のコマは見る間に左上から数字どおりに並んでいき──俺とアスナが呆ぼう然ぜんと見守る中、35の数字が刻まれたコマが、ぱちんと定位置に収まった。

　途と端たん、石板全体が白く発光し、後ろの扉とびらが重々しい地じ響ひびきを立てて開き始める。その前で振り向いたキズメルは、にっこり微ほほ笑えんで言った、

「なるほど、人族のパズルもなかなか楽しいものだな」




　封ふう印いんが解けた扉とびらから先はほぼ一本道で、モンスターともほとんど遭そう遇ぐうすることなく、俺たちは最後の部屋へ足を踏ふみ入いれた。秘ひ鍵けんダンジョンでおなじみのデュラハン型ボスは五層よりもかなり強化されていたが、こちらもレベルアップしているし、相変わらずキズメルの強さが反則的で、ガレ城でもらった回復ポーションのお世話にはなったがさして苦戦することなく倒たおすことができた。

　ボス部屋の奥おくには荘そう厳ごんな雰ふん囲い気きのほこらがあり、中央の祭さい壇だんに安置されていた漆しつ黒こくの鍵かぎ──《瑪め瑙のうの秘鍵》を回収して、任務はほぼ完かん了りよう。ＳＡＯには転移門と転移結けつ晶しよう以外のテレポート手段は存在しないし、ファストトラベルもできないので自分の足でガレ城まで帰る必要があるが、そのぶんキズメルと一いつ緒しよにいられる時間が増えると思えば苦でもなんでもない。

　往路の半分の時間でダンジョンの入り口に戻もどり、極力スライムを回かい避ひしつつ洞どう窟くつからも脱だつ出しゆつすると、タルファ湖の鮮あざやかなブルーが俺たちを出で迎むかえた。モンスターの出ない砂すな浜はまで小休止してからもう一度湖を歩いて渡わたり、北西エリアに帰き還かん。

　今回はフォールン・エルフに襲しゆう撃げきされることもなく、赤い荒こう野やを──残念ながら実をつけているサボテンは発見できなかった──縦断し、再び聖せい大たい樹じゆのケープに着き替かえたキズメルを守りながら涸かれ谷だに地帯を突とつ破ぱして、とうとう行く手にガレ城の大だい門もんが見えてきた頃ころには、上層の底は鮮あざやかな夕焼け色に染まっていた。

　高らかな鐘かねの音を聞きながら城門をくぐり、ウインドウで時刻を確かく認にん。午後四時二十分──残念ながら語かたり部べのお爺じいちゃんが図書室にいる時間には間に合わなかったが、それでもフロアを往復するほどの大型クエストとしてはかなりいいペースだ。心ここ地ち好よい疲ひ労ろう感かんに包まれながら大きく伸びをしていると、キズメルが笑え顔がおで俺の背中を叩たたいた。

「お疲つかれ様さま……と言いたいが、まだもう一仕事残っているぞ。回収した秘鍵を、ガレイオン伯はく爵しやくに届けなくてはな」

「ああ……うん、そうだな」

　頷うなずきはしたものの、正直なところ、すぐさま伯はく爵しやくのところに行きたいという気分ではない。それはアスナも同じだろう。なぜなら秘鍵を届けてクエストが完かん了りようすれば、恐おそらくキズメルはこれまでのように城の霊れい樹じゆを通って七層に旅立ってしまうからだ。

　ダークエルフの女王が住まう王都があるのは九層。そこで、このエルフ戦争キャンペーン・クエストはグランドフィナーレを迎むかえる。三層でクエストを始めた頃ころは遥はるか遠とおく感じられた道のりが、気付けばもう折り返し点を越こえてしまっているのだ。

　キャンペーンが終わった後、キズメルと俺たちの関係がどうなるのかはまったく解わからない。王都に行けばいつでも会えるのかもしれないし、それすらも叶かなわなくなるのかもしれない。しかし少なくとも、今日のように肩かたを並べて戦うことはできなくなる気がする。エルフ戦争とはまったく無関係なクエストやレベル上げをいつでも手伝ってくれるだろうと無む邪じや気きに信じるには、キズメルは余りにも強すぎる。

「……ねえ、キズメル」

　黙だまり込こんでしまった俺に代わって、アスナが口を開いた。

「秘ひ鍵けんを伯はく爵しやく様に届けたら、また次の層に行っちゃうの？」

　俺より人間が百倍ほど素す直なおなアスナの問いかけに、騎き士しは何かを堪こらえるような表情──錯さつ覚かくかもしれないが、俺にはそう見えた──を浮うかべ、しかしすぐにそれを穏おだやかな微ほほ笑えみに変えて頷うなずいた。

「そうだな……。王城から派は遣けんされている神官たちの判断次し第だいだが、恐おそらく四つの秘鍵を七層の砦とりでに送り届けよという命令が下されるだろう」

「そう……。──大事な任務だもんね……」

　俺たちの正面にそびえる霊れい樹じゆを見上げ、アスナはそう呟つぶやいたが、すぐに再び騎き士しに体ごと向き直った。一歩近付き、押おし殺ころした声で問いかける。

「でも、それならなおさら、どうしてキズメルが一人で秘鍵を集め続けなきゃいけないの？　もう六つのうち四つも回収したのよ……残りの二つぐらい、お城の騎き士し団だんとか、それこそ神官たちが取ってくればいいじゃない」

「私は別に、この任務を辛つらいとも嫌いやだとも思っていないよ」

　にこりと笑い、キズメルはまるで姉が妹にするように、アスナの栗くり色いろの髪かみを優やさしく撫なでた。

「これは女王陛下の騎き士しである私が果たすべき使命だし、何よりアスナとキリトが手伝ってくれるからな……。むしろ、秘鍵が六つと言わず、十個や二十個あればよかったのにと思っているくらいさ」

「…………キズメル……」

　泣き笑いのような顔になるアスナの背中に右手を移動させ、左手で俺に近づくよう促うながすと、キズメルは小声で続けた。

「それに、この任務の裏では、色々と厄やつ介かいな駆かけ引ひきだの足の引っ張り合いが行われているのだ。前にも少し話したと思うが、私が所属するエンジュ騎き士し団だんと、王城警護のビャクダン騎き士し団だん、重装部隊のカラタチ騎き士し団だんはあまり仲が良くなくてな……。特に上層部は、ずっと昔から何かにつけて張り合ってきた。森エルフたちが秘鍵を狙ねらっているという情報がもたらされた時も、どの騎き士し団だんが対応するかで相当紛ふん糾きゆうしたらしい……」

「それはもちろん、面めん倒どうごとを押しつけあったわけじゃなくて、その逆なんだよな？」

　俺が口を挟はさむと、キズメルは真顔で首しゆ肯こうした。

「そのとおり。リュースラの騎き士しが訓練ではない実戦任務を帯びて城を出る……しかも相手がカレス・オーの森エルフだなどという事態は、百年以上もなかったことだからな。三騎き士し団だんが名めい誉よを奪うばい合あい、最終的には軽装敏びん速そくを身上とするエンジュ騎き士し団だんが単独で任に当たることとなった。まず六十名規模の先せん遣けん部隊が三層に降りたが、お前たちも知ってのとおり三層には黒エルフの砦とりではないからな。拠きよ点てんとなる野営地の建設と、秘ひ鍵けんが封ふう印いんされている迷めい宮きゆうの偵てい察さつ……それが主たる任務で、戦せん闘とうは行わない。そのはずだった……」

　そこでキズメルは密ひそやかに、深く息を吐はいた。話の行き先を悟さとった俺は、それ以上説明しなくていいと言おうとしたのだが、一いつ瞬しゆん早く、キズメルが再び口を開いた。

「……しかし、部隊を半分に分けて行った最初の偵てい察さつ任務で、我々は森エルフの奇き襲しゆうを受けてしまったのだ。後方から攻こう撃げきされた偵てい察さつ隊たいはほぼ潰かい滅めつし、ティルネルもその時に命を落とした。当然、先せん遣けん部隊の司令官殿は騎き士し団だん本部に人員の補ほ充じゆうを要よう請せいしたのだが……本部はそれを拒きよ否ひしたらしい。三層に降りてすぐに部隊が半はん壊かいしたことが明らかになったら、他の騎き士し団だんに任務を奪うばわれると考えたのだろうな……」

「そんな……！　キズメルたちは一いつ生しよう懸けん命めい戦ったんでしょ、それなのに……！」

　アスナの声が少し大きかったからか、キズメルはちらりと周りを見てから、俺たちを城じよう郭かくの壁かべ沿ぞいに設置してあるベンチに導いた。俺とアスナの間に腰こし掛かけ、お腹なかの上でほっそりした指を組み合わせると、広場の中央にそびえる霊れい樹じゆを見上げながら穏おだやかに語り始める。

「懸けん命めいに戦った……、確かにそのとおりだ。しかし女王陛下の騎き士しである以上、頑がん張ばればいいというものではない。戦うからには、勝たなくてはならん……だから私は、増ぞう援えんを拒こばんだ本部を恨うらんではいないよ。むしろ、この手で名めい誉よを挽ばん回かいする機会が与あたえられたことに感謝しているくらいさ」

　キズメルのその言葉を聞いても、アスナはまだ納なつ得とくできないようだった。両りよう膝ひざの上で二つの拳こぶしをきつく握にぎり締しめ、俯うつむけた口くち許もとから細い声を押し出す。

「……でも、だからって……キズメルが、たった一人で……」

「アスナ、確かに私は単独で秘鍵回収の任に当たっているが、決して他の騎き士したちが怠なまけているというわけではない。先せん遣けん部隊の司令官殿は、限られた人員で任務を果たすために、新たな作戦を立案したのだ。十人ほどの騎き士したちが交代で出しゆつ撃げきして常に森エルフの注意を引きつけ、そのあいだに隠おん密みつ能力に優すぐれた一人が迷めい宮きゆうから秘鍵を回収する……。私は自ら回収任務に志願したんだよ、ほんの子供の頃ころからティルネルに鬼おにごっこや隠かくれんぼの相手をさせられたせいで、隠おん身しん術じゆつには自信があるからな」

　──エルフにとっての《鬼おに》ってなんだろう、やっぱりオーガ系かな……。

　と一いつ瞬しゆん横に逸それかけた思考を、急いで引ひき戻もどす。

　キズメルが単独任務に志願したことは、三層の野営地にあるティルネルの仮墓の前でも聞かされた。陽動と潜せん行こう、作戦としては巧こう妙みようなものだと思うが、キズメルに危険がないわけではまったくない。事実、三層では見事に秘鍵を手に入れたものの、森エルフのエリート騎き士しであるフォレストエルブン・ハロウドナイトに追つい撃げきされ、あわや相あい討うちという状じよう況きように追い込まれてしまったのだ。

　妹の墓前で、キズメルは言っていた。秘ひ鍵けん回収の任務に志願した時、私は死を覚かく悟ごしていた。いや、それを望んでさえいたのかもしれない、と。

　しかしいま、俺の隣となりで穏おだやかに微ほほ笑えむキズメルの横顔には、あの時感じた深い寂さびしさはもう見いだせない。俺は上体を左に回すと、騎き士しの向こうでまだ拳こぶしを握にぎっているパートナーに語りかけた。

「アスナ、キズメルの任務は確かに厳しいものだ。でも、いまは一人じゃない……だって俺たちがいるからな」

「ああ、そうだな……そのとおりだ」

　深々と頷うなずいたキズメルは、左手でアスナの頭を優やさしく撫なでた。

「アスナとキリトが助けてくれるようになってから、私は任務を辛つらいと思ったことは一度もないし、任務を果たせずに死ぬとも思っていない。六つの秘鍵を全て回収して、三人で九層の王城に行こう……きっとアスナも気に入るはずだ」

「…………うん」

　小声ながらもしっかりとそう答えると、アスナはキズメルの肩かたに頭を預けた。

　俺たちはベンチに腰こし掛かけたまま、上層の底を染める夕暮れの色が徐じよ々じよに深まる様子を無言で眺ながめ続つづけた。
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　ガレイオン伯はく爵しやくへの報告をもって《瑪め瑙のうの秘鍵》クエストはクリアとなり、俺とアスナには大量の経験値が付されるとともに、四層の時と同じように褒ほう賞しようアイテムを選せん択たくする権利が与あたえられた。

　それはもちろん嬉うれしいのだが、俺たちを更さらに喜ばせたのは、キズメルに丸一日の休息が許されたことだった。明日、一月四日は完全に自由行動で、七層に移動するのは五日の朝でいいらしい。攻こう略りやく集団が明日の夕方には南エリアに到とう達たつするかもしれないことが気になると言えば気になるが、ベータ時代にはいなかったムカデボスの情報はアルゴに伝えてあるので準備不足で遭そう遇ぐうしてしまう危険はあるまいと判断する。

　さすがに迷めい宮きゆう区くタワーとフロアボスの攻こう略りやくには必ず参加しなくてはならないが、キズメルが《ヴィルリの雫しずく》を使わせてくれれば第二エリアから直接第五エリアに移動できるし、もしそれが無理でも通路ダンジョンさえ開通していれば半日ほどで攻こう略りやく集団に追いつくことは可能だろう。というようなことを、西せい翼よく三階の部屋に戻もどってからアスナと話し合い、明日は俺たちも一日のんびりする方向で合意した。

　廊ろう下かで再びキズメルと落ち合い、観念的な汗あせと埃ほこりを流すために地下の浴場へ。昨日の悲劇を繰くり返かえさないように、お互たがい温泉の中央ラインは越こえないと申し合わせた上で入浴したのだが、霊れい樹じゆの根っこの反対側から女性二人の楽しそうな話し声や笑い声が聞こえてくるので落ち着かないことに変わりはなかった。

　風ふ呂ろから上がり、休きゆう憩けい室しつでしばらくぐでっとしてから食堂へ。今日の主菜は白身魚のグリルで、人族の料理と違ちがって癖くせのある香草ソース的なものがかかっていない上にぱりぱりに焼かれた皮目が香こうばしく、俺はまたお代わりしてしまった。

　四層や五層の思い出話に花を咲さかせながら食後のお茶を飲み終え、満ち足りた気分で食堂を出る。キズメルは《碧へき葉ようのケープ》を宝ほう物もつ庫こに返へん却きやくしにいくというのでそこでいったん別れ、俺とアスナはガレ城を探検してみようということになり、まずは一度も足を踏ふみ入いれていない東とう翼よくに移動するべく廊ろう下かを歩き始めた、その時だった。

　夜のとばりが降りた城の中庭に鐘かねの音が響ひびき、俺とアスナは足を止めた。入浴と食事で少々弛し緩かんした頭で、こんな時間でも鐘かねが鳴るんだな……と考えてから、のんびり聞き入っている場合ではないと気付く。

　キズメルが言っていたではないか。鐘かねが鳴るのは、南の城門が開く時だけ……そして城内のダークエルフたちは、原則的に城を出ない。つまりこの鐘かねは、ガレ城に俺たち以外のプレイヤーが現れたことを知らせているのだ。

　同じタイミングで同じことに気付いたらしいアスナと顔を見合わせ、二人同時に廊ろう下かの窓へとダッシュ。ガラスに貼はり付つくようにして中庭を見下ろすと、確かに巨きよ大だいな門が少しずつ動いている。

　真っ先に考えたのは、来訪者がモルテかダガー使い、あるいはその両方である可能性だった。ガレ城は圏けん外がいなので、奴やつらのカーソルがオレンジのままでも立ち入るに支障はない。門を開けるには俺たちが装備しているのと同じ指輪──《シギル・オブ・リュースラ》が必要なはずで、奴やつらがダークエルフ側でキャンペーン・クエストを進めるのは困難だと俺は昨夜推測したが、それも絶対の根こん拠きよがあるわけではない。

「──誰だれが来たのか確かめないと」

　張はり詰つめた声でアスナが囁ささやき、俺も刹せつ那なの逡しゆん巡じゆんを押しのけて頷うなずいた。

「ああ、下に行こう。武装しとけよ」

「了りよう解かい」

　窓から離はなれ、階段目指して走りながら、二人同時にウインドウを開く。部屋着を戦せん闘とう装備に変へん更こうし、それぞれの愛あい剣けんを実体化させる。

　ほとんど飛び降りるような勢いで下り階段を駆かけ抜ぬけ、西せい翼よくの一階へ。主館の正面玄げん関かんではなく、廊ろう下かの端はしにある通用口までフルスピードで移動し、片かた開びらきの扉とびらを少しだけ開けて中庭の様子を窺うかがう。

　まだ鐘かねは鳴り続けているが、城門はすでに閉じる途と中ちゆうだ。来訪者が広大なガレ城のどこかへ姿をくらませていたら、探し出すのは難しい。

　しかしそれでも、門の近くにいる衛兵たちに、通ったのがどんな風ふう体ていのプレイヤーだったか訊きくことはできるだろう。意を決して扉とびらから中庭に出ると、切り立つ岩がん壁ぺき沿ぞいに城門を目指す。

　ほんの五歩ほど進んだ時、隣となりのアスナがいきなり俺のコートの襟えり首くびを摑つかんだ。ぐえ、と変な呻うめき声ごえを出しながら立ち止まり、囁ささやく。

「な……何だよ？」

「キリト君、あれ」

　囁ささやき返かえしたアスナは、城門ではなく広場中央の霊れい樹じゆ方向を指さしている。視線を向けた途と端たん、俺も両目をぱちぱち瞬まばたかせてしまう。

　霊樹の泉のほとりに、こちらに背を向けて立つ、四つの人ひと影かげがあった。その頭上に表示されるカラーカーソルは、俺たちとまったく同じグリーン。

　人数からしても、恐おそらくモルテたちではない。そもそも俺とモルテは三層で正式なデュエルをしているのでプレイヤー名が相そう互ご開示され、カーソルには【Ｍｏｒｔｅ】の名前が現れるはずだが、四つのカーソルにはＨＰバーとギルドタグしか表示されていない。

　キバオウ率いるアインクラッド解放隊のタグは、緑地に灰色の盾たてと剣。リンド率いるドラゴンナイツ・ブリゲードのタグは、藍あい地じに銀色の竜りゆう。しかし四人のタグはそのどちらでもなく、黒地にアルファベットのＱらしきマークが金色で描えがかれた見慣れないものだ。

「……キリト君、あのタグ見たことある？」

　アスナの囁ささやき声ごえに、軽くかぶりを振る。

「ない。アスナは……知ってたら訊きかないか」

　無言で頷うなずく気配。

　四人の中にモルテがいないことはシステム的に確定しているし、黒ポンチョ男をリーダーとする煽せん動どうＰＫ集団がギルドを結成し、あんなに目立つギルドタグを登録することも有り得ないと思えるが、それでもまだ四人がＰＫ集団と無関係だと確定したわけではない。この城が圏けん外がいである以上、細心の注意を払はらう必要がある。

　ざらざらした岩がん壁ぺきに貼はり付ついたまま、さてどうするかと思案していると、再びアスナが小声で訊きいてきた。

「ねえ、たとえばだけど、お城の中で人族……じゃなくてプレイヤー同士が戦ってカーソルがオレンジになったら、周りにいるダークエルフたちはどう反応すると思う？　無視か、それとも……」

「え、ええと……」

　即そく座ざには答えられず、俺は眉まゆを寄せた。

　犯罪防止コードが働いている人族の街に犯罪者オレンジプレイヤーが立ち入れないのは、悪人だけを通せんぼするバリアがあるからではなく、恐おそろしく強いＮＰＣ衛兵ガーデイアンに攻こう撃げきされてしまうからだ。ベータ時代は、わざとオレンジになって圏けん内ないに踏ふみ込こみ、襲おそいかかってくるＮＰＣ衛兵を何とかして倒たおそうと頑がん張ばる、通つう称しよう《ガディラー》──ガーディアン・キラーの略らしい──という連中が存在していたが、スタキオンの《ナンプラー》と違ちがってテストが終わるまで一度も成功しなかったと聞く。

　恐おそらくガレ城の黒エルフ兵たちは、圏けん内ないの平和を守るガーディアンほど理り不ふ尽じんな強さではないだろうが、城内で人族が剣を振ふり回まわして暴れれば無視もしないだろうという気がする。仮に俺たちがあの四人に攻こう撃げきされたなら、少なくともキズメルだけは絶対に助けてくれると断言できるし、騎き士しであるキズメルが指示すれば周囲の衛兵たちも動くはずだ。

　という推測を、

「……最後まで無視しっぱなしってことはないと思うよ」

　と簡略に伝えると、アスナは真顔で頷うなずいた。

「そうよね。なら、声かけてみましょ」

「まあ……結局そうするしかないよな」

　いまここで接せつ触しよくを回かい避ひしても、俺たちがガレ城を出て行かない限り簡単に見つかってしまうだろうし、まだこの城でしなくてはならないことがたくさんあるのだ。

　壁かべ際ぎわの暗がりから離はなれ、まだ霊れい樹じゆの泉を眺ながめている四人のプレイヤーに、何かあったらすぐ剣を抜けるよう警けい戒かいしながらゆっくり歩み寄る。俺もアスナもことさら足音を殺しているわけではないのだが、こちらに背中を向けている四人は、距きよ離りが十メートルを切ってもまったく反応しない。その理由は恐おそらく、彼らが盛さかんにお喋しやべりしているからだろう。

「──なことやめとけって、怒おこられるぞ絶対」

「けどさぁ、一回ぐらい試ためしてみてーやん。霊樹でテレポできるのがクロフだけって話、確かめたわけじゃねーし」

「試ためすのは勝手だけど、あんたが消えてもあたしたち追いかけないからね」

「衛兵が怒おこったら見捨てて逃げますよ」

　どうやら四人組は、男三人、女一人という組み合わせのようだ。そして会話の内容からしてキャンペーン・クエストをダークエルフ側で進めているのは間ま違ちがいないらしい。《クロフ》というのは謎なぞだが。

　四人の二メートル後ろで立ち止まってもまだ気付いてもらえないので、俺はアスナに「よろしく」というテレパシーを送って五センチ後退した。一いつ瞬しゆんの呆あきれ顔がおを社交性マキシマムな笑え顔がおに変え、アスナが朗ほがらかに声をかける。

「こんばんは！」

　さすがに四人とも驚おどろいたのか、しゅばっと勢いよく振り向くが誰だれも武器には手をかけない。全員、ぽかんとした顔で五秒ほどアスナの顔を眺ながめてから、揃そろって視線だけを上向ける。カラーカーソルを確かく認にんしたのだろう、再びアスナに三秒見入り、ようやく斜ななめ後方の俺に気付く。

　最初に口を開いたのは、大ぶりな曲刀と小型のバックラーを装備した女性プレイヤーだった。

「こ……こんばんは。ごめんなさい、びっくりしちゃって」

「ううん、こっちこそ、いきなり声かけてごめんなさい」

　アスナが笑え顔がおで謝あやまると、四人の顔に少しだけ浮うかんでいた警けい戒かいの色が瞬しゆん時じに消える。もし声を掛かけたのが俺だったら、警けい戒かいを解かせるのに十倍の時間を要しただろう。

「やー、マジびくったー。こんなとこで他のプレイヤーに出っくわすなんて思ってなかったからさー」

　そう言いながらブレストプレートを撫なで回まわすのは、先ほど「霊れい樹じゆテレポを試ためしてみたい」と発言していた小こ柄がらな両りよう手て剣けん使つかいの男。その隣となりで、ひょろりと背の高い剣槍グレイブ使つかいが肩かたをすくめる。

「そりゃプレイヤーもいるでしょう、この城はパブリックなんですから」

　そして最後に、鉄板のように分厚いタワーシールドに華きや奢しやなショートスピアという少々ミスマッチな装備の男が、短いあごひげを生やした顔に人好きのする笑えみを浮うかべてこちらに右手を差し出した。

「どうもどうも、オレたちは《キューザック》っていうギルドのもんです。いまはクロフ……じゃなくてダークエルフのキャンペーンクエをやってます」

　どうやらクロフというのは黒エルフの略りやく称しようらしい。とすると森エルフは何なんだろう……と考えながら、俺はアスナに続いてタワーシールド男と握あく手しゆを交かわした。

　その後、順番に名乗り合う。しっかり者感のある曲刀使つかいの女性が《ラズリ》、お調子者感のある両りよう手て剣けん使つかいが《テムオ》、切れ者感のある剣槍グレイブ使つかいが《ハイストン》、そしてしたたか者感のあるタワーシールド男が《ギンドー》。

　四人の名前に聞き覚えはまったくないし、キューザックなるギルド名も初耳だ。それは隣となりのアスナも同じらしい。

　この浮ふ遊ゆう城じようには八千人ものプレイヤーが閉じ込められているわけで、全員の名前を記き憶おくしているわけでは当然ない──というか俺が名前を知っているプレイヤーなど百人にも満たない。出で遭あった場所がどこかの層の主街区ならなんとも思わなかっただろうが、しかしガレ城は一月三日現在の最前線だ。ここに辿たどり着つくには、外の涸かれ谷だににポップする厄やつ介かいな毒虫モンスターを山ほど倒たおさなくてはならず、一パーティーにも満たない人数でそれができるなら、レベルも俺たちとさほど変わらないはず。なのに、いままで一度も顔を見かけたことすらないというのはどういうことなのか。

　思わず、ＮＰＣじゃないよな……と失礼なことを考えながら四人のカーソルを再び眺ながめるが、やはり色は曇くもりなきグリーン。失礼ついでに視線を下ろし、防具を値ね踏ぶみする。二人が軽金属鎧よろい、二人が重金属鎧よろいだが、どれも高級品らしく深みのある光こう沢たくをまとっている。しかも、高難度フィールドを突とつ破ぱしてきたばかりなのに、ラズリとギンドーの盾たて以外はさして損そん耗もうしていない。

　デスゲームの開始から二ヶ月が経過して、初期にスタートダッシュこそしなかったが実力のあるプレイヤーたちが既き存そんの攻こう略りやく集団に追いついてきた……のだろうか。だとすれば大いに心強いことだ、そのうちＡＬＳあたりが勧かん誘ゆうするだろうな、などととりとめのない思考を巡めぐらせていると。

「お二人は、二人だけでエルフクエをやってるんですか？」

　一歩前に出た、曲刀使つかいのラズリがそう訊たずねてきた。ポニーテールに束ねた濃こい緑色の髪かみやくっきりとした目鼻立ち、そしてハスキーながらよく通る声はバイタリティとアクティビティを感じさせる。

　再び「任せる！」とテレパシーを送る俺を横目で軽く睨にらんでから、アスナが笑え顔がおで応じた。

「ええ、そうです。わたしたちも、昨日この城に到とう着ちやくしたばかりですけどね」

「あの……もしかして、攻こう略りやく集団の方だったり？」

「ま、まあ、いちおう……」

　アスナが肩かたをすぼめながら頷うなずくと、ラズリは大きな目をいっそう丸くした。

「わあ、あたし、攻こう略りやく集団の人に会ったの初めてですよー。それが、こんなに綺き麗れいな人だなんてびっくり」

　その言葉には純じゆん粋すいな驚おどろきと喜びしか感じられないが、後ろの男三人がほんの一いつ瞬しゆん、気まずそうに顔を見合わせる。

　いまのはいったいなんだったんだ？　と瞬まばたきしてしまうが、他人の表情から内心を読み取る能力は俺にはない。最近ようやく、四六時中一いつ緒しよにいるアスナの考えていることがほんのり解わかる……気がしなくもなくなってきた程度なのだ。

　アスナもギンドーたちの反応に気付かなかったはずはないが、声にも顔にもまるで訝いぶかしさを滲にじませることなくラズリと話し続けた。俺たちが攻こう略りやく集団に加わってはいるがギルドには入っていないこと、キューザックの四人ははじまりの街を出てからまだ三週間足らずであることなどが語られたところで、アスナが続きは食堂で、と提案する。

　腹ぺこだったのであろう四人は即そく座ざに了りよう承しようし、ガレ城主館の正面玄げん関かんを通って二階へ上る。キズメルももう宝ほう物もつ庫こでの用事は終わっているだろうが、大食堂に騎き士しの姿は見当たらない。正直、俺たち以外のプレイヤーと接せつ触しよくした時の展開が読めないので、敢あえて探しにいく必要はなかろうと判断して、六人で窓まど際ぎわのテーブルに陣じん取どる。

　近づいてきた給きゆう仕じに、俺とアスナはお茶だけを頼たのんだが、ギンドーたちはコースメニューにパンを追加し、しかもメインの魚を二回もお代わりした。ただ一人お代わりしなかった剣槍グレイブ使つかいのハイストンは、仲間たちより早く食事を終えると、ほっそりした顔に苦く笑しようを浮うかべて弁解した。

「すみません、僕たちは基本的に金欠なんで、黒エルフの拠きよ点てんだとどうしてもがっついちゃうんです。いくら食べてもタダですから」

　するとすかさず、隣となりで白身魚に頭からかじりついていたテムオが、野球部員感のある坊ぼう主ず頭あたまでハイストンの肩かたを一いち撃げきした。

「美人の前だからってカッコつけてんじゃねーぞ！　おめーも五層のエルフ村じゃ串くし焼やき両手に持ってたくせに！」

「あなたは三本ずつ持ってたでしょうが！」

　仲いいなー。

　と感心しつつも、俺はまたしても細かいところに引っかかってしまう。

　ハイストンは金欠と言っていたが装備は全て高級品だし、こんなところまで来られる実力があるなら──そして胡う散さん臭くさいアイテムだの怪あやしげなギャンブルに散財しなければ、日々の食事代を気にせずにすむ程度のコルは残るはずなのだ。

　しかしまさか出で遭あったばかりのギルドの懐ふところ事情を詮せん索さくするわけにもいかず、無言でお茶を啜すすっていると、アスナが至し極ごくナチュラルな笑え顔がおと口調とタイミングで訊たずねた。

「皆みなさんは、どういうきっかけで知り合われたんですか？」

　──考えてみれば、一層トールバーナで出で遭あった頃ころは誰だれの前でもハリネズミの如ごときトゲトゲオーラを発していたアスナ嬢じようが、ずいぶんと丸くなったものだ……。

　そんな感かん慨がいが、ふすっという鼻息となってカップの中の水面を揺ゆらした。すると細さい剣けん使つかいは俺の思考を読んだのか、左足を優やさしく踏ふみ付つけることで、余計なことを言うなかれという意思を伝えてくる。

　テーブルの下でそんな脅きよう迫はくが行われていることなど知るよしもない四人は、再び──今度はラズリも含ふくめて視線を交こう換かんした。ＡＬＳのオコタンとはタイプが違ちがうがヒゲダンディーなギンドーが、ナプキンで丁てい寧ねいに口くち許もとを拭ぬぐってから答える。

「オレたちは、はじまりの街で出で遭あったんですよ。と言っても、最初は圏けん外がいに出るつもりなんかまったくなくて……単なる情報交こう換かんグループみたいなもんだったんです」

「情報交こう換かん……？」

　繰くり返かえしたアスナの言葉に訝いぶかしさを感じたのだろう、ギンドーは説明を続けた。

「攻こう略りやく集団のお二人には情けなく聞こえる話でしょうが、はじまりの街でゲームクリアを待つだけの《待機組》も、毎日腹は減るし眠ねむくもなります。もちろん食わなくても死にゃしないし、寝るだけなら道みち端ばたでも寝られますが、できることならあったかいメシを食いたいし、柔やわらかいベッドで寝たい。そうなると、毎日のメシ代と宿代が必要になるわけです」

　それは確かにそうだろう。そしてそれが意外と容易ではないことは、一層に長いこと戻もどっていない俺にも解わかる。

　コルを稼かせぐ最も手っ取り早い方法はモンスターを倒たおすことだ。ＳＡＯは、《虫や動物がお金を持ってるわけないだろ系》のタイトルではないので、はじまりの街周辺に出しゆつ没ぼつするワームやイノシシといった最弱モンスターでもわずかではあるがコルを落とす。一日に十匹ぴきも狩かれば、そこそこの食事と寝ね床どこを賄まかなえるはず──なのだが、たとえイノシシ相手でも事故が起きる確率はゼロではない。

　目の前の一匹ぴきに集中するあまり、近くに別のモンスターが湧出ポツプする音を聞きき逃のがしてリンクさせてしまう……そんなささやかなミスを繰くり返かえしながら、プレイヤーは知識と経験を積み重ね、強くなっていく。しかしこの世界では、ミスの代だい償しようを支し払はらうべき命はたった一つしかない。いままでにデスゲームから退場した二千人の大部分は、はじまりの街からそう遠くないエリアで死んだはずだ。そしてそこには、アルゴの推計によれば、数百人の元ベータテスターが含ふくまれている。どんなに知識があっても、一度のミス、一度の事故がパニックを誘ゆう発はつすれば、ＨＰは簡単にゼロになってしまうのだ……。

「……つってもオレたちは、圏けん外がいでｍｏｂを倒たおして稼かせいでたわけじゃないんです。実は、はじまりの街にも、探すとクエストが結構あるんですよ」

　ギンドーの言葉を、今度は俺が繰くり返かえした。

「クエスト？」

「ええ。もちろん、街の外で何々を取ってこいとか、モンスターを何なん匹びき倒たおしてこい系の奴やつは手出しできないんですが、圏けん内ないだけで完結するお使い系とか捜さがし物もの系、レアなのだと家の掃そう除じとかペットの散歩なんてのまで……」

「あー、あったあった！」

　気に入ったのか、魚グリルの付け合わせのピクルスを選せん択たく的に食べていたラズリが割わり込こんだ。

「ゴミ屋や敷しきを掃そう除じする奴やつでしょ、あれ辛つらかったよね……家中を埋うめ尽つくしてるアイテムの山を、庭のでっかい木箱に分別させられるの。一個でも種類をミスってるとクリアにならないのに、おもちゃなのか生活用品なのか微び妙みようなアイテムがいっぱいあってさー」

「知ってっか、あのゴミ山からたまに出てくるコインとか宝石とかガメっと、屋や敷しきの地ち下か牢ろうに半日閉じ込められんだぜ」

　テムオが更さらに口を挟はさみ、ハイストンが呆あきれ顔がおで突っ込む。

「そんな真ま似ねするのはあなたぐらいですよ」

　そのやり取りにアスナがくすっと笑い、リーダー格らしいギンドーも苦く笑しようしながら大げさに両手を広げる。

「とまあ、そんな感じで、安全に稼かせげるクエストもかなりの数あるわけですよ。でも命の危険がないぶん面めん倒どうな奴やつばっかりで、あちこちのクエポイントで顔を合わせることが多かったオレたちは、自然に情報交こう換かんをするようになったわけです」

「そーそー。最初はあのヒゲオヤジが胡う散さん臭くさくて警けい戒かいしてたんだけど……」

　ラズリにフォークを向けられたギンドーは、「オヤジって歳じゃないんだがなぁ」と情けない顔をする。

　口調も顔つきもまるで似ていないのだが、その仕草を見て俺は、デスゲーム初日に出で遭あい、何時間か一いつ緒しよにイノシシ狩がりをした曲刀使つかいのクラインを思い出した。

　仲間たちと一いつ緒しよにはじまりの街に残った彼も、最前線を目指してレベルアップに励はげんでいるのだろうか。それとも安全を重視して、圏けん内ないに留まっているのか。いまもフレンドリストには彼の名前が残っているのだからいつでもメッセージを飛ばせるのだが、見捨てたという負い目があるからか、一度も連れん絡らくできないまま二ヶ月が経たってしまった。

　心理的には果てしなく遠く感じるはじまりの街だが、実のところ転移門を使えば一いつ瞬しゆんで移動できる。もしスタキオンに行く機会があったら、いちど一層に足を延ばしてみようかと考えていると、再びラズリが言った。

「でもまあ、クエは基本、多人数でクリアしても報ほう酬しゆうが減ったりしないからね。協力すれば早く終わるし、浮ういた時間で日本語の本探したりもできるし、いつの間にか情報交こう換かんグループから、共同攻こう略りやくグループみたいな感じになったわけ」

「そうだったんですか……」

　四人の馴なれ初そめについては納なつ得とくしたらしいアスナがそう呟つぶやき、俺の左足に乗せたままだった爪つま先さきを外した。

　はじまりの街で圏けん内ないクエストを協力クリアすることはごく自然ななりゆきだと俺も思うが、ここは最前線のガレ城だ。モンスター戦の危険を回かい避ひするために生まれたグループが、正式なギルドまで結成して──つまり三層で面めん倒どうかつ危険なギルドクエストをクリアしたということだ──高級装備に身を固め、涸かれ谷だにの毒虫を蹴け散ちらしてこの城まで辿たどり着つくまでには、かなりの心理的な飛ひ躍やくが必要だったはずだ。

　その疑念を感じたらしいハイストンが、紫むらさきがかった色のさらさらロングヘアを揺ゆらして正面から俺を見た。

「……ここまで説明したら、最後までお話しするべきでしょうね。グループを作った僕たちは、しばらくは安定した収入を確保できてたんですが……いくらはじまりの街が広いと言っても、クエストが無限にあるわけじゃありません。中には毎日一回クリアできるデイリークエストもありますが、そういうのはあっという間に噂うわさが広がって、受けるだけで半日待ちとかになってしまって……」

「ああ……そりゃそうですよね」

　俺が頷うなずくと、再びヒゲオヤジことギンドーが説明役を引ひき継ついだ。

「圏けん内ないクエが枯かれたのは一層がクリアされる前だったんで、オレたちは困っちゃったわけです。あ、もちろん、攻こう略りやく集団の皆みなさんを批判してるわけじゃまったくないですよ、むしろその逆……とても有あり難がたく思ってますし、申し訳ないとも思ってます。迷めい宮きゆう区くを突とつ破ぱしてフロアボスを倒たおすなんてこと、オレたちには逆立ちしてもできないですから」

「え……そんなことないだろ？」

　つい敬語を使うのも忘れて、俺は訊たずねた。

「見たとこ装備もハイグレードだし、ここまで来られるなら迷めい宮きゆう区くでも問題なく戦えると思うよ。ていうか……」

　こっちからお願いして攻こう略りやく集団に参加してほしいぐらいなのに、と続けようとした俺の前で、ギンドーたちは四人同時に大きくかぶりを振った。

「むりむりむり、ぜったい無理。あたしたち、そういうんじゃ……」

　そこまで言いかけたラズリを、ギンドーが遮さえぎる。

「順番に説明しようや。ええと……はじまりの街のクエストが枯こ渇かつしたとこまで話しましたよね。まあ、その時点でいくらか貯金もできてたんで、すぐに食くい詰つめるってわけでもなかったんですが……たとえ最低ランクの宿屋に泊とまっても、いつかは財さい布ふが空になっちゃうわけです。そこで、オレたちは四人で話し合ったんです……このまま、限界まで節約しながら圏けん内ないに留まるか、それとも有り金はたいて装備とポーションを買って、街の外に出るか」

「え……」

　それができるなら最初から……と言いかけてから、やっと気付く。

「あ、そうか。クエストをクリアすれば、金だけじゃなくて経験値ももらえるのか……」

「そういうこった」

　口くちの端はから魚の尻尾しつぽをはみ出させたテムオが、それもばりばり嚙かみ砕くだいてからにやりと笑った。

「はじまりの街の圏けん内ないクエを全クリした時点で、みんなレベル５まで上がってたからな」

「５……!?」

　さすがに驚おどろき、アスナと顔を見合わせる。

　俺は茅かや場ば晶あき彦ひこのチュートリアル直後にレベル１で街から出たが、ホルンカの村でアニール・ブレードを手に入れた時点でもまだレベル４だったと記き憶おくしている。装備をしっかり更こう新しんしたレベル５のプレイヤーが四人いれば、はじまりの街周辺のワームやイノシシには余よ程ほどのことが起きない限り負けないだろう。

　とはいえ、余よ程ほどのことが起きる時は起きるのがＭＭＯＲＰＧというものだ。一ヶ月近くも圏けん内ないに留まっていたプレイヤーが圏けん外がいに出るには、もう一つ何か大きな動機に背中を押される必要があるのではないか。

「もちろんレベルが上がった安心感もありましたが……僕があの話し合いで圏けん外がいに出ることを主張したのは、もう少し単純な理由だったんですよね」

　お茶のカップを両手で包んだハイストンが、少々照れくさそうに言った。

「ただ単に、もっとクエストをクリアしたい、っていう……。ＳＡＯのクエストって、やけに凝こってるかと思えば子供が書いたお話みたいなのもあって、なかなか先が読めないじゃないですか。謎なぞ解ときのヒントを一いつ生しよう懸けん命めい考えてる時とか、探し物で街中走り回ってる時だけ、デスゲームの恐きよう怖ふを忘れられる気がして……」

「はあ!?　あんた、あの時そんなこと考えてたわけ!?」

　右みぎ隣どなりに座すわるラズリが、しかめっ面つらでハイストンの肩かたを小こ突づいた。しかしすぐに、にかっと破顔する。

「だったら最初からそう言えばよかったじゃん！　そしたらぐだぐだ何時間も話し合う必要なかったのに」

「そーそー、実はおめーがいちばんクエ好きなの、とっくにバレてっから」

　テムオの指し摘てきに、ハイストンは「そこまでじゃないです！」と顔を赤くして抗こう弁べんした。

　仲間たちのやり取りに再び苦く笑しようしたギンドーが、話を軌き道どうに戻もどす。

「とまあ、そんなわけで……オレたちは手持ちのコルをほぼ全額遣つかって装備を調ととのえて、圏けん外がいに出ました。まずは、手出しできなかった討とう伐ばつ系とか採取系クエストを片付けて、そしたら全員レベル６になって、スキルスロットも増えて……あの時は、この調子ならそのうちトップ集団にも追いつけるんじゃないかって思ったりもしたんですが……」

　不意にギンドーは口くち許もとから笑えみを消すと、両手をきつく握にぎり合あわせた。

「……順調にホルンカやメダイのクエストをクリアしたオレたちは、トールバーナを目指して、沼ぬま地ちをショートカットしようとしたんです。圏けん外がいに出てからの一週間で戦せん闘とうにも慣れたつもりでいたし、あのあたりに出るコボルドにはもう楽勝だったんで、調子に乗ってたんですかね。沼ぬまでエンカウントしたコボルド三匹びきの中に、初めて見る奴やつが交じってたことに気付かなくて……」

「《スワンプコボルド・トラッパー》か？」

　俺の問いかけに、ギンドーは一いつ瞬しゆん目を見開いてから首を縦に振った。

「ええ、そんな名前でしたね。当時オレは片かた手て剣けん使つかいだったんですが、コボルドが投げてきた鉤かぎ縄なわに剣を絡からめ取とられて、沼ぬまの中に落としちゃいまして……慌あわてて拾おうとしたんですが、手て探さぐりしてるところを他のコボルドに集中攻こう撃げきされて……」

「攻こう略りやく本ぼんは読んでなかったんですか？」

　ほんの少しだけ硬かたさの増した声で、今度はアスナが訊たずねた。

「その時期なら、メダイの村でも無料配布されてたと思いますけど」

「あ……ええ……」

　ギンドーはバツが悪そうに仲間たちと顔を見合わせてから、小さくため息をついた。

「はじまりの街を出る時は、もちろんお世話になったんです。ただ、あの攻こう略りやく本ぼんはモンスターやアイテムの情報がメインで、クエストについては大がかりな奴やつとか、戦せん闘とうがある奴やつしか情報が載のってなくて……。オレたちには、はじまりの街のクエを全ぜん制せい覇はしたっていう自負……じゃないな、思い上がりがありましたからね。こんな本よりオレたちのほうが詳くわしいぜ、みたいなことを考えて、メダイで配布されてた改かい訂てい版ばんはぱらぱら眺ながめるぐらいで。あとからよく読んだら、ちゃんとスワンプコボルド・トラッパーへの警告と対処法も載のってたんですけどね……」

「…………」

　何かを言おうと口を開いたものの、何を言えばいいのか解わからない。

　アルゴが製作、配布している攻こう略りやく本ぼんの内容が、安全に関する情報に偏かたよるのは当然のことだ。そもそも彼女はそれを目的に攻こう略りやく本ぼんを作っているのであり、死の危険がないクエストの攻こう略りやく法ほうまでは、執しつ筆ぴつスタッフを増やさなければ対応できまい。

「……あの時は、オレが死ぬ直前まで行って、テムオとラズリもＨＰが黄色くなりました」

　悄しよう然ぜんと俯うつむいたまま、ギンドーが説明を再開した。

「完全にパニクって、とにかく逃げようとしたんですけど何せ沼ぬま地ちですから、走るのも大変で……もうだめだ、もう死ぬんだって、そればっかり考えてましたよ。死しに物もの狂ぐるいで走ってどうにか振ふり切きったんですが、四人ともあれで完全に心が折れましてね……」

　俺はＳＡＯ正式サービスが開始されて以来ほぼずっと最前線で闘たたかい続つづけてきたが、死神の手が首筋に触ふれるような経験をしたことは案外少ない。とはいえ、ギンドーの「心が折れる」という言葉の意味はよく解わかる。第二層の最終ボス、アステリオス・ザ・トーラスキングの雷かみなりブレスに直ちよく撃げきされ、麻ま痺ひ状態で床ゆかに転がったまま近づいてくるボスを見上げた時のことを思い出すと、いまでも背中がひやりと冷たくなる。

　それでも、攻こう略りやく集団からドロップアウトして圏けん内ないに引きこもるという選せん択たく肢しが思おもい浮うかびもしなかったのは、隣となりにアスナがいたから……なのだろう。ギブアップするくらいなら死んだほうがマシだと彼女なら言うだろうし、そんなアスナを放り出して俺だけがはじまりの街に戻もどることなどできるはずもない。

　きっとこの四人も仲間がいたから踏ふん張ばれたんだろうな、と想像しながら俺はギンドーが再び口を開くのを待った。

「……ほうほうの体ていでメダイの村まで戻もどったら、プレイヤーが十人ぐらい広場に集まって、大おお騒さわぎをしてたんですよ。何があったのか聞いたら、オレたちがフィールドに出てる間に一層のフロアボスが撃げき破はされたっていうじゃないですか。そりゃもちろん嬉うれしかったし、攻こう略りやく集団に感謝もしましたけど、正直複雑な気持ちもありましたね」

　小さくため息をつくギンドーに代わって、坊ぼう主ず頭あたまのテムオが口を開いた。

「……オイラたちがボロボロの半ベソで逃にげ帰かえってきたらそのニュースだろ？　あー、こりゃモノが違ちがうな、みたいな……オイラ、中学までボーイズで野球やってたんだけどさ……」

「えっ」

　と俺が声を上げてしまったのは、「本当に野球部員だったの!?」という驚おどろきが半分、もう半分は初対面の俺たちにあっさりとリアルの情報を明かしたからだ。きょとんとするテムオの隣となりで、ハイストンがやれやれとばかりに頭を振る。

「いつも言ってるでしょう。そうホイホイ向こうの話をするもんじゃありませんよ」

「んだよ、自分の話するだけならいーだろ別に。なあ？」

　あっけらかんと同意を求められたので、ぎこちなく頷うなずく。

「あ、ああ、うん」

「んで、野球っつーのは、すげー解わかりやすく《上には上がいる》世界なわけよ。そこはどんなスポーツも同じかもだけどさ……。チームにも、こいつには絶対勝てねーって思わされる奴やつがいるし、大会とか出ればそいつですら歯が立たないバケモンがごろごろいる。……まあ、それでも腐くさらねーで努力する奴やつだけが上に行けるんだけど、オイラには無理だった。メダイでボスが倒たおされたって聞いた時、久々あの感じを思い出したんだよなー。球場のスタンドで喉のど嗄からして応おう援えんしながら、めちゃくちゃ遠いなーって思う感じ……」

　テムオはそこで言葉を途と切ぎれさせ、陽炎かげろうに揺ゆれる真夏のグラウンドを思い出したかのように視線を宙に彷徨さまよわせた。

　一層フロアボス、イルファング・ザ・コボルドロードの攻こう略りやくに参加していた身としては何か言うべき場面なのかもしれないが、すぐには言葉が出てこない。テムオは「上には上がいる」とか「めちゃくちゃ遠い」と言ったが、こちらにそんな自覚はまったくないのだ。現在の攻こう略りやく集団を攻こう略りやく集団たらしめているのはスタートダッシュに成功したという一点だけだと思うし、フロアボス攻こう略りやく戦せんが楽勝だったことなどただの一度もない。実際、テムオたちがメダイの村でニュースを聞いたというイルファング戦では、レイドリーダーたる《騎き士し》ディアベルが死亡しているのだ。

「……それでも、圏けん内ないに戻もどらなかったのはどうしてですか？」

　ど真ん中の直球を放ほうり込こむようなアスナの問いかけに、テムオは二、三度瞬まばたきしてから答えた。

「うーん、一言で言やあ……意地、だよな？」

　視線が左右に振られると、ラズリ、ハイストン、ギンドーが無言で頷うなずく。

「攻こう略りやく集団にはなれねーってことは解わかっちまったけどさ……。オイラたちにも、クエストに関しては誰だれよりも詳くわしいっつう意地があったんだよな。だったら、圏けん内ないに逃にげ戻もどる前に、クエだけでどこまで行けるか試ためしてやろうってさ」

「く、クエストだけ……？」

　啞あ然ぜんとする俺の隣となりで、アスナが小さく「あっ」と声を漏もらした。

「もしかして、《キューザック》っていうギルド名のキューは……」

「おー、アスナさん、いい勘かんしてるね！」

　ラズリがぱちんと指を鳴らすと、合図だと思ったのかダークエルフの給きゆう仕じがテーブルに近づいてきた。焦あせり顔がおになるラズリの代わりに、アスナが蜂はち蜜みつ酒しゆを注文する。給きゆう仕じが立ち去ると、ハイストンが説明を引ひき継つぐ。

「仰おつしやるとおり、キューはクエストｑｕｅｓｔのＱです。ザックは……この野球小こ僧ぞうが決めたんですが、金と経験値がザックザクという意味です」

　途と端たん、アスナがぷっと可愛かわいらしく噴ふき出だし、俺の口からもふんぶっむという可愛かわいくない怪かい音おんが発せられた。知っているギルドがドラゴンナイツ・ブリゲードだのレジェンド・ブレイブスだのとカッコイイ名前ばかりなので、クエストでザックザクだからキューザックという素す直なおで素そ朴ぼくなネーミングが妙みようなツボに入ってしまったらしい。

　タイミングよく運ばれてきた蜂はち蜜みつ酒しゆを一口飲み、爽さわやかな甘あまさで喉のどを潤うるおしてから、改めて口を開く。

「なるほどね……。正直、あんたたちのことをちょこっと怪あやしんでたんだけど、色々謎なぞが解けたよ。金欠って言ってるわりに装備が高級なのは、クエストの褒賞リワードだからだったんだな」

　──そして、俺とアスナが攻こう略りやく集団だと知った時に気まずそうな顔をしたのは、ドロップアウトしたという引け目のせいか。

　後半は口に出さなかったのだが、その思考を感じ取ったかのように、ギンドーが短い顎あご髭ひげを引っ張りながら答えた。

「ええ、その通りです。たいていのクエストリワードは、経験値に比べて現金が少なめですからね……。装備品は、褒ほう賞しようアイテムを選せん択たくできるクエでけっこう整うんですけど、金は狩かりをしないとザックザクとはいかないですね」

「言われてみればそうかもなぁ」

　納なつ得とくしてから、疑問があと一つあったことを思い出す。クエスト専門ギルドと銘めい打うっているわりには、ガレ城に到とう着ちやくした直後でもあまり消しよう耗もうしていない様子だったのはどういう理由なのか。外の涸かれ谷だにに湧わく巨きよ大だい虫むしどもは、現状では雑ざ魚こモンスター最強クラスと言っていいほどの厄やつ介かいさなのだが。

「……えっと……つまりあんたたちは、三層でエルフ戦争キャンペーンをダークエルフ側で始めて、秘ひ鍵けんクエストの続きをやるためにこのガレ城に来た、ってことなんだよな？」

　俺の質問に、キューザックの四人は揃そろって頷うなずいた。

「ええ、そうですよ。お二人もでしょう？　もうこの層の秘鍵は回収したんですか？」

　逆にハイストンに質問され、アスナと顔を見合わせてから答える。

「ああ、ちょうどさっきクリアしたところだ。よかったら、あとで要注意なポイントを教えるよ」

「それは助かります」

　笑え顔がおで頭を下げるハイストンに、それとなく水を向ける。

「ただ、謎なぞ解ときとかよりも、道中の雑ざ魚こｍｏｂのほうが大変だったかな……。そっちも、この城の周りに出る虫ｍｏｂに苦労したんじゃないか？」

　腹芸が苦手な俺にしてはなかなか自然な話題誘ゆう導どうと言っていいのではないか、と思ったのだが暫ざん定ていパートナーにはお見通しだったようで、隣となりで苦く笑しようを誤ご魔ま化かすような咳せき払ばらいが聞こえる。しかしキューザックの四人はギルド名どおり素す直なおな人々なのか、訝いぶかしむ様子もなくあっさりと答えた。

「いやあ、攻こう撃げきは護衛に任せて、我々はほとんどガードに徹てつしてましたから……」

　ギンドーの言葉がすぐには理解できず、小さく口を開けてしまう。

「……ご、護衛？　他のプレイヤーを雇やとったってことか……？」

「いやいやまさか、そんな金はありませんから。ダークエルフのＮＰＣですよ……お二人には付いてないんですか？」

　逆に訊たずねられ、再びアスナと顔を見合わせてしまう。

　ダークエルフのＮＰＣと言われて真っ先に思おもい浮うかぶのはキズメルだが、彼女は別に俺たちの護衛というわけではないし、再会したのはガレ城に到とう着ちやくしてからだ。それとも──眼前の四人には、《彼らのキズメル》がいるのだろうか？　俺たちと同じように、三層の迷まよい霧ぎりの森で本来倒たおせないはずのフォレストエルブン・ハロウドナイトを倒たおし、キズメルの死を回かい避ひして、行動を共にしているのか……？

　思わず大食堂を見回してしまうが、それらしき人ひと影かげはない。城に到とう着ちやくした時点でパーティーを解散したのかもしれないが、だとすれば宝ほう物もつ庫こに行くと言っていた俺たちのキズメルと、もう一人のキズメルが城内で鉢はち合あわせになってしまうことも有り得る。その時いったい何が起きるのか、想像もできない。

　硬こう直ちよくする俺の隣となりで、アスナがやや掠かすれた声を出した。

「……その護衛さん、名前は何ていうの……？」

「名前？」

　虚きよを衝つかれたような顔をしたギンドーが、仲間たちに顔を向ける。

「お前ら、あのクロフの名前知ってるか……？」

　三人は揃そろってかぶりを振り、ラズリが答える。

「カーソルは《ダークエルブン・スカウト》ってなってるよね。それが名前じゃないの？」

　それを聞いて、今度は俺とアスナが視線を交差させる。

　近この衛え騎き士しであるキズメルの階級は、確か《ダークエルブン・ロイヤルガード》だったはずだ。ならば、キューザックの護衛がもう一人のキズメルであるという可能性は相当低くなったが、念のために確かく認にんしておく。

「ちなみにその護衛さん、性別は……？」

「男だよ、すげー無愛想」

　テムオの答えに、俺だけでなくアスナも小さく息を吐はく。

　更さらに詳くわしく訊きいてみたところ、彼らの導入イベントでは本来のストーリーどおり黒エルフと森エルフが相あい討うちになり、野営地の司令官からもらえるクエストを四人だけでどうにかこうにか進めていたのだが、三層での最終任務となる《秘ひ鍵けん奪だつ還かん》クエストからはずっと護衛のダークエルブン・スカウトが五人目のパーティーメンバーとして同行してくれているのだという。人族の街に立ち入る時は入り口でいなくなり、フィールドに出るとまた現れるが、無関係なクエストを受けていたり、同じ場所で定てい点てん狩がりを続けると姿を消してしまうらしい。ダークエルフらしく甚はなはだ無愛想で、雑談に応じたりすることは一いつ切さいないそうだ。

　ベータテストで俺がエルフ戦争キャンペーン・クエストをソロで進めた時は、そんな護衛は付けてもらえなかった。正式サービスから導入されたサポートなのだろうが、その護衛がキズメルに近い戦せん闘とう力りよくを持っているなら、クエスト専門だという四人が余よ裕ゆうを持ってガレ城に辿たどり着つけたのも納なつ得とくできる。

　しかしいっぽうで、かすかな危あやうさを感じずにはいられない。なぜならエルフ戦争キャンペーン・クエストは、九層で終わってしまうのだ。当然、護衛のスカウトもそこで姿を消すはずで、彼にアタッカーを任せてきたという四人は、その後もちゃんと戦い続けられるのだろうか……。

　蜂はち蜜みつ酒しゆをちびちび舐なめながらそんなことを考えたが、大きなお世話というものだと思い直す。エルフ戦争以外のクエストは護衛抜きでクリアしてきたはずだし、そもそも俺とアスナだって、戦せん闘とう面めんでも精神面でも少なからずキズメルに頼たよっているのだ。スカウトを単に護衛ＮＰＣとしか見ていないぶん、キューザックの四人のほうが、キャンペーン終しゆう了りよう後ごのモチベーション低下は少ないかもしれない。

「……ああ、もうこんな時間ですね」

　ギンドーの声が、俺を物思いから引ひき戻もどした。

　テーブルに並ぶ皿はすっかり空になり、テムオとラズリは眠ねむそうな顔をしている。ウインドウを消したギンドーが立ち上がり、テムオの坊ぼう主ず頭あたまに手を置く。

「キリトさん、アスナさん、お話できて楽しかったです。オレたちは城主にクエをもらいに行きますので、今日はひとまずこれで……」

「こちらこそ、色々訊きいちゃってごめんなさい」

　椅い子すから立ったアスナの隣となりで、俺もぺこりと頭を下げた。明朝の再会を約束して、大食堂を出ていく四人を見送る。

　大おお扉とびらが閉まり、視界から四つのカーソルが消えると、俺は暫ざん定ていパートナーと顔を見合わせた。三秒ほど経たってから、アスナがぽつりと言う。

「……攻こう略りやく集団以外にも、最前線にあんな人たちがいたのね」

「クエスト専門ギルドってのは盲もう点てんだったな……。経験値稼かせぎをしなくても、クエストの褒賞リワードだけでここまで来られるんだなあ」

「わたしたちも、言うほど狩かりってしてないけどね」

「まあ、それはそうだけど」

　再び会話が途と切ぎれ、同時にふうっと息を吐はく。

　圏けん内ないから出て最前線を目指すプレイヤーが増えるのは有あり難がたいし、クエスト専門というスタイルも新たな可能性を拓ひらくものだ。ギンドーたちとの出で遭あいは歓かん迎げいすべきこと──であるはずなのだが、胸むねの奥おくをざらつかせる奇き妙みような感覚はなかなか消えようとしない。

　それはもしかしたら、この城ではキズメルと俺たちだけでゆっくり過ごせると思っていたのに邪じや魔まされたという幼よう稚ちな苛いら立だちなのかもしれない。ガレ城はパブリック空間なのだから全てのプレイヤーに立ち入る権利があるわけで、ＳＡＯで……いやあらゆるＭＭＯＲＰＧに於おいて「この場所は自分の」と主張することは典型的なマナー・バイオレーションだ。

　ダークエルフ側でキャンペーンに挑いどむ者もの同士、今後も有意義な情報交こう換かんができる場面もあるだろう。キューザックの四人に対してずっと友好的に接していたアスナを見習って、子供っぽい独どく占せん意識は捨て去らねば、と自分に言い聞かせていると。

「……わたし、インスタンス苦手って言ってたけど、撤てつ回かいするわ」

　突とつ然ぜんそんなことを呟つぶやいたパートナーの横顔を、俺はまじまじと眺ながめた。

「な……なんで？」

「なんでも！　それはそうと、キズメルはどこに行ったのかしら？」

　強ごう引いんな話題転てん換かんに目を白黒させつつ、無意味に大食堂を見回す。いつの間にか他のダークエルフたちはほとんど引き上げていて、もちろんキズメルの姿もない。

「へ……部屋に戻もどったのかな……」

「じゃあ、わたしたちも戻もどりましょ」

「そ、そっスね」

　すたすた歩き始める細さい剣けん使つかいを追いかけながら、この人の思考回路が完全に理解できるようになるのはいったいいつの日か……いや、そんな日は永遠に来ないのかも、と俺はしみじみ考えた。
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　キズメルの部屋を訪おとずれる前に着き替かえるべく、城じよう郭かく西せい翼よく三階の客間の扉とびらを開けた途と端たん、俺とアスナは揃そろって「あれっ」と声を上げてしまった。居間のソファーに、ほっそりと華きや奢しやなエルフ騎き士しの姿があったからだ。

「キズメル、どうしてここに？」

　小走りに近付きながらアスナがそう訊たずねると、騎き士しは右手の細長いグラスを軽く持ち上げながら答えた。

「もちろん、アスナたちを待っていたのさ。新たな客人たちとの話はもう終わったのか？」

「え、俺たちがプレ……じゃない、人族の剣士と会ってたのを知ってるのか？」

　今度は俺がそう訊きくと、キズメルはにやっと口くちの端はを持ち上げた。

「無論だとも。邪じや魔ましては悪いと思ったから近づかなかったがな」

「別に、邪じや魔まなんてことはなかったのに……」

　そう答えはしたものの、キズメルが気を利きかせてくれたのは、別の意味で有あり難がたい。他のダークエルフたち──少なくともキューザックの護衛をしているダークエルブン・スカウトよりは確実に人間らしいであろうキズメルと遭そう遇ぐうした時にあの四人がどんな反応をするか想像できないし、キズメルのほうも、この世界がＶＲゲームだという前提で会話をするであろう彼らとの接せつ触しよくがどんな影えい響きようをもたらすのか定さだかでないからだ。

　俺は、ＳＡＯ以前に遊んでいたオンラインＲＰＧではロールプレイが大の苦手だった。しかしいつの間にか《アインクラッドを旅している人族の剣士》のロールプレイを、ダークエルフたちの前限定ではあるが自然にこなせるようになっていることにささやかな感かん慨がいを抱いだいていると、キズメルが手て振ぶりで座すわるよう促うながしながら言った。

「客人たちとの話はもう終わったのか？」

「うん、あの人たちは城主様のところに行くって」

　そう答えたアスナの前に、騎き士しは新たなグラスを置き、卓たく上じようのボトルから淡あわい金色の液体を注いだ。続いて俺のグラスにも注ぐと、憶おぼえのある爽さわやかな香かおりが立ち上る。妹のティルネルが好きだったという、月げつ涙るい草そうのワインだろう。

　三人で軽くグラスを合わせ、少々強めの──と言っても実際に酔よっ払ぱらいはしないのだが──酒を一口飲んでから、俺は言った。

「あの四人はたぶん、明日の朝には城を出て南のほこらに行くだろうから、夜まで顔を合わせないと思うよ。明日はキズメルの貴重な休日だし、俺たちも有意義に……」

　そこまで話したところで、アスナに軽く肘ひじでつつかれる。いったい何ぞや、と怪け訝げんに思ってからやっと気付く。

　キューザックの四人は、南エリアのほこらに瑪め瑙のうの秘ひ鍵けんを取りにいくのだ。しかしその秘鍵を、俺たちは今日取ってきたばかりではないか。

　黒エルフの伝承ではアインクラッドを崩ほう壊かいさせ、森エルフの伝承によれば大地へ帰き還かんさせるという謎なぞの装置《聖堂》の扉とびらを開く六つの秘鍵が、何セットも存在するはずがない。キズメルの認にん識しきでは、俺たちは三層からこの六層にわたって、幾いく多たの苦難を乗のり越こえて唯ゆい一いつ無む二にの秘鍵を四つ集めてきたということになっているはずだ。

　しかしゲームシステム上では、秘鍵はエルフ戦争キャンペーンを進めているプレイヤーの数だけ存在する。キューザックの四人も今いま頃ごろ、城主ガレイオン伯はく爵しやくから、瑪瑙の秘鍵を回収するべしという依い頼らいを受けているだろう。下手をすると明日、クエストを完かん了りようして戻もどってきた四人が持っている新たな秘鍵をキズメルが目もく撃げきする……というような事態すら起きかねない。

　四人がほこらに行く目的を訊きかれたらどう答えればいいのか、そもそもＮＰＣにこれほど高度なＡＩを搭とう載さいするならそのへんの整合性も取っておくべきではないのか、等と超高速で考えていると──。

「なるほど……。そなたたち人族には苦労をかけるな……」

　キズメルがそう呟つぶやき、グラスに少し残っていたワインを飲み干した。半ば自動操縦でボトルに手を伸ばし、キズメルのグラスにお代わりを注ぎながら、俺は恐おそる恐おそる訊たずねた。

「え……キズメルは、あの四人がほこらに行く理由を知ってるのか？」

「秘鍵を取りに行くのだろう？」

「…………」

　平然と答えるダークエルフの顔を、アスナと同時にまじまじと見つめてしまう。視線に気付いたキズメルは一いつ瞬しゆん不思議そうな顔をしたが、すぐに頷うなずいた。

「ああ……お前たちは知らなかったのだな」

「し、知らないって、何を？」

　アスナが小声で訊きき返かえすと、キズメルは幾いくらか申し訳なさそうな笑えみを浮うかべた。

「先せん遣けん部隊の司令官殿が、騎き士したちを使って森エルフどもを攪かく乱らんしている件は説明しただろう？　実はそれと似たようなことが、秘鍵回収任務でも行われているのさ」

「ど……どういうこと？」

「我らがほこらから秘鍵を回収したあとも、別の騎き士しや斥せつ候こう兵へいがほこらに赴おもむき、神官連中が作った偽にせの秘鍵を野営地や砦とりでに運んでいるのだ。道中で人族から協力の申し出があれば、それも受け入れる。森エルフどもを攪かく乱らんするためにな……」

「…………」

　再び俺とアスナは言葉を失った。偽にせの秘鍵などというものが存在することも驚おどろきだが、それ以上に──。

「……だとすると、その、囮おとり役やくをやってる騎き士しや兵士も無事じゃ済まないんじゃないか……？」

　俺の問いかけに、キズメルは目を伏ふせて小さく頷うなずいた。

「ああ、その通りだ。すでに少なからぬ数の騎き士しが森エルフの襲しゆう撃げきを受け、命を落としていると聞く」

「そんな……どうしてそこまでしなきゃならないの!?」

　身を乗り出すアスナの肩かたに、騎き士しは優やさしく手を置いた。

「封ふう印いんされた秘ひ鍵けんを回収するというのは、それほどまでに重大な任務であり、決断なんだよ。失敗は絶対に許されないのだ。いまやリュースラの民たみやカレス・オーの民たみ、人族、ドワーフ族の歴史と叡えい知ちはこの空に浮うかぶ城に細々と伝えられているのみで、もし城が崩ほう壊かいすればそれら全てが失われてしまう……多くの命とともにな。いにしえの巫み女こ様がその尊き命と引ひき換かえに守ったものを、我らが絶やすわけにはいかない。女王陛下は恐おそらく、聖堂の扉とびらを永遠に閉ざすために、六つの秘鍵を…………」

　キズメルはそこで言葉を途と切ぎれさせたが、俺は頭の半分で別のことを考えていた。

　俺とアスナが三層でキズメルとフォレストエルブン・ハロウドナイトの戦いに乱入した後も、あの森では黒エルフと森エルフの決けつ闘とうが無限に繰くり返かえされている。エルフ戦争キャンペーン・クエストの導入イベントなのだから当然と言えば当然なのだが、いまのキズメルの説明を信じるならば、黒エルフたちはその《シナリオ上の都合》すらも命を賭とした任務として背負わされているということになる。

　だが、このクエストを設計した人間……アーガスのスタッフが、本当にそんなことまで考えたのだろうか？　ＭＭＯＲＰＧでは同じイベントがプレイヤーごとに発生することなど常識で、そうでなければ公平性が保てない。確かに、世界の内側から見れば同じキャラクターが何度も死んでは生き返ることになるが、そこに文句を言うプレイヤーなど恐おそらく一人もいないだろう。事実、たとえばアニール・ブレードの入手クエストでは、同じ少女が病気になったり治ったりを永遠に繰くり返かえしているのだ。

　エルフ戦争クエストに、《偽にせの秘鍵》や《囮おとりの騎き士し》という要素を持もち込こんでまで、世界とシステムの整合性を取ろうとしているのは本当に現実世界のスタッフなのだろうか？　もしかしたらそうではなく、いわばこの世界そのものが…………。

「どうした、キリト？」

　不意に名前を呼ばれ、顔を上げると、俺と同じように考かんがえ込こんでいたはずのキズメルと目が合った。

「い……いや、ちょっと、あれこれ考えちゃって……」

「まあ、気持ちは解わかるよ。私も、我々が運んでいる四つの秘鍵は果たして本当に本物なのか、と考えてしまうことはある」

「え……マジで？」

　うっかり現実世界の俗ぞく語ごで問い返してしまったが、すでにキズメルの語ご彙いにも吸収されていたらしく、騎き士しは真顔で頷うなずいた。

「マジさ。ほこらから回収した段階では本物のはずだが、いったん砦とりでや城の宝ほう物もつ庫こに収めてしまえば、神官どもにすり替かえられても解わからんからな……」

「な、なるほどね……」

　──つまり、可能性で言えば、俺たちが集めた秘ひ鍵けんも、キューザックの四人が集めた秘鍵も偽にせ物ものかもしれないわけか……いや、シナリオ上は両方本物ということになるのか……？

　再び答えのない思し索さくに沈しずみかけた俺の隣となりで、アスナが心配そうに言った。

「ねえ、偽にせ物ものの秘鍵を作ってまで森エルフの目を逸そらそうとしているのに、その秘鍵を全部、本物も偽にせ物ものも同じ場所に集めちゃうのは良くないんじゃないの？　実際に四層では、ヨフェル城が襲しゆう撃げきされたわけだし……」

「確かに、理り屈くつから言えばその通りだな」

　頷うなずいたキズメルが、視線を部屋の天てん井じように向けた。

　ヨフェル城の客間には大きな窓があり、外の風景を楽しめたが、ガレ城は岩がん壁ぺきに彫ちよう刻こくされた建物なので窓は廊ろう下か側にしかない。代わりに明かりは多めに設置され、スタキオンやスリバスの宿屋にあったような壁かべ掛かけのランプだけでなく、ちょっとしたシャンデリアめいた吊つり下さげ式の燭しよく台だいが天てん井じようで小さな炎ほのおを幾いくつも揺ゆらめかせている。

「……我々は、ヨフェル城が襲しゆう撃げきされるはずがないと思おもい込こんでいた。四層の森エルフはわずかな数の小こ舟ぶねしか持っていないし、よもやフォールンどもと手を組むなどとは想像もしなかったからな……。お前たちが警告してくれなければ迎げい撃げきの準備が間に合わず、ヨフィリス閣下のお力があったとて、城は落ちていたかもしれん。だが……」

　騎き士しはそこで顔の向きを戻もどし、俺たちを安心させるように微ほほ笑えんだ。

「いかにフォールンの悪わる知ぢ恵えがあろうとも、このガレ城を大軍で襲おそうことは不可能だ。お前たちも見ただろう、《碧へき葉ようのケープ》なしでは私が城の外を十歩と進めなかったのを。森エルフたちも似たような外がい套とうを持ってはいるだろうが、数はごく少ないはず……そして聖せい大たい樹じゆの葉で縫ぬわれたあのケープは、もう二度と作れん。大だい地ち切せつ断だん以前から伝わる秘宝を全て失う危険を冒おかして、わずか十名足らずでこの城を襲おそおうなどとは、いかに森エルフの猪いのしし武む者しやどもでも考えるまい」

「フォールン・エルフは？　あいつらも同じようなものを持ってる可能性はないの？」

　アスナが食い下がったが、キズメルは再びかぶりを振った。

「忘れたのか？　フォールンどもは聖大樹に呪のろわれたのだ。その葉で作られたケープなど着き込こんだら、燃もえ尽つきて炭に……まではならんだろうが、激しい痛みと傷を負うはずだ」

「あ……そ、そうだよね」

　てへへとばかりに小さく舌を出すアスナを見て、キズメルも「ふふ」と声を出して笑った。しかしすぐに表情を改め、考かんがえ込むように腕うで組ぐみをする。

「……しかし、アスナの言うとおり、秘ひ鍵けんを長時間ひとところに置いておくのは要いらぬ危険を呼よび込こむだけかもしれんな……。このガレ城には霊れい樹じゆがあるのだから、残念だが明日の休みは返上して、朝になったらすぐに……」

　ええ──っ！

　と俺が叫さけぶよりも早く、

「やだ！」

　きっぱりと意思表示したアスナが、ローテーブルを半ば飛とび越こえてキズメルの隣となりに移動し、騎き士しの両手をしっかと握にぎった。

「心配させるようなこと言って悪かったわ、このお城が安全なのは納なつ得とくしたから、明日はわたしたちと一いつ緒しよにいて！　わたし、過ごし方を色々考えてるの！」

　まくし立てられたキズメルは、黒くろ紫むらさき色いろの瞳ひとみを何度か瞬まばたかせてから、優やさしい姉が甘あまえん坊ぼうの妹に向けるような笑えみを──そう感じるのもこれで何度目だろうか──滲にじませ、頷うなずいた。

「解わかったよ、出発は予定どおり明後日あさつてにしよう。それで、明日は何をするんだ？」

「まだ秘密。朝になったら発表するから、楽しみにしてて」

　そう言ってにっこり笑うアスナを見て、ほんのり不安になる俺だった。
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　数分後、華きや奢しやなボトルが空になると、キズメルはソファーの背もたれにしどけなく寄より掛かかった。

「ふう……少し酔よってしまったかな」

　その言葉にまじまじと顔を眺ながめてしまうが、カフェオレ色の肌はだに変化はないし、ＡＩが酔よっ払ぱらうとどうなるのかも想像できない。しかしアスナは心配そうに身を乗り出し、訊たずねた。

「大だい丈じよう夫ぶ？　お部屋まで戻もどれる？」

「はは、足あし腰こし立たないほど飲んではいないさ。だが……」

　そこで少し言葉を切ると、キズメルは俺とアスナを順に見た。

「……私にあてがわれた部屋は、一人では少し広すぎてな。今夜は、この長なが椅い子すで寝ていいか？」

「へっ!?」

　と反射的に声を上げてしまったが、俺とアスナが拒きよ否ひする理由はまったくない。もちろん、と答えようとしてからふと気付く。女性二人に男一人という状じよう況きようで、誰だれがソファーを使うべきかは自明であろう。

「あ、じゃあ、キズメルはアスナと一いつ緒しよに寝しん室しつのベッドを使ってくれよ。俺がソファーで寝るからさ」

　しかし騎き士しは背筋を伸ばすと、大きくかぶりを振った。

「いや、ここはお前たちの部屋だからな……キリトを寝しん室しつから追い出すわけにはいかん。それなら、私は自分の部屋に戻もどるよ」

　そう言って立ち上がろうとするキズメルの、薄うす手でのチュニックの裾すそをアスナがきゅっと摑つかんだ。相変わらず甘あまえん坊ぼうモードのまま、「うー」と唸うなってから視線を奥おくの扉とびらに向ける。

「……あのベッド、三人寝れるでしょ」

「はぁ!?」

　予想外の提案に再び叫さけぶしかない俺に対して、キズメルはあくまで冷静に答えた。

「ああ、そう言えばそうだな」

「い、いや、でも、一人分の幅はばが六十センチしか……」

　そう反はん駁ばくしてから、ダークエルフにメートル法は通じるのかと内心で慌あわてたが、キズメルはただ肩かたをすくめただけだった。

「三層野営地の天幕を三人で使った時と大差ないだろう。それともキリトは、私と同じベッドは嫌いやか？」

「そ、そういうわけじゃないけどさ」

　と答えるしかない俺を見て、騎き士しは悪戯いたずらっぽく微ほほ笑えんだ。

「なら問題ないな」




　実際には、三人がどういう並びで寝るのかという問題が浮ふ上じようしたのだが、キズメルが真ん中、左にアスナ、右に俺というポジションで意見の一いつ致ちを見た。不安だったスペースも、アスナとキズメルがくっついて横たわったので、俺には幅はば八十センチほどの領土が与あたえられた。

　二人に続いてベッドに入り、床ゆかに転げ落ちないぎりぎりの位置で体を真まっ直すぐにする。並び的に今朝のカタストロフが再現される恐おそれはないはずだが、目覚めた時に、今度はキズメルに抱だきついてしまっている可能性がないとは言えない。そして確か、ＮＰＣへの不適切接せつ触しよくに対してハラスメント防止コードが発動する場合は、相手が確かく認にんウインドウのボタンを押すというプロセス抜きで、警告時間が過ぎたら問答無用で強制転送だったはずだ。牢ろう屋やで目を覚ましたくはないので、なるべく距きよ離りを取っておくに越こしたことはない……

「キリト、そんな端はしっこで寝たら床ゆかに落ちるだろう」

　青っぽい闇やみの向こうでそんな囁ささやき声ごえが響ひびき、布ふ団とんの中を伸びてきた手が俺の右手を摑つかんだ。やむなく十五センチほど右にずれると、指先がキズメルの体のどこかに触ふれる。

「もっとくっついたほうが暖かいぞ」

「い、いや、これぐらいで充じゆう分ぶんです」

「そんなに恥はずかしがるような歳でもないだろう……」

　──それって、大人ってこと？　子供ってこと？

　と思ったが、キズメルはそれ以上何も言わなかった。小声のやり取りにアスナが介かい入にゆうしてこなかったのは、どうやら早くも寝ね入いっているかららしい。

　しかし確かに、少し動いただけで体感温度は明らかに上じよう昇しようし、俺も強い眠ねむ気けを感じた。瞼まぶたを閉じ、ゆっくりと、深く息を吐はく。

　子供の頃ころ、俺は、自分のベッド以外で眠ねむるのが苦手だった。小学校の林間学校や修学旅行はもちろん、家族旅行でもなかなか寝ね付つけずに難なん儀ぎしたものだ。

　この世界に来てからも、しばらくは同じだった。どうせ眠ねむれないならと、夜通し定てい点てん狩がりをしたことも一度や二度ではない。だがいつ頃ごろからか、そんなこともなくなった。ほとんど毎晩違ちがう場所に泊とまっているにもかかわらず、最近ではベッドに入ると十分とかからずに落ちてしまう。

　仮想世界で眠ねむるという行こう為いに慣れたからだろうか、とぼんやり考えてから、そうではないと気付く。たぶん俺が苦労せずに眠ねむれるようになったのは、アスナとコンビを組んでからだ。ソロの時より気苦労は増えたはずなのに不思議なことだ……いや、もしかしたら、気苦労を帳消しにするほどの何かを与あたえてもらっているからかもしれない。

　アスナも、そしてキズメルもそうであってくれればいいと思いながら、俺は穏おだやかな眠ねむりの中へと沈しずみ込こんでいった。

　こうして、一月三日の夜は静かに過ぎ去っていった──




　──わけではなかった。

　頭に突き刺さってくるような強制起き床しようアラームに眠ねむりを破られた俺は、目をつぶったまま手て探さぐりでウインドウに触ふれ、俺にだけ聞こえる騒そう音おんを止めた。

　薄うすく瞼まぶたを持ち上げると、まだ室内は真っ暗だ。寝しん室しつに入る前に、自分で午前二時にアラームを設定したのだから当然なのだが、やめておけばよかったという後こう悔かいが湧わき上あがってくる。耳に神経を集中させると、キズメルとアスナの穏おだやかな寝ね息いきが聞こえ、俺を再び心ここ地ち好よい眠ねむりの中へと誘いざなおうとするが、意志力を振ふり絞しぼって両目を見開き続ける。

　三十秒ほど耐たえているとどうにか眠ねむ気けの水位が下がり始めたので、二人を起こさないように細心の注意を払はらってベッドから出て、忍しのび足あしでリビングへ移動する。設定した当人にしか聞こえない目覚まし音というのも、ダークエルフからすれば《人族のまじない》なんだろうな……と思いながら無音歩行を続け、慎しん重ちように扉とびらを開けて廊ろう下かへ出る。

　アスナはともかく、キズメルには気付かれてしまう可能性が五十パーセントほどあると考えていたのだが、どうやら大だい丈じよう夫ぶだったようだ。再びウインドウを開き、ロングコートと愛あい剣けんを装備する。

　左右を見回すと、湾わん曲きよくする廊ろう下かに人ひと影かげはない。たとえ衛兵と出くわしても怒おこられたりはしないはずだが、念のために忍しのび足あしを継けい続ぞくしたまま、西せい翼よくの中央部にある階段を目指す。

　夕方に鐘かねの音を聞いた時は全速で駆かけ下おりた階段を、今度はゆっくりと上る。

　ベータ時代の記き憶おくどおり、最上階である四階に到とう着ちやくしても、階段はまだ続いていた。そのまま上っていくと、小さめの扉とびらに行き当たる。ノブを回し、そっと押し開あけた途と端たん、冷たい夜気が全身を包む。

　扉とびらの先は、城じよう郭かく西せい翼よくの屋上。明かりはないが、アインクラッドの外周開口部から届いてくる青白い月光が闇やみをわずかに希き釈しやくしている。

　とは言え、広大な屋上に存在するオブジェクトは、俺が出てきた階段小屋ぐらいのものだ。一人用ＲＰＧなら宝箱の一つや二つ置いてありそうなロケーションだが、残念ながら石ころすら見当たらない。

　磨みがき上あげられた城じよう郭かくの壁かべと違ちがって粗あらい鑿のみ痕あとの残る床ゆかを歩き、まずは中庭に面する外がい縁えんに移動する。高さ三十センチばかりの立パちラ上ペがツりトが作られているが、転落防止の役には立たないだろう。石いし敷じきの地面までは二十メートル近くあるので、頭から落ちたらＨＰ全損も有り得る。

　念のため背後に誰だれもいないことを確かめてから中庭を見下ろすと、昼間とはまったく趣おもむきの違ちがう絶景が広がっていた。無数の篝かがり火びが巨きよ大だいな霊れい樹じゆを濃のう紺こんと橙だいだいに染め上げ、枝葉から滴したたる雫しずくも液化した炎ほのおのように輝かがやいている。その周囲を二人ひと組の衛兵たちがゆっくりと歩く様子は、どこか幻げん想そう的ですらある。

　しばし見入ってしまってから我に返り、中庭を隅すみ々ずみまで見回すが異常はない。鐘かねが鳴っていないので、ＮＰＣであれプレイヤーであれ城に出入りした者がいないことは解わかっているのだが、それでも納なつ得とくいくまで見回してから一歩下がる。

　振り向き、今度は城じよう郭かくの外側を見る。

　ガレ城は、もともと存在した円形の窪くぼ地ちの壁へき面めんを彫ほり抜ぬいた──という設定の建物なので、外周部は天然の断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきに囲まれている。高低差は俺がいる屋上からでも五メートル以上あり、ＡＧＩボーナスつきのソード・オブ・イヴェンタイドを装備した状態でもさすがに駆かけ上のぼるのは難しい。

　しかし俺は、ベータ時代から、この断だん崖がいの向こう側はどうなっているのだろうかということがずっと気になっていた。確かに南の城門は難なん攻こう不ふ落らくだろうが、自分の目で確かめるまでは、崖がけの上から侵しん入にゆう者しやが……ことによると森エルフの大軍が攻せめてくる可能性がゼロだとは言い切れない。

　垂直の崖がけから視線を外し、右側に歩き始める。行く手には、両りよう翼よくより一階分高くなっている城じよう郭かく主館の三さん連れん切きり妻づま屋根が黒々とそびえ立つ。角度は急だが、断だん崖がいほどではない。

　屋根の頂点は崖がけのエッジまで達しているので、あそこまで駆かけ上のぼれればもしかしたら、というアイデアをベータ時代に実際に試ためしたのだが、どんなに頑がん張ばっても三メートルで滑すべり落おちてしまった。しかし現在の俺は当時よりステータスが高いし、ブーツもグリップの利きく高級品だ。切きり妻づま屋根の二十メートルほど手前で立ち止まり、コースをイメージしてから、おもむろに走り始める。

　フルパワーで加速し、残り五メートルで最高速に。屋根の下は立ち入り禁止の主館五階で、確か城主の私室もあったはずなので万一ばれたら怒おこられてしまう可能性があるが、その時はその時だ。全力のジャンプで屋根の中腹に飛び移り、七十度はありそうな斜しや面めんを、ウォールランの要領で斜ななめに駆かけ上のぼる。五歩目で靴くつ底ぞこが滑すべる気配を感じ、七歩目で十センチほどスリップしたが、どうにかあと二歩走ると再びジャンプ。

「ふぬおお！」

　と叫さけぶと屋根の下のガレイオン伯はく爵しやくを起こしてしまうかもしれないので、無声音の気合いだけで我が慢まんして、限界まで右手を伸ばす。指先が崖がけの縁ふちにぎりぎり引っかかり、勢いのまま左手と両足も使って遮しや二に無む二に這はい上のぼる。

　最後の最後で、紫むらさき色いろのシステム障しよう壁へきに侵しん入にゆうを阻はばまれる──という展開も覚かく悟ごしていたのだがそういうこともなく、俺はどうにか崖がけ上うえに体を引っ張り上げると、俯うつぶせに転がってぜいはあと呼吸を繰くり返かえした。いまのアクションで生身の肉体はＡＴＰを一モルたりとも消費していないはずだが、アバターの筋肉を限界まで酷こく使しするとどうしても呼吸が荒あらくなってしまう。

　しかしそれも数秒で落ち着いたので、ゆっくり体を起こす。

　眼前に存在するのは、だだっ広い平面だった。デザイナーが手て抜ぬきをしたわけではないのだろうが、ほとんど起き伏ふくのない粗あらい岩いわ肌はだがどこまでも続いている。立ち上がり、岩を足で蹴けってみると、ごつごつと固い感かん触しよくが伝わってくる。少なくとも、ポリゴンの隙すき間まから異空間に落下してしまう心配はしなくてもいいようだ。

　それはつまり、軍隊が数百人乗っても大だい丈じよう夫ぶ、ということでもある。キズメルは、聖せい大たい樹じゆの葉っぱで作ったケープがなければエルフ族は城外の涸かれ谷だにを移動できないと言っていたが、この崖がけ上うえにも同じ制限が適用されるという保証はない。ガレ城の屋根以外に、ここに上るルートがないかどうかは確かく認にんしておくべきだろう。

　ぐるりと周囲を見回し、まずは真北へと歩き始める。岩山にはモンスターはおろかサボテン一本生えていないが、遥はるか前方に見える、アインクラッドのフロアを支える巨きよ大だいな柱を目印に、青い月明かりの中をとぼとぼ進む。

　高いところが好きなアスナならこの殺風景な場所も喜んだと思うが、連れてこなかったのには理由がある。

　実のところ、俺はまだ《キューザック》の四人を全面的には信用できずにいるのだ。確かに、数え切れないほど存在するクエストを片かたっ端ぱしからクリアすれば、高効率のモンスター狩がりにも負けないほどの経験値を稼かせげるだろうし、褒賞リワードでハイスペックな武器防具も手に入るだろう。加えて、強力なダークエルフ兵士が常時護衛してくれるなら、戦せん闘とうは不ふ馴なれだという四人がガレ城に辿たどり着つけたのも不自然ではない。

　しかし、なぜそこまでするのか、という疑問は残る。

　彼らが圏けん外がいに出たそもそもの理由は、食事代と宿代を稼かせぐため……つまりはじまりの街での待機時間をなるべく快適なものにしたかったから、だったはずだ。自分たちが予想以上に強いことを知り、一時は攻こう略りやく集団を目指したらしいが、それも《スワンプコボルド・トラッパー》に全ぜん滅めつさせられかけて挫ざ折せつしたと言っていた。

　ならばとクエスト専業を目指し、《クエストでザックザク》な名前のギルドを結成して、活動を続けた……そこまでは理解できる。引っかかるのは、このタイミングで最前線に出てきたことだ。

　現状、俺たちより先行しているプレイヤーは、反時計回りの正せい攻こう法ほうで六層突とつ破ぱを目指しているギルドＡＬＳとＤＫＢ、アニキ軍団と情報屋のアルゴくらいしかいない。この第二エリアに出現するモンスターや厄やつ介かいな地形の情報も出回っておらず、いくらＮＰＣの護衛がいても死者が出る危険はゼロではない。もし俺が彼らの立場なら、攻こう略りやく集団から最低でも一層ぶんは距きよ離りを置き、アルゴの攻こう略りやく本ぼん等で充じゆう分ぶんな情報を手に入れてからクエストに挑いどむだろう。別にエルフ戦争キャンペーンは、早い者勝ちの競争というわけではないのだ。

　だとすると、彼らの性急とも思えるガレ城到とう達たつには、何か他の理由があるのではないのか。たとえば何者かからの依い頼らいを受けている、とか。そしてその何者かが、俺たちに害意を持つプレイヤーである、とか。すなわち、キューザックの四人は、モルテたちＰＫ集団と通じているのではないか……俺はそんな疑いを、完全には捨て切れていない。

　九割九分まで考えすぎだと思うのだが、麻ま痺ひイベント中に襲しゆう撃げきされた後に、もう二度と油断しないと誓ちかった。もしキューザックがモルテたちと通じている、あるいは利用されているなら、城門以外の侵しん入にゆうルートを探そうとするはずだ。そして、誰だれもが真っ先に思いつくのは、ガレ城外周の断だん崖がいを越こえる方法。一いちノの谷たにや厳いつく島しまではないが、古来奇き襲しゆうと言えば崖がけ下くだりと相場が決まっている……とまでは言い過ぎだろうが。

　周囲に油断なく視線を走らせながら、荒こう涼りようとした岩山を歩く。しかし相変わらず人ひと影かげもモンスターの影かげもない。もし一周しても誰だれにも遭そう遇ぐうしなかったら、明日キューザックの四人に会った時に心の中で謝あやまろう……と思った、次の瞬しゆん間かん。

「うおわあ！」

　今度は有声音の悲鳴を上げ、俺は前に踏ふみ出だしかけた右足を必死に引ひき戻もどした。体がぐらぐらと揺ゆれ、両りよう腕うでをぶんぶん振ふり回まわして空気を搔かく。空中に浮うく右足の下に、地面はない。背景色と溶とけ込こんでいたので気付かなかったが、平らな岩山がいきなり、ナイフですぱっと切られたような崖がけに変わっていたのだ。落差は恐おそらく三十メートル以上。

　肺の中の空気まで噴ふん出しゆつしてどうにか重心を後ろに戻もどし、すとんと尻しり餅もちをつく。心臓の動どう悸きが収まってから、四よつん這ばいになって恐おそる恐おそる崖がけ下したを覗のぞき込こむと、垂直どころかオーバーハング気味な絶ぜつ壁ぺきが遥はるか下の地面まで続いている。ここをよじ登るのは、プレイヤーにも森エルフにも絶対に不可能だろう。

　四よつん這ばいのままバックして、崖がけから充じゆう分ぶんに距きよ離りを取ってから立ち上がる。ウインドウを開き、マップを出すと、現在位置とアインクラッドの外周部までは二百メートルほどしかない。つまりここが岩山の北の端はしということだ。

　時刻はすでに午前三時近いが、この崖がけがどこまで続いているのか確かく認にんしなくてはならない。ストレージから水のボトルを取り出し、一口飲んでから東へ歩き始める。エッジからは充じゆう分ぶんに距きよ離りを取っているとはいえ、夜明け前の闇やみの中ではかなり見分けづらい。ランタンで照らしたいところだが、もし岩山に俺以外のプレイヤーがいれば、遮しや蔽へい物ぶつのない平面上では一キロ離はなれていても気付かれてしまうだろう。

　周囲と崖がけ際ぎわに最大限注意を払はらいながら、じわじわと歩く。時々崖がけに近づいて下を覗のぞき込こむが、絶ぜつ壁ぺきぶりに変化はない。これは、森エルフの奇き襲しゆうもキューザックの内通も考えすぎだったか……と思いながら、十五分ほども歩いた時だった。

　前方に、まったく予想もしないものが出現した。

　出っ張りではなく、凹へこみ。大昔のＲＰＧに出てくるような、屋根のない真四角の下り階段がぽっかりと口を開け、その奥おくが仄ほのかな炎ほのおの色に照らされている。

「…………」

　二秒ほど停止してしまった思考を再起動させ、音を立てないように片かた膝ひざをつく。階段のエッジに触ふれてみるが、ガレ城と同じく、岩山を下へ掘ほり抜ぬいて階段に仕上げてあるようだ。鑿のみ痕あとのテクスチャも城とよく似ているが、まだダークエルフが造ったものだとは断定できない。

　万が一この奥おくに敵対的な何者かがいて戦せん闘とうになり、そいつがデンジャラスに強くて殺されてしまった場合、アスナとキズメルにどう謝あやまっていいか解わからない。実際には謝あやまるチャンスすらないわけだが。

　残念だがいまは危険を冒おかさず、あとで二人に相談してみよう……と考えながら立ち上がろうとした、その時。俺の嗅きゆう覚かくに、何やら場ば違ちがいな匂においが入力された。

　悪あく臭しゆうではない。むしろその逆。スパイスと、たまねぎと、肉の脂あぶらが焦こげる匂におい。他の何にも喩たとえられないこれは──間ま違ちがいなく、まごうことなきハンバーグの匂においだ。

「………………」

　今度は三秒ほど思考が飛ぶ。胃がきゅううっと縮こまり、口にじゅわわっと生なま唾つばが湧わく。危あやうくよだれを垂らす寸前で我に返り、膝ひざ立だちのまま考える。

　階段の下にいるのが、《ハンバーグの匂においで獲え物ものをおびき寄せて取って喰くうオーガ》とかだったら、のこのこ降りていって殺されるのは間ま抜ぬけオブザワールドだ。しかし……しかし万に一つの可能性として、この階段が、《一年に一度だけ出現するハンバーグの妖精からの誘さそい》だったとしたら？　一年に一回、三十分しか実を付けないサボテンがあるくらいなのだから、そんなミラクルが存在してもいいのでは？

　両りよう拳こぶしを握にぎり締しめ、十秒間考えに考えてから、俺は心の中で呟つぶやいた。

　──アスナ、キズメル、ごめん。でも、罠わなかもしれないと解わかっていても……俺はこの階段を下りなきゃいけない気がするんだ。

　そして俺はそっと立ち上がり、狭せまい下り階段に足を踏ふみ入いれた。

　間口がわずか七十センチ四方の正方形なので、三段下りただけで腹が天てん井じよう部ぶにつかえる。階段の入り口は長方形であるべきだよな、と思いながら体を後ろに倒たおし、半ば滑すべり落おちるような格好で下りていく。二十段ほども下ったところで、やっと立って歩ける高さの──と言っても、決して身長の高くない俺の頭が天てん井じようぎりぎりだが──通路に出る。

　横よこ幅はばも人がすれ違ちがえないほどなので、少なくともこの通路でオーガだのジャイアントに襲おそわれることはないだろう。通路に照明はないが、十メートルほど前方の曲がり角で炎ほのおらしき赤い光が揺ゆれ、肉の焼ける匂においもいっそう濃のう密みつに漂ただよう。足音を殺し、慎しん重ちように進む。

　通路が右に曲がっている場所まで辿たどり着つくと、角に貼はり付ついて一いつ瞬しゆんだけ奥おくを覗のぞき、すぐに頭を戻もどす。

「…………？」

　カメラのように切り取った光景を脳のう裏りに再生しながら、俺は眉まゆを寄せた。

　通路の先は、三メートル四方ほどの部屋。真ん中に小さなテーブルと椅い子す、右の壁かべは一面が木き棚だな、左の壁かべにはやはり小さな扉とびらがある。奥おくの壁かべ際ぎわには、ストーブのような黒い円えん筒とうが置かれ、その上に載のせられたフライパンを、黒いローブ姿の何者かが覗のぞき込こんでいる。じゅうじゅうという音と魅み惑わく的な匂においの源は、間ま違ちがいなくあのフライパンだ。残念ながら中身までは見えなかった。

　黒ローブは背中を向けていたので、人族なのかエルフなのか、あるいはゴブリンやらオークといった亜あ人じん型がたモンスターなのかは解わからなかった。しかし少なくとも、俺より背が低いので人ひと食くい鬼おにの類たぐいではあるまい。意を決して再び覗のぞき込こみ、今度はカラーカーソルが出るまで視線をフォーカスし続ける。

　黒ローブは、意外にもビロードのような上等そうな生き地じで、背中には白に近い灰色の巻き毛がもじゃもじゃと垂れ、頭にはローブと同じ素材の三さん角かく帽ぼう子しを被かぶっている。その上空に浮うかんだカーソルの色は黄色──ＮＰＣだ。名前は、【Bouhroum: Dark Elven Anecdotist】。名前も読めなければ、アネクドーティストとでも発音するのであろう職業も何をする人なのかまるで解わからないが、少なくともダークエルフであることだけは確かだ。となれば、いきなり攻こう撃げきされたりはしないはずだ……多分。

　腹をくくり、角を曲がると、開け放たれたままの扉とびらを通って部屋に踏ふみ込こむ。

「……こ、こんばんは～」

　そう声を掛かけた途と端たん、黒ローブの黒エルフは五十センチほども跳とび上あがり、巻き毛が宙に広がるほどの勢いで体ごと振り向いた。

「なっ……ななな、なんじゃお前は！」

　そう叫さけんだのは、瘦やせた皺しわ深ぶかい顔に小さな丸眼鏡を掛かけた、八十歳以下ということはないであろう老人だった。いや、巻き毛から半分飛び出しているのは確かにエルフの証あかしの長耳なので、実際は何百歳なのか想像もできない。口くち許もとも銀色のヒゲに覆おおわれ、それがほとんど床ゆか近くまで垂れ下がっている。

　いままでアインクラッドで出で遭あった中では、最も魔ま法ほう使つかいっぽいその姿を見た途と端たん、俺は口の中であれっと呟つぶやいた。仄ほのかな既き視し感かん……どこかで会ったことがあるような気がしなくもないが、しかしこれほど特とく徴ちよう的な人物を忘れるはずがない。

　少なくとも老人のほうは俺に見覚えはなかったようで、眼鏡の奥おくの小さな目を真ん丸く見開き、長大なヒゲをぷるぷるさせながら再び叫さけんだ。

「こ……小こ僧ぞう、お前、人族じゃな!?　どこからワシの秘密の部屋に入ってきた!?」

「どこからって……普ふ通つうに、階段から……」

　そう言って、来し方の通路を指さすと、老人はさっと左ひだり拳こぶしを振り上げた。

「バカモン、ありゃ出入り口じゃないわい！」

「え……じゃあ、何なんです？」

「換かん気き口こうじゃ！　そもそも上は、鳥も通わん禿はげ山やまの天てつ辺ぺんじゃぞ！　お前はどこから登ったんじゃ!?」

「え、ええと……」

　正直に言ったら怒おこられるかなーと思ったが、すでに怒おこられているので大差あるまい。

「ガレ城の、主館の屋根から……」

「…………」

　両目だけでなく、ヒゲの下の口もぽかんと丸くした老人は、三秒以上もその表情を保ってから、いきなり奇き妙みような音を発射した。

「カヒャッ。カッヒャッヒャッヒャ……なんと、メラン坊ぼうの寝しん室しつの屋根を、人族の小こ僧ぞうがよじ登ったと申すか……」

　カヒャカヒャいうのはどうやら笑い声だったらしい。振り上げたままだった左手を下ろし、右手で長いヒゲをしごきながら、老人は語勢を弱めて独りごちた。

「なるほどなるほど、秘ひ鍵けん集めの手伝いをしておる人族の剣士というのはお主じゃな。盗とう賊ぞくでないことは解わかったが、しかしこんな夜よ更ふけになぜ岩山に登ったんじゃ？」

「ええと、その……散歩っていうか、探検っていうか……山の上はどうなってるのか気になって、うろうろしてたら階段、じゃなくて換かん気き口こうを見つけて、そこから何だかいい匂においがしたもんで……」

「ホアアアアッ！」

　と老人がいきなり絶ぜつ叫きようしたので、今度は俺が軽く飛び上がった。しかし怒おこったわけでもＡＩが誤作動したわけでもなかったようで、再びもの凄すごい勢いで振り向くと、ストーブに載のったままだったフライパンの柄えを、素す手ででむんずと摑つかむ。

「アッチャアアア！」

　再び叫さけびながらフライパンをテーブルに移動させ、赤くなった右手をふうふう吹ふく。さすがに啞あ然ぜんとせずにはいられないが、それもじゅうじゅう音を立てるフライパンの中身を見るまでだった。

　こんがりといい色に焼けた、長径十五センチはある楕だ円えん形けいのひき肉の塊かたまり。アインクラッドで始めて出で遭あう、完全体のハンバーグだ。

　俺の視線に気付いたのか、老人は右手を吹ふくのをやめて慌あわてたような声を出した。

「な、なんじゃ、お前にはやらんぞ！　これは老い先短いワシの、月に一度の楽しみなんじゃからな！　まったく、危あやうく黒くろ焦こげにしてしまうところじゃったわい」

「…………ぐぬぬ……」

　仮に眼前の料理が、エルフの村や城でよく出てくる白身魚や鳥の肉だったら、俺も自制心の判定に成功し、「別に食べたいなんて言ってませんよ」とでも答えていただろう。

　しかし、ハンバーグである。ことさらに大好物というわけではないが、カレーもラーメンも存在しないアインクラッドでは、この香かおりと見た目のインパクトは暴力的とすら言っていい。ナイフを入れた途と端たんに溢あふれ出だす肉にく汁じゆうを想像するだけで、思考力が根こそぎ消しよう滅めつしそうになる。

　どうにかして、この頑がん固こそうな老人から、ハンバーグをせめて半分……いや三分の一でもせしめる方法はないものか。モルテに襲しゆう撃げきされた時に迫せまるほどの集中力で頭を回転させた俺は、突とつ然ぜんささやかな天てん啓けいに打たれ、鋭するどく息を吸い込んだ。

　木製のフライ返しっぽい道具でハンバーグを鉄皿に移している老人に、極力平静を装よそおった声を掛かける。

「それ……単体で食べるんですか？」

「……どういう意味じゃ？」

　皿を俺から遠ざけながら、老人は疑わしそうな目を向けてくる。

「いえ、人族だったら、そんなに美お味いしそうな肉料理はそれだけじゃ食べないですよ。パンとか、野菜とかを付け合わせてこそ、肉の味を完かん璧ぺきに楽しめるってもんです」

「ハン！」

　途と端たん、老人は馬ば鹿かにするような声を出すと、左手をひらひら振った。

「ワシャあ野菜なんぞ、百年前に食たべ飽あきとるんじゃよ。ただでさえ、城の料理人は長生きのためとかぬかして毎日菜っ葉だの果物ばっかり喰くわせようとするからな……そんなもんが皿に載のってたら、せっかくのフリカテルが台無しじゃわい」

　──ふ、ふりかてる？

　ハンバーグじゃないんですか、と訊ききそうになり、危あやうく自制する。見た目と匂においと味わいがハンバーグなら、エルフ族がそれをどう呼ぼうと問題ではない。俺はすかさず右手を振ってウインドウを出した。人族の《幻げん書しよの術》を見る機会はあまりないのだろう、老人が興味を引かれたような顔をした瞬しゆん間かんに、ストレージから目当てのものを取り出す。

「なら……これはどうです？」

　指先に保持しているのは、鮮あざやかな紫むらさき色いろの長ちよう楕だ円えん体たい。ストレージに一個だけ残っていた、半魚人産のサツマイモである。ハンバーグの付け合わせにはジャガイモのほうが一いつ般ぱん的だろうがあいにく持っていないし、これだって合わないわけではないはずだ。

「……なんじゃ、それは」

　数百年も生きているのであろうダークエルフの老人も、半魚人が栽さい培ばいするサツマイモは初見だったらしく、灰色の眉まゆ毛げをひそめた。テーブルを回り込んで近付き、説明する。

「四層で採れる芋いもですよ。こいつをフライパンでカリカリに焼いたら、ハンバ……じゃなくてフリカテルと最高に合うと思うんですよね～」

　もしもここにアスナがいれば、豊ほう潤じゆんな語ご彙いと詩的な表現を駆く使ししてじいちゃんの一人や二人簡単に籠ろう絡らく、いや説得してくれると思うが、起こさずに抜け出してきてしまったのは俺なので悔くやむわけにもいかない。老人は胡う散さん臭くさそうな表情のまま、右手で丸眼鏡を持ち上げながら言った。

「芋いもじゃと？　妙みような色じゃな……」

「な、中身は芋いもっぽい色ですよ。ホクホクして甘あまくて、美お味いしいんですよ」

　なんだか石いし焼やき芋いも屋やの宣伝文句のようなことを言う俺の顔と、右手の芋いもを老人は交こう互ごに睨にらみ、やがてわざとらしい咳せき払ばらいをした。

「ウェホン……まあ、試ためしてやらんでもないぞ。そいつがお前の言うとおり美う味まければ、フリカテルを半分やろう。しかし芋いもは全部ワシのもんじゃ」

　なんたる優ゆう越えつ的地位の濫らん用よう、と思ったがイクチオイドの芋いもは何度も食べているので、ここは頷うなずいておく。

　俺から芋いもを受け取った老人は、肉の脂あぶらがたっぷり残ったフライパンをストーブに戻もどしてから、部屋の右奥おくにある小さなキッチンで芋いもを手早く厚さ一センチほどの輪切りにした。ぱちぱち言い始めたフライパンに芋いもを並べると、軽かろやかな音とともに甘あまい香かおりが広がる。

　ふむふむほうほう、と呟つぶやきながらフライパンを覗のぞき込こむ老人を、俺は幾いく分ぶんはらはらしながら見守った。焚たき火びに突っ込んで焼くような原始的調理法なら料理スキルは必要ないが、フライパンでの揚あげ焼やきとなるとそれなりの熟練度を要求される気がする。しかし、もしも老人が、鉄皿でまだ湯気を上げているハンバーグを食材アイテムから作ったのだとしたら、俺と同じくスキルを取ってもいないということはないはず。

　約一分後、老人は左手に皿を持つと、長いミートフォークで芋いもを次々に移動させた。からりと金色に揚あがった輪わ切ぎり芋いもは、見た目だけなら完かん璧ぺきだ。

「ど……どうなんだよ？」

　いつもの悪あく癖へきが出て、敬語を忘れて問いかけた俺に、老人はじろりと流し目をくれた。

「まだ食っとりゃせんわい。どれ、どれ……」

　普ふ通つうのフォークに持もち替かえ、小さめの揚あげ芋いもを一口で頰ほお張ばる。たっぷり時間をかけて咀そ嚼しやくし、嚥えん下かしてから、長々と唸うなる。

「むううぅぅ～～～～ん」

「ど……どうなんだよ？」

　まったく同じ台詞せりふを繰くり返かえしてしまう俺を、今度は正面から見ると、老人は短く言った。

「まあまあじゃな」

「まあまあ、っすか……」

　これは取引不成立か、いやその場合でも皿に残っている揚あげ芋いもだけは全部俺が食う権利があるはずだ、などと考えていると──。

「じゃが、バターをのっければ最強じゃぞ、これは」

「ば……バター？」

　そんなものこの世界にあったのか、と瞬まばたきしながら見守っていると、老人は右手の戸と棚だなから小ぶりな壺つぼを取り出した。それをテーブルにどんと置き、俺に言う。

「ぼーっと突つっ立たっとらんで座すわれ、人族の小こ僧ぞうよ」

「え……は、はい」

　二脚きやくある丸スツールの片方に座すわった俺の前に、老人は新たな鉄皿を置いた。

「お前の勝ちじゃ、小こ僧ぞう。フリカテルを半分食らうがいい……そしてワシの深い慈じ悲ひによって芋いもも二切れやろう」

　俺が何かを言うより早く、ジャンボハンバーグをナイフですぱっと両断し、断面から肉にく汁じゆうしたたる片方を俺の皿に移動させた。横に揚あげ芋いもを二つ並べ、残りの芋いもを自分の皿に移動させると、向かいに座すわる。壺つぼを引き寄せ、小型のナイフで乳白色の塊かたまりをたっぷりすくい取って、芋いもに落とす。回されてきた壺つぼから、俺も同じようにする。

　どうやら鉄皿には保温の魔ま法ほうか何かがかかっているらしく、まだ熱々なハンバーグの隣となりで、揚あげ芋いもにトッピングされたバターがとろけていく凶きよう悪あくな光景を表現するボキャブラリーは俺の中には存在しない。もはや思考を捨てて貪むさぼるのみ、と右手にナイフ、左手にフォークを持ち、「いただきます！」と宣言する。

　ちらりとテーブルの向かいを見ると、老人が大ぶりに切り取った肉にく片へんを口に運ぶところだった。もぐもぐもぐ、と咀そ嚼しやくしてからバター芋いもも頰ほお張ばり、更さらにもぐもぐもぐもぐしてから至福の表情を浮うかべ、「ほおぉぉぉ……」と満足の声を漏もらす。

　途と端たん、二度目の既き視し感かんが俺を襲おそった。

　この老人を、確かにどこかで見たことがある。アインクラッドに囚とらわれてからの二ヶ月間ではなく、それ以前……しかし、そんなことはどう考えても有り得ない。現実世界に、ダークエルフのお爺じいちゃんの知り合いはいなかったはずだ。ならばどこで──……。

「あ……あ、ああっ！」

　腰こしを浮うかせ、叫さけんだ俺に、老人は怪け訝げんそうな顔で言った。

「なんじゃ小こ僧ぞう、食わんのか？」

「食うよ、食うけど、その前に……爺じいさん、あんたもしかして《瞑めい想そう》の……」

「ムウ？」

　右側の眉まゆ毛げだけを高々と持ち上げ、老人はじろじろと俺の顔見た。

「小こ僧ぞう、お前、ワシを知っとるのか？　確かに、リュースラ最高の語かたり部べにして瞑めい想そう術じゆつの達人、《大だい賢けん者じや》ブーフルームとはワシのことじゃが、どこかで会ったのかのう？」

　──会ったよ！　ベータテストでね！

　と叫さけぶわけにもいかず、俺は空むなしく口を開閉させた。

　一ヶ月に及およんだベータテストで、唯ゆい一いつ発見されたエクストラスキル《瞑めい想そう》。特とく殊しゆな条件を満たさなければ選せん択たく肢しに出現しない隠かくしスキルで、二層の岩割り修しゆ業ぎようで習得できる《体術》もその一つだ。実際には、体術もベータ期間中に情報屋のアルゴによって発見されていたのだが、テストの終しゆう了りよう間ま際ぎわだったので情報は出回らなかった。

　ゆえに、ベータで俺が習得できたのは瞑めい想そうだけだったが、どうにも微び妙みような性能で、使い所はあまりなかったと記き憶おくしている。その瞑めい想そうの修しゆ業ぎようクエストをくれるＮＰＣの外見や声、喋しやべり方かたが、目の前のハンバーグお爺じいちゃんと瓜うり二ふたつなのだ。違ちがいは服装と長い耳だけ。

　ベータ時代の瞑めい想そうＮＰＣは、粗そ末まつな茶色の貫かん頭とう衣いを着た人族の老人だった。住まいもガレ城近くの穴あな蔵ぐらではなく六層西エリアに広がる湿しつ地ちの奥おくにぽつんと建つ一いつ軒けん家やで、態度は基本的に無愛想、もちろんハンバーグ大好きなどという設定もなかったはずだ。

　しかしたった一度だけ、俺が瞑めい想そうスキルを習得した時に見せた満足そうな笑え顔がおが、ハンバーグとバター芋いものマリアージュを堪たん能のうした黒エルフの老人の笑え顔がおに完全に重なり、記き憶おくの扉とびらを開いた。間ま違ちがいない……ブーフルームと名乗る目の前の老人は、ベータ時代の瞑めい想そうＮＰＣが何らかの理由で背景設定を変へん更こうされた人物だ。慎しん重ちように言葉を選び、答える。

「……いや、会ったことはないけど、噂うわさを聞いたことが……」

「ほうほう、なんと、ワシの高名は人族の街にも届いておるのか。カッヒャッヒャ……」

　俗ぞくっぽい笑い声を上げてから、老人はハンバーグをもう一切れ口に運び、陶とう然ぜんとした表情になった。とりあえず俺も食べなくては！　とテーブルの鉄皿に視線を落とし、半分にカットされたハンバーグの端はしにナイフを入れる。軽く焦こげた表面は弾だん力りよくがあるが、中はふんわりとした最高の焼き加減で、切断した瞬しゆん間かんに肉にく汁じゆうが溢あふれてスパイシーな香かおりが広がる。

　期待のあまり、頰ほおの内側がきゅうっと引ひき締しまるのを感じながら、俺は二ヶ月以上もご無ぶ沙さ汰ただったハンバーグを口くち許もとに運んだ。心の中でアスナに謝あやまり、チャンスができ次し第だいここに連れてくることを誓ちかってから、大きく口を開けてかぶりつく──

　その寸前。

「そうじゃ小こ僧ぞう、念のため訊きいとくが、お主、瞑めい想そう術じゆつを習得したいのか？」

「は……？」

　大口を開けたまま老人を見ると、なんたることか、頭上に黄金の【？】マークが浮うかんでいるではないか。ブーフルーム当人には見えないはずの、クエスト開始のサイン。

「え、ええと……」

　口からわずか二センチ離はなれたところにあるハンバーグに思考力の大半を持っていかれつつも、俺はどうにか頭を働かせた。

　恐おそらくここでノーと答えたら、もう二度とエクストラスキル《瞑めい想そう》を習得するチャンスはあるまい。偶ぐう然ぜんだが、一昨日レベル20に到とう達たつしたことにより、スロットも一つ空いている。しかし瞑めい想そうスキルは、座ざ禅ぜんのような怪あやしいポーズを一定時間取り続けることでささやかなＨＰ継けい続ぞく回復バフとバッドステータス抵てい抗こう上じよう昇しようバフを得るというなかなかに微び妙みような効果で、貴重なスロットをこれで埋うめるぐらいならもっと優先するべきスキルは色々ある、というのがベータテスターの共通意見だった。

　正式サービスで性能が上方修正された可能性もゼロではないので、ここで取るだけ取って使えなければスロットから外せばいいのだが、《体術》の岩割りと同じくらい面めん倒どうな修しゆ業ぎようが必要だったことを思い出すと即そく座ざにイエスとも言いかねる。

「えー、あー、う～～」

　唸うなりながら、ここはいったん答えを保留にして、ハンバーグを食べてしまおう……と調子のいいことを考えた、その時だった。

「小こ僧ぞう、もし修しゆ業ぎようをしたいなら、そのフリカテルを食ってはならんぞ」

「へっ？　……な、なんで？」

「なぜなら、それが修しゆ業ぎようだからじゃ。瞑めい想そう術じゆつの奥おう義ぎたる《覚かく醒せい術じゆつ》のな」

「か……覚かく醒せい……？」

　初めて聞く単語に、俺は口くち許もとのハンバーグのことすら一いつ瞬しゆん忘れ、瞬まばたきを繰くり返かえした。

　普ふ通つうに解かい釈しやくすれば、《瞑めい想そう》スキルの上位ツリーに《覚かく醒せい》がある……というように取れる。だがそんな話は、ベータ時代の瞑めい想そうＮＰＣは一言も口にしていなかったし、効果もまるで不明だし、そもそも──。

「……それって、先に瞑めい想そうスキ……瞑めい想そう術じゆつを習得していないと、修しゆ業ぎようできないやつじゃないのか？」

　俺の質問に、ブーフルームは三口目のハンバーグを頰ほお張ばってから、にんまり笑った。

「ほう、なかなか勘かんのいい小こ僧ぞうじゃな。無論そのとおり……しかし覚かく醒せい術じゆつ修しゆ業ぎようの条件は、城の図書室で謎なぞを解き、この小部屋を見つけることじゃ。お主は、換かん気き口こうからではあるがここに辿たどり着ついたので、条件を満たしたと認めよう」

「…………」

　俺はブーフルーム老人の顔から、左の壁かべにある小さなドアへと視線を移動させた。

「……つまり、あの扉とびらの先は、ガレ城の図書室に続いているわけか？」

「その通り」

　──なら、帰りはそっちからにしようかなあ。

　と逃とう避ひ的な思考を巡めぐらせてから、目の前の難題に──具体的にはフォークに刺さったジューシーな肉にく塊かいに意識を戻もどす。

　ブーフルーム老人の言葉をそのまま素す直なおに受け取れば、このハンバーグを口に入れた瞬しゆん間かんに、謎なぞめいた《覚かく醒せい》スキルは習得できなくなるらしい。プレイヤーとして冷静に判断するなら、たったひと皿の料理よりも、恐おそらく情報屋のアルゴですら存在を知らないであろうレアスキル習得の機会を優先すべきだろう。しかしそう言い切るには、口からほんの二センチ先に浮うかぶハンバーグの見た目、香かおり、そして予想される味は余りにも魅み力りよく的すぎる。覚かく醒せいスキルの習得チャンスはこの一回きりかもしれないが、困難な交こう渉しようの果てに辿たどり着ついたハンバーグだって、あとでまた食べられるという保証はないのだ。

　──どうすれば……俺は、どうすればいい。

　奥おく歯ばを嚙かみ締しめ、フォークを握にぎる右手をぷるぷるさせながら、俺は脳と胃い袋ぶくろが引ひき裂さかれるような葛かつ藤とうに苛さいなまれた。テーブルの向かい側で、熱々のハンバーグとバター芋いもを交こう互ごに頰ほお張ばっては「ほふほふ、たまらんのう」などと口走るブーフルーム老人を凝ぎよう視しし、もういちど手て許もとのハンバーグを睨にらんでから、ありったけの精神力を振ふり絞しぼって右手を下ろしていく。

　先ほど俺は、ハンバーグを食べようとした時に、ガレ城の客間で熟じゆく睡すいしているであろうアスナに対して、いつかここに連れてくると無言の約束をした。しかしそれは、再びハンバーグを食べる機会があることを前提にした誓ちかいだ。ならば、俺自じ身しんがそれを破るような選せん択たくをしてはならない。

　五秒以上もかけてフォークを鉄皿に戻もどし、はぁはぁと呼吸を繰くり返かえしてから、俺は老人に問いかけた。

「……覚かく醒せい術じゆつの修しゆ業ぎようをする前に、芋いもだけ食べていい？」

「ダメじゃ」

　容よう赦しやなく即そく答とうすると、老人は更さらに残ったハンバーグとバター芋いもを同時に口に入れ、弛し緩かんしきった表情で「最高じゃあー」と宣のたまった。

　咀そ嚼しやくと嚥えん下かが終わるまで待ってから、俺は改めて口を開いた。

「爺じいさん……じゃなくてブーフルームさん、俺に覚かく醒せい術じゆつを教えてくれ」

　途と端たん、老人の頭上に浮うかんでいた【？】マークが、クエスト受じゆ諾だく状態を示す【！】マークに変化する。

　黒ローブの懐ふところから出したハンカチで口くち許もとのヒゲを丁てい寧ねいに拭ぬぐってから、ブーフルーム老人は幾いくらか厳おごそかに応じた。

「よかろう。じゃが、修しゆ業ぎようは楽ではないぞ。ワシも長いこと生きてきたが、試練を乗のり越こえて覚かく醒せい術じゆつを極きわめた者は両手で数えられるほど……もちろん、人族は一人もおらん」

「し……試練？　修しゆ業ぎようじゃなくて？」

　もしそれが、どこそこでなにがしのモンスターを倒たおしてこい的な内容ならむしろ有あり難がたい。そうであってくれ、と祈いのりながら老人の言葉を待つ。

　銀色の口ヒゲを指先で調ととのえた老人は、謎なぞめいた答えを返した。

「修しゆ業ぎようでもあり、試練でもある。まずは、背せ筋すじをしっかり伸ばせ」

「へ？　う……うん」

　丸まる椅い子すの上で姿勢を正すと、老人はローブの中から今度は短い杖つえを取り出し、俺の目の前の鉄皿をコン、と軽く叩たたいた。

　やはり皿には魔ま法ほうがかかっていたようで、冷めかけていたハンバーグが再びじゅうじゅうと音を立て始める。脂あぶらとスパイス、バターの香かおりが濃のう密みつに漂ただよい、寝かしつけたはずの食欲が目覚めそうになる。

「よいか……その状態で三時間、雑念邪じや念ねんを捨て去り、心の静せい穏おんを保つのじゃ。さすれば小こ僧ぞう、お前は覚かく醒せい術じゆつのとば口に至ることができるじゃろう」

「……こ、心の静せい穏おん……？」

　まったく予想外の試練を突つき付つけられ、俺はハンバーグ好きな老人と老人が作ったハンバーグを交こう互ごに見やった。

　覚かく醒せいスキルなるものの修しゆ業ぎようらしいと言えば言えるが、しかし俺の心が雑念に満たされているか否いなかを、いったいどうやって判定するつもりなのか。体や表情を動かさない程度のことなら、実はアインクラッドでは大して難しくない。なぜならアバターは、長時間同じ姿勢を続けても足が痺しびれたり腰こしが痛くなったりはせず、またよほどおかしな格好でない限り隠かくしパラメータの疲ひ労ろう度ども上じよう昇しようしないからだ。さすがに三時間も意図的にフリーズ状態を続けた経験はないが、やれ、と言われればやれる気がする。

　実際の効果はまだ不明だが、上位エクストラスキルの習得条件が、《体術》よりも簡単だということはあるまい。やはり、ブーフルーム老人には、何らかの方法で俺の邪じや念ねんや雑念を察知するすべがあると見るべきだ。正確には、ブーフルーム老人ではなくＳＡＯのシステムが、ということになるが。

　そこまで考えて、ふと気付く。

　現実世界の俺が被かぶっているナーヴギアは、脳の電気的活動を詳しよう細さいにモニターしているはずだ。もしも、脳が深い集中状態にある時と散さん漫まんな思考に支配されている時で脳波なり何なりに違ちがいが現れるなら、それをシステムが──ひいてはブーフルーム老人が判別することは可能な気がする。やはり、覚かく醒せいスキルを習得しようとするなら、単にアバターを静止させるだけでなく、本物の精神集中が求められるのだろう。目の前でハンバーグがじゅうじゅう言っているなか、三時間も。

　覚かく醒せいスキルには大いに興味があるが、残念ながら色気より食い気の中二男子たる俺に、そこまでの精神力があるとは到とう底てい思えない……

　──いや。

　ならば、状じよう況きようを逆手にとって、ハンバーグにひたすら集中すればいいのではないだろうか。いくらナーヴギアが最さい先せん端たんテクノロジーの精せい髄ずいでも、思考の中身まで解わかるわけではあるまい。三時間、ハンバーグのことだけ考える。それなら俺にもできる気がする。

「……わかった。いつでも始めていいぞ」

　現在時刻は午前三時過ぎ。つまり修しゆ業ぎようが終わる頃ころには六時を回ってしまうが、ダッシュすればアスナたちが目覚める前に部屋に戻もどれるはずだ。

　深呼吸する俺の前で、老人は懐ふところから新たなアイテムを取り出すと、卓たく上じようにコンと音を立てて置いた。木とガラスでできた、大ぶりな砂時計だ。形は現実世界にあるものとほぼ同じだが、砂は全て上の部屋に収まっているのに、一ひと粒つぶも下に落ちない。

「よろしい。それでは、ただいまより覚かく醒せい術じゆつの修しゆ業ぎようを開始する。──始め！」

　ブーフルーム老人が杖つえで砂時計を軽く叩たたいた瞬しゆん間かん、不思議な緑色の砂が音もなく流れ始めた。俺は急いで眼前のハンバーグを食い入るように凝ぎよう視しした。

　魔ま法ほうの鉄皿で加熱され続けているのに、ジューシーさが失われた様子はまったくない。半分にすぱっと切られた断面は艶あでやかに輝かがやき、皿に溢あふれた肉にく汁じゆうが、輪わ切ぎり芋いもから流れ落ちるバターと混じり合って魅み惑わく的なマーブル模様を描えがいている。ナイフなど使わずに、フォークで豪ごう快かいに持ち上げてかぶりつきたい。丸パンを切って挟はさんでハンバーガーにするのもいい。その場合はバーベキューソース、いや甘あま辛からい照り焼きソースにマヨネーズをたっぷりかけたい。食いたい食いたい食いたい…………

「カアアアアァァァ────ッ！」

　いきなりブーフルーム老人が甲かん高だかく絶ぜつ叫きようし、短い杖つえで俺の肩かたをびしっと叩たたいた。

「バッカモーン!!　いきなり邪じや念ねんまみれではないか!!　やり直しじゃ!!」

「え……俺が何を考えてたか解わかったの……？」

「この大だい賢けん者じやブーフルームを見くびるでない！　フリカテルを食いたいという邪よこしまな欲望で頭がいっぱいじゃったろうが！」

「ぐっ……お、お見それしました……」

　ぺこりと頭を下げると、老人はフンと鼻を鳴らした。

「どうじゃ、諦あきらめるか？」

「まさか……続けるよ」

「ほほう、そうか」

　杖つえが砂時計を叩たたくと、ほんの少し落ちていた砂が一いつ瞬しゆんで上の部屋に戻もどる。

「それでは、再び……始め！」

　三たび杖つえが振られると同時に、俺はしっかりと瞼まぶたを閉じた。

　どうやらブーフルーム老人は、いやＳＡＯシステムとナーヴギアは、俺が思っていた以上の眼力を備えているようだ。《ハンバーグのことだけ考える作戦》が通用しないなら、難易度は高いだろうが無念無想の境地にトライしてみるしかない。

　五感から入力される情報をシャットアウトし、心を落ち着かせる。幸い、ボーっとするのは得とく意い技わざだ。暗くら闇やみの中で意識が拡散するに任せ、何も考えず、さりとて眠ねむらず、ひたすらボーっと、ボ～～っと……それにしてもいい匂においがするな……じゅうじゅういう音も最高だなあ……できればこの音を起き床しようアラームに設定したい……しかし匂においだなあ……てりマヨハンバーガー食べたいなあ…………

「カアアアアァァァ────ッ！」

　びしいっ！　と先刻よりやや強めに肩かたを叩たたかれ、俺は軽く悲鳴を上げた。

「いてっ！」

「小こ僧ぞう、さっきとまったく同じではないか！」

　瞼まぶたを開けると、ブーフルーム老人が杖つえを高々と振りかざしている。

「一回目は十秒、二回目も二十秒じゃぞ！　そのざまで三時間は到とう底てい無理じゃわい！」

「う～～む……」

　当然だが目を閉じてもハンバーグの音と香かおりはシャットアウトできず、むしろ強調されてしまうようだ。いよいよ空腹度が上じよう昇しようしつつあるこの状じよう況きようで、無念無想状態を持続するのはやはり容易ではない。

「まだ続けるのか？」

　どうせ無理じゃと言わんがばかりの顔で老人に問われ、俺はムムムと唸うなった。

　ハンバーグ集中作戦が失敗した時点で望のぞみ薄うすなことは俺自じ身しんも理解しているが、ここで降参するのも癪しやくな話だ。改めて考えてみると、完全な思考停止状態を三時間も続けるというのは、ゲームのクエストとしては難易度が高すぎる。恐おそらく、攻こう略りやく法ほうと言うか、コツのようなものが存在するのではないか。

　ブーフルーム老人は、確かこう言っていた。雑念邪じや念ねんを捨て去り、心の静せい穏おんを保つ──鍵かぎは《静せい穏おん》という言葉の解かい釈しやくにある気がする。思考を集中するにしても、その内容が「ハンバーグ食いてー」では、確かに静せい穏おん状態からはほど遠いだろう。ならば、欲望や興奮を伴ともなわない対象に思考を固定すれば、条件をクリアできるかもしれない。

　詳しよう細さいにイメージできるが、興奮ではなく安らぎをもたらす何か。

　最初に思いつくのは愛あい剣けんだ。オブジェクトの外見や手て触ざわり、重みは頭に刻きざみ込こまれている。もちろん剣は戦いの道具だが、気分が沈しずんだり、不安になった時に鞘さやごと握にぎると不思議に落ち着くし、再び立ち上がって戦うための活力が湧わいてくる。この世界に囚とらわれ、ゲームクリアを目指すプレイヤーは、多かれ少なかれ主武器を心の支えにしているはずだ。

　しかし、剣のイメージだけで三時間も静せい穏おん状態を保ち続けられるかどうかは微び妙みような気もする。最悪なのは一時間二時間頑がん張ばってから限界が来ることで、そこからまた三時間カウントし直しになったらさすがに精神力がもたないだろうし、目を覚ましたアスナがメッセージを飛ばしてくることも容易に想像できる。

　愛あい剣けんよりも、もっと思い入れが強く、記き憶おくが鮮せん明めいな何かがあれば。そもそも俺は最近、夜中に宿屋の壁かべや大木の幹に一人寄りかかり、両りよう腕うでに剣を抱だいて不安と戦うような真ま似ねはあまりしなくなっている。なぜなら……。

「あ…………」

　小さく呟つぶやいた俺の声をどう解かい釈しやくしたのか、ブーフルーム老人が誘さそいかけるように言った。

「どうじゃ、諦あきらめるか、ん？　諦あきらめるなら、そのフリカテルを食ってもよいぞ？」

「いや……やるよ」

　宣言し、これが最後の挑ちよう戦せんだと自分に言い聞かせる。

「よろしい。それでは……始め！」

　老人の杖つえが砂時計を叩たたき、リセットされた緑色の砂が無音で流れ落ち始めた。

　俺はもう一度瞼まぶたを閉じ、わずかに顔を俯うつむけると、記き憶おくの扉とびらを開けた。

　脳内のスクリーンに甦よみがえらせたのは、暗くら闇やみを切きり裂さく銀色の流星。

　本物の流れ星ではない。第一層迷めい宮きゆう区くの奥おく深ふかくで、強敵《ルインコボルド・トルーパー》を屠ほふったソードスキルの輝かがやきだ。レイピアの基き本ほん技わざ《リニアー》……使い手は、その当時はまだ名前も、存在すらも知らなかった細剣使いフエンサー。

　重武装のコボルドを倒たおし、壁かべに寄より掛かかるように座すわり込こんだ細さい剣けん使つかいに俺が掛かけた第一声は、「さっきのはオーバーキルすぎるよ」という詩情に乏とぼしいひと言だった。伝わらなかったようだったのでオーバーキルという用語の意味を説明したところ、細さい剣けん使つかいはこの上なく素っ気ない言葉を返してきた。「過か剰じようで何か問題があるの？」と。

　あれが俺と、現在の暫ざん定ていパートナーであるアスナの出で遭あいだったのだ。

　あの頃ころのアスナは食事中でさえフードを深くかぶり、会話は必要最小限で、笑えみを浮うかべることはまったくなかった。彼女が始めて笑え顔がおらしきものを見せたのは……そう、一層のフロアボス《イルファング・ザ・コボルドロード》を倒たおし、二層の転移門をアクティベートするためにボス部屋から一人離り脱だつした俺を追いかけてきた時だ。

　彼女は俺に、「この世界で初めて目指したいものを見つけた」と言い、それは何なのか訊たずねた俺に、微ほほ笑えみながら「内ない緒しよ」とだけ答えた。それが確か十二月四日……そして今日が一月四日。一ヶ月が経たっても、あの笑え顔がおは鮮せん明めいに思い出せる。

　いつしかハンバーグの音や匂においを……いや《覚かく醒せい》スキルの修しゆ業ぎよう中ちゆうだということすら忘れて、俺はアスナと共に歩み続けた道のりを仔し細さいに辿たどり直なおした。

　二層では強化詐さ欺ぎ事件に巻まき込こまれたアスナのウインド・フルーレを取とり戻もどすために奔ほん走そうし、三層ではキズメルと出会って秘ひ鍵けんを巡めぐる冒ぼう険けんを繰くり広ひろげ、四層ではティルネル号と名付けたゴンドラで水上戦せん闘とうを行い、五層ではＡＬＳとＤＫＢの抗こう争そうを回かい避ひするべく少人数でのボス攻こう略りやくに挑いどみ……そんな日々のなかで、俺もアスナも笑うことがずいぶん増えたと思う。

　死んだら終わりのデスゲームに囚とらわれているという状じよう況きようは何も変わらないし、百層にも及およぶアインクラッド攻こう略りやくはまだようやく六層で未来に希望を持つのは難しいが、それでも二人で、時にはキズメルも加えた三人で、その日その日を懸けん命めいに生いき抜ぬいてきた。

　死にかけたことは何度もある。怒いかりに震ふるえたことも、絶望にうちひしがれたことも……それでも前を向いて歩き続けられたのは、きっとアスナが隣となりにいてくれたからなのだろう。

　この日々が──俺たちのパートナーシップが永続するものではないことは解わかっている。極限状じよう況きようで出で遭あったからこそ俺たちは互たがいに何かを感じ、共に戦うことを選んだ。恐おそらく、ＳＡＯ事件に巻まき込こまれることがなければ、現実世界のどこかの街中ですれ違ちがったとしても、俺もアスナも足を止めることすらしなかっただろう。

　暫ざん定ていパートナーという関係がどう終わるのかは、いまはまだ解わからない。しかし仮にコンビを解消しなくても、いつかその時は来る。俺たちのＨＰがゼロになってナーヴギアに脳を破は壊かいされるか、デスゲームがクリアされて現実世界へと帰き還かんするか……最前線で戦い続ける限り、そのどちらかのエンディングが、いつか必ず訪おとずれるのだ。

　だから俺は、自分がアスナというプレイヤーに対して抱いだいている感情に、名前をつけようとは思わない。俺の役目は、元ベータテスターとして伝えられることを余さず彼女に伝え、俺が必要なくなる時まで隣となりで守り続けること。アスナは、俺などよりずっとずっと大きな才能と可能性を秘めている。彼女なら、ＤＫＢのリンドやＡＬＳのキバオウ、いや《騎き士し》ディアベルさえも超こえる、真のリーダーになれる。もしかしたら、俺がこの世界に囚とらわれたのは、その時までアスナを守るためだったのかもしれないとさえ思うほどだ。

　とは言え、自分が単なる盾たてや捨て石だと考えているわけではない。俺だって、アスナからたくさんのものをもらっている。こうして目を閉じただけで浮うかんでくる様々な情景、ふくれっ面つらのアスナに脇わき腹ばらを小こ突づかれる感覚さえもが、色いろ鮮あざやかな記き憶おくの一部となって、俺に生きるための力を与あたえてくれている。

　この世界に囚とらわれるまで……アスナと出会うまで、俺は他人とのかかわりなど面めん倒どうなだけだと思っていた。学校では友達を作ろうともせず、両親や妹との間にすら壁かべを築き、ネットワーク越ごしのやり取りにかりそめの慰い撫ぶを求めていた。

　でも本当は、俺という人間を作ったのは十四歳まで育ててくれた両親であり、邪じや険けんにしても慕したい続つづけてくれた妹であり、いままでに出で遭あった全ての人たちなのだ。どんな人間だって、誰だれかに何かを与あたえ、また与あたえられている。それはきっと、俺とアスナを殺そうとしたモルテたちでさえ例外ではないのだろう。

　奴やつらがなぜ、何のために俺たちを狙ねらうのかは解わからない。モルテと、俺たちがＡＬＳのジョーだと疑っているダガー使つかい、そして奴やつらのボスである黒ポンチョの男……連中には連中なりの動機や事情、あるいは正義さえあるのかもしれない。

　しかし俺は、モルテに向けて《レイジ・スパイク》を放った時、アスナを守るためにあいつを殺すことを選んだ。正確には、ソード・オブ・イヴェンタイドの正確さアキユラシー補正が働いて心臓を直ちよく撃げきしたのだが、俺はあと数秒で貫かん通つう継けい続ぞくダメージがモルテを殺すと解わかっていても剣を抜こうとはしなかった。

　二本しかない俺の手では、全ての人間プレイヤーを救うことなどできない。どんな理由があるにせよ、モルテたちがアスナを殺そうとするなら、俺は何度でも奴やつらに剣を向ける。瞼まぶたの裏で俺に微ほほ笑えみかける、優やさしい笑え顔がおを守るためなら、なんだってする……。

「……よし、そこまでじゃ」

　そんな声が聞こえても、俺はすぐには目を開けられなかった。

　誰だれの声なのか認にん識しきし、状じよう況きようを思い出してから、俯うつむけていた顔を持ち上げる。三時間も経たったとはまったく思えないのに、砂時計の緑色の砂は全て下に流れ落ちている。

「修しゆ業ぎようは……終わりなのか？」

　テーブルの向こうに立つ黒ローブの老人を見上げ、俺は掠かすれた声を出した。

「フン……まあ、大負けにおまけして、覚かく醒せい術じゆつの修しゆ業ぎようを達成したと認めよう。なるほど、人族の小こ僧ぞうにとって、焼きたてのフリカテルよりも大切なのはソレしかないじゃろうな」

　まるで俺が何を考えていたのか全てお見通しと言わんがばかりの台詞せりふに、そうなのかと訊きこうとして思いとどまる。思考の中身を詳しよう細さいに説明されたら気き恥はずかしいどころの話ではない。

　少し後になって気付いたのだが、モルテたちと戦う意思を再さい確かく認にんした時、俺の精神は静せい穏おん状態からは幾いくらか外れていたはずだ。しかしそこで「カアァァーッ！」とやられなかったのは、老人が本当に俺の思考を覗のぞいていたから、だったのかもしれない。

　しかしこの時点では、三時間ひたすら一つのことを考え続けた反動で、頭が半分も働かなかった。老人の頭上に浮ういていた金色の【！】マークが消しよう滅めつするのをぼんやりと眺ながめ、椅い子すから立ち上がろうとした時、鉄皿の上のハンバーグがまだ熱さを保っていることに気付く。

「ええと……修しゆ業ぎようは終わったわけだし、これ、食べても……」

　いいの、と訊きく前にブーフルーム老人が素す早ばやく鉄皿を引き寄せ、きっぱりと言った。

「ダメじゃ！　ここで食ったら修しゆ業ぎようが台無しじゃぞ！」

「えええ……？　本当に……？」

　エクストラスキルの習得はあくまでシステム面の話で、いったんツリーに出現したスキルが、ハンバーグを食べたからと言って消えることなど有り得ないと思うが、大だい賢けん者じや様に断言されれば反論もできない。

　いつかもう一度、次はアスナと一いつ緒しよにこの部屋に来て、必ずハンバーグを食ってやる……と心に誓ちかいながら俺は立ち上がった。入いれ替かわりに着席したブーフルーム老人は、俺から取り上げたハンバーグにさっそくナイフを入れつつ素っ気ない台詞せりふを吐はいた。

「ほれ、とっとと帰れ帰れ！　それと、もしもまた来るつもりなら、換かん気き口こうからでなく正しい入り口を使うのじゃぞ！」

「へいへい」

　頷うなずいてから、老人の言う《正しい入り口》であるはずの、左側の壁かべの扉とびらを眺ながめる。

　扉とびらの先は、ガレ城の図書室に繫つながっているはずだ。帰り道の距きよ離り的にはそちらのほうが近いだろうが、俺はまだ岩山でやり残したことがある。

「そんじゃ、また来るよ。色々ありがとう、ブーフルームさん」

　いちおう礼を言った俺に、大だい賢けん者じやは「次は芋いもを三つ、いや四つ持ってくるのじゃぞ」と温かい言葉を投げて寄よ越こした。




　小部屋を辞去し、南の通路の途と中ちゆうにある狭せまい階段──ではなく換かん気き口こうを苦労して登ると、俺は再び岩山の上に戻もどった。

　ウインドウの時刻表示は、午前六時十五分。外周開口部の向こうに広がる空はすみれ色に染まり、東側からは真っ赤な曙しよ光こうが届きつつある。冷たい空気を胸いっぱいに吸い込んで、まだ少しばかりぼうっとしている頭を再起動させる。

　思い返してみても、不思議な体験だった。まるで全てが奇き妙みようなおとぎ話のような……しかし振り向けば、赤茶けた岩の表面には正方形の階段がぽっかり口を開けている。

　軽く頭を振ってから、出したままのウインドウを操作し、スキルタブに移動する。左側には五つのスキルスロットが表示され、そのうち四つに《片手用直剣》《体術》《索さく敵てき》《隠いん蔽ぺい》がセットされている。熟練度は順に、１６８、９７、１４２、１１７。補助的な使い方しかしていない体術はともかく、隠蔽ハイデイングスキルの熟練度がまだ百そこそこなのは、頼たよりになる相棒のおかげで身を隠かくさなければならない場面が減っているからだろう。

　いっそスロットから外してしまっても……と一いつ瞬しゆん考え、すぐに思い直す。アスナとのコンビプレイがずっと続くわけではないことは、覚かく醒せいスキルの修しゆ業ぎよう中ちゆうに再さい確かく認にんしたばかりではないか。いつかソロに戻もどった時は、隠いん蔽ぺいスキルが必要になるはずだ。

　それよりもいまは、アンロックされたはずの上位エクストラスキルを確かく認にんするほうが先だ。

　もう、アスナとキズメルがいつ目を覚ましてもおかしくない。大急ぎで仕事を片付け、城に駆かけ戻もどらなくてはならないが、その前にこれだけは……と思いながらウインドウ右側のスキルリストを、アンロック日時の降順にソートし直す。

　いちばん上に出現したスキル名を見た途と端たん、俺は間ま抜ぬけな声を出した。

「ほへっ……？」

　なぜならそこにあったのは、ブーフルーム老人が何度も口にした《覚かく醒せい》ではなく、ベータ時代にもお世話に──はあまりならなかった《瞑めい想そう》だったからだ。

「ど、どうなってるんだよこれ……？」

　また換かん気き口こうに潜もぐり込こんで大だい賢けん者じや様を問とい詰つめに行きたいところだが、残念ながらそんな時間はない。首を左右に捻ひねりながら、まずはスロットに入れてみようと考え、指先で瞑めい想そうスキルを左にドラッグする。

　五本目のスロットに放ほうり込こみ、指を離はなした瞬しゆん間かん、俺は再び声を上げた。

「ふがっ……!?」

　スキル名の横に表示される、当然０であるはずの熟練度の数字が、もの凄すごい勢いで上じよう昇しようし始めたのだ。あっという間に１００を超こえ、２００を超こえ、それでも止まることなく上がり続ける。３００、４００……４５０でやっとブレーキが掛かかり、それでも二桁けた目めと三桁けた目めの数字は変化し続けて、ぴったり５００で静止する。

　たっぷり三秒ほども放心してから、俺はまずその数字を指先でごしごし擦すってみた。しかしもちろん、消える気配はない。

　熟練度５００。

　二ヶ月間、毎日ひたすら使い続けてきた片手用直剣ですらまだ１６８なのだ。しかも、攻こう撃げきのたびに熟練度上じよう昇しようチャンスのある武器スキルと違ちがって、瞑めい想そうスキルは座ざ禅ぜんポーズを数十秒も続けてバフがかかるタイミングでしか熟練度が上がらない。５００などというとんでもない数字に達するには、いったいどれほど座ざ禅ぜんしなければならないのか想像もできない。

　強こわ張ばる指先でスキル名をタップし、詳しよう細さいウインドウを引き出す。

　怪かい現げん象しようの理由らしきものは、Ｍｏｄ取得画面にあった。簡素すぎるＭｏｄツリーの、熟練度５００のところに《覚かく醒せい》の文字が刻まれていたのだ。

「……覚かく醒せいって、別のスキルじゃなくて、瞑めい想そうスキルのモッドだったのか……？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいてから近くの換かん気き口こうを見下ろしたが、ブーフルーム老人がにょきっと顔を出して「そうじゃ！」と叫さけぶ──というようなことは起きなかった。

　Ｍｏｄとは、正式には《スキル・モディファイア》と言って、各スキルの熟練度が一定値に達すると取得できる特とく殊しゆ効果のことだ。他のゲームではＰｅｒｋやらエクステンションなどと呼ばれたりもするが、だいたい同じものと思っていいだろう。どのＭｏｄを選ぶかによって、同じスキルでも効果がかなり変わってくる重要な要素である。

　たとえば俺は、片手用直剣スキルの熟練度が50になった時に《ソードスキル冷却クールタイム短縮Ⅰ》を、１００で《クイックチェンジ》を取り、１５０の取得機会はまだ保留にしているが恐おそらく《クリティカル率上じよう昇しようⅠ》を取るような気がする。しかしクリティカル原理主義者ことクリラーたちなら、三つのチャンスを全て《クリティカル率上じよう昇しようⅠ》《クリティカル率上じよう昇しようⅡ》《クリティカル率上じよう昇しようⅢ》に注つぎ込こむだろうから、同じ武器を使っていても必然的に戦い方が変わってくるわけだ。

　他のスキルも、たいていは熟練度50ごとにＭｏｄ取得チャンスがある。それはエクストラスキルである《体術》も例外ではなく、俺は習得直後に強化素材集めがてら丸一日かけて熟練度を50まで押し上げ、《装備条件緩かん和わ》──利きき手てに武器を装備していても、空いている手や足なら体術スキルの技わざを発動できるようになる必ひつ須すＭｏｄ──を取った。

　しかしツリーを見る限り、瞑めい想そうスキルには熟練度が５００に達するまでＭｏｄ取得チャンスはない。これはつまり、俺が大だい賢けん者じやブーフルームの試練をクリアしていきなり覚かく醒せいのＭｏｄを取得したため、システムがつじつまを合わせるために瞑めい想そうの熟練度を一気に５００まで上げた……ということではないだろうか。

　そんな馬ば鹿かな、と思うが他の解かい釈しやくは思いつかない。これほどの熟練度を要求するＭｏｄとはいかなる効果なりや、とおそるおそる覚かく醒せいの二文字をタップし、浮うき上あがった説明テキストを読む。

　曰いわく──【極限まで精神を集中させ、秘められた力を引き出す】。

「なんだそりゃ!!」

　思わず叫さけんだ俺の声が、だだっ広い岩山に空むなしくこだました。

　この一文では、具体的な効果はまるで解わからない。こうなったら実際に使ってやる、と思ったものの、スキル使用ボタンが存在しない。つまりクイックチェンジのようなアクティブＭｏｄではなく、習得しているだけで効果のあるパッシブＭｏｄだということだ。問題はその効果がさっぱり自覚できないことで、いちおうＨＰバーを確かめてもバフアイコンは一つも点灯していない。確かなのは、瞑めい想そうスキルを五つ目のスロットから外すわけにはいかなくなったということだけだ。システム的にロックされたわけではもちろんないが、恐おそらく外した瞬しゆん間かんに５００もの熟練度がゼロに戻もどり、覚かく醒せいＭｏｄも消しよう滅めつしてしまうだろう。

　ここで座ざ禅ぜんを組み、瞑めい想そうスキルを発動すれば自動的に覚かく醒せいＭｏｄの効果もオンになるのかもしれないが、残念ながらいまはそこまでしている時間がない。もやもやする気分を抑え込み、ウインドウを消す。そろそろアスナからメッセージが飛んできてもおかしくない時間だが、城に戻もどる前にやりかけの仕事を済ませなければならない。

　明るくなった岩山をぐるりと見回し、俺以外の人ひと影かげもモンスターの影かげもないことを確かめてから、すぐ西側の切り立った崖がけに沿って走り始める。

　真夜中と違ちがって足を踏ふみ外はずす心配がないので、敏びん捷しよう力りよく全開のダッシュを一分少々続けると、前方で地面がすぱっと消しよう滅めつしていた。急ブレーキを掛かけて崖がけ際ぎわから真下を覗のぞき込こんだ俺の目に、堂々たる作りの城門が飛とび込こんでくる。つまりガレ城は、ヤギも登れない垂直の絶ぜつ壁ぺきに周囲をぐるりと囲まれていて、立ち入るには門を通るしかないわけだ。森エルフが山やま越ごえで奇き襲しゆうしてくる可能性はないと考えていいだろう。

　懸け念ねんが一つクリアされ、俺は小さく息を吐はいた。まだキューザックの四人がモルテたちと通じているのではないかという疑いが完全に消えたわけではないが、正門からしか城に入れないなら、鐘かねの音に気をつけていれば最悪の事態──たとえば真夜中に目を覚ましたら、侵しん入にゆう者しやがナイフを振りかぶっているような──は避さけられるはずだ。四人とは今後も大食堂あたりで顔を合わせるだろうから、どうしてこんなに早く最前線に出てきたのかという疑問はその時に晴らせばいい。

　背筋を伸ばし、さてどうやって部屋に戻もどろうかな……と考えた瞬しゆん間かん、軽かろやかな効果音とともにインスタント・メッセージの着信アイコンが点灯した。思わず首を縮めてからタップすると、我わが暫ざん定ていパートナーからの、『いまどこ？』という簡潔な質問が表示された。

　一秒考えてから、『朝の散歩中、すぐ戻もどる』と返信し、視線を巡めぐらせる。現在位置は、ガレ城正門の東側に接する岩山の上。しかし俺とアスナが借りている客間は城じよう郭かく西せい翼よくにあるので、直線ルートでは戻もどれない。円えん筒とう状じようの岩山を再びぐるりと回まわり込こみ、もう一度主館の三角屋根を伝って屋上に下りるしかなさそうだ……。

　とそこまで考えてから、再び絶ぜつ壁ぺきの下を覗のぞき込こむ。

　分厚い城門の上は胸きよう壁へきつきの通路になっていて、黒エルフの衛兵が一人、ゆっくり行き来している。俺が立っている岩山から通路までの落差は六メートルほど、素す手ででよじ登るのは不可能な高さだが、いまの俺のステータスなら飛び降りるのは可能だろう。

　とは言え、いきなり突とつ風ぷうが吹ふいて通路に着地し損そこね、遥はるか下の地面まで落ちればほぼ即そく死しだ。デスゲームと化したＳＡＯで無意味なチャレンジは御ご法はつ度となのだが、なぜかこの時は岩山から城門通路への移動が可能かどうか試ためしておいたほうがいいような気がして、俺は慎しん重ちように位置を調整した。

　衛兵が反対側に遠ざかったタイミングで地面を蹴ける。通路の幅はばは二メートル近くもあるので余よ程ほどのことが起きない限り目算が狂くるう恐おそれはないが、大きく広げた両りよう腕うでで姿勢をコントロールし、ぴったり真ん中に着地する。

　ダメージは受けなかったものの、さすがに音までは殺しきれず、通路の前方を遠ざかりつつあった衛兵が素す早ばやく振り向いた。細身の槍やりを掲かかげて駆かけ寄よってくるので、すかさず左手の印章つき指輪を持ち上げる。

　その動作に意味があったのかどうかは不明なれど、衛兵は槍やりを下ろすと、怪け訝げんそうな表情で「こんな場所で何をしているのだ」と訊きいてきた。

「え、ええと……散歩です」

　アスナへの返信と同じ言い訳を、どうやら衛兵は受け入れてくれたようだった。

「そうか。城を見て回るのは構わないが、我々の任務の妨さまたげにはならぬようにな。この門はガレ城防衛の要かなめ、忍しのび込こもうとする者はネズミ一匹ぴき見み逃のがすわけにはいかん」

「そ、そうですよね」

　頷うなずいてから、ふと気になって訊たずねる。

「あの……いままで、このお城が敵に攻せめられたことってあるんですか？」

「敵というのが森エルフどものことなら、一度もない。あの乾かわききった砂の上では、エルフ族はすぐに衰すい弱じやくしてしまうからな」

　そう言って、衛兵は門の南側を指さした。見下ろすと、俺が飛び降りてきた岩山よりは幾いくらか低い崖がけに挟はさまれた峡きよう谷こくが数百メートルも延び、谷底に堆たい積せきする白い砂には石板の橋が渡わたされている。それを見た途と端たんに新たな疑問が浮うかび、衛兵に顔を向ける。

「それだと……あの石板は、誰だれが並べたんですか？　この城を築いた大昔の黒エルフたちも、谷の中では働けなかったはずですよね？」

「ふむ、その通りだな」

　衛兵は頷うなずき、振り向くと、俺たちの背後──ガレ城の中庭にそびえる巨きよ大だいな霊れい樹じゆを見上げた。

「人族の剣士よ、あの霊樹が数百年も生き続けている理由は知っているか？」

「ええ、地下の温泉を吸い上げているからですよね？」

「ほう、よく勉強しているようだな」

　黒光りする兜かぶとの下で満足そうに頷うなずいた衛兵は、続いて霊樹の根元に広がる泉を指さした。

「遥はるかな昔、霊樹の泉から城外まで水路を造り、その周囲に木を植えるという計画があった。もし涸かれ谷だにに木が根付けば、我らも城の外で活動できるからな。しかし、門からほんの百メートルばかり水を引いたところで泉が涸かれそうになり、急いで計画を中止したそうだ。あの石板は通路のように見えるが、実は古代の水路の名残なごりなのだよ」

「へええ……そうだったんですか……」

　ハンバーグはフリカテルになったのに、メートルはメートルなんだなあ……と考えながら、俺は衛兵に礼を言った。

「色々教えてくれてありがとうございます」

「構わぬよ。代わりと言ってはなんだが、騎き士し殿どのをしっかりお守り差し上げるのだぞ」

「はい、それはもう」

　頷うなずき、俺は衛兵から離はなれた。通路の西側に下り階段を──今度は長方形の入り口だった──発見し、そこから中庭に出ると、西せい翼よくの通用口まで猛もう然ぜんと走る。

　最も寄よりの階段を駆かけ上のぼり、三階の客間に飛とび込こんだ途と端たん、居間のソファーに腰こし掛かける二人の女性と目が合った。テーブルの上ではお茶のカップが湯気を上げていて、香こうばしい匂においを嗅かいだ途と端たんにハンバーグを食たべ損そこねた胃が空腹を訴うつたえるが、いまはそれどころではない。

「や……やあ、おはようアスナ、キズメル」

　ごく自然な笑え顔がおアンド挨あい拶さつのつもりだったが、細さい剣けん使つかいはじとっと上うわ目め遣づかいに俺を睨にらむと、平常時より幾いくらかクールな声で訊きいてきた。

「朝のお散歩、楽しかった？」

「え……ええと、寒かった。あと腹減った」

「そうでしょうね、一月ですから」

　これは相当ご機き嫌げん斜ななめだぞ……と俺は首を縮めたが、幸いここでダークエルフ騎き士しの助け船が入った。

「ふふ……まあそう怒おこるな、アスナ。あの年とし頃ごろの少年がふらっとどこかにいなくなるのは仕方ないさ」

　少年って……と思ったが、二ヶ月前に十四歳になったばかりの俺など、長命のエルフ族から見れば赤あかん坊ぼうのようなものだろう。

　その観点に立てば、俺とさほど歳が離はなれているとは思えないパートナー殿どのもまだまだお子様であるはずなのだが、アスナは最上級の澄すまし顔がおでキズメルに答えた。

「散歩に行くにしても、書き置きぐらいは残のこして欲ほしいわ。子供じゃないんだから」

「いや、ほんと、マジすんません」

　両手を合わせてぺこぺこ頭を下げていると、ようやくアスナの表情がわずかに緩ゆるんだ。再びこちらを、今度は真まっ直すぐに見て言う。

「起きて君が部屋にいないって気付いた時、心配したんだからね。ここが圏けん外がいなこと、忘れたわけじゃないでしょう？」

《圏けん外がい》というゲームシステム用語をキズメルの前で使い、それに気付いていないことからしても、どうやら本気で心配させてしまったようだ。俺も表情を改め、半分だけだが真実を口にする。

「ごめん、どうしても気になって、城の周りの岩山を調べてたんだ」

「ほう……？」

　キズメルは、圏けん外がいというワードよりも俺の説明のほうが気になったらしく、口をつけようとしたカップをテーブルに戻もどした。

「城の外がい輪りんに登ったのか？　どうやって？」

「えっと……ここの屋上から、城主様の寝しん室しつの屋根を駆かけ上のぼって……」

　それを聞いたキズメルは、ブーフルーム老人とほぼ同じ反応を見せた。一いつ瞬しゆん目を丸くしてから、くくく……と普ふ段だんあまり聞かない種類の笑い声を響ひびかせたのだ。

「そうか……どうやらキリトは、私が思っていた以上の悪戯いたずら小こ僧ぞうだったようだな。そんな真ま似ねはお転てん婆ばなティルネルだって、考えはしても実行はしなかっただろう」

「いやあ、それほどでも……」

「褒ほめられたわけじゃないと思うわ」

　アスナに突っ込まれた俺が両目をぐるりと回すと、キズメルはもういちど短く笑ってから表情を戻もどした。

「それで……外輪で何を探していたんだ？」

「いや、何かを探したわけじゃなくて……」

　実際には、語かたり部べの隠かくし部べ屋やという予期せぬ《何か》を見つけてしまったわけだが、その話は今度ゆっくりしようと考え、当初の目的を説明する。

「……あの山を越こえて森エルフが攻せめてくるんじゃないかと思ってさ」

「ほう……。──なるほど、それは私も考えたことがなかったな……」

「いや、実際には取とり越こし苦ぐ労ろうだったよ。山……外輪の外側は三十メートル以上もありそうな垂直の崖がけになってて、あそこを登るのはエルフでも人族でも絶対に無理だ。そんなわけだから、今日は一日、安心して過ごせると思う」

　俺がそう言うと、アスナは何度か瞬まばたきしてから訊きいてきた。

「……キリト君、今日のために、山を調べに行ったの？」

「まあ、そういうことになるかな……」

「そっか」

　軽く頷うなずいてから、にこっと微ほほ笑えむ。

「そういうことなら、無断外出は許してあげるわ。それじゃ、さっそく朝ご飯に行きましょ」

「うむ、そうだな。今日の休みをどう過ごすかは、アスナに任せていいんだな？」

　立ち上がりながらそう言ったキズメルの背中を、アスナは軽く叩たたいた。

「もちろん！　期待してて！」

　一日かけて各地のお風ふ呂ろ巡めぐり……とかじゃないと助かるなあ。と思いながら、俺は二人に続いて部屋を出た。




　中庭の畑で育てているというバジルっぽい葉野菜がたっぷり入ったグリーンサラダ、砕くだいたナッツを混ぜたオムレツ、カットフルーツ入りのヨーグルトっぽいもの、かりかりに焼かれた薄うす切ぎりトーストというヘルシーながら充じゆう実じつした朝食を楽しんでいるあいだも、アスナは今日のスケジュールを発表しようとしなかった。どうやら出発する直前まで《お楽しみ》を引っ張るつもりらしい。

　食後の紅茶を片手に、「どこそこで何々をするつもりだろ」「ぶぶー、違ちがいまーす」というやり取りを繰くり返かえしていると、大食堂にキューザックの四人が姿を現した。全員、眠ねむそうに目をしょぼしょぼさせている。

　こちらに気付き、近づいてくる四人を見ながら、俺は内心でいささか慌あわてた。昨夜と違ちがって、俺たちのテーブルにはキズメルがいるのだ。しかし急いで席を立つのはいかにも不自然だし、こっちに来るなとも言えない。

　会話がゲームシステム方面に流れないことを願いつつ待っていると、ギンドーたちは当然のように俺たちの隣となりのテーブルに陣じん取どった。覚かく悟ごを決めて挨あい拶さつを交かわし、キズメルを「俺たちと一いつ緒しよに冒ぼう険けんしているダークエルフの騎き士し」と紹しよう介かいする。

　幸い、こういう状じよう況きようで大おお騒さわぎしそうなキャラクターと見受けられるテムオが寝ぼけモードのままだったので、初顔合わせはつつがなく完かん了りようした。昨夜キズメルから、偽にせ物ものの秘ひ鍵けんによる攪かく乱らん作戦の話を聞いているのでキューザックが今日挑いどむ予定のクエストの話題になっても大だい丈じよう夫ぶなはずが、念のためにこちらから別の話を振ることにする。

　一石二鳥とばかりに俺が訊たずねたのは、キューザックの四人が、まだほとんど情報のない最前線エリアに性急とも思える早さで出てきた理由だった。

　ハイストンが口にした答えは、噓うそ臭くささはまったく感じなかったものの、俺とアスナを予想もしない理由で驚きよう愕がくさせた。

「いやあ、本当は僕たちも、スタキオンの連続クエストにあと三日ぐらいはかかると思ってたんですよ。でも、想定外な理由でクエストを中断しなきゃならなくなって……」

「何があったんだ……？」

「あれっ、キリトさんたち、知らないんですか？　クエストの最重要人物の、領主サイロンがいきなり消えちゃったんですよ。一月一日の夜だったかな……領主館の召めし使つかいとかに訊きいても全員行き先を知らないし、クエストログにもヒントがないしで、参っちゃいましたよ」










　　　９




　瑪め瑙のうの秘ひ鍵けん回収任務に旅立つキューザックの四人を見送ってから、俺とアスナは五秒以上も無言で顔を見合わせ続けた。

「…………サイロンさんが消えた理由って……モルテたちに殺されたから、なの……？」

「…………一日の夜って言ってたよな。モルテとダガー使いの奇き襲しゆうと、日時は合ってるけど……でも、そんなこと有り得るのか……？　死んだのは《俺たちのサイロン》で、《みんなのサイロン》はそのまま領主館にいるもんだと思ってたのに……」

　半ば呟つぶやくように意見を交こう換かんしていると、アスナの隣となりに座すわるキズメルが小さく首を傾かしげた。

「いったい、なんの話なんだ？」

「ああ、俺たちがスタキオンの街でやってたクエスト……ええと、クエストっていうのは人族の言葉で《依い頼らい》とか《任務》って意味なんだけどさ……」

　そう前置きをしてから、俺は《スタキオンの呪のろい》の概がい要ようをかいつまんで説明した。

　十年前に起きた殺人事件と、消えた黄金のキューブ。その捜そう索さくを領主サイロンに依い頼らいされ、隣となり町まちのスリバスにある廃はい屋おくを捜そう索さくしたこと。そこに現れた領主に麻ま痺ひさせられ、荷馬車で運ばれている途と中ちゆうに、サイロンが殺されたこと──。

　聞き終えたキズメルは、細い眉まゆをひそめたまま、ゆっくりと頷うなずいた。

「──この城に来る前に、そんなことがあったのか……。人族の領主を殺したのは、お前たちを襲おそった賊ぞくなのだな？　フォールンの毒針を持っていたという……」

「ああ、そうだ」

「だとすると、捨ておけんな。──アスナ」

　騎き士しは体を右に回し、細さい剣けん使つかいに話しかけた。

「アスナが計画してくれている休きゆう暇かの過ごし方はとても楽しみだが、その前に我々で少し調べてみないか？　お前たちが手に入れた、二つの鍵かぎの使い方を」

「え……ええっ？」

　途と端たん、アスナが驚おどろきの声を漏もらし、俺も両目を丸くした。

　途と中ちゆうで放置する形になってしまった呪のろいクエストのことは俺も気にかかっていたので、このへんで少し進めておくのに否いなやはないが、キズメルが同行するならば彼女も主街区スタキオンに足を踏ふみ入いれなければならない。何度か口を開閉してから、騎き士しに問いただす。

「いや……キズメルが協力してくれるなら百人力だけど、人族の街に入ったりして大だい丈じよう夫ぶなのか……？」

「別に、エルフが立ち入ったら息ができなくなるというわけでもあるまい？　私は人族の街に入ったことはないが、昔から同族が好こう奇き心しんや任務でこっそり忍しのび込こんだという話は少なくないし、そもそも《大だい地ち切せつ断だん》以前は人族も亜あ人じん族ぞくも日常的にそれぞれの街を行き来していたのだ。フードでも被かぶっていれば、この耳に気付かれることもないだろう」

「ま、まあ、そうかもだけど……」

　──耳が見えなくても、ダークエルブン・ロイヤルガードって書いてあるＮＰＣ色のカラーカーソルは見えちゃうんだよな……。

　と考えながら、俺は相棒に視線を振った。しかしアスナはなぜかにこりと微ほほ笑えみ、キズメルに頷うなずきかけた。

「うん、一いつ緒しよに行こうよ！　実はわたしも、今日はキズメルをスタキオンに案内するつもりだったの」

「え……えええ!?」

　と叫さけんだのはもちろん俺だ。

「そんな計画だったの……？」

「正確には、スタキオンの転移門だけどね。ほら、エルフ族の霊れい樹じゆがあるのって三層からでしょ？　だからキズメルも、他のダークエルフたちも、アインクラッドの一層と二層は見たことないんじゃないかと思って」

　アスナが左を向くと、キズメルは深々と頷うなずいた。

「うむ、その通りだ。上下の層を繫つなぐ天てん柱ちゆうの塔とうを探検したエルフ族がいないわけではないが、それも三層から上に限られているからな……私が知る限り、二層や一層に足を踏ふみ入いれた者は古来一人もいなかったはずだ。人族の門を通って一層に行けるなら、九層にいる親族や同どう輩はいたちに大いに自じ慢まんしてやれるよ。いつか再会できるだろうティルネルにもな……」

　キズメルの言葉を聞いたアスナは、微ほほ笑えみを浮うかべたまま左手を伸ばし、騎き士しの背中に触ふれた。

　俺もしんみりする気分に襲おそわれたが、同時にあれこれ考えないわけにはいかなかった。

　カラーカーソルの件は、スタキオンの街中にはＮＰＣが何百人もいるし、プレイヤーたちもいちいち通りすがりのＮＰＣの、英語表記された名前をチェックはしないだろう。だが不安点はまだある。ＮＰＣであるキズメルが、果たして転移門を通れるのかどうか──俺はいままで、各層の主街区にある転移門をＮＰＣが使う場面は一度も見たことがない。

　仮に、三人で転移門に入って、キズメルだけが転移できずに残されてしまったら……いや、それなら俺とアスナがすぐに戻もどればいいだけだ。しかしより深刻な事態が……たとえばシステムの不具合で、キズメル一人、あるいは三人ともがランダムな座標に飛ばされてしまうとか、最悪の場合はキズメルが存在ごと消えてしまう可能性だって絶対にないとは言えないのではないか。

「いや……待てよ」

　ふととある可能性に思い至り、俺はテーブルの下でウインドウを出した。メッセージタブの受じゆ信しん欄らんには、昨日、第四エリアの洞どう窟くつ前まえで受け取ったインスタント・メッセージが残っている。それをタップし、返信機能を使って新たな質問を送る。

【ＮＰＣがパーティーに入っている状態で転移門を通るとどうなる？】

　例によって前置きをばっさり省いた質問に、情報屋のアルゴはわずか三十秒で答えを送ってきた。

【クエストＮＰＣならパーティーから外れる。金を払はらって雇やとった護衛ＮＰＣなら付いてくる。１００ｃ──おまけでＦＲの先頭はいま第三エリアの真ん中あたりだ】

　またツケが溜たまってしまったが、知りたい情報は手に入った。大きな街には衛兵の詰つめ所しよやそれに類する施し設せつがあり、そこで一時間あたり幾いくらの金コルを払はらえば護衛のＮＰＣを雇やとえる。俺はいままで一度も利用していないし、利用中のパーティーを見かけたこともほとんどないので、護衛を連れたまま転移門をくぐった場合にどうなるのか知らなかったのだ。

　俺とアスナはキズメルにお金を払はらって同行してもらっているわけではないが、いっぽう六層の秘ひ鍵けんクエストももう完かん了りようしてしまっている。つまり現在のキズメルは、いわば本人の意思で俺たちに同行している状態であり、それがアルゴの返事にあった二パターンのどちらに該がい当とうするのかは即そく断だんできない。

　しかし少なくとも、ＮＰＣが転移門に入る状じよう況きようがシステム的に想定されていることは確かなようなので、ランダム座標に飛んでしまったりキズメルが消えてしまったりという事故は起きないだろう。顔を上げ、九層の話をしていたらしい二人に話しかける。

「多分だけど、転移門はキズメルも使えると思う。そうと決まれば、早く出発しようぜ。ここからスタキオンまででもけっこうかかるからな……」

「うむ、そうだな。私はいつでもいいぞ」

「わたしも！」

　女性陣の返事を受けて、俺は勢いよく立ち上がった。アスナが食べ残したトーストの欠片かけらをかっ攫さらい、口に放ほうり込こんで歩き始める。すかさず後ろから、「お行ぎよう儀ぎ悪いなあもう！」という叱しつ責せきが追いかけてきたので首を縮めると、キズメルのみならず通りすがりのテーブルに座すわっていた黒エルフの女官たちまでがくすくすと笑った。




　ガレ城から主街区スタキオンまでは、どんなに急いでも四時間はかかるだろうと俺は予想していた。フィールドでの戦せん闘とうは極力回かい避ひするとしても、第二エリアと第一エリアを隔へだてる隧ずい道どうダンジョンのモンスターとは戦うしかないし、第一エリアの中心部を覆おおう深い森は未知ゾーンなので西に大きく迂う回かいして、スリバスの町を経由しなくてはならないからだ。

　しかし、キズメルが再び《碧へき葉ようのケープ》を借り出すための手続きに十分ほどかかったにもかかわらず、四時間という俺の目算は半分近くも短縮できた。

　理由その一は、キズメルが今回も《ヴィルリの雫しずく》を使わせてくれたので、時間を取られる隧ずい道どう経由ではなくタルファ湖を水上散歩して第一エリアに移動できたからだ。そして理由その二は、第一エリアの大森林に近づいた途と端たんに元気一・五倍増しになったキズメルが、街かい道どうではなく森を突つっ切きるルートを主張して、まったく迷う気配もなく俺たちを先導してくれたから。しかも、森の奥おく深ふかくで発見した小さな遺い跡せきに寄り道し、ボスを倒たおしてお宝ゲットまでしたので、それがなければ一時間半ほどしかかからなかったのではないか。もちろん理由その三として、キズメルの圧あつ倒とう的てきな剣けん技ぎの冴さえもある。

　行く手で木々が疎まばらになり、その奥おくに純白のスタキオン市街が見えてきた時、アスナが心底感心したような声で黒エルフに訊たずねた。

「わあ、街の真ん前……。キズメル、どうして地図もないのに道が解わかるの？」

「見くびってもらっては困るぞ、アスナ。我らエルフは、森の中では決して迷わないのだ」

「へええ、凄すごーい！」

　アスナが素す直なおに感心するいっぽうで、俺は「マップデータにアクセスしてるのかな……」と無ぶ粋すいなことを考えた。その途と端たん、昨日の冒ぼう険けんのワンシーンが脳のう裏りに甦よみがえる。

　瑪め瑙のうの秘ひ鍵けんを求めて踏ふみ込こんだ第四エリアのダンジョンで、キズメルはコマが三十五個もあるスライディング・パズルを、迷う素そ振ぶりもなく最短手数で解いてみせた。

　ＡＩだもんのひと言で片付けられる現象ではない。ｎ×ｎパズルの最短手数探たん索さくを含ふくむＮＰ困難問題は、従来型のコンピュータによる総当たり式で解こうとすると膨ぼう大だいなＣＰＵパワーが必要となる。だが考えてみれば、あのパズルをダンジョンの扉とびらに生成したのもＳＡＯシステムなのだから、システムだけは最短の解法を知っているはずだ。もしもあの時キズメルが、自分ではそうと自覚することなく、システム内の解法にアクセスしたのだとすれば。森を迷わずに歩けるエルフたちが、マップデータにアクセスしているのと同じように。

　首を左右に捻ひねりながら、アスナたちに続いて森から出る。前方には、真冬だからか少しだけ褐かつ色しよくがかった草原が広がり、その奥おくに階段状のスタキオンの街並みが伸び上がっている。

　柔やわらかな光を浴びながら大きく伸びをしたキズメルが、薄うす闇やみ色いろのマントの──貴重品である碧へき葉ようのケープはとうにポーチに仕し舞まわれている──フードを深く被かぶった。更さらにマントを体の前に回し、エンジュ騎き士し団だんの徽き章しように紐ひもを掛かけて留とどめると、もう外見からは黒エルフだとは解わからなくなる。

　アスナもえんじ色のフードを被かぶったので俺も真ま似ねしたくなるが、三人とも顔を隠かくしてしまうと逆に怪あやしさが増す気がする。攻こう略りやく集団は現在、遠く離はなれた第三エリアの湿しつ原げん地帯で巨きよ大だいガエルや巨きよ大だいタガメと戦っているだろうから、スタキオンで知り合いに出で遭あうことはあるまい。

　まっすぐ草原を突つっ切きり、途と中ちゆうで街かい道どうに合流して、南門から圏けん内ないに入る──その直前で立ち止まったキズメルが、白基調の街並みを見上げて呟つぶやいた。

「美しいが……何とも奇き妙みような街だな……」

　俺とアスナはもう見慣れてしまったが、どこもかしこも二十センチ角のブロックを積み上げて築かれているスタキオンの街は、確かに異様な眺ながめだろう。

「人族が暮らす大きな街は、全てこういうふうなのか？」

「ま、まさか！　この街だけが特別にヘンなのよ」

　アスナが素す早ばやくかぶりを振り、説明を試みる。

「ほら、領主の館から黄金のキューブが消えた話はしたでしょ？　なんでもこの街は、そのキューブの大きさに切きり揃そろえた木や石だけで造られてるんですって」

「ほう……」

「さあ、こんなとこで立ち話してないで、早く入りましょ。わたし、お腹なか空すいちゃった」

　キズメルのおかげで相当にショートカットできたので時刻はまだ十時前だが、確かに俺も小腹が空すいた気がする。呪のろいクエストの調査に取りかかる前に、キズメルに人族スタイルのケーキを試ためしてもらうのもいいな……と思いながら、門に向かって歩く。

　少しばかり緊きん張ちようしたが、圏けん外がいと圏けん内ないの境界線を踏ふみ越こえて視界に【ＩＮＮＥＲ　ＡＲＥＡ】の表示が浮うかんだ時も、キズメルに変わった様子はなかった。彼女には圏けん内ない表示は見えなかったらしい。考えてみれば、キズメルは三層のズムフトにも忍しのび込こんだことがあったはずだ。

　広いメインストリートにはそれなりにプレイヤーの姿があるが、そのほとんどが下層からの観光客のようだ。予想した通り、キズメルの黄色いカーソルに目を留とめる者はいない。緊きん張ちようを緩ゆるめ、二人に提案する。

「まずは近くの店でお茶にしないか？　そのあと午前中は領主の件の調査にあてて、午後からは転移門で下に行こう」

「賛成！」

「うむ、それがいい」

　同意が得られたので、南門からさほど遠くない場所にあったはずの、甘い物が充じゆう実じつしているレストランを目指す。目め抜ぬき通どおりから西に折れ、やや狭せまい道を並んで歩く。

　しばらくしてキズメルが立ち止まり、建物に使われている焦こげ茶ちや色いろのウッドブロックを指先で撫なでながら言った。

「……わざわざ木をこの大きさに切り、積み上げているのか……。人族はおかしなことを考えるものだな……」

　途と端たん、アスナと顔を見合わせてしまう。

　エルフ族は、黒エルフも森エルフも、フォールン・エルフですら生きている木を伐きることは絶対にしない。建物や家具に木材が使われていないわけではないが、それらは寿じゆ命みようが尽つきた木だけを利用しているらしい。

　考えてみればスタキオン南部の下町は、人族の街でも最大級に木を無む駄だ遣づかいしている感のあるエリアだ。最初にここに案内したのは間ま違ちがいだったかな……と後こう悔かいしかけたが、キズメルは俺たちの顔を見ると、瞬まばたきしてから微ほほ笑えんだ。

「いや、文句を言っているわけではないよ。エルフにはエルフの、そして人族には人族の生き方がある。以前の私は……いや、全ての黒エルフがずっとずっと昔から、エルフ以外の種族を愚おろかで下等な者たちと蔑さげすんできたが、少なくとも私はお前たちと出で遭あい、共に行動するようになって、人族にも多くの美点があることを知った。そもそもの始めからして、森エルフの騎き士しに敗れる寸前だった私を助けてくれたのも、キリトとアスナが人族だから……という理由もあるのだろうからな……」

　キズメルの温かい言葉に、俺とアスナは再び視線を見み交かわしてから、同時に首を縮めた。

　剣を交える二人のエルフ騎き士しを発見した時、フォレストエルブン・ハロウドナイトではなくキズメルに加勢した最大の理由は、ベータテストで俺がそうしたからだ。単に、ルートをよく知っているほうを選んだに過ぎない。

　しかし、ならば俺はどうしてベータ時代に彼女を選んだのか。当時はソロではなく行きずりの四人パーティーを組んでいたので俺一人で決めたわけではなかったはずだが、それでも俺の提案に反対意見はなく、ほんの数秒で合意したように記き憶おくしている。

　他の三人も男で、キズメルが美人のお姉さんだったから……かもしれない。しかしＳＡＯ以外のゲームや小説などでは黒エルフは悪役であることが多いのだし、いかにも正義の騎き士し然ぜんとしたフォレストエルフに加勢するという選せん択たくも大いに有り得たはずだ。

　あの時、俺は、キズメルが女性だからという理由以外の何かを感じたのだろうか？

「……えっとね、キズメル」

　騎き士しに近づいたアスナが、小声で囁ささやきかけた。

「わたしたちが、三層でキズメルに助すけ太だ刀ちしたのはね……」

　何を言うつもりなのかと俺はいささか慌あわてたが、しかし言葉はそこで中断を余よ儀ぎなくされた。いきなりキズメルがアスナの肩かたを引き寄せると、俺の後方を一いち瞥べつするや低く叫さけんだのだ。

「何者だ！」

　鋭するどい誰何すいかに、急いで振り向く。

　横よこ幅はば三メートルほどの路地に人ひと影かげはない。このあたりは商店街ではないので道路の左右には扉とびらを閉ざした民家が並ぶばかりで、どんなに目を凝こらしても緑や黄色、有り得ないがオレンジのカーソルは表示されない……。

　と、その時。まるで建物の陰かげから滲しみ出だすように、小こ柄がらなシルエットが出現した。全身を灰色のフードつきマントに包んでいて、正体は判わからない。頭上に出現するカラーカーソルの色は、ＮＰＣを示す黄色。

　すかさずキズメルがサーベルの柄つかを握にぎったので、俺も背中の愛あい剣けんに右手を伸ばそうとした。しかし人ひと影かげは素す早ばやくかぶりを振り、こちらにぎりぎり聞こえる音量の声を響ひびかせた。

「危害を加えるつもりはありません」

　かなり若い女性の──そして、どこかで聞いた気がする声。

　どこだ……？　と脳内を検けん索さくするが、すぐには思い当たらない。カーソルに表示されている名前は【Ｍｙｉａ】となっているが、これも見覚えがあるようなないような……。

　悩なやむ俺の隣となりで、キズメルが再び問いただした。

「誰だれだ。なぜ我々を尾び行こうしていた」

　キズメルも黒マントのフードを目ま深ぶかに下ろしているので、対たい峙じする二人の外見はよく似ているが、身長だけがまったく違ちがう。俺よりも幾いくらか背の高いキズメルに対して、灰色マントの女性はよくよく見ればほとんど子供のような体格だ。

「あたしは、そちらの剣士様とお話ししたいだけです」

　そう答えたＮＰＣの、ほっそりした左手がまっすぐ俺の顔を指さした。

「え……俺？」

「剣士様、これと同じものをお持ちですね？」

　その言葉と同時に、左手の中から零こぼれ落おちたのは、細い紐ひもが結ばれた小ぶりな鍵かぎ。今度こそ、確かな見覚えがある。

「キリト君、あれ……」

　アスナの囁ささやき声ごえに頷うなずき返かえし、ストレージを開くと、三日前に入手したばかりのアイテムをオブジェクト化する。モルテに殺されたサイロンがドロップした二つの鍵かぎの片方、鉄の鍵かぎ。

　やはり細い紐ひもがついたそれを持ち上げてウインドウを消し、ＮＰＣと同じように右手からぶら下げる。

　すると、不思議な現象が起きた。何なんの変へん哲てつもなさそうな灰色の鍵かぎが、りぃん、りぃん……とかすかな音を放ちながら緩ゆるやかに揺ゆれ始はじめたのだ。視線を動かすと、ＮＰＣの手から下がる鍵かぎも同じ反応を見せている。

「……君は誰だれなんだ？　その鍵かぎはいったい……？」

　今度は俺が訊たずねると、灰色マントのＮＰＣは鍵かぎを懐ふところに戻もどし、数歩近づいてきた。キズメルはサーベルの柄つかを握にぎったままだが、抜ばつ刀とうする気配はない。

「この鍵かぎを持っている限り、街の中でも安全ではありません。場所を変えましょう」

　Ｍｙｉａというカーソルを持つＮＰＣの言葉に、俺はアスナ、キズメルと顔を見合わせた。何らかの罠わなである可能性は否定できない。しかし俺たちはこの街に、サイロンが遺のこした二つの鍵かぎの謎なぞを調べに来たのであって、その手がかりが現れた以上無視するわけにもいかない。

「分かったわ。どこに行けばいいの？」

　判断したのはアスナだった。ＮＰＣは頷うなずくと、ちらりと周囲を見回してから、「ついてきて下さい」と囁ささやいた。

　灰色マントの女性は俺たちを、スタキオン南市街西部の、街で最も入り組んだエリアにある一軒けんの小さな家へと案内した。鉄の鍵かぎとは別の、青銅色の鍵かぎで扉とびらを開け、俺たちを入れてから外の様子を窺うかがい、再びしっかりと施せ錠じようする。

　短い廊ろう下かの先は居間になっていたが、まだ十時を過ぎたばかりなのに、室内はかなり暗い。大きな窓は鎧戸が下ろされていて、陽光は数少ない小窓からしか入ってこないからだ。ＮＰＣは壁かべのランプに火を点つけると、振り向いて謝罪した。

「窓を開けられなくてごめんなさい。──いま、お茶を用意します」

　そう言って隣となりのキッチンに向かおうとする灰色マントを、アスナが引き留める。

「いいえ、お構いなく。それより、早く話を聞きかせて欲ほしいわ」

「……そうですか」

　立ち止まったＮＰＣが、居間の中央に置かれたソファを手て振ぶりで勧すすめるので、三人並んで腰こし掛かける。ＮＰＣは向かいの肘ひじ掛かけ椅い子すに座すわると、おもむろにフードを外した。

　途と端たん、アスナが軽く息を吞のむ。驚おどろいたのは俺も同じだった。背せ丈たけからしてかなり若いだろうと思っていたのだが、顔立ちを見る限りでは若いどころか子供──十歳そこそこではないかと思われる女の子だったからだ。念のため、短めのおかっぱに切きり揃そろえられた金きん髪ぱつから覗のぞく耳もチェックするが、エルフではない。

「あたしはミィアと言います」

　唐とう突とつに名乗ったＮＰＣのカラーカーソルを、俺は再び見やった。Ｍｙｉａと書いてミィア、シンプルだが少し不思議な響ひびきのある名前だ。

「私はキズメル、騎き士しだ」

　フードを被かぶったままのキズメルが名乗り返したので、俺とアスナも倣ならった。

「キリト……剣士、かな」

「わたしはアスナよ。同じく剣士」

「キズメルさんと、キリトさんと……アスナさん、でいいですか」

　ここだけはＮＰＣらしく名前の発音チェックを行うと、ミィアは少し灰色がかった緑色の瞳ひとみでまっすぐ俺を見つめてきた。

「キリトさん、あなたがお持ちの鉄の鍵かぎは、スタキオンの領主サイロンから手に入れたものですね」

「う……うん」

　肯こう定ていしてから、それが危険な誤解を招きかねないと気付く。

「あ、で、でも決して力ずくで奪うばったわけじゃなくて……その、正確には拾ったわけなんだけど……」

　慌あわててそう付け加える俺の隣となりで、アスナが冷静な声で質問を返した。

「ミィアさん。あなたは……領主のサイロンさんがどうなったか、知っているの？」

「…………はい」

　長い睫まつ毛げを伏ふせ、ミィアは小さく頷うなずいた。

「領主館で園えん丁ていをしているテローから聞きました。サイロンは……あたしの父は、三日前の夜に街の外で盗とう賊ぞくに襲おそわれて死んだと……」

　────園えん丁てい？

　────父？

　二つの単語が脳内で衝しよう突とつし、あるべき場所に落ち着くまでにしばらくかかった。

　領主サイロンが死んだことを知っているのは、俺とアスナとキズメル、モルテとダガー使い、そしてサイロンに付き従っていた大男のＮＰＣだけだ。荷馬車に乗って立ち去ったあの大男が、テローという名の園えん丁ていなのだろう。

　それはいいとして……目の前の少女は、確かにサイロンのことを「あたしの父」と呼んだ。その言葉が確かなら、死んだ領主の娘むすめということになるわけだ。

　モルテたちの襲しゆう撃げきの翌朝、俺はアスナに「サイロンさんって家族はいたのかな」と訊きかれ、「あの屋や敷しきに奥おくさんや子供が住んでた記き憶おくはない」と答えた。ベータ時代も今回も、領主館でサイロンの家族を見かけなかったのは確実だが、しかしそれがサイロンに家族がいないことの証左にはならない。

「ミィアさんは……サイロンさんの娘むすめさんなの？」

　無言であれこれ考えを巡めぐらせる俺の隣となりで、アスナがそう問いただした。ミィアが「はい」と頷うなずくと、わずかな逡しゆん巡じゆんの気配を漂ただよわせてから、アスナは少女に謝罪した。

「……ごめんなさい、ミィアさん。わたしたち、お父様が賊ぞくに襲おそわれるところに居合わせたの。いいえ、正確には、賊ぞくが狙ねらったのはわたしとキリト君だったのよ。サイロンさんは巻まき込こまれただけで……」

　その言葉を聞きながら、俺は頭が二つに割れそうな感覚に襲おそわれていた。

　ミィアはＮＰＣであり、彼女との会話は《スタキオンの呪のろい》クエストのシナリオの一部であるはず。しかしサイロンを殺したモルテはプレイヤーなのだから、あの惨さん劇げきはクエストとはまったく別の、偶ぐう発はつ的てきな出来事だ。それが、わずか三日でこうしてシナリオに取とり込こまれているのはなぜなのか。俺とアスナの眼前でサイロンは確かに死んだが、すぐに別のサイロンがスタキオンにリポップし、俺たち以外のプレイヤーにとってはクエストが支障なく続くと思っていたのだが──。

「アスナさんが謝あやまる必要はありません」

　十歳にしては大人びたミィアの声に、俺はいつしか俯うつむけていた顔を持ち上げた。

「あたしはテローから何もかも聞きました。父がお二人に毒を盛って攫さらおうとしたこと……そしてお二人を領主館の地下にある迷めい宮きゆうに閉じ込め、自分が果たすべき使命、いえ贖しよく罪ざいを肩かた代がわりさせようとしていたことも……」

「贖しよく罪ざい……」

　無意識のうちにその単語を繰くり返かえした俺に、ミィアは不思議な緑色の瞳ひとみを向けてきた。意を決して、ＮＰＣの少女に質問する。

「……君は、父親がしたことを知っているのか……？」

「…………はい」

　再び目を伏ふせ、ミィアはゆっくりと頷うなずいた。

「そのことも、先日全て母から知らされました」

「は、母……？」

　またしても鸚おう鵡む返がえしに聞き返してしまう。ミィアの母親ということはサイロンの奥おくさんでもあるわけで……と呆ぼう然ぜんと考えていると、アスナが俺の右みぎ腕うでを肘ひじで軽く押した。その刺し激げきで、やっと脳の回路が繫つながる。十年前、サイロンに恋こい人びとがいたことを、俺はすでにアスナに説明しているではないか。

「えっと……君のお母さんはもしかして、先代の領主ので……じゃなくて召めし使つかいだった……」

　危あやうくベータ時代の知識で「弟で子し」と言いそうになったが、幸いミィアは訝いぶかしむ様子もなくこくりと首しゆ肯こうした。

「はい……。母の名はセアーノ、十年前まで先代領主パイサーグルス様にお仕えしていたと聞いています」

　セアーノ。

　俺が彼女と出会ったのは、四ヶ月前のＳＡＯベータテストでのことだ。しかし印象は鮮せん烈れつで、目を閉じれば凜りんと整った顔立ちまですぐに思い出せる。言われてみれば、目の前のミィアにも幾いくらか面おも影かげがある気がする。

　スタキオンの呪のろいクエストの、正しい……いやもう何が正解なのか分からないので《ベータ時代のルート》では、スリバスの隠かくれ家がでサイロンに麻ま痺ひさせられ、袋ふくろ詰づめでスタキオンに運ばれた俺を、町の裏道で助けてくれたのがセアーノだ。

　かつては領主館の召めし使つかいであり、パイサーグルスに認められたほどのパズルの達人にして練達の剣士でもあった彼女は、十年前のある夜、激げき昂こうしたサイロンが黄金のキューブでパイサーグルスを殴なぐり殺ころすところを目もく撃げきしてしまった。

　本来ならばすぐに衛兵に知らせるべきだったが、セアーノは悩なやんだ末に口をつぐみ続けると決めた。なぜならセアーノはサイロンの恋こい人びとであり、またサイロンがパイサーグルスを殺したのは後こう継けい者しやにしないと言われたからだが、パイサーグルスが次の領主とするべく密ひそかに指導していた人物こそセアーノだったからだ。彼女はサイロンが部屋を出た隙すきに血ち塗ぬられたキューブを持ち出し、領主館の地下にある試練のダンジョンの最さい奥おう部ぶに封ふう印いんすると、ダンジョンに入るための鍵かぎをスリバスの町の隠かくれ家がに置き、召めし使つかいの職を辞した。

　セアーノがサイロンに期待したのは、自らの罪を悔くいてセアーノに全てを打ち明けてくれることだった。その時は鍵かぎの在処ありかをサイロンに教えるつもりだったのだが、サイロンは顔の潰つぶれた死体を名も知れぬ旅人だということにして、しかもパイサーグルスが旅人を殺したという話をでっち上げた。その結果、スタキオンには呪のろいのパズルが溢あふれ、それは徐じよ々じよに町の外にまで広がり始めた。

　ベータテストでは、俺とセアーノは領主館に忍しのび込こみ、サイロンと対たい峙じして説得に成功、黄金の鍵かぎを使って領主館地下のダンジョンに入った。三人で数多あまたのパズルと、本来は出現しないはずのアストラル系モンスター群を突とつ破ぱして最さい奥おう部ぶに辿たどり着つき、パイサーグルスの怨おん霊りようとパズル勝負をして勝利してキューブを回収、聖水で清めてから旅人の（その実パイサーグルスの）墓に供えると再び亡ぼう霊れいが現れ、サイロンを赦ゆるして大団円……というストーリーだった。

　しかし今回、罪を悔くいて呪のろいを解くべきサイロンはＰＫｅｒのモルテに殺されてしまった。常識的には俺とアスナのクエストにだけ影えい響きようするはずのその出来事が、なぜか全プレイヤーに適用され、サイロンはスタキオンから、いやアインクラッドから消しよう滅めつした。

　もはや、ベータ時代と完全に同じ手順でクエストをクリアすることはできない。黄金の鍵かぎは俺の手て許もとにあるのだから、領主館のダンジョンに入ってキューブを回収することはできるかもしれないが、はたしてそれだけでパイサーグルスの呪のろいが解けるだろうか。そもそも、なぜキーパーソンであるセアーノではなく、彼女の娘むすめだというミィアが俺たちの前に姿を現したのか？

「……セアーノさんは……君のお母さんは、いまどこに……？」

　慎しん重ちようにそう訊たずねると、少女は小さな唇くちびるを引き結び、そっとかぶりを振った。シャツの胸むな元もとから鉄の鍵かぎを引っ張り出し、それを見つめながら答える。

「……分かりません。母は、お父様が殺されたという知らせを受けた翌朝、書き置きとこの鍵かぎを残して姿を消してしまいました」

「書き置きには何て……？」

「あたしに宛あてた謝罪の言葉と、十年前に領主館で起きた旅人殺しの真相、そしてもし自分が戻もどらなかったらバローさんを頼たよれと……」

「バローさんって……？」

　どこかで聞いた名前のような気もするが、と思いながら質問を重ねると、ミィアではなくアスナが答えた。

「セアーノさんと同じ時期に領主館で園えん丁ていをしてたおじさんよ。わたしたち、三日前に話を聞いたでしょ」

「あ、ああ、そうか……」

　俺が呟つぶやくとミィアもこくりと頷うなずき、説明を加える。

「バローさんは、いま園えん丁ていをしているテローのお父さんです。十年前にあたしの父が先の領主パイサーグルス様を殺した……表向きには旅人が殺されてパイサーグルス様は失しつ踪そうされたということになっていますが、その後、母やバローさんを含ふくめて多くの使用人が館を去りました。でもテローは言葉の学びが遅おそくて、街で暮らすのは大変だろうと、父……新領主サイロンが引き取ったのです」

「……そうか……」

　隠かくれ家がに現れた大男の寡か黙もくさと主人への従順さを思い出し、やはりサイロンも根っからの悪人というわけではなかったのかなと考えながら、俺は小さく息を吐はいた。

　生まれた重苦しい沈ちん黙もくを、キズメルの静かな声が破った。

「ミィア。お前は先ほど、鍵かぎを持っている限り街の中でも安全ではないと言ったな。それはなぜだ？」

　確かにそれも気になるが、俺にとってはＮＰＣ同士が、恐おそらくだがシナリオのない会話をしているという状じよう況きようもなかなかに緊きん張ちようさせられるものだ。果たしてちゃんと会話が成立するのかと固かた唾ずを吞のんでいると──。

「……母がこの鍵かぎと手紙を置いて姿を消した日の夜、あたしと母がずっと暮らしていた広場近くの家に泥どろ棒ぼうが入ったのです。物音で目が醒さめたあたしが居間に行くと、黒ずくめの賊ぞくがこの鍵かぎを握にぎっていて、あたしを見ると短たん剣けんを抜いて襲おそいかかってきて……。その時はどうにか撃げき退たいし、鍵かぎも取り返したのですが、そのまま家に留まっていては危険だと思ったので、すぐにこの家に移ってきました」

「ほう？　ここは誰だれの家なのだ？」

「父……領主サイロンが、パイサーグルス様に弟で子し入いりして領主館に住み込む前に暮らしていた家です。父は一度も戻もどることはありませんでしたが、母はあたしを連れて、たまに掃そう除じに来ていたんです」

「なるほどな……。ならばこの家は、まだ賊ぞくには知られていないわけか」

　腕うで組ぐみをするキズメルの隣となりで、俺もなるほどね、と呟つぶやいた。ここは領主サイロンの生家というわけだ。あちこち調べれば何か見つかるかも──……いや待て、その前に。

　さっきミィアが、何か妙みようなことを言わなかっただろうか？

「ちょ、ちょっと待ってミィアさん。いま、短たん剣けんを持った泥どろ棒ぼうから鍵かぎを取り返したって言ったけど……ミィアさんが一人でやっつけたの？」

　俺が少女の台詞せりふを思い出そうとした時、アスナが身を乗り出して訊たずねた。そう、引っかかったのはそこだ。ミィアは撃げき退たいしたと簡単に言ったが、十歳そこそこの女の子にそんな真ま似ねができるものなのか。

　改めて、おかっぱ頭の少女をまじまじと眺ながめる。灰色のマントを羽織ったままだが、体つきの華きや奢しやさは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。膝ひざの上で重ねられた両手も人形のように小さく、剣はおろかナイフだって振ふり回まわせそうにない。

　そのミィアはこくりとアスナに頷うなずきかけると、表情を変えずに言った。

「はい、あたしは小さい頃ころから、母に……」

　しかし言葉を最後まで聞くことはできなかった。いきなりガシャーンと硬こう質しつな破は砕さい音おんを響ひびかせて、薄うす暗ぐらい居間の奥おくにある小窓が割れた。

「なんだ!?」

　叫さけびながら立ち上がろうとした俺が見たのは、床ゆかでバウンドしてこちらに転がってくる黒い球体だった。野球ボールほどのそれを見た途と端たん、キズメルが張はり詰つめた声で叫さけんだ。

「皆みな、息を止めろ！」

　反射的に限界まで空気を吸い込み、口を引き結ぶ。同時にボールが二つに割れ、中から紫むらさき色いろの煙けむりがもうもうと湧わき上あがる。

　──また毒どく煙えんかよ！

　と頭の中で毒づきながら、俺は背中のソード・オブ・イヴェンタイド＋３を引き抜いた。毒の種類は分からないが、この手のイベントが煙けむり玉だまだけで終わるはずがない。

　隣となりではアスナが素す早ばやくウインドウを操作し、お面のようなものをオブジェクト化した。革かわ製せいのそれは、殺されたサイロンがドロップした防毒マスクだ。自分で使うのかと思いきや、ローテーブルを飛とび越こえてミィアの小さな顔に被かぶせる。

　直後、再びガラスが割れた。今度は大きな両開きの窓が鎧戸ごと砕くだけ散ちり、そこから黒々とした人ひと影かげが二つ、室内に飛とび込こんでくる。床ゆかで滑なめらかに前転して立ち上がり、二人同時に短めの曲刀を引き抜く。頭上に浮うかぶカーソルはくっきりとした黄色、表示されているテキストは【Unknown Burglar正体不明の侵入者】。プレイヤーではなくＮＰＣだ。

　こちらに向けられた、剃刀かみそりのように鋭するどい刃やいばがぎらっと光った途と端たん、俺はようやくここが街中だということを思い出した。

　イベント戦せん闘とう──なのだろうが、しかしこの家は犯罪防止コード圏けん内ないなのだ。圏けん内ないにはモンスターは入ってこないし、プレイヤーのＨＰは完全に保護され、何があろうと一ドットたりとも減らない。それがＳＡＯの絶対的ルールではなかったか。

　……いや。

　プレイヤーからプレイヤーへの攻こう撃げきは犯罪だろうが、ＮＰＣがシナリオに即そくしてプレイヤーを攻こう撃げきするのは果たして犯罪と呼べるだろうか？　俺はいままで経験したことはないが、圏けん内ないでクエストの一いつ環かんとしてイベント戦せん闘とうが起きた場合は、コードは俺たちを守ってくれないのかもしれない。

　テーブルの向こうのアスナ、ミィアに向けて「下がれ！」と叫さけびたいが、息を止めているのでそれもできない。半はん透とう明めいの紫し煙えんはすでに顔の高さにまで達していて、吸い込んだ瞬しゆん間かんに何らかのデバフを課せられるだろう。たとえコードが機能しなくても継けい続ぞくダメージ程度ならポーションがぶ飲みで耐たえてみせるが、今回も麻ま痺ひ毒どくだったら目も当てられない。手て振ぶりだけでどうにか意思疎そ通つうを図はかりながら、愛あい剣けんを構えて前に出る。

　すぐ右側に、サーベルを抜いたキズメルが立った。彼女は激レアな解げ毒どく指輪を装備しているはずだが、毒どく煙えんに巻まかれている状態ではさして意味がない。

　黒ずくめの乱入者たちは、頭を布で隙すき間まなく覆おおった上に、サイロンのものとデザインは違ちがうが防毒用であろうマスクを装備していて素す顔がおはまったく見えない。

　二人は黒光りする曲刀を構えたまま、すぐには襲おそってこなかった。それはそうだろう、ほんの三、四十秒も待てばこちらの息が持たなくなるのだから。つまり俺たちは、その前に敵を排はい除じよしなくてはならない。キズメルと一いつ瞬しゆんだけアイコンタクトしてから、同時に床ゆかを蹴ける。一いつ瞬しゆん遅おくれて、黒くろ覆ふく面めんの賊ぞくも飛びかかってくる。

　剣を交えた瞬しゆん間かん、敵のカーソルが鮮あざやかな赤へと変わった。レベル20の俺の目にも色味がかなり濃こく映る。鍔つば迫ぜり合あいの圧力も、四層のガレ城で戦った強敵フォレストエルブン・インフェリアナイト並みだ。

　歯を食い縛しばって敵てき刃じんを押おし返かえそうとしていると、早くも息が苦しくなってきた。隣となりのキズメルも斬きり結むすぶサーベルから火花を散らしているが、エリート騎き士しの腕わん力りよくをもってしてもひと息に斬きり伏ふせるというわけにはいかないようだ。どうにかしてこの膠こう着ちやく状態を破らないと、毒にやられてしまう…………

「キリトさん、キズメルさん、内側に避よけて！」

　いきなり背後で、幼くも凜り々りしい声が響ひびいた。反射的に体を右にずらすと、鮮あざやかな朱しゆ色いろの閃せん光こうが俺の左ひだり脇わきを突き抜けた。

　ドカカッ！　と立て続けに衝しよう撃げき音おんが響ひびき、黒ずくめの賊ぞくは胸から三本のエフェクト光を引きながら吹ふき飛とんだ。一いつ瞬しゆん遅おくれて、キズメルが斬きり結むすぶ賊ぞくもまったく同じ攻こう撃げきを食らい、奥おくの壁かべに叩たたき付つけられる。

　キズメルをフォローしたのはアスナだ。そして俺を助けてくれたのは──ミィア。使用したソードスキルも、アスナと同じ細さい剣けん三さん連れん突づき《トライアンギュラー》。

[image: ]

　度ど肝ぎもを抜かれ、俺は少々短めだが高級そうなレイピアを握にぎる革かわマスクの少女を見下ろした。しかしすぐに視線を前に戻もどす。このチャンスを無む駄だにはできない。転てん倒とう状態の敵に追い打ちを加えるべく、キズメルと一いつ緒しよに跳ちよう躍やくする。

　だが、二人の賊ぞくは揃そろって腰こしに左手をやると、ベルトから何かを引き抜いて投とう擲てきしてきた。どうにか剣で弾はじいたが、その隙すきに黒ずくめたちはぬるりと立ち上がり、バック転の要領で割れた窓から外へと出た。

　しゅたたた……と足音が遠ざかっていく。逃がすか！　と脳内で叫さけび、俺も窓まど枠わくを飛とび越こえて家の裏庭に出る。そろそろ限界だった肺に新しん鮮せんな空気を送おくり込こみながら、開け放たれた木戸を潜くぐって素す早ばやく左右を見み渡わたすが、白昼の裏通りにはもう人ひと影かげはなく、赤いカーソルも見えない。

「……逃げたか」

　背後でそんな声が聞こえたので振り向くと、ダークエルフの騎き士しが厳しい顔で立っていた。頷うなずき、庭に戻もどって木戸をしっかり閉める。

「逃にげ足あしの速さといい、相当な手て練だれだったな……。キズメルがいてくれてよかったよ。まあ、キズメルにはいいとばっちりだけどさ」

　俺の言葉に、騎き士しは表情を崩くずすことなくかぶりを振った。

「いや、そうでもなさそうだ」

「へ……？」

　《スタキオンの呪のろい》はあくまで人族同士の因いん縁ねんが引き起こした事件であって、エルフ族には何の関係もないのに……と言おうとした俺の鼻先に、キズメルは何やら細長いものを突き出してきた。賊ぞくが逃げる直前に投げたピックか、と考えながら視線をフォーカスさせた瞬しゆん間かん、俺はあんぐりと口を開けた。

　ほっそりした指が摘つまんでいるのは、六角の螺ら旋せんを描えがく忌いまわしき毒針──《スパイン・オブ・シュマルゴア》に他ならなかったからだ。

　最初に考えたのは、逃げた黒ずくめたちの覆ふく面めんの中身は、もしかしてモルテとダガー使いだったのか、ということだ。しかしさすがにそれは有り得ない。赤に変わる前のカラーカーソルはキズメルのそれと同じ黄色だったし、プレイヤーならカーソルは赤ではなくオレンジに変化したはずだ。

　しかし、ならば、あの二人はいったい──。

「奴やつらが持っていた薄うす刃ばの三日月刀には見覚えがある」

　立たち尽つくす俺の耳に、キズメルの低い声が届いた。

「あれは、フォールンどもの暗殺者が使う剣だ」

「…………フォールンって、フォールン・エルフ？」

　言わずもがなのことを訊たずねると、騎き士しは軽く眉まゆを持ち上げた。

「おいおい、しっかりしろキリト。アインクラッドにはフォールン・ゴブリンやフォールン・オークはいないぞ」

　いっそそっちのほうがまだしもだよ、と脳内で呟つぶやきながら、ぎこちない頷うなずきを返す。

「あ……ああ、うん、そうだよな。でも……どうしてフォールン・エルフがこんなところに？　このク……事件には、エルフはまったくかかわっていないのに……」

「ふむ、確かにな。私がガレ城から尾び行こうされた可能性もなくはないが、その場合は人族の街で襲おそわずとも、荒こう野やや森を歩いている時にいくらでも機会はあっただろう」

　的確な推論に、俺はただ頷うなずくことしかできない。しかし、だとすると狙ねらわれたのは──。

　振り向くと、割れた窓の右側にある裏口からアスナとミィアが出てくるところだった。右手にシバルリック・レイピアを下げたアスナは最大警けい戒かいモードで素す早ばやく周囲を見回し、いっぽうミィアは顔にまだ防毒マスクを被かぶったままだ。《トライアンギュラー》を繰くり出だしたレイピアは、灰色マントの内側に吊つられた鞘さやに収められている。

　とことこ歩み寄ってきた少女は、襲しゆう撃げきの直後なのに落ち着いた口調で、俺とキズメルの会話が聞こえていたかのように断言した。マスクのせいで多少声が籠こもっているが、聞き取れないほどではない。

「さっきの奴やつらは、一昨日あたしの家に忍しのび込こんだ泥どろ棒ぼうとまったく同じ格好でした。狙ねらいは今回も、母が置いていった鍵かぎだと思います」

「…………そ、そうか……」

　ということは、十歳そこそこの女の子であるミィアは、ただのコソ泥どろではなくフォールン・エルフの密みつ偵ていだか暗殺者だかをたった一人で撃げき退たいしたわけだ。先刻の、アスナと比べても遜そん色しよくないソードスキルの冴さえを見ればいちおう納なつ得とく……するのはなかなか難しい。年ねん齢れいだけなら、一層のアニール・ブレードのクエストで出で遭あった病弱な少女アガサと一、二歳ほどしか違ちがわないのだ。

　しかしいまは、疑問の解消よりも優先すべきことがある。俺は腰こしのポーチに入れていた鉄の鍵かぎを取り出し、ミィアが被かぶる革かわマスクと同じ高さに持ち上げた。少女が首に下げているもう一つの鍵かぎと反応し、かすかな共鳴音を響ひびかせるそれを見つめながら問いかける。

「ミィア、この鍵かぎは何なんだ？　どこで使うものなのか、君は知ってるのか……？」

「いえ……」

　少女は首を横に振ったが、すぐにまた言葉を重ねた。

「母の手紙には、父との思い出の品だから大事に持っていてほしいとしか書いてありませんでした。もし危険な人たちに狙ねらわれていると知っていたら、決してあたしの手て許もとに置いていったりはしなかったと思います」

「そうか……」

　これは失しつ踪そうした母親セアーノを見つけないと何も解わからないパターンかな、と考えていると、キズメルが中ちゆう腰ごしになってミィアに語りかけた。

「ミィア、お前はどうやって我々を見つけたんだ？　裏道で私に気付かれる前から後をつけていたのだろう？」

「はい……おかしな真ま似ねをしてすみません、皆みなさんが泥どろ棒ぼうの仲間じゃないことを確かめたいと思って……」

「いや、責めているわけではない。お前が置かれた状じよう況きようならそうするのが当然だ」

　キズメルの優やさしい口調に、ミィアはマスクを被かぶったままの顔をこくりと頷うなずかせ、可愛かわいらしい右手でシャツの上から胸むな元もとを押さえた。

「……母が置いていった鍵かぎは、キリトさんがお持ちの、父が身につけていたその鍵かぎと引き合っています。距きよ離りが離はなれていても、二つが完全に向かい合うとかすかに震ふるえるんです」

「え、ほんとに……？」

　俺は自分が持つ鍵かぎの高さと角度を微び調ちよう整せいし、ミィアの首からぶら下げる鍵かぎと正対するようにした。すると確かに、紐ひもの先で鍵かぎが小刻みに振しん動どうする。同じ震ふるえを感じたのだろう、ミィアがぴくりと体を動かす。

　どうやら二つの鍵かぎは、振しん動どうで互たがいの方向を、共鳴音で距きよ離りを知らせる仕組みになっているらしい。それを理解していれば、込こみ入いったスタキオンの街中で俺たちを見つけることは難しくないだろう。だがそれが解わかっても、いったいどこの鍵かぎ穴あなを回すためのものなのかという疑問は残る。そして、なぜ無関係のはずのフォールン・エルフがこの鍵かぎを狙ねらうのかという疑問も。

「ねえ、キリトくん」

　サイロンの形見となった鍵かぎを仔し細さいに眺ながめていると、ミィアの左ひだり肩かたに手を置いたままのアスナが何かに気付いたように言った。

「スリバスの隠かくれ家がで見つけた黄金の鍵かぎは、その鉄の鍵かぎとは反応しないの？」

「へ？　いや、どうだろ……」

　首を捻ひねりつつ、俺はウインドウを開いた。ストレージの大事なもの欄らんから黄金の鍵かぎを取り出し、ついでにクエストログもチェックするが、最新のテキストは『スタキオンの領主サイロンが盗とう賊ぞくに殺されてしまった。残された二つの鍵かぎを使うべき場所を見つけなければならない』という一文から変化していない。

　そもそもこれ誰だれが書いたんだよ……という疑問を吞のみ込こみ、ウインドウを消す。右手に鉄の鍵かぎをぶら下げ、黄金の鍵かぎには紐ひもがついていないので左手で摘つまんで向き合わせて、近づけたり遠ざけたりするが震ふるえたり音を出したりする様子はない。

　しかし、改めて二つを並べると、色以外はよく似ている。アインクラッドで登場する鍵かぎは、ファンタジー世界に似つかわしいウォード型ばかりなのでどれも似通っていると言えば言えるのだが、頭のデザインにも歯の凹おう凸とつ具合にも共通点が多い。

「それ……」

　小さな声が聞こえ、俺は視線の焦しよう点てんを動かした。一歩前に出たミィアが、革かわマスク越ごしに黄金の鍵かぎをまじまじと見上げている。

「その金色の鍵かぎは、十年前に母が領主館から持ち出したものですか？」

「あ……ああ、そうだと思う。スリバスの町にあるパイサーグルスの隠かくれ家がで見つけたんだ」

「もしかしたら……」

　一いつ瞬しゆん言いよどんでから、ミィアは呟つぶやくように続けた。

「もしかしたら母は、その鍵かぎを探しに行ったのかもしれません」

「え……」

　啞あ然ぜんとする俺の代わりに、ミィアの背後に立つアスナが頷うなずいた。

「そっか、有り得るわね。園えん丁ていのテローさんはサイロンさんに従ってたけど、わたしたちを麻ま痺ひさせて領主館の地下迷めい宮きゆうに閉じ込めるっていう命令は理解してても、その目的までは教えられてなかったんじゃないかしら。だとすると、セアーノさんには黄金の鍵かぎがどうなったのかを説明できなかったのかも……」

「ええ、母が姿を消す前の晩にテローが訪ねてきた時、あたしもその場にいましたが、テローの口からは鍵かぎの話は出ませんでした」

「つまり……セアーノさんはスリバスの隠かくれ家がに行ったのか？　いや、地下迷めい宮きゆうはこの鍵かぎがないと開かないんだから、鍵かぎが持ち出されたことは彼女にも解わかるはずだ。サイロンが殺された後、鍵かぎを持っている可能性があるのは賊ぞくと俺たち……ってことは、セアーノさんはこの三日間ずっと、俺たちを探してる……？」

　俺の推論に異を唱えたのはキズメルだった。

「いや、そうではあるまい。黄金の鍵かぎを持っている者は鉄の鍵かぎも持っているだろうし、セアーノ殿どのは二つの鍵かぎが反応することを知っていたのだから、現在の所有者を探すつもりなら鉄の鍵かぎの片割れを家に置いてはいかなかっただろう」

「あ、ああ……そりゃそうか……」

　確かに鍵かぎを置いていくのは、ナントカレーダーを持たずにナントカボールを探すようなものだ。となるとセアーノはどこに……

「キリト、よく考えてみろ」

　再びキズメルに、お姉さんのような──あるいは先生のような口調で名前を呼ばれ、俺は間ま抜ぬけ面で応答した。

「へ？　何を？」

「鍵かぎというのは、それだけでは何の役にも立たん。持ち去られた鍵かぎが、必ず使われる場所があるはずだろう？」

「あ……そ、そうか」

　呟つぶやき、俺は北の空を見上げた。裏通り沿いに立ち並ぶウッドブロック製の家々の屋根越しに、スタキオンの北ほく端たんにそびえ立つ白はく亜あの領主館が垣かい間ま見みえる。

　園えん丁ていテローの話を聞いたセアーノは、サイロンを襲おそった賊ぞくの目的は黄金の鍵かぎの強ごう奪だつだと推測したのだろう。実際にはモルテたちの狙ねらいは黄金の鍵かぎではなく俺とアスナの命だったのだが、ＰＫ集団の知識がないセアーノにそれが解わかるはずもない。

　黄金の鍵かぎを奪うばった賊ぞくを探すなら、確かに鉄の鍵かぎは不要だし、可能性は低いが黄金の鍵かぎと鉄の鍵かぎを違ちがう人間が持っていた場合は無む駄だ足あしを踏ふんでしまう。それよりは、キズメルの言うとおり賊ぞくが鍵かぎを使うであろう場所に張はり込こむほうがずっと確実だ。

　俺と共きよう闘とうしたベータ時代の彼女は、聡そう明めいで忍にん耐たい強づよい剣士だった。姿を消してからの三日間、領主館地下迷めい宮きゆうの入り口付近に身を潜ひそめてひたすらに賊ぞくを待っているということは有り得る。だが残念ながらそれこそが無む駄だ足あしだ。黄金の鍵かぎはまだ俺が持っているし、モルテたちは鍵かぎにもキューブにも興味はないのだから。

「……セアーノさんが領主館にいるなら、早く合流して事情を説明しないと……」

　俺の言葉にキズメルとアスナは素す早ばやく頷うなずいたが、ミィアは無言のままだった。数秒後、かぶったままのマスクを少しだけ上向け、どうにか聞き取れる下限の声量で訊きいてくる。

「キリトさん、それにアスナさん……あたしの父はあなた方を騙だまし、毒まで使って拉ら致ちして、危険な任務を無む理り強じいしようとしました。悪事は悪事を呼ぶものです……道中で賊ぞくに襲おそわれて殺されたのも神しん罰ばつというものでしょう。母が父の仇あだを討うとうとしているのだとしても、皆みなさんに手助けして頂く道理はありません。あたしも、お二人に危険を警告するだけのつもりだったんです……なのに、どうしてそこまでして下さるのですか？」

「え……ええと……」

　少女の言葉は至し極ごくもっともで、すぐには答えられない。

　俺はセアーノに助けられたが、それはあくまでベータテスト時代の話だ。この世界の彼女は俺の顔も名前も知らないだろうから、俺とアスナを麻ま痺ひさせて袋ふくろ詰づめにしたサイロンの仇あだ討うちに協力する理由はない。《スタキオンの呪のろい》クエストがまだ進行中だという事情があるにはあるが、それをミィアに言っても伝わらないし、俺自じ身しんもうクエストの正解ルートなどどうでもいいという気分になっているのだ。

　そのあたりをどう説明したものか迷っていると──。

「道理とか理り屈くつじゃないわ」

　ミィアの前に回り込んだアスナが、中ちゆう腰ごしになってそう言った。

「ミィアさんはわたしたちに危険を知らせようとしてくれたのよ。そのあなたが困っているなら、もちろん助けるわよ。お母さんのこと、心配なんでしょう？」

「…………」

　再び数秒間黙だまり込こんでから、ミィアはこくりと顔を縦に動かした。

「……はい。あの……ありがとうございます、アスナさん、キリトさん、キズメルさん」

「何、構わんよ。さっき襲おそってきた連中とは、私自身も浅からぬ因いん縁ねんがあるしな……」

　微ほほ笑えんでそう答えたキズメルが、軽く首を傾かしげた。

「それはそうとミィア、いつまでその仮面を被かぶっているのだ？　毒はもう消えたぞ」

「あ……ええ……」

　頷うなずいたミィアは、両手をマスクの側面まで持ち上げたが、そこでアスナに視線を移した。

「あの、アスナさん。この仮面、もう少しお借りしていていいですか？」

「え……？　もちろん構わないけど、息苦しくない？」

「大だい丈じよう夫ぶです。これを被かぶっていると、なんだか落ち着くんです」

「そ、そう……」

　なおも訝いぶかしそうに答えたアスナが、一いつ瞬しゆんぴたりと動きを止めた。彼女が考えたことは、俺にも解わかった。ミィアが被かぶっている防毒マスクは、死んだサイロンのものだ。十年間も離はなればなれだった、それどころか会ったことさえないのかもしれない父親の匂においに十歳の少女が安らぎを感じているなら、外せとは絶対に言えない……せっかくの美少女剣士が外見的に多少残念なことになってしまうとしても。

　もう一度頷うなずき、すっくと立ち上がったアスナは、ミィアの背中に右手を触ふれさせて言った。

「それじゃあ、一いつ緒しよに領主館まで行きましょう。きっとお母さんはそこにいるわ」

「はい！」

　ミィアがきっぱりと答えた、その途と端たん。

　俺の視界左上に浮うかぶ三つのＨＰバーの下に、四つ目のバーが現れた。Ｍｙｉａという名前の横に表示される小さな数字を見た途と端たん、俺は「ドーナッティ!?」と──どうなっているのだの略だ──叫さけびそうになるのを辛からくも堪たえた。

　現在、俺のレベルは20でアスナが19。五層で別れてから抜かれたらしくキズメルが21──そしてミィアのレベルは、23。

　キズメルは、同レベルのＮＰＣやモンスターより強化されたステータスを持つエリートクラスＮＰＣなので単純に比ひ較かくはできないが、少なくともミィアはキズメルと同等の戦せん闘とう力りよくを持っているということになる。

　──サイロン殺しの犯人と思われなくてよかった。

　──ていうか、そのうちＮＰＣのパーティーメンバーのほうが多くなりそう。

　などと考えながら、俺は少々ぎこちなく足を動かし、木戸から裏通りに出た。
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　残念ながら、領主館の地下でセアーノを見つけることはできなかった。

　出会えなかったのは彼女だけではない。人ではなくアイテムだが、この上なく重大な代しろ物ものが領主館から消え去っていたのだ。

　領主サイロンが死んだ──いまのところ失しつ踪そう扱あつかいになっているようだが──せいか、使用人の数もごっそり減って寂せき寥りようとした雰ふん囲い気きの領主館に到とう着ちやくした我わが四人パーティーは、真っ先に地下二階にあるダンジョンの入り口へと向かった。しかしそこにセアーノの姿はなく、もちろん大理石の扉とびらも固く閉ざされたままだったので、いったん外に出て園えん丁ていのテローを探した。

　裏庭の隅すみっこでようやく発見されたテローは、俺とアスナのことを憶おぼえているのかいないのか、最初は何を訊きいても「知らない」「分からない」と繰くり返かえすばかりだったが、革かわマスクを被かぶったミィアに「何を隠かくしているの」と厳しく追つい及きゆうされ、ようやく白状した。

　サイロンが殺された次の日──つまり一月二日の午前中に突とつ然ぜんセアーノが姿を現し、テローに手伝わせて地下迷めい宮きゆうの裏口の扉とびらを開けたというのだ。その話を聞いた瞬しゆん間かん、俺は今度こそ我が慢まんしきれずに「アンダリャー!!」と──なんですかそれはの略──叫さけんでしまった。

　裏口。そんなものがあるのなら、表口の鍵かぎなどまったく無用の長物ではないか。サイロンもそこから入って、さくさくっと黄金のキューブを回収すればよかったのだ。脱だつ力りよくの勢い余ってその場で体たい育いく座ずわりする俺に、アスナにそっと耳打ちして曰いわく。

「ダンジョンって、最後の部屋からすぐ外に出るための通路とか裏口があるのが普ふ通つうなんじゃないの？」

　ＳＡＯに囚とらわれるまではＲＰＧなど触さわったこともなかったと思われる細さい剣けん使つかいにそう言われてしまえば、いつまでもふて腐くされてはいられない。それによくよく考えれば、裏口の存在を知っているのは以前にダンジョンを突とつ破ぱしたことのある人間に限られるわけで、領主館の地下で言えば有資格者はパイサーグルスとセアーノだけ、しかも前者は故人だ。俺もベータ時代なら突とつ破ぱ経験があるが、あの時は黄金のキューブを入手した直後にテレポートで入り口に戻もどされたと記き憶おくしている。

　思い返してみると、ベータの時は転移門とハラスメント防止コード以外にもテレポート現象が頻ひん繁ぱんに起きていたのだが、正式サービスではほぼ全て取り除かれている印象だ。死亡時の、黒こく鉄てつ宮きゆうへのテレポートも含ふくめて。

　そんなことを考えながら立ち上がった俺は、気を取り直してテローにダンジョンの裏口まで案内してもらった。裏庭の片かた隅すみに設置された石像が大男の腕わん力りよくによって台座ごとずらされるとその下に階段が出現したので、四人一列になって下り、本来は数多あまたのパズルとお化けとボスモンスターを乗のり越こえねば辿たどり着つけない最後の部屋に入った。

　予想はしていたが、そこには血ち塗ぬられた黄金のキューブも、そしてミィアの母セアーノの姿もなかった。

　さしたる収しゆう穫かくもなく領主館を出た俺たちは、壮そう麗れいな門から十メートルほど離はなれた場所で立ち止まり、しばし無言で顔を見合わせた。

「……ひとまず、どこか落ち着ける場所で状じよう況きようを整理してみない？」

　アスナの提案に、キズメルとミィアが首を縦に振る。もちろん俺も賛成だが、プレイヤーとＮＰＣが二人ずつ、しかもアスナを含ふくめた三人が怪あやしげなフード姿というパーティーはいささか目立つし、施せ錠じようした家にいても襲しゆう撃げきされたのだから街の中に絶対安全な場所はないと考えるべきだろう。

「……いっそ、人がたくさんいる大通り沿いのオープンテラス席とかのほうが、襲おそわれる危険は少ないかもな……」

　目立ってしまうのは諦あきらめて安全を優先すべきかと考えてそう提案すると、アスナが反応するより早くキズメルが口を開いた。

「お前たちは……ミィアもだが、この街にまだ用事があるのか？」

「え……？」

　アスナと顔を見合わせてから、再びキズメルを見る。

　用事というか、予定があると言えばある。クエストについて調べたあとは、スタキオンの転移門で一層に移動して、キズメルにはじまりの街を案内する計画だったのだ。しかし状じよう況きようがこうなってしまうと観光中も襲しゆう撃げきに備える必要がありそうだし、ミィアを連れていくのかという問題もある。

「ええっ……と……」

　俺の間延びした間投詞を聞いただけで言いたいことを察したのか、キズメルはフードの奥おくの口くち許もとに仄ほのかな笑えみを浮うかべ、アスナに顔を向けた。

「アスナ、私のために色々予定を立ててくれたことは本当に嬉うれしく思っている。しかし、フォールンどもに狙ねらわれているミィアを放り出して物もの見み遊ゆ山さんをするつもりにはなれない。以前の私なら、人族の揉もめ事ごとに興味を持つことなどなかっただろうが……キリトとアスナが私を助けてくれたように、いまは私もミィアを助けたいと思っているのだ」

　それを聞いたアスナは、ゆっくりと一度瞬まばたきしてから、はっとするほど優やさしい……慈じ愛あいすら感じさせる笑えみを浮うかべた。

「予定のことなら大だい丈じよう夫ぶよ、わたしたちには幾いくらでも時間があるもの。問題が全部片付いてから、また計画を立てればいいわ。それに、ミィアさんを放っておけないと思っているのはわたしも、多分キリト君も同じだから」

　そう言い切ると、左手をミィアの肩かたに乗せる。アスナも少女のレベルを把は握あくしているはずだが、彼女にとってそんなことは問題ではないのだろう。

　同様にミィアも、自分の剣の腕うでを鼻に掛かける気配など微み塵じんもなく、俺たちに向けて深々と頭を下げた。

「ありがとうございます……。あたしにはもう、母がどこにいるのか、何をしようとしているのか見当もつきません。どうか、皆みなさんのお力を貸して下さい」

「無論だとも」

　即そく座ざに応じたキズメルは、俺に視線を戻もどして言った。

「そこで、提案なのだが……いったん、ミィアを連れて城に戻もどらないか？　あそこならフォールンに襲おそわれる気き遣づかいはないし、落ち着いて話せる場所もたくさんある」

「えええ!?」

　再び声を上げてしまったが、犯罪防止コードがあてにならない現在、安全面ではガレ城に勝まさる場所はないだろう。問題は、ミィアが自分の家から、いやスタキオンから離はなれることを承しよう諾だくするかどうかだが──。

　そう懸け念ねんしつつ、俺はミィアにガレ城のことを説明した。すると少女は、円形の覗のぞき穴あなの奥おくで瞳ひとみを輝かがやかせ、ほんの少しだけ勢いづいた声で言った。

「あたし、エルフのお城に行ってみたいです」




　スタキオンの街を出た俺たちは、再び深い森を最短コースで突とつ破ぱし、残り少なくなってきた《ヴィルリの雫しずく》を靴くつに垂らしてタルファ湖を渡わたった。第二エリアの荒こう野やを北上するあいだにまたしても赤い実を鈴すずなりにしているサボテンを見つけたので、そこで小休止して四人で綺き麗れいに食たべ尽つくす。数時間ぶりに革かわマスクを外したミィアが、大きな瞳ひとみをいっそう丸くして「こんなに美お味いしい果物は食べたことがないです」と言うと、今度もキズメルが幾いくらか自じ慢まんそうに、一年で三十分しか実を付けないのだと説明した。

　涸かれ谷だにエリアの巨きよ大だい毒虫は相変わらず手て強ごわかったが、キズメルに加えてミィアという手て練だれがパーティーに加わったので安定して処理できた。俺の中のゲーマーな部分が、このまま半日ぐらい定てい点てん狩がりしちゃえよと唆そそのかしてきたがさすがに十歳の女の子をパワーレベリングの道具にはできない。それでも、昨日南エリアのダンジョンで稼かせいだぶんと《瑪め瑙のうの秘ひ鍵けん》クエストのクリアボーナスを合わせて俺がレベル21、アスナが20になり、キズメルとミィアが拍はく手しゆで祝福してくれた。

　午後一時を数分回った頃ころ、俺たちはガレ城手前の大だい峡きよう谷こくに到とう着ちやくした。

「わあ……！」

　彼方かなたにそびえ立つ巨きよ大だいな城門を見た途と端たん、ミィアが感かん嘆たんの声を響ひびかせる。十年間スタキオンから出たことがないらしいので、黒エルフの壮そう麗れいな建築物を見た感激は、俺が生まれて初めて川かわ越ごえ城じよう跡あとを訪おとずれた時とは比べものになるまい。そもそも川かわ越ごえ城じようには天守閣が存在しないので、城らしさはあまり感じられないのだが。

　しばらく前の俺なら、「ＮＰＣにとっての感激とはいったい……」などと思おもい悩なやんだに違ちがいないが、ここ数日で俺のＮＰＣ、いやＡＩ観は再三ならずアップデートされてしまった。もう、キズメルやヨフィリス子し爵しやくだけが特別なＮＰＣなのだとは思わないほうが良さそうだ。

　昔の水路の遺構だという石橋を渡わたって門に近づくと、鐘かねが高らかに鳴なり渡わたり、分厚い門もん扉ぴが左右に開き始めた。そこでようやく、ミィアは人族であり黒エルフのクエストも受けていないことに気付いたが、衛兵たちが見み咎とがめる様子はない。キズメルが一いつ緒しよにいるからかもしれないが、あとでミィアのぶんもシギルリングを貰もらえるか訊きいてみるべし心のメモ帳に書かき込こみ、半分まで開いた門を小走りに通とおり抜ぬける。

　雄ゆう渾こんな枝えだ振ぶりの霊れい樹じゆと、その後方にそびえる城じよう郭かくを見上げたミィアが、再び嘆たん声せいを漏もらす。崖がけに沿って円えん弧こを描えがくガレ城の造りは、直線と直角しかないスタキオンの市街とは正反対なのでさぞ見応えがあるだろう。事件が片付いたら五層の主街区カルルインや四層のヨフェル城、三層のズムフトあたりにも連れていってやろうかな……などと考えていると、碧へき葉ようのケープのフードを下ろしたキズメルが、アスナに問いかけた。

「話はアスナたちの部屋でするか？　それとも大食堂で？」

　同じくフードを外しながら、細さい剣けん使つかいはきっぱりと答えた。

「お風ふ呂ろで」

　俺に拒きよ否ひ権けんがないことは解わかっていたが、一いち縷るの望みを託たくしたミィアも屈くつ託たくなく了りよう承しようしたので、やむなく三人の後に続く。西せい翼よくの階段を使って地下に移動し、休きゆう憩けい室しつで男女に分かれて脱だつ衣い所じよへ。こうなったら俺だって海パンなんて穿はいてやらないもんねーと空むなしい意地を張りつつ温泉に先回りし、天てん井じようから垂れ下がる霊樹の根の、繭まゆ玉だま状じように凹へこんでいる部分にすっぽり腰こし掛かける。

　白はく濁だくしたお湯に肩かたの下まで浸つかった途と端たん、思わず「ふひぃ……」と声を出してしまう。強行軍でスタキオンまで往復し、埃ほこりっぽい涸かれ谷だにで散々戦ったあとの温泉は、悔くやしいが最高であると認めねばなるまい。弾だん力りよく感かんのある根っこに寄より掛かかって目を閉じていると、すうっと意識が拡散しそうになる。現実世界なら入浴中に寝込んでしまうと脱だつ水すいや溺でき死しの危険があるらしいが、仮想世界なら……いや、ここでも風ふ呂ろで寝ね落おちしてアバターが水すい没ぼつすれば、溺おぼれ状態になってＨＰが減るのだろうか。だとしても、植物性の芳ほう香こうが仄ほのかに漂ただようお湯の中で全身を弛し緩かんさせる快感には抗あらがいがたい──……

「あれ、まだなのかな」

　あまり遠くない場所でそんな声が聞こえたが、七割方寝ね落おちしていた俺はすぐには反応できなかった。

「色々支し度たくがあるんだろう」

　と、別の声。すぐに最初の声が、

「あのヒトに支し度たくすることなんかあるのかなぁ……。まあいいわ、根っこのところで待ってましょ。昨日見つけたんだけど、このへんに安あん楽らく椅い子すっぽく凹へこんだところが……」

　いきなり体の上に何か柔やわらかいものがのしっと乗っかってきたので、これにはさすがに反応せざるを得ず、俺は「ほあっ!?」と叫さけんだ。

　その後引き起こされたクライシスが収束するのに、二分以上の時間を要した。

「まったく……真ん中の線からこっち側に入らないって約束でしょ」

　ぷんすか、というオノマトペが可視化されそうな声が湯気の向こうから聞こえてきて、俺は勝ち目のない抗こう弁べんを試みた。

「その椅い子すっぽいとこ、ちょうど境界線ぐらいだと思うんだけど……」

「い[image: おんびき]え！　少なくとも三センチは女湯に寄ってます！」

　そう断言するアスナは、俺から取り上げた繭まゆ玉だまスペースにちゃっかり収まり、膝ひざにミィアを座すわらせている。そのすぐ近くではキズメルが太い根っこに腰こし掛かけているが、三人の姿は濃のう密みつな湯気に遮さえぎられてシルエットすら見えない。女性陣の位置を把は握あくできるのは、緑と黄色のカラーカーソルが表示されるからだ。

「だいたい、先に入ってたならひと声掛かけるべきよ。こんなとこにすっぽり隠かくれてるなんて、おかしな意図があったと思われても仕方ないわよ」

　なおもぶつくさ言い続けるアスナの声に、ミィアの無む邪じや気きな声が重なった。

「あたし、アスナさんとキリトさんはごきょうだいか恋こい人びと同士なんだと思ってました」

「ち……違ちがうわよぜんぜん！　アレはただのパーティーメンバー……ええと、相棒とか道連れとかお供とか、そんな感じだからね！」

[image: ]

　アスナの動転した叫さけび声ごえを聞きながら、俺はミィアの言う「ごきょうだい」は「ご姉弟」と「ご兄姉」のどっちなんだろうなあ、と逃とう避ひ的てきに考えた。ナーヴギアの価格とＳＡＯソフトの入手難易度からするとアスナが十四歳以下である可能性は低いし、豊富な知識量やお姉さんぶった言動も幾いくらか年上なのではないかと思わせるが、たまに垣かい間ま見みせる子供っぽさが年ねん齢れいに迷めい彩さいをかける。どっちにしてもお供はないよなあ、でも従者感があるのは否いなめないなあ……と思考を好き放題に脱だつ線せんさせていると、笑いを含ふくんだキズメルの艶あでやかな声が水面をかすかに揺ゆらした。

「ははは……付き合いの長い私も、二人がどういう関係なのかいまだ把は握あくしかねているんだ。戦せん闘とう中ちゆうはあんなに息が合っているのに、一日三回は喧けん嘩かするからな。ちなみに今日は、さっきので二回目だ」

「えっ、うそ、まだ一回目のはずよ」

「今朝、散歩から部屋に戻もどってきたキリトに怒おこっていたじゃないか？」

「あ、あれは喧けん嘩かじゃなくて、ちょっと注意しただけだもん」

　──その観点に立てば、俺がアスナに対して怒おこったり憤ふん慨がいしたりした記き憶おくはほぼないので、どれも喧けん嘩かとは呼べないのではないか。もっともそれは、こちらが一方的にやらかしまくっているということでもあるのだが。

　ともあれこれ以上キズメルたちの会話を聞いていると冷ひや汗あせが出すぎて干ひからびてしまいそうなので、咳せき払ばらいして根っこの向こう側に話しかける。

「えーと、そろそろ本題に入りませんか？」

　すると小さな水音とともに、三人の注意がこちらに向く気配が感じられた。

「そうね。と言っても、確実に分かってることって、実はそんなにない気がするけど……」

　アスナの言葉に、俺はガレ城までの移動中に脳内でひととおり整理した情報を列挙してみることにした。

「時系列順に考えてみようぜ。まず十年前の事件が起きる前の状じよう況きようだけど、スタキオンの領主はパズル王と呼ばれた天才パイサーグルスで、その一番弟で子しのサイロンと召めし使つかいのセアーノが領主館に住すみ込こんでいた。当時から、サイロンとセアーノは恋こい人びと同士だった……」

「パイサーグルスさんはそのことを知ってたのかしら？」

　アスナが口を挟はさむと、ミィアの幼い声が答えた。

「いいえ……母はあまり領主館時代の話はしませんでしたが、父とのことは館の誰だれにも知られていなかったと聞いています」

「ふうん、そうなのね……」

「そして、恐おそらく事件の直前に、セアーノはミィアを身ごもった」

　中二男子にはいささか気き恥はずかしい言葉だが、平静を装よそおってそう言ってからふと、この世界では赤あかん坊ぼうはどんなシステムによって生まれてくるのかと考えてしまう。しかしすぐに、幾いくらなんでもＮＰＣ同士が自分の意思で子供を作っているわけではないだろうと思い直す。いま議題に上っている十年前の殺人事件だって、アインクラッドで実際に起きた出来事だというわけではなく、そういう設定に基もとづく記き憶おくがＮＰＣたちに与あたえられているだけ……であるはずだ、多分。

　咳せき払ばらいして、再び口を開く。

「……で、十年前のある日、サイロンはパイサーグルスに『後こう継けい者しやには別の弟で子しを選ぶ』と言われ、かっとなって領主の証あかしである黄金のキューブでパイサーグルスを殴なぐり殺ころしてしまう。その現場を目もく撃げきしたセアーノは、恋こい人びとでありお腹なかの子供の親でもあるサイロンを領主殺しの犯人として告発することを躊躇ためらい、サイロンが部屋を出ていった隙すきに、部屋にあった黄金の鍵かぎと凶きよう器きのキューブを持ち出した。キューブは領主館地下の迷めい宮きゆうに封ふう印いんし、鍵かぎは隣となり町まちにあったパイサーグルスの別べつ邸ていに隠かくして、領主館を去った」

　アスナには何度も説明した内容だが、俺の知識はベータテストから持ってきたものなので、正式サービスでは何かが変わっていないとも限らない。しかしミィアから訂てい正せいは入らず、大筋は合っていると判断して先に進む。

「パイサーグルスが殺された後、スタキオンの街には一日に一つずつ呪のろいのパズルが現れ始めた。自分の家に戻もどったセアーノは、ミィアを育てながら、サイロンが訪ねてきて罪を告白してくれるのを待っていた。しかしサイロンは架か空くうの旅人殺しをでっち上げて領主の座に収まり、館を訪おとずれる冒ぼう険けん者しやに黄金のキューブ探しを依い頼らいし続つづけた。十年が経たって、俺とアスナがサイロンの依い頼らいを受けてスリバスの町の別べつ邸ていで黄金の鍵かぎを見つけた」

　これだと俺たちがとても優ゆう秀しゆうだと言っているかのようだが、ここまではシナリオどおりの流れなのでどうしようもない。問題はこの先なのだ。

「……そこにサイロンが現れて、毒の煙けむりで俺たちを麻ま痺ひさせて鍵かぎを奪うばい、テローに手伝わせてスタキオンに運ぼうとした。けれど道中で盗とう賊ぞくに襲おそわれてサイロンは死に、一人でスタキオンに戻もどったテローはセアーノの家を訪おとずれて、一部始終を説明した。翌朝、セアーノはミィアへの書き置きといつも身につけていた鉄の鍵かぎを残して家を出て、領主館に行くと裏口から迷めい宮きゆうに入って黄金のキューブを回収し、姿を消した。同じ日の夜、ミィアの家に泥どろ棒ぼうが入り、鉄の鍵かぎを盗ぬすみ出だそうとしたけど失敗した……時系列はこんな感じかな」

　俺が出来事を並べ終えると、たなびく湯気の向こうからアスナの長い唸うなり声ごえが聞こえた。

「うううぅ～～～～ん……整理したら、むしろ謎なぞが増えちゃった感じね。主にセアーノさんの行動に関してだけど……わたしどうしても、鉄の鍵かぎを家に置いていったのが納なつ得とくいかないわ。サイロンさんとセアーノさんは十年間も離はなれて暮らしてたけど、その間も二人とも思い出の鍵かぎを肌はだ身み離はなさず身につけてたんでしょ。セアーノさんにとってはすごく大切なもののはずなのに……」

「ふふ、アスナらしいロマンチックな意見だな」

　キズメルのコメントに、アスナは少々慌あわてたような声で応じた。

「べ、別にそういうわけじゃないわ。あくまで、その、実際的に考えて……」

　俺としてはキズメルが「ロマンチック」などという言葉を使ったことのほうが気になるが──恐おそらくアスナから伝でん染せんした語ご彙いではなかろうか──、確かにもっともな疑問だ。感応しあう鍵かぎがサイロン殺しの犯人を引き寄せてしまう可能性を考えれば、ミィアの手て許もとに置いていくのはどう考えても危険すぎる。実際、鍵かぎは二度にわたって狙ねらわれているのだ。いくらミィアがセアーノに鍛きたえられた剣の達人でも、敢あえて我わが子この命を危険に晒さらすに足る理由が存在するとは思えない。

「……そう言えば……」

　ふと気になり、俺は根っこの壁かべ越ごしに問いかけた。

「ミィア、いまお母さんの鍵かぎはどこに？」

「ちゃんと首に掛かけていますよ」

「そうか、ならいいんだ」

　ミィアの答えにほっと息を吐はく。この城にフォールン・エルフが忍しのび込こむことは不可能だが、脱だつ衣い所じよに置きっ放しにするのはいささか不安だ。

「キリトさんの鍵かぎはどこにあるんですか？」

　逆に問われ、「俺はストレージの中に……」と答えかけてから言い直す。

「いや、その、幻げん書しよの術で」

　これもエルフの言葉らしいのだが、幸いミィアには通じたようだった。

「ああ、冒ぼう険けん者しやだけが使える古代のまじないですね」

　へー、そうなんだ。

　と脳内で呟つぶやいてから、別のことが気になり、再び少女に訊たずねる。

「ていうか、あの鍵かぎ、俺が持ってていいのかな？　あれはもともとサイロンの……ミィアのお父さんの鍵かぎなんだから、二つともミィアが持つべきなんじゃないか……？」

「いいえ」

　という返事に躊躇ためらいの響ひびきはなかった。

「ご迷めい惑わくでなければ、キリトさんが持っていて下さい。鍵かぎが二つ存在することと、両親がそれを別々に保管していたことには何か意味があると思うのです。鍵かぎの使い道が解わかるまでは、安易に近づけないほうがいい気がします」

「そ、そうか……」

　十歳なのにしっかりしてるなあ、とＮＰＣに対して適切なのかどうか不明な感かん慨がいにとらわれていると、ぴゅーっというまるで水みず鉄でつ砲ぽうのような──いや恐おそらくそのものであろう音を響ひびかせながらアスナが言った。

「つまるところ、二つの鍵かぎの使い道と、セアーノさんが領主館から黄金のキューブを持ち出した理由が解わからないと手て詰づまりなのよね。この先、どこで何をしていいのかさっぱり思おもい浮うかばないよ」

「その件だがな……」

　しばらく沈ちん黙もくしていたキズメルの声が、岩のドームに柔やわらかく反はん響きようした。

「二つの鍵かぎを、語かたり部べ殿どのに見せてみないか？　あれらに何らかのまじないが掛かかっているのは間ま違ちがいない。私は専門ではないが、語かたり部べ殿どのならば何か解わかるやもしれぬ。それに確か、キリトとアスナは御老人に、邪じや竜りゆうの毒を防ぐ方法を訊ききたいのではなかったか？」




　温泉から上がり、休きゆう憩けい室しつで合流したところで午後二時となった。

　四人一列に並んで冷えた水を一気飲みしてから、城じよう郭かくの東とう翼よく三階にある図書室へと向かう。道案内するキズメルと、再びマスク姿になったミィアの後ろを歩きながら、俺は期待と不安を同時に感じていた。

　鉄の鍵かぎに関する新情報が手に入れば、行いき詰づまりかけたクエストを前進させられる。しかし恐おそらく、キズメルの言う語かたり部べ殿どのとは、明け方に外輪山内部の小部屋で遭そう遇ぐうしたブーフルーム老人のことなのだ。あのハンバーグ大好きお爺じいちゃんは憎にくめない人ひと柄がらだったが、散々苦労して習得した《覚かく醒せい》スキル──正確にはスキルではなく《瞑めい想そう》スキルのＭｏｄだったが──は効果も使い方も謎なぞなままだし、結局ハンバーグは食べさせてくれないしで、鍵かぎを見せても素す直なおに知っていることを教えてくれる気がしない。そもそも、図書室で会った時にどんな顔をしていればいいのか。

「ねえ、キリト君」

　小声で話しかけられ、俺は素す早ばやく隣となりに目を向けた。

「な……何かな？」

「キューザックの人たちって、いつ頃ごろ戻もどってくると思う？」

「あ……」

　アスナにそう訊たずねられるまで、彼らの存在をすっかり忘れていた俺は、一いつ瞬しゆん視線を彷徨さまよわせてから答えた。

「ええと……確か今日は《瑪め瑙のうの秘ひ鍵けん》を取りに行くって言ってたから、遅おそくても夕方には……いや、待てよ。あの人たちはタルファ湖をショートカットできないはずだから、この北西エリアから西エリア経由で南エリアに行かなきゃいけないのか。そうなると長旅だな……たぶん、南エリアのゴスカイの街で一泊ぱくして、帰りは明日の午後じゃないかな」

「そっか。なら、それまではあの人たちとミィアが鉢はち合あわせすることはないわけね」

　その言葉で、ようやくアスナの懸け念ねんを理解する。キズメルについては《エルフ戦争クエストの護衛ＮＰＣ》という説明で納なつ得とくさせられたが、人族のＮＰＣであるミィアがガレ城にいるのはどう考えても普ふ通つうではない。クエスト専門ギルドを名乗るギンドーたちなら、納なつ得とくするまであれこれ訊たずねてくることは充じゆう分ぶんに予想できる。

「うーん……確かに、何か不自然じゃない説明を考えておいたほうがよさそうだな……」

　俺が呟つぶやくと、アスナも難しい顔で頷うなずいた。

「真しん剣けんにクエストに取り組んでる人たちに噓うそはつきたくないけど、スタキオンの呪のろいクエストがまだ続いてるって知ったら興味を持たないはずないもんね」

「下手に首を突っ込んだら、連中までフォールン・エルフに狙ねらわれそうだしな。スタキオンで襲おそってきた《アンノウン・バーグラー》は、エルフ戦争キャンペーンで戦うフォールン兵より明らかに格上だったし、麻ま痺ひ針ばりまで使われたらかなり危険なことになると思う。……状じよう況きようにもよるけど、明日連中が帰ってくる前に城を出たほうがいいかもな……」

　そう言ってみたものの、出発するためには行き先が必要だ。セアーノの行き先や目的がまったく解わからないいま、一いち縷るの望みをブーフルーム老人の知識と鑑かん定てい眼がんに託たくすしかない。

　そう考えた直後、先を歩くキズメルが長いマントを翻ひるがえして振り向いた。

「ここが図書室だ。語かたり部べ殿どのはまだご在室のはずだが……」

　そう言うと、廊ろう下かの左側にあるひときわ重じゆう厚こうな扉とびらをそっと引き開ける。途と端たん、乾かわいた植物のような、しかし決して不快ではない香かおりが流れ出してくる。

　扉とびらの奥おくは、天てん井じようまである巨きよ大だいな書しよ架かが幾いく重えにも並ぶ、かなり広い部屋だった。図書室という言葉から小学校や中学校のそれを連想していたのだが、通路に敷しかれた真しん紅くの絨じゆう毯たんや壁かべに掛かかる大型の油絵は、パイサーグルスの隠かくれ家がにあった書庫よりもいっそう豪ごう奢しやな雰ふん囲い気きを醸かもし出だしている。磨みがき上あげられた重じゆう厚こうなデザインの本ほん棚だなに手を伸ばし、革かわ装そうの本を一冊抜き出してみたが、中身は例によってヨーロッパのどこかの国の原書でまったく読めない。

　本を戻もどしてから、再びキズメルを追いかける。書しよ架かの谷間をぐるりとコの字に歩いていくと、前方に四よ畳じよう半はんほどのスペースが現れ、テーブルとソファー、大型の安あん楽らく椅い子すが置かれている。一見、無人と思えたが、近づいていくと奥おくの壁かべに向けられた安あん楽らく椅い子すから何やら妙みような音が聞こえてくる。

　キズメルとミィアが立ち止まったので、俺は二人を追い抜いて安あん楽らく椅い子すの中を覗のぞき込こんだ。そこで安らかに眠ねむっているのは、黒ローブに黒くろ帽ぼう子し、真っ白い髭ひげを長々と伸ばし、鼻に丸眼鏡を載のせた老人──自じ称しよう大だい賢けん者じやのブーフルームに間ま違ちがいなかった。

「ふむ……語かたり部べ殿どのはお休み中らしいな。さて、どうしたものか……」

　困り顔でそう呟つぶやくキズメルをちらりと見てから、俺はおもむろに安あん楽らく椅い子すの背もたれを摑つかみ、がっこがっこと派手に揺ゆらした。途と端たん。

「おわあああ!?　なんじゃ、なんじゃあ!?」

　跳はね起おきた老人が、斜ななめにずれた眼鏡越しに俺の顔を見て、再び叫さけぶ。

「おっ、お主は芋いもの小こ僧ぞう、なぜここに!?　やらんぞ、ワシのフリカテルはやらんぞ！」

　ＮＰＣのくせに寝ぼけているらしいブーフルーム老人に、俺はため息を吞のみ込こみつつ語りかけた。

「俺は芋いもの小こ僧ぞうじゃなくてキリトだよ。あと、フリカテルを食べにきたわけじゃない」

「むむむ……？」

　丸眼鏡を直した老人は、きょろきょろ周囲を見回し、後方に立つキズメルとアスナ、ミィアに気付いた。途と端たん、敏びん捷しような動作で立ち上がると長いヒゲをしごいて調ととのえ、咳せき払ばらいを連発する。

「ウェホン、ウェッホーン！　美しきリュースラの騎き士しと人族の剣士よ、この老いぼれに何かご用かな」

　──俺の時とはずいぶん対応が違ちがうじゃないか。

　と脳内で文句を言いながら、啞あ然ぜんとしているアスナたちに代わって再度話しかける。

「ご用があるから来たんだ、ブーフルームのじっちゃん。幾いくつか教おしえて欲ほしいことがあってさ」




　早朝の出で遭あいを、秘密の小部屋やハンバーグの件をほぼ省いた超ダイジェスト版で三人に説明してから、俺はストレージを操作し、鉄の鍵かぎの片割れを取り出した。それを老人の目の前にぶら下げ、訊たずねる。

「じっちゃん、これが何の鍵かぎだか解わかるか？」

「むう……？」

　鍵かぎを受け取ったブーフルーム老人は、しばらく矯ためつ眇すがめつしてから、三さん角かく帽ぼう子しを大きく右に傾かたむけた。

「はて……妙みようなまじないが掛かかっているようじゃが、見覚えはないのう」

「も、もっとよく見てくれよ。望みはもうじっちゃん……じゃなくて大だい賢けん者じや様さまだけなんだ」

「こんな時ばかり賢けん者じや扱あつかいしよってからに……」

　ぶつくさ言いながら、老人は再び安あん楽らく椅い子すに腰こし掛かけた。いまだ呆あつ気けに取とられた様子のキズメルたちに目を向け、皺しわ深ぶかい手でソファーを示す。

「おうおう、立たせっぱなしで済まなんだ。嬢じようちゃん方がた、どうぞ腰こしを下ろしなされ。小こ僧ぞう、あそこのテーブルに茶とカップがあるから、さっさとアレするんじゃ」

　ＮＰＣがそんな言い方していいのかよう、という文句を吞のみ込こみ、俺はテーブルに向かった。葉っぱから淹いれろと言われたらハードルが高いが、大きなガラスのポットにはすでに赤茶色の液体が満たされ、カップも四つ用意されている。銀のトレイにカップを置いて慎しん重ちようにお茶を注ぎ、ローテーブルまで運ぶ。

　三さん人にん掛がけソファーに座すわるアスナたちの前に一つずつ並べ、四つ目のカップを自分の口に運ぼうとしたのだが、安あん楽らく椅い子すから伸びてきた手が素す早ばやくかっ攫さらった。ずずーとお茶を啜すすった老人は、右手にぶら下げた鍵かぎから俺に視線を移し、唸うなるように言った。

「この鍵かぎ、同じものがもう一つあるじゃろ？」

「お、おお……よく解わかったなあ」

　ただのハンバーグ好きなお爺じいちゃんじゃなかったのか、と言いたくなるのを我が慢まんしてミィアに目を向けると、革かわマスクの少女は無言で胸むな元もとからもう一つの鍵かぎを引っ張り出し、差し出した。受け取ったそれを、老人に見えるようにぶら下げる。

「ふむ、ふむ……」

　ブーフルーム老人は、左手のカップをテーブルに戻もどし、右手の鍵かぎを俺が持つ鍵かぎに近づけた。りぃん、りぃん……という共鳴音が図書室の高い天てん井じように反はん響きようし、正対するたびに鍵かぎたちは生き物のように震ふるえる。その反応を見ても、老人は臆おくせず鍵かぎを接近させていく。

　──そう言えば、この二つの鍵かぎをくっつけてみたことはなかったな。こういうのって、合体して真の姿になるのが定番なのにな……。

　と俺が頭の片かた隅すみで考えた、その瞬しゆん間かん。

　バチィッ!!

　という衝しよう撃げきと銀色の閃せん光こうが弾はじけ、俺と老人の手から凄すさまじい勢いで鍵かぎが吹ふき飛とんで、壁かべと書しよ架かに激げき突とつした。

　俺もアスナもキズメルもミィアも一いつ切さい反応できなかった、あるいはしなかったが、ただ一人ブーフルーム老人だけが金切り声で喚わめいた。

「おふわああああ!?」

「あんたがやったんだろ！」

　と今度は声に出して叫さけび、俺の手から飛んでいった鍵かぎを探す。壁かべにぶつかって跳はね返かえったところまでは視し認にんできたが、その先は……恐おそらく隅すみのティーテーブルのあたりに……。

「あ……あった」

　背の高いティーポットに紐ひもが引っかかっているのを発見し、回収する。本ほん棚だな方面に飛んだ鍵かぎは、素す早ばやく立ったアスナが本の隙すき間まで見つけたようだ。それをミィアに返しながら、ようやくブーフルーム老人のキャラクターに慣れたのか、普ふ段だんどおりの口調で問いかける。

「ブーフルームさん……いま、何が起きたんですか？　わたしには、二つの鍵かぎが反発したように見えたんですが……」

「ふむ……まさしくその通りじゃろうな。その鍵かぎたちには、接せつ触しよくを妨さまたげる強力なまじないが掛かけてあるようじゃ」

「掛かけてある……？　最初から掛かかってたんじゃなくて、誰だれかが後からまじないを掛かけたってことか？」

「そうに決まっちょるじゃろ」

　俺の質問に対する回答はアスナへのそれの三倍ぞんざいだったが、甘あまんじて問いを重ねる。

「誰だれがそんなことを？　いったい何のために？」

「ワシが知るわけないじゃろ」

　フン、と小こ憎にくらしい鼻息を鳴らす老人に、今度はキズメルが訊たずねた。

「リュースラで一、二を争う知ち恵え者しやたる語かたり部べ殿どのなら、推測はできるのでは？　いまはどんな手がかりでも欲ほしいのだ」

「まあ、もちろんできなくはないがな」

　あっさりと頷うなずき、ブーフルーム老人は俺が持つ鍵かぎをじろりと睨にらんだ。

「……ワシの見たところ、その二つの鍵かぎは、本来一つに組み合わせて使うものなのじゃろう。頭と歯の凹おう凸とつが、ぴたりと嚙かみ合あうようにできておる」

「え、ほんとに……？」

　俺の鍵かぎとミィアの鍵かぎを交こう互ごに眺ながめるが、外見だけでは何とも言えない。実験してみようにも、近づければまた弾はじけ飛とんでしまう。しかし自じ称しよう大だい賢けん者じや様さまがいいかげんなことを言うとは思えないので、「合体して真の姿になる」のではという俺の予想もあながち的外れではなかったようだ。

　となると、鍵かぎに掛かかったまじないを解除して合体させれば、何か新たな情報が得られるのではなかろうか。

「じっちゃん、鍵かぎのまじないを解いてくれ」

　勢いきおい込こむ俺を、老人はじろりと一いち瞥べつした。

「そんなに簡単な話じゃないわい。さっき『強力なまじない』と言うたじゃろうが……これを解けるのは、掛かけた当人だけじゃろうな」

「ええー……じゃあ、掛かけた人を教え……」

「カアァァ──ッ！」

《覚かく醒せい》の修しゆ業ぎよう中ちゆうにも散々聞かされた奇き声せいで俺の言葉を遮さえぎると、老人は安あん楽らく椅い子すの上で右みぎ拳こぶしを振ふり回まわした。

「幾いくらワシが大だい賢けん者じやでも、何でもかんでも知ってるわけじゃないわい！　その鍵かぎについて解わかることはもう全部話したもんね！」

　もんねって。

　もう何度目なのかも解わからない脳内突っ込みを展開しながら、俺は未練がましく鉄の鍵かぎを眺ながめた。

　ブーフルーム老人の知ち恵えを借りてもさしたる新情報は得られなかったわけだが、考えてみればこの鍵かぎは、モルテたちがサイロンを殺さなければ……つまりクエストにプレイヤーによる非正規な介かい入にゆうがなければ登場しなかったはずのアイテムなのだから、ヒントが少ないことに文句は言えない。

　せめてもう一つの用事では賢けん者じやらしいところを見みせて欲ほしいが、どうなることか。アスナが半分飲んだお茶を奪うばって喉のどを潤うるおし、二つ目の話題を切り出す。

「ところで、じっちゃん。シュマルゴアっていう悪い竜りゆうの話を聞きたいんだけど……」




　十分後、俺は一人だけで図書室を出た。アスナとキズメル、ミィアが残ったのは、老人のもとで修しゆ業ぎようするためだ。

《フォールン・エルフの麻ま痺ひ針ばりに対たい抗こうする方法を聞き出す》というミッションは、予想とは違ちがう形だったがいちおうの成果を得られた。ブーフルーム老人は、いにしえの勇者セルムが邪じや竜りゆうシュマルゴアの毒針を防ぐために用いたという《白銀の盾たて》の作り方は知らなかったものの、代用できる手段を提示してくれたのだ。いわく付きの《瞑めい想そう》スキルこそがそれだ。

《瞑めい想そう》の修しゆ業ぎようは、《体術》の岩割りほどは難しくない。スキルを発動する時と同じポーズで一時間静止し続けられればいいのだが、ベータ時代は座すわる場所が直径十五センチの柱の上で、コツを摑つかむまではそれなりに苦労した。

　なのに今回、スキル習得を申し出たアスナたちにブーフルーム老人が提示した修しゆ業ぎようは、床ゆかに並べたフカフカクッションの上で一時間静止するという内容で、俺は「なんそれ！」と叫さけばずにはいられなかった。しかしベータと違ちがうと文句を言うわけにもいかないので、せめて修しゆ業ぎようの様子を見物しようと思ったのだが、アスナに小部屋を追い出されてしまったのだ。理由は恥はずかしいから、だそうだ。

　確かに座ざ禅ぜんチックな瞑めい想そうポーズは格好良さや可愛かわいらしさとはほど遠いが、実戦で発動させるためには場所を選ばずにそのポーズを決めるしかない。早めに慣れておいたほうがいいのに、というアドバイスもすげなく拒きよ否ひされたので、しょんぼりと図書室から出てきたわけだ。

　ともあれあの内容なら、三人とも初回の挑ちよう戦せんで問題なく習得できるだろう。ＮＰＣがエクストラスキルの修しゆ業ぎようをするというのは、よく考えれば前ぜん代だい未み聞もんな気がするが、ここ数日で驚おどろきの閾しきい値ちがずいぶん上がってしまった。いまの俺はもう、キズメルやミィアの中の人は本物の人間でした、ぐらいのことがないと全力でびっくりできそうにない。

　頭を振って思考を切きり換かえ、廊ろう下かの南側に並ぶ窓に近づく。時刻はまだ午後三時前、ガレ城の中庭を満たす陽光は少しばかり金色を濃こくしつつあるが、夕暮れには間がある。三人の修しゆ業ぎようが終わるまでの一時間を有効に使いたいが、城の外でソロ狩がりなどしてアスナの視界に表示される俺のＨＰバーが減れば集中の妨さまたげになってしまいそうだ。

「となると……昼ひる寝ねかオヤツだな……」

　呟つぶやき、三秒考えてオヤツに決める。ストレージの甘かん味み在庫はかなり心細くなってしまったが、大食堂に行けば何かあるはずだ。

　廊ろう下かを西へと歩き、主館二階へと移動する。食事時ではないので大食堂は閑かん散さんとしていたが、壁かべ際ぎわにあるソファー席に座すわるとすぐに召めし使つかいが近づいてきた。デザートのラインナップを聞き、栗くりとくるみのタルトとハーブ茶を注文する。

　すぐに届いたタルトは、甘あまく煮に上あげた栗くりと香こうばしく炒いったくるみ、すうっと溶とけるクリームがたっぷり載のった贅ぜい沢たくな一品で、たちまち仮想の胃に消えてしまった。酸味のあるお茶を啜すすりながら、お代わりをするかどうか考えていると不意に強い眠ねむ気けを感じる。

　考えてみれば、昨夜は午前二時にアラームで無理やり起きて、城の周りの岩山を探検したりブーフルーム老人の小部屋で覚かく醒せいスキルの修しゆ業ぎようをしたりしたのだ。その後もスタキオンまで強行軍で往復するというかなりのハードスケジュールだったので、ふかふかのソファーに座すわってケーキなぞ食べてしまったら睡すい魔まに襲おそわれるのも当然。何とか抗あらがおうとするが、瞼まぶたは加速度的に重くなっていく。

　アスナたちの修しゆ業ぎようが終わるまで、あと三……いや四十分はかかるはずだ。それまで少しだけ居い眠ねむりする程度なら、きっと許されるだろう。もしここが現実世界のファミリーレストランなら怖こわいウェイトレスさんに怒おこられてしまうが、ダークエルフの召めし使つかいさんは寝かせておいてくれるに違ちがいない…………。




　カーン、カーン、カーン。

　という軽かろやかな鐘かねの音が、俺を心ここ地ち好よい微睡まどろみから引ひき戻もどした。

　一いつ瞬しゆん体をびくっとさせてから、キューザックの四人が帰ってきたのだと気付く。帰き還かんは明日になると予想していたが、道中でのレベル上げやサブクエストを無視して全行程を走はしり抜ぬけたのだろうか。

　瞼まぶたを閉じたまま、半はん覚かく醒せい状態の頭でそんなことを考えていると。

　突とつ然ぜん、鐘かねの音がカンカンカンカンという切せつ迫ぱくした乱打へと変わった。
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　ソファーから跳はね起おき、大食堂をダッシュで横切って扉とびらを開けるところまではほぼ自動操縦状態だった。

　ひんやりした廊ろう下かの空気が、うたた寝の余よ韻いんを搔かき消けす。正面の窓に飛びつき、ガラス越しに中庭を見下ろす。

　大きく開け放たれた城門が、真っ先に目に飛とび込こむ。その手前で断続的に煌きらめく白い閃せん光こうは、剣けん戟げきのエフェクトに違ちがいない。無意識の動作で窓を押おし開あけると、鋭するどい金属音と叫さけび声ごえが一気にボリュームを増す。背後の扉とびらに集まってきていた召めし使つかいたちが、小さな悲鳴を上げる。

　城門の内側で戦っているのは、見慣れた黒エルフの衛兵たちと、出いで立たちは幾いくらか似ているが顔全体を覆おおう覆ふく面めんが特とく徴ちよう的な黒ずくめの戦士たちだった。視線をフォーカスさせると、鮮あざやかな赤のカラーカーソルに【Fallen Elven Warrior】の文字列が浮うかび上あがる。

　──フォールン・エルフ！

　姿を見た時から予感はしていたものの、システムによって断定されるとやはり衝しよう撃げきは大きかった。彼らはいままで、フィールドやダンジョンで小規模な奇き襲しゆうを仕し掛かけてくることはあっても決して大がかりな攻こう撃げきは行わず、黒エルフと森エルフの争いの裏側で暗あん躍やくを続けていたのだ。それがなぜ、いまになって黒エルフの拠きよ点てんの中でも最大クラスのガレ城を正面から攻せめてくるのか。どうやって衛兵に城門を開けさせたのか。そもそもエルフは、外の涸かれ谷だにを突とつ破ぱできないはずでは──。

　次から次に疑問が湧わき上あがってくるが、このまま眺ながめていても答えは出ない。俺はどう動くべきなのか、すみやかに判断しなくてはならない。

　いまのところ侵しん入にゆうは城門と霊れい樹じゆの泉の中間あたりでなんとか食い止められているようだが、開け放たれた城門からは続々と新手のフォールンたちが入はいり込こんでくる。現状で総数は二十、いや三十人に達するだろう。もちろん城じよう郭かくからも衛兵たちが駆かけ出だしてきて防衛に加わるが、個々の能力はフォールン戦士のほうが高そうだ。このまま衛兵任せで撃げき退たいできるという展開にはならない予感がする。

　俺が何よりも優先すべきなのは……アスナの、そしてキズメルの、ミィアの命。

　その大原則に従うなら、衛兵がフォールンを食い止めているうちにどうにかして城から脱だつ出しゆつすべきだろう。だが誇ほこり高たかい騎き士しのキズメルが同族を見捨てて逃げるとは思えないし、そうなればアスナは必ずキズメルと共に戦おうとするはずだ。

　どうするにせよ、まずは図書室のアスナたちと合流しなければ。

　窓から離はなれて走り始めようとした、その瞬しゆん間かん。

「あっ……！」

　俺は、自分の口から細い声が漏もれるのを聞いた。

　中庭の防ぼう御ぎよ線せんで戦い続けていた黒エルフ衛兵が、三人ほど同時に崩くずれ落おちたのだ。カーソルのＨＰバーはまだ半分以上残っているのになぜ、と驚きよう愕がくしてから、バーの下側に点灯する不ふ吉きつなアイコンに気付く。麻ま痺ひ状態──。

　視線を動かすと、城門左右の壁かべ際ぎわに陣じん取どった、【Fallen Elven Scout】なる数名のフォールンたちが衛兵目め掛がけて何かを投げつけている。この距きよ離りからでは視し認にんできないが、それが例の毒針であることは直感的に解わかった。

　黒エルフ衛兵は金属鎧を装備しているが、フルプレートアーマーと呼べるほどの重装備ではない。腕うでや脚あしには装そう甲こうされていない部分も多く、そこを狙ねらわれてしまうのだろう。防ぼう御ぎよ線せんにできた穴はすぐに新たな衛兵が埋うめ、倒たおれた衛兵は後方に引っ張り出されるが、このまま麻ま痺ひ者しやが増えていけば遠からず戦列が崩ほう壊かいするのは明らかだ。

　アスナたちと合流するのが先か、それとも衛兵たちに加勢するべきか。

　刹せつ那なの逡しゆん巡じゆんにとらわれた俺は、鋭するどく息を吸い込み、行動を決した。

　ウインドウを開きながら、廊ろう下かにどかっと腰こしを下ろす。まず、手て遅おくれかもしれないがアスナに【修しゆ業ぎようを終わらせろ】と短いメッセージを飛ばしてから、両足を座ざ禅ぜんで言う降ごう魔ま坐ざの形に組み合わせる。本物の座ざ禅ぜんなら両手は楕だ円えん形けいの印を組むらしいが、この世界では上向きになった足の上に、指をぴんと伸ばした掌てのひらを立てる。これが《瞑めい想そう》スキル発動のポーズだ。

　ベータ時代は、バフがかかるまで六十秒もこの姿勢を続けなくてはならなかった。戦せん闘とうが始まってからではそんな余よ裕ゆうがあるはずはないので早々にダメスキルの烙らく印いんを押されてしまったのだが、いまの俺の瞑めい想そうスキルは熟練度５００に達している。恐おそらく、発動までの時間も短縮されているはず。

　──そうであってくれ！

　という祈いのりがシステムに届いたわけではないだろうが、じりじりしながら脳内で数えた数字が二十に届いた時、視界左上のＨＰバーに久々に見るアイコンが出現した。座ざ禅ぜんを組む人間のシルエットを描えがいたそれは、間ま違ちがいなく瞑めい想そうバフだ。

　ブーフルーム老人の言葉を信じるなら、このバフでレベル２の麻ま痺ひ毒どくを無効化できるはず。もしできなければかなりまずいことになるが、このまま黙だまって見ていても、最終的には同じ結果を招くだろう。いまはあの爺じいさんを信じて動くしかない。

　降ごう魔ま坐ざを解いて立ち上がった俺は、背後の召めし使つかいたちに向けて叫さけんだ。

「補給所から、ありったけの回復ポーションと解げ毒どくポーションを中庭に運んでくれ！」

　すると、ほとんどの召めし使つかいは怯おびえた顔で食堂の中に下がりかけたが、最も年配と見える一人が毅き然ぜんとした声で応じた。

「解わかりました。あなたたち、急ぐわよ！」

　同どう僚りようたちを一いつ喝かつすると、ロングスカートの裾すそを持ち上げて東とう翼よく方向へ走っていく。若い召めし使つかいたちも、一いつ瞬しゆん顔を見合わせてから追いかける。

　それを見届けることなく、俺も床ゆかを蹴けった。窓から中庭に飛び降りたいのはやまやまだが、そんな真ま似ねをすれば後方のフォールン・スカウトたちに見つかってしまう。少なくとも最初の一人は奇き襲しゆうしたい。

　西せい翼よくの端はしを目指して全力ダッシュしながら、アスナに第二弾のメッセージを飛ばす。【中庭に下りる前に、三人とも必ず瞑めい想そうバフをかけろ】──三箇所ほどミスタイプしてしまったが、構わず送信。現在時刻を確かく認にんすると、アスナたちが瞑めい想そうスキルの修しゆ業ぎようを始めてから五十五分ほどが経過している。

　早はや鐘がねを聞いた時点で修しゆ業ぎようを中断してしまっていたらまったく無意味な指示だが、最初のメッセージに返信がないのは修しゆ業ぎようを続けているから……であるはずだ。恐おそらくこの戦いは、アスナたちが瞑めい想そうスキルを習得できるか、できたとして戦いに間に合うか否いなかが、勝敗を決する最大の要素となる気がする。

　主館から西せい翼よくに入り、階段を十段飛ばしで駆かけ下おりていると、不意に耳の奥おくにパートナーの声が甦よみがえった。

　──これからは、わたしに何も言わずに一人でどっかに行ったりしないこと！　二十四時間、必ずわたしの目が届く場所にいるのよ、解わかったわね！

　そう言いい渡わたされたのは確か三日前……スタキオンの宿屋でＤＫＢの幹部たちと話し合った後のことだ。以来俺は、温泉の脱だつ衣い所じよなどやむを得ない場合を除いてその指示を守ってきたが、ガレ城は安全圏けんだと信じるあまり、警けい戒かい心しんが緩ゆるんでしまったのかもしれない。修しゆ行ぎよう姿すがたを見るなとアスナに言われたにせよ、図書室には山ほど書しよ架かが並んでいるのだから、死角になる場所で待っていればよかったのだ。

　わずか一時間の緩ゆるみ……そこをピンポイントで狙ねらうかの如ごとくフォールン・エルフが襲しゆう撃げきしてきたのはもちろん偶ぐう然ぜんだろうが、同時に何かを暗示しているように思えてならない。不ふ吉きつな予感を置き去りにするべくスピードを上げ、西せい翼よく一階の端はしにある通用口まで一気に走りきる。

　ドアを蹴けり破やぶる勢いで飛び出したい気持ちを抑おさえ込こみ、直前で急ブレーキを掛かけて通用口に貼はり付つき、数センチだけ開けて近くに敵がいないことを確かく認にん。通用口は内ない壁へきのすぐ近くにあるので、このまま外に出て壁かべ沿ぞいに前進すれば毒針を投げているスカウトのところに辿たどり着つけるはずだが、まだ午後三時半になるやならずなので身を隠かくせるような暗がりがない。しかしもちろん日にち没ぼつまで待つわけにもいかないので、腹を括くくって背中の愛あい剣けんを抜き、外に出る。

　音の壁かべとなって押おし寄よせてくる剣けん戟げきや鬨ときの声こえを搔かい潜くぐるように身を屈かがめ、そのまま右手の岩がん壁ぺきに沿って走る。

　ガレ城をすっぽりと吞のみ込こむ真円形の窪くぼ地ちは直径約二百メートル、敷しき地ちの中央にある霊れい樹じゆの泉が差さし渡わたし三十メートルほどなので、城門から泉までの距きよ離りは約八十五メートル。衛兵たちの防衛線は、すでにその半分以上も押し込まれてしまっている。城内に突とつ入にゆうされたら、フォールンたちが狙ねらっているのであろう四つの秘ひ鍵けんが保管されている主館四階の宝ほう物もつ庫こへの侵しん入にゆうを防ぐのは難しい。

　やはり、何としても中庭で敵を食い止めねば。そのためには、麻ま痺ひ針ばりを投げ続けているフォールン・スカウトの排はい除じよが不可欠。

　可能な限り姿勢を低く、足音を殺しながら壁かべ際ぎわを走った俺は、前方にスカウトの姿が見えた瞬しゆん間かん、全力ダッシュに移行した。

　気配に気付いたスカウトが、目の穴だけが開いている覆ふく面めんをこちらに向ける。無言でベルトから黒いピックを抜き、俺めがけて振りかぶる。

　黒ずんだ投げ針がぎらりと輝かがやいた途と端たん、三日前の夜の記き憶おくがフラッシュバックした。指一本動かせない状態で地面に転がり、近づいてくるモルテを見上げた時の戦せん慄りつが、氷よりも冷たい液体となって血管を駆かけ巡めぐる。

　しかし俺は思いきり奥おく歯ばを食くい縛しばって恐きよう怖ふに耐たえ、ソード・オブ・イヴェンタイドを上段に構えた。

　フォールン・スカウトの右手がフッと霞かすむ。かすかな風切り音を響ひびかせて、レベル２麻ま痺ひ毒どくを宿したスパイン・オブ・シュマルゴアが俺の胸むな元もと目め掛がけて飛来する。もう回かい避ひも防ぼう御ぎよも間に合わない。瞑めい想そうバフが麻ま痺ひ毒どくに対たい抗こうできなければ、俺はこの混乱した戦場で無防備に地を這はうことになる。

　左鎖さ骨こつの下あたりに軽い衝しよう撃げき。突き刺さった投げ針が視界の左下をどす黒く滲にじませる。しかし触しよつ覚かくも視覚も切きり離はなし、俺は右手の剣だけに意識を集中させた。

　刀身から青い閃せん光こうが迸ほとばしる。システム・アシストの見えざる手が体を押す。麻ま痺ひは────

　起きない！

「行けっ……！」

　口の中で叫さけび、俺は垂直四よん連れん斬ぎり《バーチカル・スクエア》を発動させた。

　こちらが麻ま痺ひしないことに気付いたフォールン・スカウトの両目が、覆ふく面めんの奥おくでわずかに広がる。腰こしの後ろに吊つった短たん剣けんに右手を伸ばすがもう遅おそい。俺の初しよ撃げきがスカウトの左ひだり肩かたを痛つう撃げきし、空中に垂直のライトエフェクトを描えがき出だす。

　瞬しゆん時じに跳はね戻もどった愛あい剣けんが、真上からの斬きり払はらいと真下からの斬きり上あげを一呼吸で繰くり出だし、頭上と足あし許もとに平行のエフェクトを発生させる。ここまでの三さん撃げきで、スカウトのＨＰバーは六割近く減っている。

　愛あい剣けんは再び上段に戻もどり、背中に届くほど大きく振りかぶられてから、渾こん身しんの第だい四よん撃げきを放つ。ここでまたしても俺は、ソード・オブ・イヴェンタイドの柄つかが手の中で震ふるえるような感覚を味わった。しかし今度は剣の意思に逆らわず、補正された軌き道どうに威い力りよくブーストを重ねる。

　ザムッ！　と重さのあるサウンドを響ひびかせて、黒エルフが鍛きたえた刃やいばはフォールン・スカウトの左胸を深々と切きり裂さいた。弱点クリティカルが発動し、四割も残っていたＨＰが一気に消し飛んだ。四よん撃げき目めが完成させた正方形のライトエフェクトが、ひときわ青く輝かがやいて拡散。それを追いかけるように、スカウトの体も無数の細さい片へんとなって爆ばく散さんする。

　エルフ戦争キャンペーン・クエストを開始してから、俺は十人以上のフォールン・エルフを殺してきた。そうしなければクエストをクリアできないのだから当たり前の行こう為い──だといままでは思ってきたのだが、たぶんそれもまたある種の殺人だったのだろう。

　だとしても、ここで立ち止まるわけにはいかない。俺はダークエルフに協力しているのだし、アスナやキズメル、ミィアを守らなくてはならないのだ。俺以上にＮＰＣを人間扱あつかいしているアスナも、そうだからこそフォールンと戦うのを躊躇ためらいはしないはずだ。

　空気に溶とけて消しよう滅めつしていくポリゴン片へんを通して、城門の向こう側で衛兵たちに投なげ針ばり攻こう撃げきを続けている残り二人のフォールン・スカウトの姿が見える。俺の奇き襲しゆうに気づいていないとは思えないが、前面で戦っている仲間の援えん護ごを優先するつもりらしい。

　一いつ瞬しゆんだけ視線を左に振ると、まだ戦っている黒エルフ衛兵の黄色カーソルよりも、フォールン・ウォリアーの赤カーソルのほうがわずかに多くなっている。

「…………!?」

　視線を二人のスカウトに戻もどしかけたその時、俺はあるものに気付き、目を細めた。

　こちらに背を向けて戦っている黒ずくめのフォールン・ウォリアーたちが、剣けん帯たいの後ろ側に何か妙みようなものを挟はさんでいるのだ。細い棒の上部に、鮮あざやかな緑色の薄はく片へんが幾いくつも結びつけられて……いや、あれは人工物ではない。単なる生木の枝だ。

　その辺の樹きから折り取ったと思おぼしき、長さ四十センチほどの葉っぱつきの枝。プレイヤーが同じものを持っていても、俺は何も思わなかっただろう。

　だが、フォールン・エルフが持っているとなると話は変わる。なぜなら、彼らを含ふくむ全てのエルフ族は、生きている樹きを傷つけることができないのだ。四層の水すい没ぼつダンジョンで、船を造るために人族から材木を買い取っていたフォールンの将軍ノルツァーも言っていたではないか……『遥はるかいにしえの時代に聖せい大たい樹じゆの恩おん寵ちようを断たたれた我々が、いまなおこうしてエルフ族の禁きん忌きに縛しばられているとは』と。

　恐おそらく、いや間ま違ちがいなく、フォールンたちが涸かれ谷だにを突とつ破ぱできた秘密はあの生木の枝にある。どうやって禁きん忌きを回かい避ひしたのかは不明だが、彼らは枝が発生させる、いわば個人用バリアーのようなものに守られているらしい。となると、次に打ってきそうな手は……。

「ぐああっ！」

　中庭に響ひびいた悲鳴が、俺の思考を中断させた。最前列で戦っていた黒エルフの衛兵がフォールン・ウォリアーの曲刀に斬きり伏ふせられ、地面に倒たおれ込こんだのだ。仲間が手を差さし伸のべるのも空むなしく、死体は青い破は片へんとなって消える。

「く……！」

　歯は嚙がみした俺は、生木の枝の謎なぞを頭から追い出した。いまは一刻も早く戦せん況きようを立て直さなくてはならない。瞑めい想そうバフだっていずれ切れてしまう。その前に、少なくとも残るスカウト二人だけは排はい除じよする必要がある。

　愛あい剣けんを左手に持もち替かえ、鎖さ骨こつ下に刺さったままの麻ま痺ひ針ばりを抜く。まだ使えるはずのそれを振りかぶり、右側の城門塔付近にいるスカウトの片方を狙ねらって投とう擲てきする。

　投とう剣けんスキルを検討していた五本目のスキルスロットには瞑めい想そうスキルが入ってしまったが、標的が静止していたおかげでどうにか針はスカウトの左ひだり脚あしに突き刺さった。幸い麻ま痺ひ対策をしていなかったようで、カーソルに緑みどり枠わくを出現させたスカウトは声もなく崩くずれ落おちる。もう一人が慌あわてた様子でポーションを飲ませようとするが、その時にはもう俺はフルスピードで突とつ進しんしていた。

　仲間の解げ毒どくを諦あきらめ、短たん剣けんを構えるスカウトに、何の工く夫ふうもない上じよう段だん斬ぎりを浴びせる。敵はガードではなくバックステップで回かい避ひしたが、それは予想の内だ。大攻こう撃げきを透すかされた俺の一いつ瞬しゆんの硬こう直ちよくを見み逃のがさずにスカウトは再び前進、短たん剣けんで斬きり掛かかってくる。

　いままで戦ってきたフォールンたちとはひと味もふた味も違ちがう鋭するどい攻こう撃げきだったが、俺はもう一歩前に踏ふみ込こみながら、モルテと戦った時にも使った体術スキルの基本技わざ《閃セン打ダ》を繰くり出だした。

　敵の短たん剣けんが俺の右みぎ肩かたを掠かすめ、俺の左ひだり拳こぶしは敵の脇わき腹ばらに食い込んだ。ＮＰＣやモンスターの戦せん闘とうアルゴリズムには、意図されたものかそうでないのかは不明だが、種類の違ちがう攻こう撃げきスキルへの対応がわずかに遅おくれるという特とく徴ちようがある。

　閃打が与あたえたダメージは大したものではなかったが、

「ぐうっ……」

　と唸うなりながらスカウトは体を硬こう直ちよくさせた。ソードスキル発動のチャンス……しかし俺は攻こう撃げきする代わりに左手をスカウトの背中に伸ばした。予想どおり、指先に木の枝らしきものが触ふれる。それを摑つかみ、ベルトから引き抜く。

　これだけでフォールンたちが倒たおれると思っていたわけではない。なぜなら中庭全体は霊れい樹じゆに庇ひ護ごされていて、門から出ない限り枝は必要ないからだ。

　しかしスカウトは覆ふく面めんから覗のぞく両目を見開き、嗄かれた声で叫さけんだ。

「返せっ……！」

　取り乱した様子で摑つかみかかってくる敵の喉のど元もとに、俺はソード・オブ・イヴェンタイドの鋭えい利りな切っ先を突つき付つけた。すかさず低い声で問とい詰つめる。

「この枝を、どうやって手に入れた!?」

「……貴様が知る必要のないことだ、人族！」

　俺の言葉で落ち着きを取とり戻もどしたのか、吐はき捨すてるようにそう言うと、フォールンは瞳ひとみに憎にくしみの炎ほのおを燃やして逆に訊きいてきた。

「貴様らこそ、なぜこの戦いに首を突っ込む!?　エルフ族の因いん縁ねんなど、人族の知ったことではなかろうが!!」

「貴様ら……？」

　スカウトの言葉に引っかかった俺は、素す早ばやく左右に視線を走らせた。しかし近くにいるのは麻ま痺ひした三人目のスカウトだけで、アスナやミィアが参戦してきたわけではないらしい。

　まるで喋しやべりすぎたとでも言うかのように、チッと舌打ちしたスカウトは、バックステップで俺の剣けん先さきから逃のがれると短たん剣けんを構え直した。

　これ以上の情報は引き出せないと悟さとり、俺は左手の枝を高く掲かかげた。スカウトの視線が持ち上がった瞬しゆん間かん、枝を左側に投げ捨てながら深く踏ふみ込こむ。

　スカウトはすぐに視線を戻もどすが、反応が一いつ瞬しゆん遅おくれた。その隙すきを逃のがさず、俺は近きん距きよ離りでも使いやすい三さん連れん撃げきソードスキル《シャープ・ネイル》を叩たたき込こんだ。獣けものの爪つめ痕あとに似た三本のライトエフェクトが赤々と輝かがやき、スカウトは仰あお向むきに吹ふき飛とんで城じよう壁へきに激げき突とつ。跳はね戻もどってくるところに、単発技《ホリゾンタル》を重ねる。

　胴どう体たいを薙なぎ払はらわれたスカウトが、無言のまま空中で不自然に静止し、爆ばく散さん。その破は片へんを浴びながら振り向き、走る。

　倒たおれたままの三人目は、やはり腰こしの後ろに生木の枝を挿さしていた。まだ麻ま痺ひデバフが消える気配はないが、こちらに向いた右目から投げ針よりも鋭するどい視線を浴びせてくる。

　麻ま痺ひはいずれ切れるのだから、このフォールン・スカウトを放置しておくことはできない。動けないうちに心臓を貫つらぬけば、貫かん通つう継けい続ぞくダメージだけで殺せる。

　しかし俺は、持ち上げかけた愛あい剣けんを空中で静止させた。無意味なこだわり、それどころか有害な感傷かもしれないが、麻ま痺ひして動けない敵を虫か何かのように始末する気になれなかったのだ。

　スカウトが装備している革かわベルトの両サイドには投げ針用のポケットが設けられ、そこにはまだスパイン・オブ・シュマルゴアが十本近く残っている。全て引き抜いて自分のポーチに放ほうり込こみ、腰こしの後ろに挟はさみ込こまれている生木の枝と黒い短たん剣けんも奪うばい取とると、それらはストレージに収納する。少し離はなれた場所に落ちている枝も回収してから、主戦場の状じよう況きようを確かめる。

　麻ま痺ひ針ばりによる妨ぼう害がいは止まったが、防ぼう御ぎよ線せんは泉の縁ふちからわずか十五メートルほどのところにまで押し込まれている。衛兵たちが泉に落ちれば戦列が乱れ、敵の突とつ破ぱを許してしまうだろう。そこから主館の正面入り口は目と鼻の先だ。

　戦っているフォールン・ウォリアーの数は二十五人ほど、対して衛兵は二十人に満たない。後方で十人ほどが麻ま痺ひ状態で倒たおれているが、もう城から走り出てくる衛兵はいない。つまり、これがガレ城の全戦力というわけだ。残念ながら、城主ガレイオン伯はく爵しやくが出しゆつ陣じんしてくる展開は期待できそうにない。

　数秒を費ついやして状じよう況きようの把は握あくを終えた俺は、手に入れたばかりのアイテムを有効利用するべく、ポーチから麻ま痺ひ針ばりを引き抜いた。奪うばった針は九本、加えてストレージにはモルテから入手した二本と、ミィアの家で襲おそってきたフォールンが残していった二本が入っている。合計十三本の針でウォリアーをせめて十人麻ま痺ひさせられれば確実に劣れつ勢せいを覆くつがえせると計算しながら、最も近い場所で戦っている一人の背中を狙ねらい、投とう擲てきする。

　狙ねらいあやまたず、針は鎧の継つぎ目めに突き刺さった。ウォリアーは一いつ瞬しゆん動きを止め……しかし何ごともなかったかのように曲刀を振るい続けた。

「な…………」

　息を吞のんだ俺の目が、ウォリアーのＨＰバーに表示されている見慣れないアイコンを捉とらえた。黒い木の葉のような形のそれが、もしかしたら麻ま痺ひ耐たい性せいバフなのかもしれない。考えてみれば、後方からスカウトたちが麻ま痺ひ針ばりを投げまくっていたのだから、何本かは味方を誤射したはずだ。その対策を施ほどこしていたとしても不思議はないが……ＮＰＣらしからぬ、妙みように手の込んだ戦術だという気がする。

　そもそも、フォールン・エルフが城門を突とつ破ぱした方法もまだ解わかっていないのだ。

　大食堂で居い眠ねむりしていた俺は、鐘かねの音で目を覚ました。しかし確か、最初に聞いたのは普ふ段だんと同じ開門の鐘かねだったと記き憶おくしている。それが途と中ちゆうから危急を知らせる早はや鐘がねに変わった。つまり、衛兵たちは通していい相手のために城門を開け、そこをフォールンが急きゆう襲しゆうした？　いや、城門の外に延びる涸かれ谷だにには身を隠かくせるような場所はない。谷の入り口から何十人もの敵が走ってくれば、それを見てからでも門を閉める時間は充じゆう分ぶんにあったはずだ。

　残る可能性は一つ。

　門を開けさせたプレイヤーが、フォールンと通じていた……そして現状、俺とアスナの他にエルフ戦争クエストをこちら側で進めているプレイヤーは一組しかいない。キューザックの四人だ。城に入った彼らが、城門塔の中にある開閉室を占せん拠きよすれば、フォールンたちが到とう着ちやくするまで門を開けっ放しにしておくことは可能だろう。

「……そうなのか……？」

　自分の推測が信じられず、掠かすれ声ごえで呟つぶやいてしまってから、俺は勢いよく身を翻ひるがえした。近くにある城門塔まで走り、金属で補強された扉とびらを引き開ける。すかさず右手の剣を突き出したが、狭せまい開閉室に人の姿はない。もしここにいたダークエルフが殺されたのだとしても、その痕こん跡せきを探すことはできない。

　見上げると、塔の上部には巨きよ大だいな歯車やら錘おもりやらがぎっしりと詰つめ込こまれている。視線を戻もどし、正面の壁かべに設けられている木製のレバーを力いっぱい引く。

　ゴゴゴ……と重々しい音を立てて頭上の歯車が回り始めた。これでひとまず城門は閉まり、万が一フォールンが増ぞう援えんを用意していても入ってくることはできない。キューザックの四人がどこに行ったのか気になるが、その前に中庭の戦せん闘とうを何とかしなくては。

　城門塔から飛び出し、そのまま戦列へとダッシュする。麻ま痺ひ針ばりが効かないなら、ウォリアーを剣で減らしていくしかない。

「うおおおおッ!!」

　バックアタックの利を敢あえて捨てるべく、俺は腹の底から雄お叫たけびを迸ほとばしらせた。近くにいた敵三人が素す早ばやく振り向き、距きよ離りを詰つめてくる。その真ん中に飛とび込こみ、ぎりぎりまで引きつけてから、ソードスキル《ホリゾンタル・スクエア》を発動。単体への与よダメージはバーチカル・スクエアに劣おとるが、命中率と効果範はん囲いでは上回る。

　俺が繰くり出だした水平四よん連れん撃げきは、ウォリアー三人を巻まき込こんでＨＰを七割近くも奪うばってから大きく吹ふき飛とばした。ようやく習得できたこの大おお技わざをひたすら連打できれば一人で敵を殲せん滅めつすることも不可能ではないと思えるが、残念ながら威い力りよくに相応ふさわしいクールタイムが設定されているのでしばらく使えない。ここからは、習得している全ソードスキルをフル活用して戦い続けなければならない。敵の数は二十人以上、囲まれたらその瞬しゆん間かんに終わる。

　後方から乱入した俺に、新たに二人の敵が気付いた。その片方を狙ねらって、跳ちよう躍やく突とつ進しん技わざ《ソニック・リープ》を繰くり出だす。今度はガードされてしまったが、フォールン・ウォリアーの曲刀は俺のソード・オブ・イヴェンタイドよりも華きや奢しやで、突とつ進しんの勢いを受け止め切れずに大きく仰のけ反ぞる。

　忌いま々いましい技ぎ後ご硬こう直ちよくが解けた瞬しゆん間かん、ノックバック中の敵を体術スキルの単発回まわし蹴げり《水スイ月ゲツ》で吹ふき飛とばす。後方から迫せまってくる敵との距きよ離りを勘かんで計り、振り向きざま右手の剣で二に連れん撃げき技わざ《ホリゾンタル・アーク》を発動。横向きＶ字の斬ざん撃げき線せんに胴どう体たいを薙なぎ払はらわれたウォリアーも、呻うめき声ごえを残して飛んでいく。

　倒たおれた相手に追つい撃げきを入れられないのが残念だが、一人を深追いしていると囲まれてしまう。ホリゾンタル・スクエアで打ち倒たおされた三人が起き上がろうとしているのに気付き、最も近い一人に向けて低空突とつ進しん技わざ《レイジ・スパイク》を放つ。

　地を這はうようなスライドダッシュを、ウォリアーは曲刀スキルの基本技わざ《リーバー》で迎げい撃げきしようとした。喰くらえば技わざを潰つぶされた上に弱スタン状態に陥おちいるだろう。突とつ進しんしながら体を捻ひねり、リーバーの軌き道どうから逃のがれようとする。しかし余りに大きく動きすぎるとこちらのソードスキルがファンブルしてしまう。刀身を包むペールブルーの輝かがやきが小刻みに震ふるえ、技わざが途と切ぎれる寸前であることを知らせてくる。

「ジャアアッ！」

　フォールン・ウォリアーが、獰どう猛もうな咆ほう哮こうとともにオレンジ色の燐りん光こうに包まれた刃やいばを振り下ろした。鋭えい利りな切っ先が俺の右胸を浅く掠かすめ、ＨＰバーを五パーセントほど削けずった。直後、俺の剣が敵の左足を根元から断たち切きる。残っていたＨＰが消し飛び、ウォリアーの瘦そう身しんがガラスのように儚はかなく砕くだけ散ちる。

　その美しくも禍まが々まがしいサウンドエフェクトが、広大な中庭で戦っている全てのフォールン・ウォリアーの注意を引いたようだった。中央でひときわ激しい戦いぶりを見せていた指揮官らしき大おお柄がらな一人が、俺に曲刀──いやロングサーベルを向けて叫さけんだ。

「その邪じや魔ま者ものから先に片付けろ！　四人で囲んで押おし潰つぶせ！」

　途と端たん、戦列からほぼ無傷なウォリアーが四人離はなれ、同時に向かってきた。当然、列には穴ができるが人数はまだフォールンたちのほうが多い。衛兵の一人が、

「剣士殿を守れ！」

　と心強いことを言ってくれたものの、フォールンの列を破るのは難しいだろう。この四人は俺が何とかしなくては……逆に言うと、ここさえ切きり抜ぬけられれば人数が逆転し、勝利の目も見えてくる。

　フォールン・ウォリアーたちは、滑すべるような足運びで左右から俺を取り囲もうとする。唯ゆい一いつの広こう範はん囲い技わざホリゾンタル・スクエアはまだ使えない。俺も後退しながら最初に叩たたくべき相手を見み極きわめようとするが、全員お揃そろいの黒装備に黒くろ覆ふく面めん、ＨＰの残量もほぼ同じで狙ねらいを絞しぼり切きれない。

　四人の後方では、せっかくＨＰを半減させたウォリアーたちが壁かべ際ぎわまで下がり、回復ポーションらしきものを飲もうとしている。彼らが全快して俺を狙ねらう四人が八人になれば、殲せん滅めつどころか逃とう走そうも難しくなる。

　こういう状じよう況きようで最大の悪手は、敵の数を減らそうと焦あせって足を止めてしまうことだ。モンスター相手でも同じだが、常に動き続けて包囲されるのを防ぎつつ、敵のＨＰを少しずつ削けずっていくのがセオリーとなる。他のプレイヤーがいるダンジョンでやればＭｏｂトレインをするなと怒おこられてしまうが、この状じよう況きようではマナーもクソもない。

「…………っ!!」

　鋭するどく息を吸い込み、石いし畳だたみを蹴けり飛とばす。直感的に標的を決めて全力ダッシュするが、狙ねらわれた敵は曲刀を斜ななめに構えて防ぼう御ぎよ姿勢を取り、残り三人が素す早ばやく俺の後方に回り込もうとしてくる。予想していたとはいえ、モンスターより反応も連れん携けいも数段上だ。

　わずかなプラス材料は、フォールン・ウォリアーの中に盾たてを持った重装備型がいないこと。そういう奴やつが防ぼう御ぎよに専念したら崩くずすのは困難を極きわめるが、武装が軽金属鎧と曲刀だけならどこかに隙すきができる。

　俺は愛あい剣けんを右手にぶら下げたまま、一直線に突とつ進しんした。ウォリアーの両目が、覗のぞき穴あなの奥おくで途と惑まどうように揺ゆれた。こちらの初しよ撃げきを防ぼう御ぎよするつもりが、攻こう撃げきの気配なく突っ込んでくるのでＡＩのアルゴリズムに迷いのようなものが生じたのだろう。

　距きよ離りが二メートルを切ったところで、ようやくウォリアーが攻こう撃げき態勢に入ろうとする。俺は懸けん命めいに加速しながら、指をＣの字に揃そろえた左手を突き出す。狭せまい隙すき間まに敵の曲刀の刀身を滑すべり込ませ、指が落ちる恐きよう怖ふを振ふり払はらって全力で握にぎり締しめる。

　瞬しゆん間かん、手の中から銀色の光が迸ほとばしり、俺の手とウォリアーの剣ががっちりと一体化する感覚が訪おとずれた。すかさず敵の右手から剣を引き抜き、銀光の消えた手で柄つかを握にぎり直なおす。この戦せん闘とう中ちゆうに熟練度が１００に達したので使えるようになった体術スキルの武器スナッチ技わざ、《空くう輪りん》だ。当然ながら使うのはこれが初めてで、大枚払はらってアルゴから体術の情報を買っていなければ、戦せん闘とうが終わるまで存在に気付くこともできなかっただろう。

「おのれっ……！」

　俺に曲刀を奪うばわれたウォリアーが、空の右手で摑つかみかかってくる。その手をソード・オブ・イヴェンタイドで薙なぎ払はらうと、部位欠損が発生。右みぎ腕うでを抱かかえて呻うめくウォリアーを蹴けり倒たおし、素す早ばやく振り向く。

　残る三人のフォールン・ウォリアーは、俺のスナッチ技わざを見ても怯ひるむことなく向かってきた。

「シャアッ！」

　黒い軌き跡せきを引く袈け裟さ斬ぎりを、左手に握にぎった曲刀で受ける。飛び散る火花を顔で受け止めながら、右手の直剣を敵の脇わき腹ばらに叩たたき付つける。右に敵の気配を感じ、今度は直剣で水すい平へい斬ぎりをガード。体勢を崩くずすウォリアーの首筋を曲刀で切きり裂さき、二人の隙すき間まを駆かけ抜ぬける。

　右手にソード・オブ・イヴェンタイド、左手にフォールンの曲刀を握にぎっているあいだは完全なるイレギュラー装備状態で、一いつ切さいのソードスキルを発動できない。しかしもともと一対四の混戦では、技ぎ後ご硬こう直ちよくが発生する大おお技わざは危険が大きすぎる。それなら左手にも剣を持っていたほうが、防ぼう御ぎよ時じの選せん択たく肢しが増える。

　こんな真ま似ねをするくらいなら、最初からクイックチェンジに左ひだり手て盾たてを登録しておけば……と思わなくもないが、速くて軽いフォールンの斬ざん撃げきならどうにか剣でもガードできる。それに、《受けて反はん撃げき》を左右どちらからでも繰くり出だせる剣二本持ちのほうが、俺の性しように合あっている気がする。

　この戦いを切きり抜ぬけられたら、本格的に二本持ちの練習もしてみようと思いながら俺は体を反転させた。無傷の四人目を先頭に、ダメージは受けたもののＨＰは充じゆう分ぶん残っている二人が急追してくる。俺に曲刀を奪うばわれたウォリアーは、武器を借りるつもりか回復中の仲間のところへ走っていく。

　カーソルをチェックすると、彼らのＨＰは早くも七割近く回復している。全快するまであと一分あるかないか……その前に眼前の三人を倒たおさなくては。だがソードスキルなしでそれができるか。こちらの手の内は、もう全て見せてしまったのだ。

　できるかどうかではなく、やるしかない。

　立ち止まっていれば囲まれるだけなので、俺は右みぎ端はしの一人に狙ねらいを定めて走り始めた。しかしこれまでの戦いでこちらの端はしから削けずる戦術を学習したのか、敵も進行方向を変えてあくまで正面からぶつかろうとしてくる。かといって右にターンし続ければ、城じよう壁へきに追おい詰つめられてしまう。

　いったん引くか。いや、もうその時間はない。まっすぐ突っ込んで乱戦に活路を見み出いだすしか──……

　俺が伸のるか反そるかの作戦に出ようとした、その時だった。




「キリト君、避よけて!!」




　一いつ瞬しゆん、幻げん聴ちようを聞いたのかと思った。だが体のほうは自動的に反応し、俺は思いきり左へジャンプした。

　直後、視界を真しん紅くの輝かがやきが貫つらぬいた。

　いままで目にした中でも最大級のライトエフェクトが、フォールン・ウォリアーたちの背後から凄すさまじいスピードで接近してくる。光の奥おくにかすかなシルエットが見えるが、眩まぶしすぎて視し認にんできない。空気が激しく唸うなり、足あし許もとの石いし畳だたみがびりびり震ふるえる。

　俺を追ってターンしようとしていた三人のウォリアーも、異変に気付いて振り向いた。だがその時にはもう、紅あかい光は目の前まで迫せまっていた。

「ぬあっ！」

　真ん中の一人が、叫さけびながら曲刀を持ち上げる。二人も同様のガード姿勢を取る。

　ズガアアァァン！　と爆ばく発はつめいた大だい音おん響きようが轟とどろき、真ん中のウォリアーが高々と宙を舞まった。左右の二人は地面になぎ倒たおされ、一人は俺の足あし許もとまで転がってくる。反射的に右手の剣で追い打ちを入れ、赤くなっていたＨＰを削けずり切きる。

　飛散する青いパーティクルの中で顔を上げると、暴走列車のような勢いで目の前を通過した乱入者が、六、七メートルも離はなれた場所で土つち煙けむりを巻き上げて停止したところだった。

　えんじ色のフーデッドケープ。同系色のプレートつきスカート。大きく翻ひるがえる栗くり色いろのロングヘア。カーソルを見るまでもなく、暫ざん定ていパートナーのアスナだと確信できる。

　しかし、いまのソードスキルはいったい……？　細さい剣けんカテゴリに、あそこまで派手な突とつ進しん技わざはなかったはずだ。アスナが好んで使う《シューティング・スター》と比べても、威い力りよく、範はん囲いとも桁けた違ちがい────

「え……!?」

　薄うすれていく土つち煙けむりの中から現れたそれを視し認にんした瞬しゆん間かん、俺は小さく声を上げてしまった。
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　アスナが両手で握にぎっている武器は、彼女の愛あい剣けんシバルリック・レイピアではなく、長さ二メートル以上もありそうな突ラ撃ン槍スだったのだ。グリップ部分は深緑色の革かわ巻まき、本体は艶あでやかな銀色で、根元付近には優美な装そう飾しよくが施ほどこされている。一見してかなりの業わざ物ものだと解わかるが、問題は槍やりの出所よりも、なぜアスナがそれを扱あつかえるのかだ。

　現状、槍やり系武器を扱うためのスキルは四つ存在する。片手用槍やり、両手用槍やり、片手用突とつ撃げき槍やり、両手用突とつ撃げき槍やり……この中で最も一いつ般ぱん的なのは両手槍やりだろう。槍やり使つかいそのものが少ないのだが、たとえばレジェンド・ブレイブスの長槍スピア使つかいクフーリン、ＡＬＳの斧槍ハルバード使つかいオコタンや三叉槍トライデント使つかいの北ほつ海かいいくら、そしてキューザックの剣槍グレイブ使つかいハイストンあたりは全員が両手用槍やりスキルを取っているはずだ。片手槍やり使つかいは更さらに少なく、攻こう略りやく集団ではＡＬＳのシンケンシュペックの他に一人か二人しかいない。

　しかしそれでも、突とつ撃げき槍やりスキル持ちのレアさとは比ひ較かくにもならない。事実、俺はいままで最前線で突とつ撃げき槍やり使つかいを見たことがないのだ。

　理由は対応する武器の少なさと、その扱あつかい辛づらさ。突とつ撃げき槍やりに分類されるのはランスと、ヒルト部分が大型化したガードランスだけで、どちらも単純な突つき攻こう撃げきしかできない。ソロプレイはもちろん、パーティープレイやレイド戦でも取り回しが難しすぎるうえにランスが必ひつ須すという場面があるわけでもないので、趣しゆ味みスキルで遊ぶ余よ裕ゆうのない現在のＳＡＯでは無用の長物……と、俺もずっと思ってきたのだが。

「な……ど……す……」

　なんでそんなもん持ってるの？　どこで手に入れたの？　スキルはどうなってるの？

　と立て続けに訊たずねたつもりだったが、口から出たのは謎なぞの音だけだった。しかしアスナにはなにがしか通じたようで、長めの技ぎ後こ硬こう直ちよくが解けた瞬しゆん間かんに俺を見て叫さけぶ。

「説明はあと！　わたしの背中をお願い！」

　確かに、背せ丈たけより遥はるかに長くて重い両手用ランスを抱かかえていれば振り向くのも一苦労だろう。アスナに駆かけ寄よろうとしてから、突とつ進しん技わざに直ちよく撃げきされた三人のうち二人はまだ生きていることを思い出す。

　だが、俺がとどめを刺す必要はなかった。

　背後で結けつ晶しよう質しつの破は砕さい音おんが二つ、ほぼ重なって響ひびく。左斜ななめ後方を見やると、四散するポリゴン片へんの中に、サーベルを持つキズメルとレイピアを握にぎるミィアの姿があった。

「すまんキリト、遅おそくなった！」

　キズメルが叫さけぶと、相変わらずマスク姿のミィアも素す早ばやく頭を下げる。二人の後方には東とう翼よくの通用口があるので、恐おそらくあそこから出てきたのだろう。スキル修しゆ業ぎようもうまくいったらしく、ＨＰバーにはしっかりと瞑めい想そうバフが輝かがやいている。

　麻ま痺ひ針ばりを投げまくっていた三人のフォールン・スカウトは俺が片付けてしまったが、いまは剣で戦っているウォリアーたちの中にも針を持っている者がいないとは言い切れない。この戦場では──もしかしたら今後フォールン・エルフと戦う時は常に、麻ま痺ひ対策を徹てつ底ていする必要がある。

　ともあれ、強力な味方が駆かけつけてくれたことで、恐おそらく戦力は互ご角かくまで持ち直したはずだ。あとは敵が固まっている場所に、アスナがさっきの重じゆう突とつ進しん技わざを一発か二発叩たたき込こめば勝敗が決まる。俺の仕事は、それまで相棒の背中を守ること。

「アスナ、ＣＴはあと何秒だ!?」

　両手に剣を構えながら叫さけぶと、背後で力強い声が響ひびいた。

「百秒！」

「了りよう解かい！」

　先刻の突とつ進しんからすでに二十秒ほど経過しているので、クールタイムは百二十秒というところか。大おお技わざに相応ふさわしい長さだが、それくらいなら衛兵たちも持ちこたえてくれるだろう。しかも、主館の正面玄げん関かんから五、六人のウェイトレスたちが駆かけ出だしてきて、麻ま痺ひしたり傷を負って後退した十名ほどの衛兵にポーションを飲ませ始めている。残念ながらレベル２麻ま痺ひ毒どくを即そく座ざに治ち療りようできる薬はないようだが、防ぼう御ぎよ線せんが現在の位置で持ちこたえられれば、いずれ自然回復するはずだ。

「キリト、南から来るぞ！」

　キズメルの声にさっと顔を動かすと、城じよう壁へき近くで回復を図はかっていた四人のフォールン・ウォリアーが、まだＨＰは七割ほどしか戻もどっていないのにこちらへ向かってくる。加えて、俺に曲刀を奪うばわれた一人も、借り物らしい短たん剣けんを握にぎって最さい後こう尾びについている。

「キズメル、ミィア、左右から回り込んで！　キリト君は北から来る敵を！」

　アスナの素す早ばやい指示を受けて、エルフ騎き士しと少女剣士が飛び出していく。そこまで見届けてから振り向くと、泉の手前の主戦場から更さらに二人のウォリアーが離はなれ、猛もう然ぜんと突とつ進しんしてくる。どうやら南からの五人と呼応し、俺たちを挟きよう撃げきするつもりのようだ。

　七対四だが、もう負ける気はしない。敵兵の数が減ったことで、防ぼう御ぎよ線せんも徐じよ々じよに味方の衛兵たちが盛り返してきている。

「邪じや魔まをするな、人族ッ!!」

　怒いかりに満ちた声で叫さけびながら、二人のウォリアーが斬きり掛かかってきた。完かん璧ぺきにシンクロした斬ざん撃げきを、右手と左手の剣で同時に受け止める。黄色い火花が目を灼やき、衝しよう撃げきが肘ひじから肩かたにまで突き抜けたが、俺は全身の力を振ふり絞しぼって必死に堪たえた。アスナの背中を守ると約束したからには、一歩たりとも下がるつもりはない。

　受け切った──と感じた瞬しゆん間かん、片手剣二本持ち状態でもこれだけは使用可能な体術スキルの足あし技わざ《水スイ月ゲツ》を繰くり出だす。腹を痛つう撃げきされたウォリアーの片方はよろめいただけで踏ふみ留とどまったが、片方は吹ふき飛とんで転てん倒とう状態となる。

　俺は咄とつ嗟さの判断で左手の曲刀を地面に突つき立たて、イレギュラー装備状態が解消されると同時に右手の剣でクールタイムが終わったばかりの《バーチカル・スクエア》を発動した。四よん連れん撃げきをまともに喰くらったウォリアーは、地面に叩たたき付つけられてから爆ばく散さん。硬こう直ちよくが終しゆう了りようするや曲刀を引き抜き、起き上がり途と中ちゆうのもう一人に、左右の剣による擬ぎ似じ的な連れん撃げきを浴びせる。

《片手武器の二本持ち》に挑ちよう戦せんしたプレイヤーは、ベータテスト時代ならまったくいないというわけではなかった。ソードスキルを発動できないという巨きよ大だいなデメリットと引ひき換かえても釣つり合あう──かもしれない、マジック効果の重複適用というメリットがあるからだ。たとえば、仮にソード・オブ・イヴェンタイドを二本装備できれば、ＡＧＩ＋14という凄すさまじい能力値ブーストによって猛もう烈れつな高速機動が可能となるだろう。

　しかし結局、ベータテスト最終日までに、少なくとも俺が知る限りではまともに戦える二本持ちプレイヤーは出現しなかった。俺も試ためしてみたことはあるのだが、右手の剣と左手の剣を同時に操あやつろうとすると、体の左右が別々に存在しているかのような、異様な感覚に襲おそわれるのだ。

　可能なのはせいぜい片方の剣で防ぼう御ぎよしつつもう片方で攻こう撃げきすることくらいで、それなら盾たてを持ったほうがマシというのがベータテスターの最終見解だった。正式サービスが開始されてからも、最前線で二本持ちプレイヤーを──アルゴが使っているクローのような二本一組の武器を除いて──見たことはない。クローにしたところで、両手を同時に使うのはソードスキルの発動時に限られるはずだ。

　しかしいま俺は、無む我が夢む中ちゆうの連れん撃げきを五回か六回ほども浴びせてから、ようやく自分が禁断の左右同時攻こう撃げきを行っていることに気付いた。途と端たん、例の分ぶん離り感覚に襲おそわれ、左手の曲刀を取り落としてしまう。

　だが幸い、最後の一いち撃げきでウォリアーのＨＰはゼロになったらしかった。飛び散る青い破は片へんから、反射的に顔をそむける。

　これで、この戦いが始まってから俺が殺したフォールン・エルフは合計六人になった。モンスターなら、いやコボルドやイクチオイドのような亜あ人じん種しゆであってもその十倍殺したところで何も思わないだろうが、いまはなぜかある種のプレッシャーを感じてしまう。頭を強く振って、分ぶん離り感覚と仄ほのかな罪悪感を同時に払はらい落おとし、南を見る。

　ちょうど、アスナが新たなソードスキルを発動させるところだった。

　キズメルとミィアに挟はさみ込こまれ、一箇所に固まった五人のフォールン目め掛がけて、緑色の輝かがやきを帯びた両手用ランスを突き込む。先刻の突とつ進しん技わざほどの迫はく力りよくはないが、それでも圧あつ倒とう的てきなリーチで鋭するどい穂ほ先さきがフォールンたちを貫つらぬく。槍やりは瞬しゆん時じに引ひき戻もどされ、再び突とつ撃げき。更さらにもう一回……何と三さん連れん撃げき技わざだ。

　金属質の衝しよう撃げき音おんが拡散すると、五人のフォールンのうち三人が倒たおれ、砕くだけ散ちった。空そら恐おそろしいほどの殲せん滅めつ力りよくだ。一対一なら敏びん捷しようなフォールン・ウォリアーに翻ほん弄ろうされてしまうだろうが、多対多で敵の動きを制限できればこれほど有効な武器もない……という気がしなくもない。

　しかしまさか、この戦いが始まってから両手用突とつ撃げき槍やりスキルを取得したわけでもあるまい。ソードスキルの威い力りよくや連れん撃げき数すうを見る限り、熟練度は少なくとも１００には達しているはずだ。そう言えば確か、数日前にお互たがいの取得スキルの話になった時、アスナが何か妙みようなことを言っていたような──。

　刹せつ那なの想念を、新たな破は砕さい音おんが中断させた。キズメルとミィアが、目にも止まらぬ連続攻こう撃げきで残る二人を始末したのだ。俺に曲刀を奪うばわれたウォリアーも、せっかく仲間に借りた短たん剣けんを振るう機会もないままデータの断だん片ぺんとなって果てた。

　これで、挟きよう撃げきを仕し掛かけてきた七人全員が返かえり討うちにあったわけだ。まだ生きている敵を数えようと再度振り向いた時、勇ましい鬨ときの声こえが中庭に響ひびいた。

「スラアァ────ッ!!」

　一いつ瞬しゆん慌あわてたが、敵の増ぞう援えんが現れたわけでも、味方の衛兵が登場したわけでもなかった。泉の手前で必死に踏ふみ留とどまっていた十数人の黒エルフ衛兵たちが、いっせいに雄お叫たけびを上げたのだ。見れば、防ぼう御ぎよ線せんの人数はほぼ互ご角かく──後方で治ち療りよう中ちゆうの衛兵を加えれば明らかに逆転している。フォールンの指揮官が負けじと大声でウォリアーたちを鼓こ舞ぶするが、応じる声に勢いはない。

「よし、あの指揮官を倒たおして一気に……」

　アスナたちに向けて、そう言いかけた俺の視界を、何かがひらりと横切った。もう一つ……更さらにもう一つ。

「な……」

　掠かすれ声ごえで喘あえいだキズメルが、上空を指さした。

　その先を見上げた俺も、言葉を失った。

　金色がかったブルーに染まる上層の底を背景に、無数の薄はく片へんが空を舞まっている。あれは……落ち葉だ。泉の中央にそびえ立つ霊れい樹じゆの葉が、次々と枯かれ落おちている。

　吸い寄せられるように左手を伸ばし、一枚の落ち葉を摑つかんだ。薄うす茶ちや色に乾かわき切きったそれは、俺の手の中でかすかな音を立てて砕くだけ、空気に溶とけるように消えた。

　再び視線を上向け、数十メートル離はなれた場所に立つ霊樹を凝ぎよう視しする。太い幹にはまだ変化がないようだが、八方に広がる枝からは絶え間なく葉が落ち続けている。自然現象……ではあるまい。いまは一月なのだから落葉の季節というには遅おそすぎるし、そもそもこの霊れい樹じゆは地下の温泉から生命力を得ているので何百年も枯かれずに…………。

　思考がそこまで至った瞬しゆん間かん、俺は不ふ吉きつな啓けい示じに打たれ、両目を見開いた。

　フォールン・エルフたちが攻せめてきたこのタイミングで霊樹がいっせいに落葉し始めたのが偶ぐう然ぜんであるはずがない。恐おそらく、全ての葉が落ちればキズメルの言う《霊樹の加護》が失われ、ガレ城の敷しき地ち内ないも外の涸かれ谷だにと同じ条件になってしまうのだ。城内にいる全てのダークエルフに衰すい弱じやくデバフがかかり、当然ながら衛兵たちも戦えなくなる。いっぽうフォールン・エルフはベルトに挿さしている生木の枝の力で衰すい弱じやくすることはない。

　最初からそういう作戦だったのだ。そして、霊樹にダメージを与あたえた方法は恐おそらく──。

「キズメル、《碧へき葉ようのケープ》は持ってるか!?」

　俺の質問に、愕がく然ぜんと空を見上げていた騎き士しは、はっとしたような顔でかぶりを振った。

「いや……宝ほう物もつ庫こに戻もどしてしまった。そうか、霊樹が枯かれれば我らは……」

「うん、それが奴やつらの狙ねらいなんだ。とりあえず、キズメルはこれを」

　限界の早口でまくし立てながらウインドウを開き、麻ま痺ひさせたフォールン・スカウトから取り上げた生木の枝を取り出した。キズメルもフォールンたちが同じものを身につけていることに気付いていたらしく、顔にかすかな忌き避ひ感かんが滲にじむ。

「──奴やつらはその枝を、生きている木から切り取ったのか……どうやって……？」

「解わからない。でもいまはこれを使うしかない……霊樹の葉が全部落ちたら、たぶん衛兵たちは戦えなくなる」

　騎き士しの手に葉っぱつきの枝を押しつけてから、大型ランスを握にぎるアスナとマスク姿のミィアに向き直る。

　アスナをこの場に残すことには強い不安を感じずにはいられない。しかしキズメルは仲間を見捨てようとしないだろうし、ならばアスナも決して逃げないだろう。

「何とか踏ふん張ばってくれ……すぐに戻もどる！」

「キリト君はどこに……!?」

　走り出しながら、俺は低く叫さけんだ。

「地下！」

　直後、舞まい散ちる枯かれ葉はの中をフルスピードで突つき進すすむ。泉の手前では、異常事態に一いつ瞬しゆん手が止まった衛兵たちが再び戦い始めているが、霊樹の葉が落ちきるまであと三分あるかどうか。フォールン・ウォリアーはまだ指揮官を含ふくむ十五人ほどが健在で、アスナたちが加勢しても三分で全ぜん滅めつさせるのは難しい。それまでに、なんとかして霊樹の枯こ死しを止めなくては。

　せめて一ひと太た刀ちだけでも加勢するべく、右手の剣を肩かた越ごしに構える。ソードスキルの前ぜん駆く音おんを聞きながら狙ねらいを定め、跳ちよう躍やく技わざソニック・リープを発動。仲間から離はなれていたウォリアーの背中にクリーンヒットさせて転てん倒とうさせ、ベルトから生木の枝を引き抜く。

「フォールンが背中に挿さしてる枝を狙ねらえ！」

　衛兵たちに向けて──半分はフォールンにも聞こえるように叫さけびながら、戦列を抜けて城の正面玄げん関かんを目指す。戦せん闘とう中ちゆうに、敵の背中にある枝を狙ねらうのは実際には難しいだろうが、いまの指示を聞いたフォールンは幾いくばくかの圧力を感じるはずだ。枝を失えば、霊れい樹じゆの枯こ死しと同時に衰すい弱じやくしてしまうのはフォールン・エルフも同じなのだから。

　数秒で正面玄げん関かんに到とう達たつすると、その脇わきで負傷者や麻ま痺ひ者しやの手当てをしているウェイトレスたちに、奪うばってきたばかりの枝を渡わたす。

「もし霊樹が枯かれたら、その枝の周りに小さく固まるんだ！」

　たぶん枝が生み出す保護効果の範はん囲いはごく狭せまいだろうが、まったく意味がないわけでもないだろう。啞あ然ぜんとしながらも頷うなずくウェイトレスたちから離はなれ、城内に駆かけ込こむ。

　一階の大ホールに人ひと影かげはない。恐おそらく城主ガレイオン伯はく爵しやくや高位の神官たちは最上階に立てこもっているのだろう。ヨフィリス子し爵しやくのように、人族の風ふう来らい坊ぼうである俺の説得を聞き入れてくれる気はまったくしないし、霊樹が枯かれたら動けなくなってしまうのは伯はく爵しやくも例外ではあるまい。

　地下温泉へ続く階段は、西せい翼よくの廊ろう下かを少し進んだ場所にあったはずだ。左にカーブしつつ再加速しようとした俺の耳に、聞き覚えのある声が届いた。

「おい小こ僧ぞう、ちょっと待つんじゃ！」

「……!?」

　両足で急ブレーキを掛かけ、声が降ってきたほうを見上げる。すると、吹ふき抜ぬけになっている大ホールの二階テラスに、ぶんぶん両手を振ふり回まわしている黒ローブの人ひと影かげがあった。

「じ……じっちゃん!?　何だよ、いま時間が……」

　そこまで言いかけた俺の言葉を、自じ称しよう大だい賢けん者じやたるブーフルーム老人はかつてなく真しん剣けんな声で遮さえぎった。

「解わかっちょるわ、下に行くんじゃろ！　恐おそらくフォールンどもは、温泉に毒をブチ込みよったんじゃ。お主ぬしだけではどうにもできんぞ！」

「な、ならどうすれば……」

「コイツを温泉に注ぐんじゃ！」

　きっぱり言い切ると、老人はテラスから何かガラスっぽい質感のものを放り投げてきた。

　もしこれが筋書きのあるクエストなら、キャッチし損そこねて割ってしまった瞬しゆん間かんにクリア不可能になる奴やつだ。そう確信しながら、俺は右手に握にぎったままの剣を放り投げ、両手でガラス玉を受け止めた。

　なんとかキャッチに成功したそれは、直径十センチほどの丸底フラスコだった。短い首にはコルク栓せんがきつくねじ込まれ、中には濃こい緑色の液体がなみなみと入っている。色だけ見ると相当に毒っぽい。

　本当にこれで大だい丈じよう夫ぶなのかと問とい質ただしたいが、いまは一秒でも惜おしい。アスナたちにちゃんと瞑めい想そうスキルを習得させてくれた賢けん者じやの言葉を信じることにして、床ゆかの剣を拾い上げる。

「解わかった、任せろ！」

「頼たのんだぞ小こ僧ぞう！」

　という声を背中に受けながら、再びダッシュ。廊ろう下かの右側に見えてきた下り階段に飛とび込こみ、転げ落ちるように地下一階へ。赤っぽい色合いのランプに照らされた通路を、幾いくらか警けい戒かいしながら走る。ここからは、いつフォールンが出てきてもおかしくない。

　やがて湾わん曲きよくする通路の先に、地下温泉の入り口となる大おお扉とびらが見えた。開け放たれた扉とびらの中からは、かすかに白い湯気が──。

「うっ……」

　俺は反射的に、剣を持つ右手で口くち許もとを覆おおった。以前はお湯の香かおりしかしなかったのに、いまはその中に、わずかではあるが不快な匂においが混入している。生なま乾がわきの泥どろのような、かび臭くさい匂におい。

　入り口でいったん立ち止まり、気配を窺うかがってから中へ。広い休きゆう憩けい室しつに人の姿はないが、悪あく臭しゆうが一段階濃こくなる。この匂においの発生源が、霊れい樹じゆの根が浸ひたっている温泉なら、もう一刻の猶ゆう予よもない。奥おくの壁かべにある扉とびらを開け、無人の脱だつ衣い所じよを通とおり抜ぬけて、広大な地下ドームへ──。

「…………!!」

　それを見た瞬しゆん間かん、俺は歯を食い縛しばった。

　清らかな乳白色だった温泉の湯が、どす黒く濁にごっている。ぼこ、ぼこと粘ねばりけのある音を立てて大きな泡あわが次々と水面に浮うき上あがり、割れると中から灰色の瘴しよう気きが放出される。ドームの天てん井じようから垂れ下がる霊樹の根も、汚お染せんされた湯を吸い込んでいるからだろう、八割がた黒く染まってしまっている。急いで湯を浄じよう化かしなければ、あと一分も経たたずに樹じゆ齢れい数百年という古木は永遠に死に絶えてしまうだろう。

　しかし、俺は足を前に出せなかった。

　天然石のタイルが張られた通路の先、温泉の縁ふち近くに、男が一人立っていたからだ。

　全身に金属鎧よろいを着き込こみ、右手にはショートスピア、左手にはタワーシールドを装備している。幾いくらか歳のいった顔には、短めの顎あご髭ひげ。

　ギルド《キューザック》のリーダー、ギンドー。

　張はり詰つめた表情でじっとこちらを見ている短たん槍そう使つかいに、俺は短い言葉を投げた。

「そこをどいてくれ」

　しかしギンドーは、巨きよ大だいなタワーシールドを少しだけ俺のほうに動かすと、掠かすれた声で答えた。

「いや……あの根っこが完全に腐くさるまでは動けない」

　これで、温泉に毒を投なげ込こんだのがギンドーであることは確定──だろう。しかし、頭上に浮うかぶカラーカーソルは緑。つまり、城門塔の開閉室にいたエルフを殺すか追い出して城門を閉められないようにしたのは、少なくともギンドーではない。ならば、この場に見当たらない三人の仲間の仕業か。

　ともあれ、俺はキューザックの四人にすっかり騙だまされたわけだ。苦い感かん慨がいと酸すっぱい焦しよう燥そうを嚙かみ締しめながら口を開く。

「……あんたたちは、フォールン・エルフに協力してたのか？　それともＰＫ集団の一味なのか……？」

　その質問に対するギンドーの反応は、予想外のものだった。

「まさか……どっちでもない！　オレは……オレたちは、アインクラッドにＰＫなんてものがいることさえ知らなかったんだ。だから……あの男を疑いもしないで……」

「…………あの男？　それは……」

　誰だれのことだ、と続けようとした言葉を俺は吞のみ込こんだ。状じよう況きようには一刻の猶ゆう予よもない。真上の中庭では、アスナ、キズメル、ミィアと衛兵たちが必死の戦いを続けているのだ。視界に表示される三人のＨＰバーはまだ大きく減少してはいないが、霊れい樹じゆが死に、衛兵が全員動けなくなったら、アスナたちの命が危険に晒さらされる。

「……これ以上喋しやべっている時間はない。そこを動かないなら……」

　右手の剣を持ち上げ、五メートル先のギンドーに向けながら、俺は言った。

「力ずくでもどいてもらう」

　緑カーソルのギンドーを攻こう撃げきすれば、俺がオレンジになってしまう。しかしアスナを守るためなら、アライメント回復クエストなど何回だってクリアしてやる。

　こちらの動作を見て、ギンドーは長さ一メートル以上もあるタワーシールドを構え直した。霊樹が枯こ死しするまで梃て子こでも動かないつもりのようだ。あの守りを破るのは簡単ではないが、いざとなったらソードスキルの乱発で破は壊かいしてでも──……

　ふと一つのアイデアが浮うかび、俺は右手の剣を見た。

　無言でそれを背中の鞘さやに戻もどし、ウインドウを開くと左手のフラスコもストレージに入れる。素す手でになった俺を見て、硬かたく強こわ張ばっていたギンドーの顔にわずかな途と惑まどいの色が浮うかぶ。

　瞬しゆん間かん、思いきり床ゆかを蹴ける。ギンドーが慌あわてた様子でショートスピアを構えるが、俺は右前にジャンプして、巨きよ大だいなタワーシールドが作り出す死角に入る。再び前進し、両手をシールドに押おし当あてると、ありったけの力で押す。

　犯罪防止コード圏けん内ないでは、どんなに筋力が高いプレイヤーでも、他のプレイヤーやＮＰＣを無理やり動かすことはできない。足を踏ふん張ばるというアクションによって外力に対して座標が固定され、不可動オブジェクトと同じ扱あつかいになるからだ。

　しかし圏けん外がいではそのシステムは働かない。そして他人を押して動かすという行こう為いがどこから犯罪と見なされるかは、俺もよく知らない。高い所から突つき落おとして落下ダメージを与あたえたりすればまず間ま違ちがいなくオレンジ化するだろうが、恐おそらくこれなら──。

「おおおっ！」

　腹の底から声を絞しぼり出だしながら、装備重量が二倍近くありそうな重装戦士を一直線に押していく。筋力の差か、あるいは意表を衝つかれたのか、ギンドーは仰のけ反ぞった姿勢を回復できずにずるずると後退し、通路の縁ふちで一いつ瞬しゆんだけ抵てい抗こうしたものの、そのまま背中からどす黒い湯の中に落下した。

　盛せい大だいな水柱が上がり、少し遅おくれてギンドーが水面から顔を出す。

「ぶわっ！」

　口から水を吐はき出だし、両手を滅め茶ちや苦く茶ちやに振ふり回まわすが、プレートアーマーとタワーシールドの重さのせいだろう、なかなか起き上がれない。幸い──と言っていいのかどうか、黒変した湯は臭くさいだけでプレイヤーに対する毒性はないらしく、ギンドーのカーソルにデバフ枠わくは出ない。もしＨＰが減れば俺は犯罪者になっていた可能性があると遅おそまきながら気付くが、いまのところアライメントに変化はないようだ。

　開いたままのウインドウに指を走らせ、入れたばかりのフラスコを実体化。コルク栓せんを弾はじき飛とばし、緑色の液体をお湯に注ぎ入れる。

　途と端たん、ほとんど爆ばく発はつめいた勢いで白い煙けむりがもうもうと湧わき上あがり、俺は顔を背そむけた。もがくギンドーの姿も煙けむりに吞のまれ、見えなくなる。反応はたちまち広大な温泉全体に広がり、視界が乳白色に塗ぬり潰つぶされる。

　子供の頃ころ、妹の直すぐ葉はと一いつ緒しよに大量のドライアイスを風ふ呂ろの残り湯にぶち込むという悪戯いたずらをした時のことを思い出しながら、俺は呟つぶやいた。

「……本当に大だい丈じよう夫ぶなんだろうな、じっちゃん」

　答えはなかったが、数秒後、視覚ではなく嗅きゆう覚かくに変化が現れた。ドームに満ちていた悪あく臭しゆうが急速に消え、代わりに雨上がりの森を思わせるウッディーな香かおりが漂ただよう。やがて白い煙けむりも薄うすれ、視界が徐じよ々じよにクリアになる。

　毒の沼ぬまの如ごとき様相だった温泉は、短時間で激げき甚じんな変化を遂とげていた。仄ほのかに緑がかった湯は底の敷しき石いしがくっきり見えるほどに透すき通とおり、嫌いやな匂においは完全に消きえ失うせている。ドームの天てん井じようから垂れ下がる根っこの束はまだ上部が黒く染まっているが、それも徐じよ々じよに薄うすれていくようだ。どうやら霊れい樹じゆの枯こ死しという最悪の事態は避さけられたらしい。

　もういちどアスナたちのＨＰバーをチェックし、どれも七割ラインで踏ふみ留とどまっていることを確かく認にんして小さく息を吐はく。これでもう黒エルフ側の勝勢は動かないと思えるが、プレイヤーが関わっている以上、まだ何が起きるか解わからない。俺もすぐ中庭に戻もどり、フォールンの掃そう討とうに加わらねば。

　踵きびすを返かえしかけてから、ふと立ち止まり、もがくのをやめたギンドーに目を向ける。

　お湯の中で膝ひざ立だちになっている重装戦士は、ゆっくりと俺に顔を向け、こちらの聴ちよう覚かくに届く下限のボリュームで呟つぶやいた。

「…………これで、あいつらは殺される」

「あいつら……？　誰だれだ？」

　訊きき返かえすと、魂たましいが抜けたような顔にかすかな怒いかりと絶望が浮うかぶ。

「決まってる……オレの仲間だ。ラズリ、テムオ、ハイストン……あいつらは、毒を飲まされて、さらわれたんだ」
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　俺がガレ城の中庭に戻もどった時、フォールン・ウォリアーはもう三人しか残っていなかった。その中の一人がロングサーベルを持った指揮官であることは意外ではないが、戦っているのはまったく予想外の人物だった。

　煌きらびやかな銀色の鎧よろいと群ぐん青じよう色いろのマントに身を固め、細身の長ちよう剣けんを振るうのは、城主メラン・ガズ・ガレイオン伯はく爵しやくだ。ＨＰは二割近く減らされ、剣けん捌さばきも少々ぎこちないが、フォールン指揮官のＨＰバーはもう赤くなっているのでここから逆転される心配はないだろう。他の二人も衛兵たちに取り囲まれている。彼らの頭上に枝を広げる霊れい樹じゆは葉の大部分を失ってしまったが、落葉は止まったようだ。

　素す早ばやく中庭を見み渡わたすと、アスナとキズメル、ミィアはウェイトレスたちに交じって負傷者の手当てをしていた。その近くにはブーフルーム老人の姿もある。

　急いで駆かけ寄よった俺に、大だい賢けん者じやは相変わらず偉えらそうな言葉を掛かけてきた。

「小こ僧ぞう、どうやらしっかり役目を果たしたようじゃな。ワシも、寝しん室しつに閉じこもっておったメラン坊ぼう主ずの尻しりをひっぱたいて、叱しかりつけてやったわい」

　呵か々かと笑う老人の顔と、奮戦するガレイオン伯はく爵しやくの姿を交こう互ごに見てから、俺は口を開いた。

「……その、城主より偉えらい大だい賢けん者じや様さまにちょこっとお願いがあるんだけど……」

「むむ？　なんじゃ？」

　怪け訝げんな顔になるブーフルーム老人の、白い蓬ほう髪はつに隠かくれた長い耳に顔を寄せ、小声で囁ささやく。

「宝ほう物もつ庫こにある四つの秘ひ鍵けんを俺に預けてくれ」

「なん……」

　じゃと、と叫さけぼうとしたのであろう老人の口を左手で塞ふさぎ、言葉を重ねる。

「頼たのむ、仲間……ってわけじゃないけど、知り合いの命が懸かかってるんだ。彼らを助けたら、絶対に返す！」

　この時、俺は眼前の老人がＮＰＣだという事実をほぼ忘れていた。

　当たり前に考えれば、与あたえられたルールに従って動いているＮＰＣが泥どろ棒ぼうの手伝いなどするはずがない。しかしここ数日、俺とアスナが出会うＮＰＣたちの挙動……いや言動が妙みようにプログラムらしからぬと言うか、人にん間げん臭くさいものになりつつある気がするのだ。

　中庭でフォールンの指揮官と戦っているガレイオン伯はく爵しやくも、二日前に面会した時はいかにも《クエストをくれるＮＰＣ》らしい態度で、用意された台詞せりふを喋しやべっているとしか思えなかった。なのに現在の彼の、少々腰こしが引けつつも必死さが垣かい間ま見みえる剣けん捌さばきからは、お坊ぼつちゃん育ちで戦せん闘とうは苦手だが教師役のじいやに叱しかられて懸けん命めいに城主らしいところを見せようと頑がん張ばっている──というようなバックグラウンドが伝わってくる。少し前まではキズメルとヨフィリス子し爵しやくだけが特別なＮＰＣだと考えていたのに、ブーフルーム老人やミィアと出で遭あったいまとなっては、ことによるとアインクラッドに暮らす全てのＮＰＣが本当はそうなのでは、という気がしてならない。

　そのブーフルーム老人は、俺の要よう請せいを聞いた途と端たんに眉まゆ毛げの下でぎょろりと目を剝むき、長々と唸うなった。

「うーんむむむむむ」

「無茶な頼たのみ事ごとをしてるのは解わかってる、でもそれしか方法が……」

「ま、ええじゃろ」

　──はぁ!?

　とこちらが叫さけびそうになるくらいあっさりと老人は頷うなずいた。衛兵にポーションを飲ませているアスナをちらりと見て、小声で続ける。

「あの嬢じようちゃんに貸した突とつ撃げき槍やりも、宝ほう物もつ庫こから持ち出したモンじゃしな。どれ、ここでちっと待っとれ」

　そう言い残し、ブーフルーム老人は黒ローブの裾すそを翻ひるがえしながら正面玄げん関かんへとすたすた走っていった。大おお扉とびらの陰かげからこちらを覗のぞき見みていたギンドーが慌あわてたように顔を引っ込めるが、老人は気にする様子もなく通り過ぎ、城内へ姿を消す。

　直後、中庭から盛せい大だいな歓かん声せいが上がった。ガレイオン伯はく爵しやくが指揮官を倒たおしたのだ。それを見て、抵てい抗こうを続けていた二人のウォリアーが曲刀を投げ捨て、投降の意思を示す。

　これでガレ城潰かい滅めつの危機はどうにか回かい避ひされたが、戦いはまだ終わっていない。キューザックのメンバー三人を拉ら致ちし、リーダーのギンドーを脅きよう迫はくして城門を開けさせた《あの男》と、今度こそ決着をつけなくてはならない。

　ゆっくりと深呼吸してから、俺は状じよう況きようを説明するべくアスナたちに歩み寄った。




　五分後。

　俺とアスナ、キズメル、ミィアは、ガレ城の外に広がる涸かれ谷だにを足早に進んでいた。

　三十メートル先には、タワーシールドとプレートアーマーを除装して身軽になったギンドーの姿がある。一人でいるところをモンスターに襲おそわれたら危険なので極力走るなと言っておいたのだが、ギンドーの足取りは少しずつ速くなっていく。涸かれ谷だにに出現する虫系モンスターは視覚よりも地面の振しん動どうでターゲットしてくるタイプなので、慎しん重ちように歩いていれば迂う回かいすることは可能なのだが、彼にしてみればそれどころではないのだろう。

　気持ちは解わかるが、もしモンスターに絡からまれたら俺たちが助けざるを得ず、そこを敵に見られたら面めん倒どうなことになる。いまのところ監かん視し者しやは見当たらないが、砂岩の崖がけに無数にある窪くぼみでハイディングでもしていたら気付くのは難しい。

「……そういえば、キューザックの護衛をしていた黒エルフはどうなったのかしら」

　隣となりでアスナが呟つぶやいたので、俺はギンドーから聞いた話を繰くり返かえした。

「この谷で、モンスターの大群に襲おそわれた時に戦死したらしい……。そこに見知らぬ男が現れて助けてくれたって話だけど、多分事前にモンスターを集めてキューザックにけしかけたのもそいつなんだろうな」

「その男が、ミィアの父君を殺し、キリトとアスナを殺そうとした奴やつなのか？」

　キズメルの質問に、俺は思わずミィアの肩かたに右手を置きながら小さく頷うなずいた。

「正確には、サイロンを殺した奴やつらの親玉……だけどな。俺とアスナは《黒ポンチョの男》って呼んでる。基本的には自分では戦わずに、裏でこそこそ悪わる巧だくみして、人と人、集団と集団を仲なか違たがいさせようとするんだ」

「ほう……。昔話に出てくる悪あく魔まのような奴やつだな」

「あ……アクマ？」

　そういえば、アインクラッドではまだ本格悪あく魔ま系けいモンスターに出くわしたことはないな……と思いながらちらりと横を見ると、キズメルは真しん剣けんな顔で頷うなずいた。

「うむ。いにしえの大地の深い深いところには地底の国があり、邪じや悪あくな悪あく魔まどもが棲すんでいたと聞く。たまに地上に出てきては、眉び目もく麗うるわしい人族やエルフに化けて貴族や軍人に取り入り、諍いさかいの種を蒔まいたそうだ」

「うわ……それ、黒ポンチョの男とまったく同じね」

　俺の左を歩くアスナが、嫌けん悪お感かんたっぷりに呟つぶやく。

「……まさか、本物の悪あく魔まってことないよね……」

　それは、黒ポンチョの男が実はプレイヤーではなくＮＰＣで、昔からアインクラッドに暗あん躍やくする悪あく魔ま族ぞくだという話なのか、それとも現実世界に存在するリアル悪あく魔まがナーヴギアを被かぶってＳＡＯにログインしているという話なのか、と思ったが口に出すわけにはいかないので、遥はるか前方を歩くギンドーの背中を見つめながら答える。

「黒ポンチョのフードを引ひき剝はがしてみれば解わかるさ」

　半分冗じよう談だんのつもりだったが、右手の下でミィアがこくりと頷うなずいた。

「あたしも小さい頃ころ、母に悪あく魔まが出てくる本を読んでもらいました。頭に尖とがったツノがあれば、その人は悪あく魔まだと思います」

　口調は平静だが、ミィアにとっては父親を殺した連中の親玉だ。そして俺も、カルルインの街で背中にナイフを突つき付つけられた借りがある。ただでさえ心配事の多いフロア攻こう略りやくを、これ以上ＰＫｅｒたちに引っかき回されるわけにはいかない。ほとんど姿を見せない黒ポンチョの男が自らキューザックのメンバーを拉ら致ちしたのなら、もちろんラズリたちの救出が最優先だが、決着をつける好機でもある。

「悪あく魔まだろうと人間だろうと、強敵には違ちがいないからな。ミィア、疲つかれてると思うけど頼たよりにしてるよ」

　ぽんと肩かたを叩たたいてから手を離はなすと、少女は防毒マスクを被かぶった顔をこくりと縦に動かした。キズメルとアスナも無言で頷うなずく。

　正直なところ、一秒でも早くアスナに両手用突とつ撃げき槍やりスキルのことを訊ききたくて仕方ないのだが、キズメルたちの前ではゲームシステムの話はしづらい。俺が地下温泉から中庭に戻もどった時、ブーフルーム老人が宝ほう物もつ庫こから持ち出したという大型ランスは姿を消していたが、恐おそらくまだアスナのストレージに入っているはずなのでいずれ話をするチャンスもあるだろう。全ては、ラズリとテムオ、ハイストンを無事に救出してからだ。

　ギンドーの説明によれば、モンスターの大群に攻こう撃げきされて護衛の黒エルフが死んだ直後に、妙みような匂においのする煙けむりがフィールドを包み、「こっちだ」という声が聞こえたのだという。誘ゆう導どうに従って脱だつ出しゆつすると、《笑え顔がおが爽さわやかなイケメンプレイヤー》が姿を現し、四人を涸かれ谷だにの奥おくにある洞どう窟くつに案内した。危地を脱だつして気が緩ゆるんだ四人は、男が渡わたしてくれたポーションを飲み、麻ま痺ひして倒たおれた。

　男はギンドーだけを洞どう窟くつの外まで引きずり、相変わらず笑え顔がおのまま、仲間を無事に返すための条件を提示した。ギンドーが一人でガレ城に戻もどり、城内に入ったら、地下温泉に毒を入れる。城内のダークエルフが全ぜん滅めつしたら、そのまま戻もどってきていい。逆にフォールン・エルフが全ぜん滅めつしてしまったら、戦せん闘とうのどさくさに紛まぎれて宝ほう物もつ庫こから四つの秘ひ鍵けんを持ち出し、洞どう窟くつまで届ける。そのどちらかをクリアすれば、仲間は生きて返す──。

　ギンドーが説明を終えた時、俺が真っ先に考えた──いや思い出したのは、ギルド《レジェンド・ブレイブス》のチャクラム使いにして元鍛か冶じ屋やネズハの話だった。

　彼は、ブレイブスに強化詐さ欺ぎのスキームを指南した黒ポンチョの男を、映画みたいに綺き麗れいで楽しそうな笑い方をする男だと言っていた。俺はまだ奴やつの素す顔がおを見たことはないが、ギンドーが言う《笑え顔がおが爽さわやかな男》と同一人物と見て間ま違ちがいあるまい。こうも多くのプレイヤーから警けい戒かい心しんを奪うばってしまう話術と表情とは、いったいどんなものなのか。

　まさか本当に……と考えそうになり、小刻みにかぶりを振る。悪あく魔まだろうと人間だろうと、ＨＰバーがあるなら倒たおせる理り屈くつだ。モルテと戦った時は躊ちゆう躇ちよしてしまったが、今度はもう迷わない。ガレ城での戦いで、俺は六人ものフォールン・エルフを殺したのだ。きっとこの世界では、彼らの命とプレイヤーの命に本質的な差異は存在しない。

　先を行くギンドーが、右手のショートスピアを真上に向けてから左に進路を変えた。目的地が近いことを知らせる合図だ。まだガレ城を出てから十分ほどしか経たっておらず、戦せん闘とうを避さけたと言っても移動距きよ離りは一キロに満たないだろう。涸かれ谷だにの右側を巨きよ大だいサソリがのそのそ歩いているので、左の壁かべに寄って忍しのび足あしで通過し、ギンドーが入っていった枝道の入り口でいったん足を止める。

　肩かたを寄せ合って覗のぞき込こむと、枝道は二十メートルほど先で行き止まりになり、突き当たりの岩がん壁ぺきに洞どう窟くつが黒々と口を開けていた。あそこにラズリたちが囚とらわれているようだ。ギンドーは洞どう窟くつの手前でウインドウを出し、プレートアーマーとタワーシールドを装備してから歩き始める。

　もし洞どう窟くつの入り口近くに黒ポンチョの男、もしくは仲間の姿があったら再びショートスピアを上に向ける手はずだが、槍やりはだらりと下げられたままだ。計画では、ギンドーが四つの秘ひ鍵けんと仲間を交こう換かんし、ラズリたちが洞どう窟くつから出てくるのを確かく認にんした時点で俺たちが突とつ入にゆうすることになっている。洞どう窟くつも行き止まりだという話なので、この地形なら黒ポンチョの男を逃がす恐おそれはない。

　秘鍵を受け取った黒ポンチョの男が約束をひっくり返し、四人を始末しようとする可能性はあるが、その時も即そく座ざに突とつ入にゆうする。ギンドーは俺たちのパーティーに加わっているのでＨＰをリアルタイムで確かく認にんできるし、フル武装の彼が防ぼう御ぎよに徹てつすれば、仮に敵がレベル20を超こえていても瞬しゆん殺さつするのは絶対に不可能だ。

　ギンドーが、ゆっくりと洞どう窟くつに近づいていく。オレンジ色の夕ゆう陽ひに照らされる砂と、高い崖がけが作り出す影かげの境目を越こえた途と端たん、短たん槍そう使つかいの姿が濃こい灰色に沈しずむ。

「……ねえ、キリト君」

　高まる緊きん張ちようをほぐすためか、俺のすぐ下で中ちゆう腰ごしになっているアスナが囁ささやいた。

「わたし、ちょっと気になったんだけど……四つの秘鍵を手に入れたいのはフォールン・エルフで、黒ポンチョの男はそれに協力してるってことなのよね？」

「うーん……そういうことなんだろうな。あの男自身は、黒エルフと森エルフの争いに興味はないはずだ。協力の見返りが、モルテたちが持ってた短たん剣けんとか麻ま痺ひ針ばりとかのアイテムなんじゃないか？」

「でも、スタキオンのミィアの家で襲おそってきたフォールンの狙ねらいは、キリト君とミィアが持ってる鉄の鍵かぎだったのよね。その鍵かぎはスタキオンの呪のろいに関係するもののはずなのに、どうしてフォールンが欲ほしがるの？　まさか、鉄の鍵かぎの本当の姿が、残り二つの秘ひ鍵けんだとか？」

「いや……それはあるまい」

　俺の背中に乗っかるような姿勢で枝道を覗のぞき込こんでいたキズメルが、即そく座ざに言った。

「残る《紅こう玉ぎよくの秘鍵》と《金こん剛ごうの秘鍵》は、それぞれ七層と八層のほこらに厳重に封ふう印いんされているはずだ。人族がほこらの場所を知っているとは思えないし、手に入れたところで使い道も解わからないだろう」

「そう……だよな」

　頷うなずきながら、ほこらの場所については例外もあると胸の中で呟つぶやく。ベータテストでエルフ戦争キャンペーンをクリアした者ならば、七層と八層のほこらがどこにあるか知っているはずだ──俺のように。

　しかし、二つの鍵かぎを持っていたのはミィアの母セアーノと領主サイロンであってプレイヤーではないし、そもそも六層の迷めい宮きゆう区くが未み攻こう略りやくな状じよう況きようで上の層に行けるのはエルフたちだけだ。やはり俺とミィアが持っている鍵かぎは秘鍵とは別物で、しかしフォールンたちにそれを欲ほしがる何らかの理由がある、ということに……

　そこまで考えた時、アスナの下にしゃがみ込むミィアが小さな声を出した。

「あっ……皆みなさん、あれ……」

　急いで注意を谷の奥おくへ戻もどす。ギンドーはまだ洞どう窟くつに入っておらず、なぜか入り口から数メートル手前で立ち止まっている。何かを見つけたのか、もしかしてそれは……という不ふ吉きつな想像は、しかし直後に裏切られた。

　洞どう窟くつの中の暗がりから、見覚えのある顔ぶれが歩み出てきたのだ。

　ポニーテールの女性プレイヤーがラズリ。坊ぼう主ず頭あたまがテムオで長ちよう髪はつがハイストン。武器は奪うばわれたようだが、三人とも防具に変化はない。足取りが少々ふらついているのは、麻ま痺ひ毒どくの影えい響きようではなく精神的な理由だろう。

　三人が無事だったことに胸をなで下ろしかけてから、俺はきつく眉まゆを寄せた。

　ギンドーはまだ、黒ポンチョの男に四つの秘鍵を渡わたしていないのだ。なのに人ひと質じちが解放されたのはなぜなのか。秘鍵はただの口実で、ガレ城の門を開けさせることだけが目的だった？　しかしフォールン・エルフは全ぜん滅めつし、霊れい樹じゆもぎりぎりだが生き残った。衛兵には十人近くの犠ぎ牲せい者しやが出たものの、それが狙ねらいだったとも思えない。

　納なつ得とくはできないが、ラズリたちが生きていることだけは確かだ。タワーシールドを放り投げて駆かけ寄よったギンドーが、仲間たちと手を取り合う。ひとしきり再会を喜ぶと、振り向いてこちらに大きく手を振る。

「……もう、隠かくれてる意味はないわね」

　アスナの言葉に「うん」と同意し、俺は屈かがめていた腰こしを伸ばした。砂地にしゃがむミィアが立ち上がるまで待って、枝道に踏ふみ込こむ。いちおう周囲を警けい戒かいしながら涸かれ谷だにを奥おくまで歩くと、ギンドーが泣き笑いのような顔で声を掛かけてきた。

「本当に……本当にありがとうございます、皆みなさん。おかげで、こいつら全員無事でした」

「いや……俺たちは何もしてないし……」

　頭を搔かきながらそう答えると、少々顔色が悪い気がするがＨＰはほぼ満タンなハイストンが口を開く。

「僕らに毒を盛った男は、五分ぐらい前に洞どう窟くつから出ていきました。きっと、キリトさんたちがギンさんを尾び行こうしていることに気付いて逃げたんですよ。だからやっぱり、皆みなさんのおかげです」

「……尾び行こうに気付かれてたなら、それはそれで問題だけどな……」

　呟つぶやき、あたりを見回す。五分というのはなかなか微び妙みような時間で、全力ダッシュなら相当遠くまで行けるが、徒歩ならまだ近くにいるかもしれない。もっとも、洞どう窟くつも涸かれ谷だにも行き止まりなのだから、のんびりこの谷から出たとすれば俺たちの視界に入ったはずだが。

「黒ポンチョの男が出て行く前に、メッセージとかを受信してた様子はあった？」

　アスナの質問に、ラズリが大きくかぶりを振った。

「ううん、ギンさんを連れて行ったあとはずーっとだんまりで、あたしたちに定期的に毒針みたいなのを刺してるだけで……そしたらちょっと前にいきなり立ち上がって、洞どう窟くつから出て行っちゃったの。麻ま痺ひが解けて外に出たら、そこにギンさんがいて……」

「…………そう……」

　頷うなずいたアスナの顔にも、不ふ審しんそうな表情が残る。キズメルとミィアもまだ安心できないと感じているのか、少し離はなれてそれとなく周囲を見回している。仮に黒ポンチョの男が近くでハイディングしていても、下が砂地のこの場所で誰だれにも気付かれずに近づくのは不可能なはずだが、この世界に絶対はない。

　いっぽう、完全に緊きん張ちようが解けた様子のギンドーは、両目を瞬しばたたかせながら俺に歩み寄ってくると再び頭を下げた。

「本当に、皆みなさんにはお世話になりました。今度のことで痛感しましたよ……オレたちには、まだ最前線は早かったみたいです。五層に戻もどって、残ってるクエストを片付けながら、一から鍛きたえ直なおしますよ……あ、そうだ。これ、お返しします」

　ウインドウを開き、小さな革かわ袋ぶくろを実体化する。手て渡わたされたそれを覗のぞき込こむと、確かに緑、青、黄、黒の秘ひ鍵けんが収められている。

「うん、確かに……」

　言いかけてから、ふと気付く。いったんストレージを経由した以上、秘ひ鍵けんが偽にせ物ものにすり替かえられていても俺に見分けることはできない。やはりギンドーたちは黒ポンチョの男と組んでいて、全ては本物の秘鍵を騙だまし取とるための茶番だという可能性も、絶対にゼロとは言えない。

「……ええと、悪いけど、一応確かく認にんさせてもらっていいか？」

　俺がそう訊きいても、ギンドーが気を悪くした様子はなかった。

「ええ、当然です」

「じゃあ……」

　キズメルを手招きで呼び寄せ、革かわ袋ぶくろを差し出す。

「これ、本物の秘鍵かどうか確かめてくれるか？」

「それは構わんが、以前も言ったとおり……」

　騎き士しが肩かたをすくめながらそう言いかけた、その瞬しゆん間かん。

　俺たちのすぐ左側で、地面の砂がぱっと舞まい上あがった。

「…………!?」

　反射的に飛び退すさった俺が見たのは、赤茶色の砂が小さな渦うずを巻いて吸い上げられていく光景だった。竜たつ巻まき──？　しかし、この涸かれ谷だにでこんな現象を見たことは──。

　二メートルほどの高さにまで舞まい上あがった砂の中に、ぎらりと鈍にぶく輝かがやくものを視し認にんした瞬しゆん間かん、俺は大声で怒ど鳴なっていた。

「防ぼう御ぎよ──ッ!!」

　叫さけびながら、背中のソード・オブ・イヴェンタイドを抜いて柄つかを両手で握にぎる。剣を体の前に据すえつつ、アスナを背後にかばう。隣となりではキズメルがサーベルを抜き、ミィアの前に出る。キューザックの四人は少し離はなれているが、ギンドーがタワーシールドで仲間を守ってくれることを祈いのるしかない。

　直後、砂の竜たつ巻まきが音もなく上下に分かれ、内部から深しん紅くの光が襲おそいかかってきた。

　ソードスキル。回転系範はん囲い技わざ。曲刀の《トレブル・サイズ》……いや、違ちがう。

　これは、カタナスキルの重じゆう範はん囲い攻こう撃げき《旋ツムジ車グルマ》。

　超高速の断だん片ぺん的てき思考を、かつて味わったことのない衝しよう撃げきが粉々に打うち砕くだいた。

　剣を両手持ちしていたのに、踏ふん張ばることもできなかった。目の前で大量の火花が弾はじけ、手首から肩かたにまで凄すさまじいインパクトが突き抜けて、俺は背中からアスナにぶつかるとそのまま五メートル以上も吹ふき飛とばされて砂地に転がった。

　ごろごろと後転してから、どうにか膝ひざ立だち姿勢で停止する。攻こう撃げきそのものはガードしたはずなのにＨＰが二割近くも削けずられ、隣となりで横よこ倒だおしになったアスナのＨＰも一割減っている。キズメルは吹ふき飛とばされずに堪こらえたようだが防ぼう御ぎよ姿勢のまま大きく後退させられ、その後ろではミィアが尻しり餅もちをついている。ちらりと左後方を見ると、キューザックの四人も倒たおれはしたが無事……いや、ギンドーのタワーシールドの上四分の一ほどが存在しない。

　視線を正面に戻もどすと、激しく巻き上げられた砂が再び地面に落ち、攻こう撃げき者しやの姿を露あらわにした。

　黒ポンチョの男──ではない。

　キズメルよりも更さらに細い体を、タイトな暗あん灰かい色しよくの鋲付き革鎧スタデツド・レザーに包んでいる。肩かたから頭にかけてを同色のフードで隠かくしているが、体つきは女性のそれだ。後方に振り抜いた状態の武器は、やはり曲刀ではなくカタナ。正式サービス開始後では、一層フロアボス《イルファング・ザ・コボルドロード》が持っていた野の太だ刀ちに続いて二度目に見るレア武器だ。

　深く膝ひざを折り曲げた姿勢から、重さを感じさせない身のこなしで直立した攻こう撃げき者しやは、左手で無造作にフードを外した。アッシュグレーの髪かみがさらりと流れ、夕ゆう陽ひを受けて艶あでやかに光った。

　前まえ髪がみは俺から見て左側だけが長く、顔を半分近く隠かくしているが、それでも凄すごみのある美しさは十二分に伝わってくる。懸けん命めいに視線を動かし、頭上のカラーカーソルを確かく認にんする。

　色は……乾かわいた血のように黒々とした赤。名前は【Kysarah：Fallen Elven Adjutant】となっている。

　カイサラ……と読むのだろう。四層の地下水路で見かけた、フォールンの将軍ノルツァーと一いつ緒しよにいた女性エルフに違ちがいない。

　事ここに至って、俺はようやく一つの謎なぞを未解決のまま放置してしまっていたことに気付いた。

　黒ポンチョの男の罠わなに嵌はまり、ラズリたちを人ひと質じちに取られたギンドーは、命じられたとおり一人でガレ城に戻もどった。印章の指輪を持つ彼を疑うことなく、衛兵は城門を開けた。大食堂でうたた寝していた俺が聞いた開門の鐘かねはその瞬しゆん間かんに鳴り始めたはずだ。そして、それが危機を知らせる早はや鐘がねに変わったのは、ほんの十秒ほど後だったと記き憶おくしている。

　たった十秒で、フォールン・エルフの大部隊が城門前の涸かれ谷だにを走はしり抜ぬけるのは不可能だ。以前に推測したとおり、何者かがギンドーと一いつ緒しよに城門を通とおり抜ぬけ、開閉室にいた黒エルフを殺したはずなのだ。しかし戦いが終わるまでその何者かは姿を現さず、俺も疑問を放置してしまった。

　開閉室を襲しゆう撃げきしたのは、眼前のカタナ使いに違ちがいない。なぜ中庭の戦せん闘とうに加わらなかったのかは不明だが、もしそうしていたら戦いがフォールン側の勝利に終わっていた可能性は充じゆう分ぶんにある。

　女性エルフは、闇やみの中の氷を思わせる青あお紫むらさき色いろの瞳ひとみで周囲を見回すと、黒いカタナの切っ先を近くの砂に刺し入れた。拾い上げられたのは、攻こう撃げきされた時に俺の左手から落ちた革かわ袋ぶくろだった。四つの秘ひ鍵けんが収められているそれを空中に放り、左手でキャッチする。

「…………これを手に入れるために三十人もの同どう胞ほうが命を落とした……」

　薄うすい唇くちびるから発せられた声は、鋭するどさの中にも甘あまい響ひびきを帯びていた。それを聞いた途と端たん、俺と同じくフリーズ状態だったキズメルがサーベルを構え直し、毅き然ぜんと叫さけんだ。

「貴様……将軍ノルツァーの副官、《剝はく伐ばつのカイサラ》だな！　その袋ふくろを地面に戻もどせ！　貴様らが手を触ふれていいものではない！」

　名を呼ばれても、カイサラは眉まゆ一つ動かなかった。氷の瞳ひとみでキズメルを一いち瞥べつし、抑よく揚ようの薄うすい口調で応じる。

「リュースラの騎き士しよ、悪いが私はお前の名を知らない。そして秘ひ鍵けんを返すわけにもいかない……我らが大願のために、どうしても必要なのだ」

「ならば……剣で従わせるまで！」

　言い切るやいなや、キズメルが突とつ進しんした。俺もタイミングを合わせて仕し掛かけるべきだと頭では解わかっていたが、アバターが思考についてこない。

　キズメルの斬ざん撃げきは、ロイヤルガードの名に恥はじない凄すさまじい一いち撃げきだった。ソードスキルではないのに、仮想の大気を切きり裂さくサーベルの切っ先から銀色の光が零こぼれ、剣けん風ぷうは何メートルも離はなれてしゃがみ込む俺の顔にまで届いた。

　ギイィィン！　という耳みみ障ざわりな衝しよう撃げき音おんに、悲鳴にも似た儚はかない金属音が重なった。
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「っ…………！」

　すぐ左側から、アスナの押おし殺ころした息いき遣づかいが聞こえた。棒立ちになったままのカイサラが、右手のカタナで苦もなく斬ざん撃げきを受け止めた途と端たん、キズメルのサーベルの刀身に一筋の亀き裂れつが走ったのだ。それは、武器の耐たい久きゆう度どが尽つきる寸前であることを意味する。

　歯は嚙がみしたキズメルが、ふわりと後方に跳とんだ。なおもサーベルを構え続けるが、もう一度打ち込めば間ま違ちがいなく砕くだけてしまうだろう。

　いっぽうカイサラは、何ごともなかったかのようにカタナを下ろすと、秘ひ鍵けんの革かわ袋ぶくろを腰こしのポーチに仕し舞まった。キズメルから視線を動かし、まず俺とアスナを、次いでキューザックの四人を見る。

　膝ひざ下したまであるブーツの足あし許もとで、再び小さな竜たつ巻まきが舞まった……と思った直後、カイサラの姿が恐おそろしいほどのスピードで移動し、ギンドーたちの真横で止まった。

「うわ、うわああっ！」

　悲鳴を上げたのは、坊ぼう主ず頭あたまのテムオだった。カイサラが左手でブレストプレートの後うしろ襟えり部分を摑つかみ、軽々と持ち上げたのだ。両手を振ふり回まわして暴れようとしたが、喉のど元もとにカタナの刃やいばを突つき付つけられた途と端たん、ぴたりと動きを止める。

「……お前たちを全員殺してもいいが、さすがに子供を斬きるのは気が進まないし、そろそろ枝の命も尽つきそうなのでな」

　カイサラのその言葉を聞いて、俺は遅おそまきながら彼女も背中に生木の枝を挿さしていることに気付いた。つまりあれを奪うばえれば、キズメルと違ちがって《碧へき葉ようのケープ》を装備していないカイサラは衰すい弱じやくデバフで動けなくなってしまうはずだ。

　しかし、テムオの首にカタナを突つき付つけられていては軽々しく動くわけにはいかない。仮にカイサラが同レベル帯のプレイヤーなら、たとえ急所を攻こう撃げきしても一いつ瞬しゆんでテムオのＨＰをゼロにはできないが、キズメルのサーベルを一合で砕くだきかけたあのカタナと、レベル21の俺の目にもカーソルが黒く見えるほどのステータスなら不可能ではないと思える。

「お前たちの中に、秘鍵とは別の、二つ一組の鉄製の鍵かぎを持っている者がいるはずだ」

　テムオを宙ちゆう吊づりにしたままカイサラが発した言葉の内容を、俺は一秒ほど遅おくれて理解した。思わずぴくりと肩かたを動かした俺を、カイサラの青あお紫むらさき色いろの左目が真まっ直すぐに射い貫ぬく。

「その鍵かぎも渡わたしてもらおう。十秒経たつごとに、この四人を一人ずつ殺していく」

　それを聞いた途と端たん、テムオが再び身を捩よじり、ラズリが短い悲鳴を上げた。砂地に正座するような格好のハイストンが、カイサラと俺を交こう互ごに見ながら裏返った声を漏もらす。

「これ……エルフクエの強制イベントなんですよね!?　誰だれか……誰だれかが助けてくれるんでしょう!?」

　本当に、そう思いたい。だが恐おそらく、いや間ま違ちがいなく、この襲しゆう撃げきはキャンペーン・クエストのシナリオにはないものだ。フォールン・エルフに黒ポンチョの男率いるＰＫ集団が接せつ触しよくした結果引き起こされた、イレギュラーな出来事……事件なのだ。

　……七。……八。

　声に出さずにカウントしていた数字が九に達した瞬しゆん間かん、俺は両足に力を込めて立ち上がった。

「解わかった。鍵かぎを渡わたす」

　言ってから気付いたが、カイサラはＮＰＣなのだから、十秒間のタイムリミットを限りなく厳密に適用しても不思議はないのだ。きっかり十秒以内に鍵かぎを受け取り、システム上の所有物データが更こう新しんされなければ、無む慈じ悲ひにテムオを殺す……もしこれが、スクリプトによって記述されたイベントなら、恐おそらくカイサラはそうしただろう。

　しかし、俺が鍵かぎを渡わたすと宣言した時点ですでに十秒が経過していたのに、カイサラは小さく頷うなずいただけで右手のカタナを動かそうとはしなかった。やはりこれは単純なイベントではないのだという認にん識しきを新たにしながら、それでも俺は可能な限りの速さで手を動かし、ストレージから鉄の鍵かぎを取り出した。

　それをカイサラの足あし許もとの砂に投げると、後ろから二本目の鍵かぎが飛んできて、一本目の近くに軽い音を立てて突き刺さった。ミィアが母親に託たくされた鍵かぎを投げたのだ。三十センチほど離はなれて向かい合う鍵かぎたちが、りぃん、りぃんという共鳴音を放ち始める。

　ちらりと足あし許もとを見たカイサラが、テムオを左手一本で仲間たちのほうに軽々と放り投げた。慌あわててギンドーが両りよう腕うでを広げたが、受け止め損そこねて二人とも背中から地面に倒たおれ込こむ。幸い、ＨＰは減っていない。

　もう人ひと質じちへの興味などなくしたかのように、フォールン・エルフは腰こしを屈かがめると近いほうの鍵かぎに左手を伸ばした。瞬しゆん間かん、俺は右手の剣の重さをじわりと意識した。

　カイサラが左手で二本の鍵かぎを拾い上げようとすれば、ガレ城の図書室で見た反発現象が発生し、鍵かぎたちは猛もう烈れつな勢いで弾はじけ飛ぶはずだ。逆ぎやく襲しゆうの機はそこにしかない。たとえバーチカル・スクエアを全ぜん弾だんヒットさせても倒たおせる気はしないが、渾こん身しんの一いち撃げきで少しでも仰のけ反ぞらせられれば、背中の枝を奪うばう隙すきぐらいは作れるはず。

　カイサラが一本目の鍵かぎを拾い上げ、俺がほんの少し重心を前に出した、その時。

　左足のくるぶしあたりを、誰だれかの手が強く摑つかんだ。

「…………!?」

　反射的に首を回すと、大きく見開かれたアスナの両目と視線がぶつかった。言葉はおろか、ジェスチャーさえ発せられなかったが、暫ざん定ていパートナーが「だめ」と言っていることは明めい瞭りように伝わった。

　再び視線を前に向ける。

　一本目の鍵かぎを拾い上げたカイサラは、予想どおりその手を二本目の鍵かぎに伸ばした。共鳴音が急激に大きくなるが、フォールン・エルフは気にする様子もなく二本目の鍵かぎを同じ手で摑つかんだ。

　バチィッ!!　という以前にも聞いた音が弾はじけ、カイサラの手の中から銀色の閃せん光こうが迸ほとばしり──しかし、二本の鍵かぎが反対の方向へ飛んでいくことはなかった。まるで現象を予期していたかのように、カイサラが左手を強く握にぎり込こんだのだ。

　指の間から噴ふん出しゆつする光に押され、アッシュグレーの髪かみが激しくなびく。顔の右半分を隠かくしていた前まえ髪がみも乱れ、俺は彼女の右目が小型の眼帯に覆おおわれていることに気付いたが、意識はすぐに左手に戻もどる。

　唇くちびるを引き結んだカイサラは、恐おそるべき膂りよ力りよくで二つの鍵かぎを握にぎり締しめ続ける。そのあいだも右手のカタナは俺たちのほうに向けられていて、斬きり掛かかる隙すきなどまったく見つからない。

　やがて、先刻よりも大きなスパーク音が轟とどろき、銀色の光が薄うすれて消えた。

　すっと立ち上がったカイサラが左手の指で摘つまんでいるのは、完全に融ゆう合ごうして一つになった鉄の鍵かぎだった。もちろん握あく力りよくで無理やりに圧着したわけではなく、ブーフルーム老人が言っていたように頭と歯の凹おう凸とつがぴたりと嚙かみ合あっている。

「……おかしなまじないが掛かかっていると聞いてはいたが……」

　そう呟つぶやくと、カイサラは鍵かぎを四本の秘ひ鍵けんと同じポーチに放ほうり込こんだ。その指先で乱れた髪かみを調ととのえ、俺たちを見る。

「これで私の用は終わった。人族の剣士よ……」

　そこで少し間を置き、細い眉まゆをわずかに動かし──。

「もう、エルフの因いん縁ねんに関わるな。面めん倒どうごとを持もち込こむのはあの連中だけで充じゆう分ぶんだ」

　軽く息を吐はくと、黒いカタナを左腰こしの鞘さやに収め、両手を軽く広げる。足あし許もとからつむじ風が巻き起こり、それはたちまち砂混じりの竜たつ巻まきへと育ってカイサラの姿を吞のみ込こむ。

　吹ふき寄よせてくる風から思わず顔をそむけた、ほんの一秒後。竜たつ巻まきは緩ゆるやかに拡散し、巻き上げた砂を地面に落とした。そこにもう、フォールン・エルフのカタナ使いの姿はなかった。




「……オレたち、もうエルフクエはギブアップします。この先、あんなのが出てくるんじゃ、とても最後までクリアできる気がしませんよ……」

　ギンドーのそんな言葉を残して、キューザックの四人は涸かれ谷だに地帯の出口へと去っていった。今日中にスタキオンの転移門から五層に降りて、そこで今後の方針を話し合うつもりらしい。テムオとラズリ、ハイストンのメイン武器は黒ポンチョの男に奪うばわれたままだが、ストレージに予備武器があると言うので街に戻もどるだけなら問題はないはずだ。

　俺としては、ガレ城防衛戦の最中にキューザックがフォールン・エルフもしくはＰＫ集団と通じていると疑ってしまったことを謝あやまりたかったし、これから色々と情報交こう換かんできると思っていたのでここで別れるのは心残りだったが、ラズリが「助けてくれてありがとうございます、このお礼は落ち着いてからちゃんとします」と言っていたので、いずれ再会する機会もあるだろう。

　四人の姿が見えなくなると、俺はキズメルの前まで移動した。騎き士しの顔をじっと見てから、深々と頭を下げる。

「ごめん、キズメル。せっかく集めた秘鍵を……」

　しかし、用意した台詞せりふはそこまでしか口にできなかった。なぜならキズメルも同時に腰こしを折り、重い声を響ひびかせたからだ。

「すまない、キリト、アスナ。私がお前たちを守らなければならなかったのに……」

　双そう方ほうの頭が軽く接せつ触しよくし、慌あわてて体を起こすと、隣となりにいたアスナがくすっと笑った。

「キズメルが謝あやまることなんかぜんぜんないよ。それに、わたしはキズメルがあのフォールン・エルフに後おくれを取ったとも思わない。向こうの武器のほうが高級品だっただけだよ」

　アスナの言葉に、顔を上げたキズメルが苦笑いした。

「エンジュ騎き士し団だんの制式剣も、決して安物ではないのだがな……。たった一度斬きり結むすんだだけで剣を折られそうになったのは、やはり私の技わざが未熟だからだ」

「いや、俺なんか斬きり掛かかることもできなかったしさ……」

　そう応じると、今度はアスナがすまなそうな顔になる。

「ごめんねキリト君、さっき足を摑つかんじゃって。反はん撃げきのチャンスを狙ねらってたんでしょ？」

「あー……いや、あれは止めてもらって正解だったよ。カイサラが二つの鍵かぎを拾う瞬しゆん間かんに飛び出すつもりだったんだけど、あいつ、鍵かぎが反発するって知ってたみたいだな……突っ込んでたら逆に斬きられてたよ」

「そっか……。でも、あの人、どうやって鍵かぎのおまじないを解いたんだろうね。ブーフルームさんが、おまじないは強力で、掛かけた人にしか解けないって言ってたのに」

　アスナが口にした疑問に答えたのは、久しぶりに防毒マスクを外して水を飲んでいたミィアだった。水すい筒とうにしっかり栓せんを嵌はめながら、呟つぶやくように言う。

「なんだか、力ちから技わざでおまじないを無理やり握にぎり潰つぶしたように見えました」

「だ……だとしたら、いよいよとんでもないな……」

　首を縮めてから、ミィアにも謝あやまらなければいけないのだと気付く。

「あ、そうだ……ミィアにも悪いことしたな、お母さんが大事にしていた鍵かぎなのに、俺たちの知り合いを助けるために差し出させちゃって……」

「いえ、鍵かぎを出さなければ、あの人は結局あたしも殺したと思います」

　十歳とは思えない冷静さでそう答えると、ミィアは可愛かわいらしい顔に再び革かわマスクを被かぶせた。少しくぐもった声で、考察を続ける。

「それに、あの人の口くち振ぶりだと、本当に欲ほしかったのは最初に要求した……秘ひ鍵けん？　のほうで、あたしとキリトさんの鍵かぎは事のついでみたいな感じでした。もしかしたら、誰だれかに頼たのまれただけなのかもしれません」

「あ、それ、わたしも感じた……」

　賛意を示したアスナが、ミィアの後ろから小さな肩かたに両手を乗せる。

　俺は眉まゆを寄せながら、もしそうならいったい誰だれが……と考えようとした。しかし思考がまとまるより早く、視界にインスタント・メッセージの着信アイコンが浮うかんだ。

　発信者は──アルゴ。文面は……。

【さっきＤＫＢとＡＬＳが南エリアのムカデボスと戦った。苦戦ぎみだったけど、そこに女のＮＰＣが乱入してきて、ボスを倒たおしちまった。左手に金色の箱みたいのを持ってて、それを掲かかげるとムカデの装そう甲こうが四角いブロックになってぼろぼろ崩くずれた。リンキバも何も知らないみたいだ。情報求む】

「………………は？」

　うっかり声を出してしまった俺を、キズメルとミィアが不思議そうに見る。

「いや、その……インスタ、じゃなくて《遠えん書しよの術》で、妙みような情報が……」

「え、何？　誰だれから？」

　ミィアから離はなれてウインドウを覗のぞき込こんでくるアスナのためにパーティーメンバー可視設定に切きり換かえながら、懸けん命めいに頭を回転させる。

　金色の箱というのはもしかしたら、スタキオンの領主館から持ち出された黄金のキューブではあるまいか。となるとフィールドボス戦に乱入してきたＮＰＣは、ミィアの母セアーノ？　しかしキューブを掲かかげたらムカデの装そう甲こうが崩くずれたというのは何の話だろう？　黄金のキューブは領主の証あかし以上の意味はないいわゆる《だいじなもの》で、具体的な力は備わっていなかったはずなのに。──あとリンキバってのも何なんだよ、そんな略し方をしてるのがリンドとキバオウにばれたらすげー怒おこるぞ……。

　脇わき道みちに逸それかけた思考を中断し、俺は隣となりのアスナを見た。パートナーも同時に顔を上げたので、二秒ほど視線を交こう換かんしてから同時に頷うなずく。

　俺がウインドウを消しているうちに、アスナがミィアに向き直って言った。

「あのね……、もしかしたらセアーノさんが見つかったかも」

「えっ……！」

　少女が弾はじかれたように背中を伸ばし、アスナに一歩近づく。

「ど、どこに……母は、どこにいるんですか!?」

「それが……南エリアの、洞どう窟くつ地帯で見かけたっていう話なの……」

「南……エリア？」

　革かわマスクを傾かしげるミィアを見て、そう言えば彼女はスタキオンから出たのもこれが初めてなのだと気付く。しゃがみ込んだアスナが、足あし許もとの砂に指先で簡単な地図を描えがく。

「ええと、この六層はこんなふうに、五つの区域に分かれてて……真ん中に星形の湖があって、南エリアまたは第四エリアっていうのはここ。わたしたちがいる北西エリアからだと、ちょうど反対側ね……」

「……そんな、すごく遠いところに、母は何をしに……」

　ミィアはそう言うが、直線距きよ離りだとガレ城から南エリアの岩がん窟くつ都市ゴスカイまでは八キロ強というところだろう。現実世界なら、川かわ越ごえ市しの中心部から隣となりの狭さ山やま市しの中心までと同じくらい──と言ってもミィアはおろかアスナにも通じないだろうが。

　しかし、基本的に住んでいる街や村から離はなれないこの世界の住民たちにとっては、エリアの反対側は外国にも等しいのかもしれない。いや、俺だってはじまりの街を出た直後は、迷めい宮きゆう区くタワーが遥はるか地の果てにあるように感じたものだ。

「……セアーノさんの最終的な目的は解わからない。でも、行動だけ見ると、領主館から持ち出した黄金のキューブをどこかに運ぼうとしているように思える」

　俺の言葉に、アスナもこくりと頷うなずいた。

「そうね……しかも多分、南エリアは最終目的地じゃないわね」

「恐おそらく、《天てん柱ちゆうの塔とう》だろう」

　しばらく口を閉じていたキズメルがきっぱりとそう言ったので、俺とアスナ、ミィアが揃そろって視線を向ける。

「キズメル、何か知ってるの？」

「そういうわけではないが……お前たちと一いつ緒しよにスタキオンの街を訪おとずれた時、ふと思い出したんだ。私は見たことがないが、この層にある天柱の塔は、あんなふうに四角い岩を積み上げて造られているらしい」

　──ああ、そう言えば。

　と呟つぶやきそうになり、危あやういところで吞のみ込こむ。俺は当然ベータ時代に六層の迷めい宮きゆう区くタワーを登っているが、それをキズメルやミィアに言うわけにはいかない。しかし確かに、タワーの外がい壁へきはスタキオンとよく似た立方体ブロックで組まれていたように記き憶おくしている。

「だとすると……わたしたちも急いだほうが良さそうね。セアーノさんが塔とうで何をするつもりなのかは解わからないけど、あそこには強力な守しゆ護ご獣じゆうがいるはずだから」

　ちらりと俺を見たアスナがそう言ってくれたので、急いで頷うなずく。

「うん……そうだな。確かく認にんするから、ちょっと待ってくれ」

　開いたままのウインドウに手を伸ばし、アルゴへの返信を最高速のタイピングで打ち込むと、ミィアが革かわマスクの覗のぞき穴あなから興きよう味み津しん々しんといった様子の視線を注いでくる。そう言えば人族のＮＰＣもストレージやメニューウインドウは使えないのだといまさらのように気付くが、こればかりは詳くわしく説明するわけにもいかない。

　情報屋はこちらのレスポンスを待ち構えていたらしく、一分と待たずに新たなメッセージが届いた。

【ＮＰＣは、ボスが死んだら何も言わずに洞どう窟くつを北東方向に走っていった。リンキバは互たがいに相手が受けてるクエストのＮＰＣなんじゃないかと疑ってる。ＦＲはゴスカイで補給したら、すぐに第五エリアを目指すことになりそうだ】

　これには俺も「ムムム……」と唸うならざるを得ない。三層と五層では、煽せん動どうＰＫ集団の策さく謀ぼうでリンド率いるＤＫＢとキバオウ率いるＡＬＳが対立しかけたが、今回彼らを疑ぎ心しん暗あん鬼きにさせたセアーノは俺が進めているクエストの重要人物なのだ。母を案じるミィアのためにも、二大ギルドに余計な不和を広げないためにも、このまま放置はできない。

　アルゴには「詳くわしいことは会って話す」と返事をして、俺はウインドウを閉じた。アスナと再びアイコンタクトしてから、ミィアに向き直って腰こしを屈かがめる。

「どうやらお母さんは、本当に第五エリアを目指してるみたいだ。俺たちはすぐに出発して、お母さんを追いかけるつもりだけど、ミィアは……」

　スタキオンに戻もどって待っていたほうがいいと思う、と言おうとしたのだが、ミィアはＮＰＣとしては非常に珍めずらしい反応を見せた。俺の言葉を途と中ちゆうで遮さえぎったのだ。

「いえ、あたしも一いつ緒しよに行きます。母が何か危険なことをしようとしているなら、家でじっと待っているなんてできません」

　すでに父親を失っているミィアにそう言われてしまえば、拒きよ否ひするのは難しい。しかもミィアは、俺とアスナよりレベルが高いのだ。

「……解わかった」

　頷うなずいて体を起こすと、今度はキズメルがこの上なく残念そうな口調で言った。

「無論私も……と言いたいところだが、私は四つの秘ひ鍵けんをフォールン・エルフに奪うばわれたことを語かたり部べ殿どのと城主殿に報告しなくてはならん。剣も傷ついてしまったしな……」

「……それ、キズメルが責任を追つい及きゆうされちゃうんじゃないの？　秘鍵を取られたのはわたしたちのせいなんだから、報告はわたしたちが……」

「そうだよ、ブーフルームのじっちゃんとガレイオン伯爵には俺がちゃんと謝あやまるから……」

　不安顔で言いい募つのるアスナと俺に、騎き士しは微ほほ笑えみを浮うかべて答えた。

「心配するな、私は女王陛下に任ぜられたエンジュ騎き士し団だんの一員なのだから、譴けん責せきする権利を持つのは騎き士し団だん長ちようと陛下だけだ。神官どもはあれこれ言うかもしれんが、《剝はく伐ばつのカイサラ》に敵かなわなかったのは事実だしな……もう一度鍛きたえ直なおし、自分の手で秘鍵を取とり戻もどすさ」

「……そう……。──でも、その時は絶対わたしたちも一いつ緒しよに戦うからね」

　そう宣言すると、アスナはキズメルの右手を両手でしっかりと握にぎった。俺も騎き士しの前に立つと、固く握あく手しゆを交かわす。

「キズメル、ブーフルームのじっちゃんに、俺が後で必ず謝あやまりに行くって伝えてくれ。それと、剣が直るまでは、よかったらこれを……敵の剣だから気分が悪いかもしれないけど……」

　そう言って手て渡わたしたのは、ストレージから取り出しておいた《エルブン・スタウト・ソード》──四層で戦った森エルフの隊長から手に入れた長ちよう剣けんだ。未強化状態でも、かつての愛あい剣けんアニール・ブレード＋８に迫せまるほどのスペックがある。

「ほう……」

　呟つぶやきながら受け取ったキズメルが、銀細工の施ほどこされた鞘さやから、鏡のような刀身を三十センチほど引き抜いた。それを見た途と端たん、しまったと思う。キズメル愛用のロングサーベルは曲刀カテゴリの武器で、スタウト・ソードは片手用直剣。習得しているスキルと異なる武器は、装備しても性能を引き出せないし、当然ソードスキルも使えない。

　しかしキズメルは、にこりと笑えみを浮うかべると勢いよく剣を鞘さやに戻もどし、言った。

「いい剣だ、有あり難がたく使わせてもらうよ。フォレスト・エルフは長年の敵ではあるが、刀工の腕うでに間ま違ちがいはないからな……。──それに……」

　一いつ瞬しゆん何かを言いかけたようだったが、騎き士しは小さくかぶりを振ると、ひび割れたサーベルの代わりにスタウト・ソードを左ひだり腰こしに吊つった。サーベルは背中側にマウントし、その手でポーチを探さぐる。

「代わりというわけではないが、私からはこれを」

　差し出されたのは、クリスタルのようなカットが施ほどこされた小こ瓶びんだった。親指ほどの大きさしかないが、それがこの上なく貴重なものであることを知っている俺は、騎き士しの顔をまじまじと見つめてしまった。

「え……い、いいのか？　黒エルフの宝物なんだろ……？」

「キリトとアスナとミィアがいなければ、いまごろガレ城はフォールンに占せん領りようされ、宝ほう物もつ庫この宝も根こそぎ奪うばわれていただろう。そう考えれば足りないくらいだ……それに、これがあれば層を左回りに移動するのではなく、湖を渡わたって近道できるだろう？」

　言われてみればそのとおりで、この第二エリアから迷めい宮きゆう区くがある第五エリアまで通常ルートで移動しようと思ったら、モンスターを避さけて歩き通しても丸一日かかってしまう。すでに第四エリアに到とう達たつしているセアーノに追いつくためには、小こ瓶びんに入っている《ヴィルリの雫しずく》は有あり難がたいどころか必ひつ須すと言っていい。

「……助かるよ、本当にありがとう」

　俺が小こ瓶びんを受け取ると、キズメルは一歩下がってアスナとミィアにも視線を向けた。

「……恐おそらく、城主殿への報告が終わったら、私は七層に移動することになるだろう。しばしの別れだが、またすぐに会えると信じているよ」

「ええ、必ず！」

　アスナがキズメルを抱ほう擁ようし、ミィアも小さな手で握あく手しゆを交かわした。四人で行き止まりの谷の出口まで歩き、そこで手を振って別れる。

　南へと歩き始めてからも何度か振ふり返かえったが、ガレ城に向かうキズメルの背中は赤茶けた崖がけにたちまち隠かくされてしまった。数十秒後、視界の左上から、騎き士しのＨＰバーが音もなく消えた。
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　最小限の戦せん闘とうで涸かれ谷だにエリアを抜け、サボテンの実に心を惑まどわされることもなく荒こう野やエリアも突とつ破ぱした俺たちは、暗くなる前にタルファ湖の岸辺へと到とう達たつした。

　夕方の五時半を回り、藍あい色いろの湖水には夕焼けの反射光が熾おき火びにも似た煌きらめきを添そえている。波なみ打うち際ぎわに立ったミィアが、革かわマスクを頭の上に跳はね上あげ、感かん嘆たんの声を漏もらす。

「うわあ……こんなにたくさんの水、生まれて初めて見ました。これが海ですか……？」

　するとアスナがミィアの後ろに立ち──どうやらそのポジションが気に入ったらしい──両手で小さな肩かたを包みながら言う。

「これはタルファ湖……湖みずうみだよ、ミィア。海はもっと、ずーっと……これの何百倍も、何千倍も広いの」

「何千倍も……それだと、このお城の層一つよりも広いですよね……？」

「あー、そうだね……。本物の海は、アインクラッドのずっと下にあるっていう大地でしか見られないかも……」

　二人のそんなやり取りを聞きながら、俺はキズメルがくれた小こ瓶びんの栓せんを抜き、今回は前ではなく後ろに足を持ち上げて、ブーツの靴くつ底ぞこに慎しん重ちように垂らした。バフが掛かかるとアスナたちに近付き、同じ作業を繰くり返かえす。最初に見た時から比べると小こ瓶びんの内容量はかなり減ってしまったが、あと何回かは使えそうだ。

　瓶びんをストレージに戻もどし、湖水にそっと踏ふみ込こむ。何歩か進んだところで靴くつ底ぞこに反発力が生まれ、水面がゴム膜まくのように足を押おし返かえし始める。

　後ろを見ると、手を繫つないだアスナとミィアがゆっくり追いかけてきた。この湖に巣くう巨きよ大だいヒトデ《オヒオメトゥス》の恐きよう怖ふについてはしっかり説明せざるを得なかったので、さしものミィアも足取りにおっかなびっくり感がある。しかし体重が軽いぶん、ラフな足あし捌さばきで水面を踏ふみ抜ぬいてしまう危険性は俺たちより低いだろう。身長が大して変わらない俺とアスナだと、どちらの装備重量が上かは正直微び妙みようだと思うが、こればかりはいささか確かく認にんしづらい。

　そう考えた途と端たん、結局まだ両手用突とつ撃げき槍やりスキルの謎なぞについて訊きけずにいることを思い出す。水面歩行中は暇ひまなのでチャンスな気もするが、大型ランスを構えて突とつ進しんしてくるアスナを見た時の驚おどろきがまだ脳のう裏りに居い座すわっていて、なかなか切り出すきっかけを摑つかめない。「次にしよう」と声に出さずに呟つぶやき、足の裏に神経を集中させる。

　第四エリアに秘ひ鍵けんを回収しに行った時はほぼ真南に向かえばよかったが、第五エリアに行くには湖を南東に横切らねばならない。対岸は水すい霧むに遮さえぎられてよく見えないので、出したままのマップで進行方向を確かく認にんしながら慎しん重ちように進む。距きよ離りはほんの一キロ足らずだが、絶えず忍しのび足あしを強しいられるのでどうしても時間がかかる。上層の底を染める夕焼けの茜あかね色いろが驚おどろくほどの速さで後退していき、後ろから藍あい色いろの宵よい闇やみが迫せまってくる。

　不意に湖水をひときわ冷たい風が吹ふき渡わたり、俺は首を縮めた。足あし許もとから這はい上のぼってきた寒気が、鼻の奥おくをむずむずさせる。途と端たん、寒さとは別種の戦せん慄りつが全身を貫つらぬく。

　まずい。

　くしゃみがしたい。

　水面で立ち止まり、右手で口くち許もとを押さえてむずむず感を押おし戻もどそうとするが、消えるどころかどんどん強くなる。肺が勝手に膨ふくらみ、空気をたっぷりと吸い込む。だめだ、もう抵てい抗こうできない。

「……へーっしゅ！」

　口を押さえていたので音は多少減げん殺さいされたが、体が上下動してしまうのは避さけられなかった。強化された表面張力を荷重が上回り、右足がドボンと音を立てて水面を突つき破やぶった。反射的に左足で踏ふん張ばろうとするが、そちらもぐぐっと沈しずみ込こみ、このままでは全身が水すい没ぼつする……と思ったその時、広げた両手が左右から引っ張られた。見れば、右手をアスナ、左手をミィアが摑つかんで支えようとしている。

「ゆっくり！　ゆっくり足を抜いて！」

　アスナの指示で、俺は懸けん命めいに全身の力を抜き、左足と両手に均等に体重を預けながらそっと右足を引き抜いた。再び水面を踏ふみ、ふうっと息を吐はく。

「さ……サンキュー、助かっ……」

　礼を言おうとした俺の目の前に、アスナが右手をさっと突き出した。

「しっ……聞こえる……？」

　勢いよく口を閉じ、耳を澄すますと──確かに、ごぼごぼごぼという重苦しい音が湖の真ん中あたりから聞こえてくる気がする。恐おそる恐おそるそちらを見ると、水面の何箇所かで、大きな泡あわが断続的に弾はじけている。

「えー……さっきので……？」

　ちょっと水面を踏ふみ抜ぬいちゃっただけじゃん！　という抗こう議ぎを込めて呟つぶやいたが、泡あわの噴ふん出しゆつは収まらない。夕ゆう陽ひの反射で水の中を見み透とおすことはできないものの、何か途と轍てつもなく巨きよ大だいなものが湖底から浮うかび上あがりつつあることが直感的に伝わってくる。

　やがて、三十メートルほど離はなれた水面上に、三つのカラーカーソルが横並びに出現した。

　表示名は【Tentacle of Ophiometusオヒオメトウスの触手】。色は、カイサラほどではないがしっかりと濃こい赤。触しよく手しゆであの色だと、水中戦覚かく悟ごで立ち向かうという選せん択たく肢しはどう考えてもない。かと言って、現在位置はちょうどルートの中ほどで、戻もどるにしても進むにしても水面歩行のスピードで逃にげ切きれる距きよ離りではない。

　いっそ抵てい抗こうせずに触しよく手しゆに巻かれて、ヒトデ本体の口まで運ばれたところで起死回生の一いち撃げきを狙ねらうか……などと破れかぶれなことを考えかけた、その時だった。

「キリト君、ミィア、走るよ！」

　アスナがそう叫さけんだので、俺は慌あわてて言い返した。

「で、でも、走ると《ヴィルリの雫しずく》の効果が……」

「歩ほ幅はばを小さくして、右足が沈しずむ前に左足を出すの！　雫のバフがあればできるよ！」

　そんな、忍にん者じやじゃあるまいし……と答える前に、背中を思いきり押されてしまう。つんのめって右足を前に出すと、再び水面を踏ふみ抜ぬいてしまいそうになったが今度は無理に引ひき戻もどそうとせず、反発力が消えないうちにさっと左足を出す。また右足、左足、右足……最初の数歩はぎこちなかったが、《小刻み高回転》を意識しながら両足を動かし続けると、いつしか自分が水面を走っていることに気付く。

「お、おお……やればできるもんだ」

　呟つぶやきながら懸けん命めいにチョコマカ走行を続けていると、左側からミィアに追い抜かれた。やはり軽いぶん俺より反発力が強いのだろう、しぱぱぱ……と歯切れのいい水音を響ひびかせて、どこか楽しそうに走っていく。右を見ると、アスナがまるで水面を滑すべるが如ごときスムーズな走りで追つい随ずいしてくる。ずいぶん慣れているような、と思った途と端たん、昨日タルファ湖を渡わたった時のアスナの言葉が甦よみがえる。「もしヒトデが出てきても、わたしに奥の足があるから」というようなことを、確かに言っていたはずだ。

　この水面走行こそが《奥の足》なのだろうが、いま俺がぶっつけ本番で辛かろうじて走れているのは、ヴィルリの雫の加護があるからだ。バフなしでは三歩ともたずに水すい没ぼつしているであろうことは想像に難かたくない。それはアスナも同じはずなのに、どこでこんな忍にん術じゆつじみたテクニックを思いついたのか。

　などと思考力の一割を使って推察しつつも、六割は両足のコントロール、三割は後方の水音に集中させ続ける。ざばば……という音の正体を立ち止まって確かめるわけにはいかないが、ヒトデの触しよく手しゆが水面を割りながら追ってきていることは見なくても解わかる。距きよ離りを詰つめられている感じもするが、いまは全力で走り続けるしかない。

　水面にたなびく霧きりの帯を一つ、二つ、三つ突つき破やぶった時、夕焼け色に染まる砂すな浜はまが行く手に現れた。湖に突き出た箇所までの距きよ離りは百メートルほどか。

「ぬおおおおお！」

　喚わめきながら、レッドゾーンぎりぎりの高速回転で水面を蹴ける。普ふ段だんはストライドを思いきり大きく取った跳ちよう躍やく型がたの走り方なので違い和わ感かんが凄すさまじいが、これ以上歩ほ幅はばを広げれば足の引き上げが間に合わない。

　こういうのアルゴが得意そうだな、もう少しＡＧＩも上げてみようかな、などと考えながら残る距きよ離りを走り切り、ミィアに二秒ほど遅おくれて岸辺に辿たどり着つく。足あし許もとの水が砂になっても強く蹴ける気にならず、チョコマカ走法をしばらく継けい続ぞくしてから少しずつ減速する。

　砂すな浜はまが草地に変わり始めたあたりでやっと立ち止まり、はぁはぁ息を荒あららげつつ振り向くと、波なみ打うち際ぎわから十メートル近くも陸おかに上がったあたりに三つの赤カーソルが浮うかんでいた。その下で蛇へびのように蠢うごめいているのは、濃こい灰色の触しよく手しゆ。先せん端たんは鋭するどく尖とがっているが、水に沈しずんでいるあたりでは直径三十センチ近い。根元ではどれほどの太さなのか、本体の大きさは……と考えると恐おそろしくなるが、もちろん確かめるつもりはさらさらない。

　触しよく手しゆは十秒以上も悔くやしそうに虚こ空くうを探さぐっていたが、やがてずるすると湖の中に引ひき戻もどされていった。カーソルが沖おきへと遠ざかり、ふっと消しよう滅めつするのを確かめてから、俺は詰つめていた息を長々と吐はき出だした。

　左右を見ると、ミィアとアスナは無言で湖水を眺ながめていた。砂すな浜はまは西向きなので、遥はるか彼方かなたの外周開口部から差さし込こむ夕ゆう陽ひが、湖に真っ赤な反射光の帯を作り出している。その下に巨きよ大だいヒトデがのたくっていることを差し引いても、確かに美しい光景だ。

　一月四日の日にち没ぼつを、頭を空にしてぼんやり見つめていると、不意に強い疲ひ労ろうを感じた。

　思い返してみれば、今日は午前二時に起きてガレ城の外輪山を探検し、ブーフルーム老人の小部屋でハンバーグのお預けをくらいながら《覚かく醒せい》スキルを習得し、午前中はスタキオンに出向いてミィアと出で遭あったりフォールン・エルフに襲おそわれたりして、午後はガレ城に帰き還かんしてやっと昼ひる寝ねができると思ったらフォールンの大規模襲しゆう撃げきがあり、それをどうにか撃げき退たいしてから人ひと質じちに取られたキューザックのメンバーを救うために外に出て、女剣士カイサラに四つの秘ひ鍵けんと二本の鍵かぎを強ごう奪だつされ、がっくりする暇ひまもなくキズメルと別れてタルファ湖を渡わたり、巨きよ大だいヒトデから走って逃げていまに至るわけだ。一日にこれほど多くのイベントをこなしたのは、もしかしたら正式サービス開始以降の最高記録かもしれない。

　そろそろバッテリーが尽つきそうなので、少し高めの宿屋でたらふく飲み食いしてからベッドに転ころがり込こみたいところだが、まだそれは許されない。ミィアの母セアーノが迷めい宮きゆう区くタワーを目指しているなら、追いつけるチャンスは恐おそらくフィールドを移動しているあいだだけだ。複雑なダンジョンであるタワーに入られてしまえば、見つけるのは難しい。

「……もうちょっと頑がん張ばれるか？」

　二人に訊たずねると、ミィアとアスナは勢いよく振り向いた。

「もちろん、ぜんぜん大だい丈じよう夫ぶだよ」

　とアスナが答えれば、

「あたしも平気です。まだまだいけます」

　とミィアも革かわマスクを頷うなずかせる。ならば俺が弱音を吐はいてもいられない。

「じゃあ、まずは最も寄よりの村を目指すか。このエリアは実質的に一本道だから、セアーノさんも攻こう略りやく集団もそこを通るはずだ」

　そう言って湖に背を向けると、目の前に広大な砂の海が広がった。

　切り立つ岩山で五等分された六層は、エリアごとにまったく異なるデザインが与あたえられている。主街区のある第一（北東）エリアは森と草原、ガレ城がある第二（北西）エリアは荒こう野や、俺たちがスルーしてしまった第三（南西）エリアは湿しつ地ち、秘ひ鍵けんダンジョンがあった第四（南）エリアは洞どう窟くつ、そしてとうとう辿たどり着ついた第五（南東）エリアは──砂さ漠ばく。

　ＲＰＧでは定番の地形だが、ＶＲＭＭＯ世界で本格的な砂さ漠ばくを見ると、圧あつ倒とう的てきなスケール感に少々くらっと来てしまう。巨きよ大だいな砂さ丘きゆうが無限に連なるフィールドには目印らしい目印はなく、視覚トラップとしての蜃しん気き楼ろうがちょくちょく発生するので、オアシスを見つけたつもりで近づいていっても直前で消えてしまったりする。その上、遠景は砂さ塵じんエフェクトに塗ぬり潰つぶされていて、巨きよ大だいな迷めい宮きゆう区くタワーですら数百メートル以内に近づかないと発見できない。

　とどめに、頼たよりのマップ・ウインドウも三層の《迷まよい霧ぎりの森》と同じ処理が施ほどこされていて、ランダムにグレーアウトしてしまう。信用できるのは、砂さ漠ばくの各所に途と切ぎれ途と切ぎれに延びている、赤い煉れん瓦が敷じきの細道だけ。

　俺たちの目の前でも、ささやかな草地はほんの十メートルほどで消え去り、湖の岸辺とは質感が違ちがう砂の中に、いまにも風化してしまいそうな道が細々と続いている。

「……あの道を辿たどっていけばいいのね？」

　アスナの言葉に、深く頷うなずく。

「うん、その先に最後の拠きよ点てんになる《ムルツキの村》がある……はずだ」

「フィールドボスは？」

「第四エリアから来た場合は、ムルツキの手前で食虫植物みたいな奴やつが出てくるけど、俺たちのコースなら遭そう遇ぐうしない……はずだ」

「はずばっかりね」

　アスナの突っ込みに、ミィアがくすっと笑って言った。

「キリトさんは、前にこの砂さ漠ばくに来たことがあるんですか？」

「うん……」

　と縦に動かしかけた顔を途と中ちゆうで止める。まさかミィアにベータテストの話をするわけにもいかないので、少し考えてから曖あい昧まいかつ最小限の説明を口にする。

「しばらく前に、一回だけ。でも、村の場所くらいは憶おぼえてる……はずだ」

「迷子になった時のために、パン屑くずを落としながら進みましょう」

　一いつ瞬しゆん冗じよう談だんかと思ったが、どうやら本気で言っているらしい。セアーノさんにそういう童話を読んでもらったのかな、と想像しながら答える。

「うーん、砂さ漠ばくだとパン屑くずは風で飛んでいっちゃいそうだな。煉れん瓦がの道さえ見失わなければ大だい丈じよう夫ぶだよ、迷ったらまたここに戻もどってくればいいんだし」

「だったら、あたしがしっかり道を確かく認にんします！」

　そう宣言して歩き始めるミィアを、俺とアスナは慌あわてて追いかけた。隣となりのアスナが顔を寄せ、小声で囁ささやく。

「キリト君て案外、小さい女の子の相手するの得意そうね」

「ええ……？　ウルトラ苦手だよ、同年代の女子とか年上の女の人と同じくらい苦手」

「……へー」

　とだけ答えると、細さい剣けん使つかいは呆あきれるような憐あわれむような表情で離はなれていった。

　砂さ漠ばくに踏ふみ込こんでほんの五分も歩くと、後方のタルファ湖は巨きよ大だいな砂さ丘きゆうに遮さえぎられて見えなくなってしまった。振り向いても視界に入るのは紫むらさき色いろに霞かすむ空と赤く滲にじむ夕ゆう陽ひだけで、前方と左右の遠景は砂さ塵じんに隠かくされて外周を支える柱さえ見分けられない。上層の底はなんとか見えるが、ディティールはかなりぼやけている。

　頼たよりの煉れん瓦が道みちも砂に覆おおわれたり崩くずれたりしていて途と切ぎれがちだし、時々左右の砂の中からトカゲやら蛇へびやらの砂さ漠ばくらしいモンスターが飛び出してくる。無理やりに好材料を探すとすれば、ここも第二エリアの涸かれ谷だにと同じく《緑の恩おん寵ちようなき土地》であるはずなので、フォールン・エルフの襲しゆう撃げきはないと思われる……のだが生木の枝のことを考えれば安心もできない。もっとも、鉄の鍵かぎをカイサラに奪うばわれてしまった俺たちはもう用済みかもしれないが。

　それでも警けい戒かいレベルは下げずに、ミィアの先導で歩くこと三十分。

　後方の残照が消え去るのとほぼ同時に、俺たちはムルツキの村に到とう着ちやくした。

　決して広い村ではないが、中央に大きな湧わき水みずの泉があり、透すき通とおった水の周りでは椰や子しやソテツのような植物が細長い葉を広げている。家々は砂色の石造りで、ざらざらした壁かべの質感はガレ城に似ているが装そう飾しよく性せいはまったくない。短いメインストリートは素そ朴ぼくな篝かがり火びで照らされ、どこかからもの悲しい響ひびきのストリングスが聞こえてくる。

「これ……このアラブっぽい楽器、何て名前なのか調べてみようってベータの時にも思ったんだよな……」

　隣となりにそう囁ささやきかけると、アスナは少し首を傾かたむけただけで答えた。

「確か、ウード……だったと思う」

「へ、へええ……」

　さすがの博識ぶりに感心しつつ、いっそう声を低めて呟つぶやく。

「……もしゲームクリアまでに忘れてなければ、向こうに戻もどってから検けん索さくしてみるよ」

「どうせなら、こっちで練習してみれば？」

「い、いやあ、楽器スキルは適性なさそうだし……」

　とかぶりを振ってから、これは両手用突とつ撃げき槍やりスキルのことを訊きくチャンスかも……と思ったのだが、俺が口を開く前に、少し先を歩いていたミィアが振り向いて言った。

「あそこ……変な馬がいます！」

　見ると、泉の北側に生えた椰や子しの木の一つに、ふさふさした褐かつ色しよくの毛皮を持つ大型四し足そく獣じゆうが繫つながれている。盛り上がった背中や湾わん曲きよくした首は、現実世界でも見慣れた──直接ではなく、映像や写真でだが──ものだ。

「あれは馬じゃなくてラクダだよ、ミィア」

　少女に歩み寄ったアスナが、ラクダの背中を指さした。

「ほら、背中におっきな瘤こぶがあるでしょ。あれが一つならヒトコブラクダ、二つならフタコブラクダ」

「でも、あのラクダはもっとありますよ」

「え？」

　アスナと同時に目を凝こらすと、確かにラクダの背中には瘤こぶが三つ並んでいる。俺はベータ時代にも見ているのでいまさら驚おどろかないが、アスナはしばし硬こう直ちよくしてから、少々ぎこちない声を出した。

「じゃ……じゃあ、あれはミツコブラクダかな……」

「ふむすっ」

　と怪かい音おんを発したのはミィアではなく、噴ふき出だすのを堪こらえた俺だ。アスナはこちらをじろりと睨にらむと、ミィアと一いつ緒しよに駆かけ足あしでラクダを見に行ってしまった。

　改めて見み渡わたすと、ムルツキの村の中央広場は、ガレ城の中庭よりいくらか狭せまいが、構造はよく似ている。真ん中には差さし渡わたし二十メートルほどの泉があり、その周囲に椰や子しの木が立ち並び、ドーナツ形の広場の外周には商店や宿屋、食い物屋が軒のきを連ねる。

　迷めい宮きゆう区くを目指すセアーノは必ずこの広場を通るはずなので、通路が合流する北側のオープンテラス席に陣じん取どっていれば見み逃のがすことはないだろう。ウードを奏かなでるＮＰＣは泉の南側にいるため姿を見ることはできないが、食事のＢＧＭとしてはこれくらいのボリュームが好ましい。

　さて、何を食うか……と悩なやみつつ、建物の列を見み渡わたす。視界内にあるレストラン──規模としては幾いくらか豪ごう華かな屋台といったところだが──は二軒けん。一つはケバブっぽい炙あぶり肉にくの店で、もう一つはカレーっぽい汁しる物ものの店だ。ベータ時代もカレーを食べられる店はごく少なかったので、スタキオンから遥はるか離はなれたムルツキまで遠えん征せいするプレイヤーもたくさんいたが、俺には少々不満の残る味だった。なぜならメニューにライスがなかったからだ。アインクラッド定番の薄うす焼やきパンと食べるアラブ風カレーも悪くはないのだが、中二男子としてはやはり白ご飯にどばっとかけてもりもり食いたい。というわけで今夜はケバブにしようと決め、ラクダを見物している二人に呼びかける。

「おーい、料理適当に注文しとくぞー」

「はーい」

　と手を振ったからにはもうメニューの選せん択たく権けんは俺のものだ。店にある肉料理を全部テーブルに並べてやる、しゃらくさいサラダだの温野菜だのの載のっかる余地はござらぬ！　という決意とともに振り向き、限界の空すきっ腹ぱらを抱かかえながら三歩前進した──その時。

　広場の南側から、もの凄すごい勢いで走ってきた小こ柄がらなプレイヤーが、ケバブ屋のカウンターに飛とび込こんだ。カーソルの緑色だけ確かく認にんしながら、俺もダッシュで隣となりに立った。

「オッチャン、シシケバブとアダナケバブ！」

「おっさん、ドネルサンド三つとウルファケバブ三つと……」

　負けじとそこまで喚わめいてから、先客の声の特とく徴ちよう的な響ひびきに気付く。コケティッシュな鼻び音おんが語ご尾びに被かぶさるこの声は──。

「あ、アルゴ!?」

「おや、キー坊ぼうじゃないカ」

　仰ぎよう天てんする俺に、《鼠ねずみ》のアルゴは三本ヒゲがペイントされた頰ほおをにまっと動かして見せた。

「なんダ、もうムルツキに着いてたのカ。早かったナ」

「そ……そっちこそ早すぎるだろ！　第四エリアの洞どう窟くつ抜けるのに五時間はかかると思ってたのに……」

　そこでヒゲの店主が「お待ちどォ！」と叫さけんだので、会話を中断して順番に料理を受け取る。アルゴは串くし焼やきが二本なので両手で持てるが、俺は炙あぶり肉にくを挟はさんだ丸パン三つと串くし焼やき三本をカウンターに並べられ、腕うでに抱かかえたり指の間に串くしを挟はさんだりしてどうにか持ち上げる。

「と……とりあえず、そこのテーブルに座すわらないか？」

　店てん舗ぽの前に設けてあるオープン席の一つを視線で示したが、情報屋はしかめっ面つらでかぶりを振った。

「たぶん、そんな時間はないゾ」

「え……なんで？」

「だって、オイラがここにいるってことはだナ……」

　そこまで言われて、やっと気付く。セアーノを追つい跡せきしているはずのアルゴがムルツキの村にいま到とう着ちやくしたということは、つまり──。

「げっ……セアーノ、じゃなくて例の黄金キューブのＮＰＣは、もうこの村を通過してるのか……!?」

「さっき入り口で案内ＮＰＣに確かく認にんしたケド、三十分くらい前に女が一人で通ったとサ」

「……三十分……」

　繰くり返かえしながら、脳のう裏りに第五エリアの地図を展開する。

　扇おうぎ形がたをしたエリアの中心部にあるムルツキの村から、北東の隅すみにある迷めい宮きゆう区くタワーまでは約三キロメートル。しかし曲がりくねった道をトレースすると、その距きよ離りは二倍以上に延びる。それでも早足で歩けば二時間はかからないし、走ればもっと早い。セアーノはかなり先行していると考えるべきだろう。

「……ＡＬＳとＤＫＢは？」

「連中も追ってきてるはずだケド、ゴスカイに寄って補給するって言ってたからナ……オイラから更さらに三十分は遅おくれてるんじゃないカナ」

「うーむむ……」

　左ひだり腕うでにいい匂においがするドネルサンドを抱かかえ、右手にもっといい匂においがするウルファケバブを持ったまま、俺は考えを巡めぐらせた。

　セアーノの単独行の理由はまだ不明だが、迷めい宮きゆう区くタワーを目指しているなら、最終目的地がボス部屋だということは充じゆう分ぶんに有り得る。俺とアスナ、ミィア、アルゴだけでセアーノを追いかけて、万が一フロアボスと戦うようなことになってしまえば、勝利できる可能性は限りなく低い……どころか全員死にかねない。ムルツキの村で攻こう略りやく集団の到とう着ちやくを待つのが正しい判断だろう。

　──しかし。

　いまや《スタキオンの呪のろい》クエストは本来のシナリオから大きく逸いつ脱だつし、恐おそらくセアーノも彼女自じ身しんの意思と呼ぶべきものに従って動いている。最終的には、何らかの目的のために自分の命を投げ出すような結末を選びかねない。もしそうなったら、俺たちを信じて一緒に来てくれたミィアは、両親を共に失ってしまう。

　三秒ほどかけて取るべき行動を決めた俺は、アルゴを促うながしてケバブ屋から離はなれた。広場の北側でミツコブラクダの首を撫なでているアスナたちに、大声で呼びかける。

「おーい！　すぐ移動するぞ！」




　立ち食いならぬ歩き食い、いや小走り食いを強しいられたアスナは少々不満顔だったが、それもアルゴから状じよう況きようを説明されるまでだった。セアーノに先行されていると知った途と端たん、両手の食べ物を上品かつ迅じん速そくに消しよう滅めつさせ、情報屋に問いかける。

「三十分も前に村を通ったって言ったけど、フィールドボスはどうしたの？　いくらセアーノさんが強くても、さすがに一人じゃ倒たおせないでしょ？」

「それなんだがナ……これを見てクレ」

　俺とほぼ同時にケバブ二種を食べ終えていたアルゴは、ウインドウを操作すると奇き妙みような物体を取り出した。縦横高さが二十センチほどの、緑りよく褐かつ色しよくの立方体。

「オイラがフィールドボスの縄なわ張ばりに到とう着ちやくした時にはもう、地面にコイツが大量に散らばってるだけだったんダ」

「何だそれ……？」

　俺が眉まゆを寄せると、アルゴはひょいっと立方体を放ってきた。慌あわてて受け取り、その軽さにもう一度驚おどろく。質感は工作に使うバルサ材のようで、表面には細かい筋模様が走っている。

「あ……これもしかして、食虫植物ボスの体、なのか？」

「たぶんナ。第四エリアのムカデボスとの戦せん闘とうに乱入してきた時も、そのセアーノサンはボスの装そう甲こうを同じサイズのキューブに分解しちまっタ。そん時はバラバラになったのは装そう甲こうだけで中身は無傷だったんだケド、防ぼう御ぎよ力りよくが激減したからＦＲの総そう攻こう撃げきで簡単に倒たおせたんダ。ムカデボス……《バサルトモルファ》の装そう甲こうは、普ふ通つうの外骨格じゃなくてクッソ硬かたい岩だっタ。もしかしたら、セアーノサンの持ってるキューブは、鉱物と植物なら何でも分解できるんじゃないカ……？」

　凄すご腕うでの情報屋らしく説得力のある推論を聞いた途と端たん、俺の脳のう裏りに浮うかんだのは、遠く離はなれた主街区スタキオンの風景だった。

　あの街のあらゆる建物は、岩か木のブロックを使って建てられていた。俺はいままで、領主の証あかしである黄金のキューブは、建材ブロックの大きさを決める基準になっただけのものだと思っていた……というよりベータ時代のクエストでそう説明されたのだが、もしかしたら実際はそうではなかったのかもしれない。アルゴの言うとおり、キューブに《あらゆる鉱物と植物をブロックにする力》があるのなら、スタキオンの街を造り上げている何十万個……いや何百万個の……。

「──なあアスナ、スタキオンの街の材料になってるブロックって、全部で何個くらいあると思う？」

　思考を一時中断して訊たずねると、細さい剣けん使つかいは眉まゆをひそめて言い返してきた。

「それ、いま必要な情報なの？」

「た、たぶん」

「ええと……あの街、南北が六百メートル、東西が三百メートルくらいよね。てことは六万割る二十で三千、掛かける千五百で四百五十万個」

「おお、サンキュ……」

　礼を言いかけた俺の右みぎ腕うでをアスナが小こ突づき、反対側でアルゴが呆あきれたような鼻息を漏もらす。前を走るミィアが、両手に食べかけのサンドと串くし焼やきを持ったまま、器用に振り向いて注ちゆう釈しやくする。

「キリトさん、それは地面に敷しいてある角かく石いしの数ですよ。その上に建物が載のっているわけですから……」

「あ、そ、そっか。えーっと……」

　俺が脳内にスタキオンの街並みを再現するより早く、アスナが結論を口にした。

「まあ、基部の三倍くらいと見積もっておけばいいんじゃない？　ざっとだけど、千三百五十万個前後だと思うわ」

「おお、サンクスアミリオン」

　もう一度礼を言ったが、アスナが納なつ得とくした様子はない。

「で、その数字が何だっていうの？」

「いやあ……もしかしたら、スタキオンを造ってる木と岩のブロックは、ノコギリとかノミで一個一個切り出したんじゃなくて、黄金のキューブの力であのへんにあった岩山やら森やらを分解したんじゃないかって思ったんだよな……」

「ほー、なるほどナ……食虫植物ボスがブロックの山になってた光景を見たばっかりだカラ、キー坊ぼうの与よ太た話ばなしも説得力が出ちまうナー」

　にやにや笑いながらそう言ったアルゴが、不意に表情を引ひき締しめた。

　一行はとっくにムルツキの村を抜け、再び砂さ漠ばくの小道を走っている。太陽は完全に沈しずみ、月光も砂さ塵じんに遮さえぎられて届かないが、幸い完全な暗くら闇やみにはならず、薄うす青あおい環かん境きよう光こうが砂さ丘きゆうの連なりをぼんやりと浮うかび上あがらせる。どうせならムルツキでラクダをレンタルし、月の砂さ漠ばくをはるばると……的な旅をしてみたい気もするがそんな時間はないし、そもそもミツコブラクダはどこに座すわっていいのか解わからない。

　ひんやりとした夜風に乗って、真しん剣けん味みの増したアルゴの声が流れた。

「……しかし、それが本当だとすると、ちっとまずいかもナ」

「どういうことだ？」

「岩か木なら何でもバラバラに分解できるってことは、ダンジョンの壁かべも好き放題ブチ抜けるかもダロ？　迷めい路ろもギミックも関係なしに、ボス部屋まで一直線だゼ……ＡＬＳもＤＫＢも、いまはまだムカデの装そう甲こうをバラしたのはセアーノサン本人の力だと思ってるはずダ。でもあれがキューブの力だって解わかったら、絶対手に入れようとするゾ」

「う……確かに……」

　想像を広げれば、黄金キューブの使い道はダンジョンのショートカットだけではない。アインクラッドにはトレントやネペントといった植物系、あるいはゴーレムやガーゴイルといった鉱物系モンスターが少なからず存在しているが、そいつらも一発で分解できる理り屈くつだ。それで経験値が入るなら、恐おそるべき高効率レベリングが可能になる。バランスブレイカー度合いは、俺のストレージに入っているギルドフラッグの比ではない。

《スタキオンの呪のろい》が通常どおりに進行すれば、サイロンは死なずに改心し、キューブはパイサーグルスの墓に再び封ふう印いんされて、プレイヤーが手に入れることはおろか真の力に気付くこともなかったはずだ。しかしモルテとダガー使いがサイロンを殺したあの夜から、クエストは大きく変質し始めた。恐おそらく、セアーノを殺せば、黄金のキューブを入手できてしまうのではないか──。

「……アルゴさんの言っていること、当たってると思います」

　食事を終え、革かわマスクを被かぶり直なおしたミィアがぽつりと言った。彼女をただのクエストＮＰＣだと思っているはずのアルゴがフードの下で両目をぱちくりさせるが、少女はＮＰＣらしからぬ口調で言葉を続ける。

「あたしの母は、スタキオンを《魔ま法ほうと呪のろいでできた街》だと言ったことがあります。意味は訊きいても教えてくれませんでしたが……もしかしたら、黄金のキューブが恐おそろしい力を持っていると知っていたのかもしれません」

「つ、つまり、セアーノさんはキューブの力で何かをするために《天てん柱ちゆうの塔とう》を目指しているわけか？」

　俺が推測を付け加えると、すかさずアスナが答える。

「それはまだ解わからないわ、キューブそのものをどうにかしようとしているのかもしれないし……いまはとにかく、セアーノさんに追いつかないと」

「まぁ、そういうこったナ」

　頷うなずいたアルゴが、視線を前方に戻もどす。砂さ丘きゆうの谷間に細い道だけが延びる光景は変わらないが、藍あい色いろの闇やみの彼方かなたに巨きよ大だいな構造物が近づいてきている予感がする。

「……急ぎましょう」

　アスナの声に揃そろって頷うなずくと、俺たちは走るスピードを少し引き上げた。




　煉れん瓦が道から逸それてしまわないように最大限の努力をした甲か斐いあって、モンスターに絡からまれたのはたったの四回だったが、結局フィールドでセアーノを見つけることはできなかった。

　シナリオから外れた行動をしているならモンスターはセアーノをも襲おそうはずだし、トカゲや蛇へびは木でも岩でもないのでキューブで分解はできない。しかも六層の最終エリアだけあって、どのモンスターも相当に強い。一人で全て倒たおしたのなら、セアーノのステータスはことによるとキズメル級──少なくともモルテにたちまち殺されてしまったサイロンの比ではないことは確実だ。

　ミィアもいるわけだし、事態がどう転ぼうとセアーノと戦う展開にだけはならないでくれ……と祈いのりながら、行く手に現れたひときわ巨きよ大だいな砂さ丘きゆうを駆かけ登のぼる。

　俺より数秒早く天てつ辺ぺんに到とう達たつしたアスナとミィアが、同時に立ち止まり、顔を上空に向けた。遅おくれて砂さ丘きゆうを登り切った俺も、それに気付いた。ほんの百メートル先に、濃のう紺こんの闇やみをひときわ黒々と貫つらぬく巨きよ影えいがそびえ立っている。六層の迷めい宮きゆう区くタワー……一月一日のフロア攻こう略りやく開始から四日かかって、ついに辿たどり着ついたのだ。

　通常の安全重視なプランなら、ここから攻こう略りやく集団の総力を挙げて内部の探たん索さくとマッピングを開始し、ボス部屋の発見までに一～二日、ボスの偵てい察さつと攻こう略りやく作戦立案に一日、ボス戦に一日、というようなペースになるだろう。しかし今回は、いや今回もそこまで悠ゆう長ちようなことはしていられない。たった一日でタワーの踏とう破はからボス撃げき破はまでやり遂とげざるを得なかった五層と同じく、丁てい寧ねいなマッピングは諦あきらめてひたすら上を目指すことになりそうだ。

「……結局、セアーノさんには追いつけなかったし、ＡＬＳとＤＫＢにも追いつかれなかったな……」

　砂さ丘きゆうの頂上で後ろを振り向きながら呟つぶやくと、アスナもかすかな懸け念ねんの滲にじむ声で答えた。

「タワーの道中はともかく、ボス部屋にこの人数で突とつ入にゆうするのは少し不安ね。セアーノさんの目的地がそこじゃないといいけど」

「ああ……。けど迷めい宮きゆう区くは基本、他に何があるってわけでもないからな……」

「だったラ、ボス部屋までに追いつくしかないナ」

　その声に再び体を反転させると、アルゴが俺とアスナに細長い瓶びんを投げてきた。受け取って栓せんを飛ばし、口をつけると、冷えたライム風味の微炭酸水が流ながれ込こんでくる。ポーション類というわけではないようだが、砂さ漠ばくを走って渇かわいた喉のどにこれは有あり難がたい。見ればミィアも、両手で瓶びんを持ってこくこく喉のどを鳴らしている。

　アルゴの奢おごりで気力を回復した俺たちは、最後の砂さ丘きゆうを駆かけ下おりて迷めい宮きゆう区くタワーに近づいた。

　六層タワーの断面は、円でも四角でもなく正五角形になっている。しかしその巨きよ体たいゆえに地面から見上げただけではなかなかそうと解わからず、ベータ時代は内部のマッピングを始めてからやっと気付いたほどだ。当時は、フロアやタワーの五角形構造に何か意味があるのかとテスターの間であれこれ議論が交かわされたが、結局誰だれもが納なつ得とくするような説は現れなかった。

　塔とうの黒っぽい石いし壁かべを近くからよく見ると、確かにスタキオンの建物と同じ、二十センチ間かん隔かくの通し目地が薄うすく走っている。一階正面の大おお扉とびらは固く閉ざされていて、周囲に人の気配はない。セアーノがこの場所を目指したというのもあくまで推論なので、まったく見けん当とう違ちがいの場所に来てしまった可能性もゼロではないが、いまは自分の直感を信じるしかない。

「……開けるぞ」

　仲間たちに宣言してから、青銅色の金きん属ぞく扉とびらに両手を当て、強く押す。ゴゴゴ……と地じ響ひびきを立てて扉とびらが左右に分かれ、内部からひときわ冷たい空気が流れ出してくる。

　扉とびらが完全に開き切ると、俺は三人を促うながしてタワーの中に踏ふみ込こんだ。いままでの迷めい宮きゆう区くと同様に完全な暗くら闇やみではなく、高いところから薄うす青あおい照明がぼんやりと降り注いでいる。内部構造がベータ時代と同じなら、正しよう面めん扉とびらの奥おくは三角形の大ホールになっていて、左右の壁かべに扉とびらが一つずつ……。

「──あっ、あれを見て下さい！」

　どうやらプレイヤー三人より視力がいいらしいミィアが左前方を指さしたので、さっと視線を動かす。途と端たん、俺の口から少々間の抜けた声が零こぼれる。

「うへぇ……」

　金属の扉とびらは記き憶おくどおりの場所に存在したのだが、そのすぐ右側の石いし壁かべに巨きよ大だいな穴が開いているのだ。割れたり砕くだけたりしているわけではなく、構造材のブロックが接合力を失って崩ほう壊かいしたように見える。

　穴に歩み寄り、石ブロックを一つよいしょと持ち上げてから、俺は言った。

「……セアーノが黄金キューブで壁かべを崩くずした……んだろうな」

「でも、どうして扉とびらを通らなかったんだろ……鍵かぎがかかってるの？」

　アスナの疑問に、視線で部屋の奥おくを示しながら答える。

「ほら、あそこに床ゆかから石柱みたいのが生えてるだろ？　扉とびらを開けるには、あの柱に設置されてるパズルを解いて、出てくるモンスターを倒たおさなきゃいけない……んだと思うよ、多分」

　ミィアに配はい慮りよしつつベータ時代の知識を披ひ露ろうすると、細さい剣けん使つかいは納なつ得とくしたように頷うなずいた。

「そっか、その手間を省いたわけね。なら……セアーノさんが通ったルートを進めば、わたしたちもパズルを解かずに済むわけね……」

「だろうな。もちろん、普ふ通つうの雑ざ魚こモンスターは出てくるだろうけど」

　そう言いながら、石ブロックを投げ捨てた、その途と端たん。

　ガツンという音に誘さそわれたかのように──いや実際そうなのかもしれないが、壁かべに開いた穴の向こうで「シャアアッ！」という叫さけび声ごえが響ひびいた。

「来るぞ！」

　背中の剣を抜きながら、三人を後退させる。アスナとミィアもレイピアを抜ぬき放はなち、アルゴが両手の甲こうに装着されたクローを構える。

　数秒後、穴からぬうっと姿を現したのは、コブラのように薄うすく広がった首と爬は虫ちゆう類るいの頭、細長い胴どう体たいと手足を持つ亜あ人じんタイプのモンスターだった。この塔とうに広く出現する蛇人間オフイデイアンだ。いままで戦ってきた蜥蜴人間レプトイドや魚人間イクチオイドと外見はよく似ているが、腕うでが長い上に主武器が槍やりなので攻こう撃げき範はん囲いが広く、それをかいくぐって接近しても毒どく牙がで嚙かみ付つき攻こう撃げきを仕し掛かけてくる厄やつ介かいな相手である。しかも二……いや三匹びき。

　しまった、塔とうに入る前に瞑めい想そうバフを掛かけておくんだったと思うがもう遅おそい。幸いオフィディアンの牙きばは麻ま痺ひ毒どくではなくダメージ毒なので、嚙かまれても対処はできる。

「嚙かまれると毒を喰くらうぞ！　無理に飛とび込こもうとしないで、腕うでを狙ねらって武器を落とデイスアームさせるんだ！　アルゴはミィアと組んでくれ！」

　俺の指示に、三人が短く答えた。キズメルが去ったいま、このパーティーで最もレベルが高いのはミィアなのだが、子供ゆえのリーチの短さはいかんともしがたい。それはアルゴも同じ──体格ではなく武器の問題だが──なので、二人で組んで攪かく乱らんするのが最善だろう。

　向かってくる三匹びきのうち、二匹ひきは長槍スピア、一匹ぴきは剣槍グレイブを装備している。鎧よろいの装そう飾しよくからして剣槍持ちがリーダーだと判断し、俺はそいつに向かって突っ込んだ。

「シュルルルッ！」

　口先から細長い舌を出し入れしながら、リーダーが剣槍を鋭するどく突き込んでくる。ステップで回かい避ひし、槍やりを握にぎる腕うでを剣けん先さきで浅く切きり裂さいてから後退する。アスナとアルゴ、ミィアもそれぞれの相手のターゲットを取ってから、広い部屋に散開していく。

　──そう言えばアスナは、もうあのランスは使わないつもりなのかな……。

　ふとそんなことを考えてしまった俺の雑念を見み抜ぬいたかのように、リーダー蛇へびがソードスキル《スイフト・ランジ》を発動させた。単純な単発直線突きだが、あらゆるソードスキルの中でも最速クラスのスピードを誇ほこる厄やつ介かいな技わざだ。エフェクト光を見た瞬しゆん間かんにステップしないと回かい避ひが間に合わない。

　しかし俺は、敢あえてステップせずに踏ふみ留とどまった。アスナたちにはディスアームを狙ねらえと指示したが、鱗うろこに覆おおわれた蛇人間の腕うでにヒットアンドアウェイでダメージを蓄ちく積せきさせるのは時間がかかる。一刻も早くセアーノに追いつかなければならない状じよう況きようで、最初の敵との戦せん闘とうをずるずる引き延ばしたくない。

　真しん紅くに輝かがやく槍やり先さきを凝ぎよう視ししながら、針の穴を通すような軌き道どうと角度、タイミングで単発縦たて斬ぎり《バーチカル》を発動。剣の腹を敵の槍やりに押おし当あてる感覚で振り下ろす。この角度が浅すぎると敵の技わざを逸そらせないし、深すぎると防ぼう御ぎよには成功してもこちらの剣も弾はじかれてしまう。ベストの角度で擦こすった時だけ、敵の突つき技わざの軌き道どうを変えつつこちらの斬ざん撃げきを命中させるテクニック、《カウンター・パリィ》が成功する。

　蛇人間オフイデイアンの剣槍グレイブが、俺の左胸をわずかに掠かすめて後方に流れ、直後にバーチカルが槍やりを握にぎる左手にヒットした。三角形の鱗うろこがパッと宙に舞まい、蛇へびの腕うでは手首から切断されて砕くだけ散ちった。

「ジャシュウッ！」

　怒いかりの咆ほう哮こうを漏もらした敵が、右手一本で反はん撃げきしようとしてくる。しかし重い剣槍は、片手持ちではスピードががた落ちになる。俺が技ぎ後ご硬こう直ちよくから回復した時、槍やりはようやく引ひき戻もどされたところだった。俺は更さらに一歩踏ふみ込こみ、敢あえて毒どく牙がの間合いに入った。

　待っていましたとばかりに蛇人間が鎌かま首くびをもたげ、嚙かみ付つき攻こう撃げきのモーションに入る。しかしそれは俺が誘さそったものだ。一直線に伸びてくるコブラの頭めがけて、三さん連れん撃げき技わざ《シャープ・ネイル》を叩たたき付つける。鋭するどい毒どく牙がを持つ頭は、オフィディアン最大の武器であり最大の弱点でもあるのだ。三連発の斜ななめ斬ぎりを全て鼻はな面づらに喰くらった蛇人間は、弾はじかれたように上体を仰のけ反ぞらせ、一いつ瞬しゆんフリーズしてから砕くだけ散ちった。ガッツポーズは後回しにして、俺は飛散するパーティクルを突つっ切きって走り、アスナが相手をしているオフィディアンに側面から突っ込んだ。




　強敵のオフィディアン三匹びきとの戦せん闘とうを二分少々で終わらせた俺たちは、今度こそ瞑めい想そうバフを掛かけてから壁かべの穴に飛とび込こんだ。アスナには後ろを向いていろと言われてしまったし、アルゴは早さつ速そく「スキルの情報を買うヨ」と商売っ気を出してきたが、「あとで！」とだけ答えて先を急ぐ。

　セアーノが壁かべに開けた穴はその後も次々と見つかったが、当人にはなかなか追いつけない。彼女は一人でオフィディアンと戦っているはず──そして蛇人間に黄金キューブの力は効果がないはずなのに、四人パーティーの俺たちより短時間で片付けているらしい。

　タワーに棲せい息そくする蛇人間のリポップ時間は五分ほどだったと記き憶おくしているので、ルート上に敵が出現しなくなればセアーノから五分以内の距きよ離りに追いついたと判断できるのだが、オフィディアンや甲こう虫ちゆう系けい、魔ま法ほう生物系のモンスターはしつこく襲おそってくる。アスナたちも二、三戦でこの塔とうでの戦い方を摑つかみ、たいていの敵は一分とかからず片付けられるようになったのだが、それでも距きよ離りが縮まらないのは、セアーノが黄金キューブなしでも圧あつ倒とう的てきに強いということを証明している。

　秘ひ鍵けんと鉄の鍵かぎを強ごう奪だつしていったカイサラもだが、超強力な……そして自分の意思で行動する（ように見える）ＮＰＣが今後もどんどん登場してくるなら、デスゲームを攻こう略りやくする上で彼らの存在が良くも悪くも重要になってくる。味方になれば心強いし、敵に回れば恐おそろしい──いや、それはいまに始まったことではないのだが。

　ともあれ、セアーノがほとんどのパズルギミックを迂う回かいできる最短ルートを作ってくれたおかげで、俺たちは猛もう烈れつなハイペースで高さ百メートルの迷めい宮きゆう区くタワーを駆かけ登のぼり続けた。中間地点となる五階には中ボスであるオフィディアンの親玉と取り巻きがいたはずだが、恐おそる恐おそる覗のぞいた大部屋には多種多様なドロップアイテムが転がっているだけで、一いつ瞬しゆんセアーノの遺品が交じっているのではあるまいなと肝きもを冷やしたものの、奥おくの扉とびらが開け放たれているのでここもあっさり通過したのだと判断する。

「……このまま、フロアボスも倒たおしちゃうんじゃないかしら……」

　宝の山を見回しながらアスナがそう呟つぶやくと、回復ポーションの瓶びんを咥くわえたアルゴが苦く笑しよう気味に応じた。

「その場合も、ちゃんと上の階段が開放されてくれればいいけどナ……。しっかし、さすがにオイラもこの展開は想定外だヨ。セアーノサンは、どうしてこんなに強いんダ？」

　情報屋のストレートな疑問には、セアーノの娘むすめのミィアが答えた。

「母は、ずっと昔から毎日の訓練を欠かしませんでしたし、時々夜中に一人で街の外に出て、明け方に傷だらけで帰ってくることもありました。たぶん、南の森でモンスターと戦っていたんだと思います」

「……どうして、そこまで……」

　アスナの言葉に、革かわマスクの少女はそっとかぶりを振る。

「あたしも何度となく訊たずねたのですが、教えてくれませんでした。ただ……こうなってみると、母は昔から今日のために備えていたのかもしれない、という気がします」

　──いやいやいや、そりゃおかしいよ！

　と叫さけびそうになるのを、俺はどうにか我が慢まんした。

《スタキオンの呪のろい》クエストが正常ルートから外れたのは、モルテがサイロンを殺したからであるはずだ。あのイレギュラーな事件さえ起きなければ、クエストはベータ時代と同様に進行して、麻ま痺ひした俺とアスナはセアーノに助けられて一いつ緒しよに領主館に忍しのび込こみ、サイロンを説得して地下ダンジョンで黄金のキューブを回収、パイサーグルスの怨おん霊りようを鎮しずめてクエストクリア……となっていたはずなのだ。

　ベータテストで共きよう闘とうしたセアーノは決して弱くはなかったが、レベルもステータスも当時の俺と大差なく、迷めい宮きゆう区くをソロでラッシュ進行できるほどの桁けた外はずれな戦せん闘とう力りよくは持っていなかった。ミィアの言葉を信じるなら、正式サービスこのせかいのセアーノはサイロンが殺される前から、ベータ時代とは異なる目的のために十年間もレベルアップに励はげんでいたことになる。

「とにかく、これ拾って先急ごうゼ」

　アルゴの声に思考を中断させられた俺は、もういちど床ゆかのアイテム群を見回してから言った。

「え……拾うの？」

「だって、このままほっといても腐くさってなくなっちまうカ、追っかけてきてるはずの攻こう略りやく集団に拾われるだけだゾ」

「そ、そりゃそうだけど……中ボスを倒たおしたのはセアーノさんだし……」

　遠えん慮りよと物欲の狭はざ間まで悩なやむ俺を、ミィアが不思議そうに見上げて言った。

「母がこれを置いていったのは、単に持ちきれなかったからだと思いますよ。《幻げん書しよの術》が使えるキリトさんたちが回収してくれれば母も喜ぶと思います」

「あ、そ、そうですか……なら遠えん慮りよなく……」

　そう答えるやすみやかにウインドウを開き、床ゆかに転がっている武器防具素材その他を片かたっ端ぱしからストレージに放ほうり込こんでいく。すぐにアルゴが追従し、アスナも微び妙みような表情ながら手伝い始める。

　ドロップアイテムは一分も経たたずに消しよう滅めつし、同時に俺たちのＨＰも全回復した。

「よし、先に……」

　進もう、と言おうとした俺の口くち許もとに、アスナが右手の人差し指を突つき付つける。

「待って、いま何か聞こえた」

「え……？」

　口を閉じて耳に神経を集中すると、確かにごくかすかな喚かん声せいと剣けん戟げきが聞こえるような気がする。しかし、上ではなく下からだ。

「……やっとリンキバたちが追いついてきたみたいだナ……」

　囁ささやいたアルゴが、更さらに二秒ほど耳をそばだててから付け加える。

「ただ、この感じだとまだ相当遠いナ。壁かべにデカい穴が開きまくってるから戦せん闘とう音おんが届いてくるだけデ、ここまで上ってくるには十分近くかかると思うケド……どうする？　待つカ？」

「いや、先に行こう」

　今度は即そく座ざに言い切る。

「攻こう略りやく集団との合流より、セアーノさんに追いつくことのほうが優先だ」

「わたしも賛成」

　俺とアスナの言葉に、ミィアがぺこりと頭を下げた。

「……本当に、皆みなさんには何と……」

　そこまで言いかけた少女の肩かたに手を置き、くるりと体を反転させる。

「それは全部終わってからにしようぜ。さ、走るぞ！」

「……はい！」

　頷うなずき合あい、俺たちは開け放たれたままの扉とびらへと向かった。

　迷めい宮きゆう区くの後半では雑ざ魚こ敵てきのレベルがはっきりと上がるが、走りながらチェックしたドロップアイテムの中に、シバルリック・レイピアほどではないが業わざ物ものの細さい剣けんと敏びん捷しよう力りよく＋５のクローがあったのでミィアとアルゴに装そう備びして貰もらって、俺たちは下層とほとんど変わらないスピードで正五角形の迷めい宮きゆうを登り続けた。

　気付けば時刻は夜八時を回っているが、タルファ湖こ畔はんで感じた重苦しい疲ひ労ろうは不思議と戻もどってこない。そのぶん、次に精神的消しよう耗もうを自覚した時はもう立ち上がれなくなってしまいそうだが、いまはひたすら足を動かすだけだ。隣となりを走るアスナも同じくらい疲つかれているはずなのに、泣き言ひとつ口にしない。

「……ねえ」

　そのアスナに呼びかけられ、俺は視線だけを右に向けた。

「ん……？」

「さっきから、敵が出ないと思わない？」

「あ……そう言えば」

　少し考え、頷うなずく。中ボスの部屋を抜けてからもしつこく出現し続けたオフィディアンやその他のモンスターが、五分ほど前からなりを潜ひそめている。湧出ポツプパターンが変わったのではなく、先行者に一いつ掃そうされてからまだ再湧出リポツプしていないのだ。つまり、目指すセアーノは五分以内の距きよ離りにいる。

　現在位置はタワーの八階層中ちゆう盤ばん、ボス部屋は十階層。いまのペースだと、それでもボス部屋までに追いつけるかは微び妙みようなところだ。

「……賭かけだけど、警けい戒かいを切って全力で走ろう」

　俺の提案に、アスナが「解わかった」と答え、前を走るアルゴとミィアも即そく座ざに頷うなずいた。

　いままで、モンスターの唸うなり声ごえや移動音が聞こえないか、視界の隅すみに赤カーソルが見えないかと注意を払はらいながら走っていたそのスピードを、一気に最高速まで引き上げて先頭に立つ。攻こう略りやく集団と同行している時は速度をセーブすることの多い俺だが、この四人の中では敏びん捷しよう力りよくがいちばん低いので、手加減なしで思いきり足を動かす。壁かべの目地やテクスチャが流線に溶とけて消え、乾かわいた空気が激しく顔を叩たたく。

　ダンジョン内を全力疾しつ走そうするには、曲がり角での動き……レースゲーム風に言えばコーナリングが重要となる。よほどグリップのいい靴くつを履はいているか、疾しつ走そうスキル熟練度が高くないと曲がりきれず外側に転んでしまうので、最初から普ふ通つうのターンは諦あきらめて、スタキオンの宿屋でアスナと追いかけっこをした時のように、曲がる先の壁かべに飛び移って数歩壁走りウオールランしてから床ゆかに降りるというテクニックが求められる。

　アスナとアルゴは当然その走り方をマスターしているので、前方に見えてきた左への曲がり角を、俺はウォールランでクリアした。床ゆかに降りてから、しまったと歯は嚙がみする。パーティーにはＮＰＣのミィアがいるのだ。彼女が怪あやしげなシステム外スキルに通つう暁ぎようしているとは思えない。

　減速しながら肩かた越ごしに後方を見た俺は、しかしそれが杞き憂ゆうであったことを知った。アスナの前を走るミィアが、重力を感じさせない身ごなしで、したたたたっと五歩ばかり壁かべを走ってから床ゆかに戻もどったのだ。追いつかれそうになり、慌あわてて前を向いて加速する。どうやらセアーノが教えたのは剣の使い方だけではないらしい。

　そういうことなら遠えん慮りよは無用と懸けん命めいのダッシュを続け、次の曲がり角も壁かべ走ばしりでクリアする。さすがに丁てい字じ路ろや十字路では立ち止まって進路を見み極きわめる必要があるが、モンスターの気配がしない道、あるいは床ゆかにドロップアイテムが残っている道を選んですぐに走り始める。やがて突つき当あたりの壁かべに幾いくつ目かの大穴を発見し、飛とび込こむと右側に階段があるのでノンストップで駆かけ上のぼる。

　このタワーの十階層にはほぼボス部屋しか存在しないので、実質的に九階層が迷めい宮きゆうの最さい奥おう部ぶとなる。本来ならひときわ凶きよう悪あくなモンスターが行く手を阻はばむ高難度エリアなのだが、セアーノが通った道には雑多なドロップアイテムが転がっているだけで、スカラベ一匹ぴき現れない。いちいち立ち止まっている時間はないので雑ざ魚こモンスターのドロップはスルーしたのだが、アルゴは走りながらも目ざとくレアアイテムだけを選別し、クローで引っかけてストレージに放ほうり込こんでいるようだ。その器用さとがめつさはさすがの俺も真ま似ねできない。

　通路を走り、穴をくぐり、地形とギミックを無視した最短コースで九階層を駆かけ抜ぬけること三分。

　前方に厳いかめしいデザインの空中回かい廊ろうと、その先に伸び上がる大階段が見えた。あれを上った先が十階層のはずだが、回かい廊ろうにも階段にも人ひと影かげはない。

　やはりセアーノはもうボス部屋に突とつ入にゆうしてしまったのか……と唇くちびるを嚙かんだ、その時。

「母さま……！」

　細く叫さけんだミィアが、革かわマスクを頭上に跳はね上あげ、一気に俺を抜き去った。

「お、おい！」

　慌あわてて追いかけた直後、俺も気付く。姿は見えないが、前方からかすかな足音が届いてくる。二本に分かれている大階段は踊おどり場ばで合流して折り返しているのだが、俺たちからは見えないその折り返し部分を誰だれかが……いや、セアーノが上っているのだ。彼女までの距きよ離りはほんの三十メートル足らず、しかし階段の上はもうボス部屋。

　アルゴでさえ追いつけないスピードで空中回かい廊ろうを突つっ切きったミィアが、左側の階段に飛び上がった。このままでは、セアーノとミィアだけがボス部屋に飛とび込こみ、そこで扉とびらが閉まってしまう展開も有り得る。やむなく俺は背中の愛あい剣けんを抜くと、肩かた越ごしに構えた。

「ぬおお！」

　叫さけびながらフルパワーで床ゆかを蹴ける。跳ちよう躍やく突とつ進しん技わざ《ソニック・リープ》を発動し、回かい廊ろうの残り半分をひと息に飛ひ翔しようして階段に飛とび込こんで、わざと着地に失敗する。ＨＰは数ドット減ったが、ごろごろと前転状態で階段を転げ上がり、踊おどり場ばでミィアに追いつく。

　転がっている間に技ぎ後ご硬こう直ちよくは終しゆう了りようしているので壁かべを蹴けって反転、折り返し部分に突っ込んで顔を上げた俺の目が、階段を駆かけ上のぼる後ろ姿を捉とらえた。右手にレイピアを携たずさえ、左手に大きな立方体を抱かかえた、金きん髪ぱつの女性剣士。頭上の黄色いカーソルには【Ｔｈｅａｎｏ】とある。

「セアーノさん!!」

「母さま!!」

　俺とミィアが同時に叫さけぶと、女性剣士は更さらに三、四段ほど上ってから、十階層の一段手前で足を止めた。中ほどで縛しばった長い髪かみと深緑色のロングスカートを翻ひるがえして振り向き、ミィアと同じアッシュグリーンの瞳ひとみでこちらを見下ろす。

　セアーノと向かい合うのは、正式サービスでもこれが初めてではない。スタキオンの領主館でサイロンからクエストを受領し、最初に話を聞きにいったのが元召めし使つかいのセアーノなのだ。しかしあの時は地味なエプロンドレス姿で、街中によくいる主婦ＮＰＣにしか見えなかったのに、高級な光こう沢たくのある革かわ鎧よろいとレイピアを装備した姿は歴戦の女剣士そのものだ。

　凜りん然ぜんとした美び貌ぼうをわずかに和やわらげ、セアーノは静かだがよく通る声を響ひびかせた。

「ミィア……キリトさん。追いかけてくることは予想していたけど、追いつかれるとは思っていなかったわ」

「母さま……」

　レイピアの柄つかを両手で握にぎり締しめ、そう呟つぶやくことしかできないミィアに代わって、俺は慎しん重ちように話しかけた。

「セアーノさん、あなたが何をしようとしているのかは解わからない。でも、一人でその先に進むのはやめて、まずは俺たちと……ミィアと話をしてくれ」

　そこまで言った時、アスナとアルゴが追いついてきて俺とミィアの両側に立った。

　セアーノは、四人を順に見てから、再び自分の娘むすめに語りかけた。

「強くなったわね、ミィア。何も言わずに姿を消してごめんなさい……でも、これは私の役目なの。このキューブがある限りスタキオンから呪のろいのパズルは消えないし、血ち塗ぬられた後こう継けい者しや争いも続く。サイロンが死んだいま、呪のろいを抑おさえられる人もいなくなってしまった……これは破は壊かいされなくてはならないのよ」

「どうやって……!?　それをどうするつもりなんだ!?」

　懸けん命めいに問いかけると、セアーノの視線が俺を捉とらえた。

「この状態では、キューブは絶対に壊こわせない。けれど、本来あった場所に戻もどせば、キューブを守る力も消えるはず」

「本来あった場所……？」

　呟つぶやいたアスナが、上体を数センチ前に出す。

「それがボス部屋……天てん柱ちゆうの塔とうの守しゆ護ご獣じゆうの部屋なの？」

「少しだけ違ちがうわ、アスナさん」

　俺と同じく三日前にたった一度対面しただけの細さい剣けん使つかいの名前を、セアーノは正確な発音で呼んだ。

「戻もどすべき場所は、部屋ではなく守しゆ護ご獣じゆうそのもの。このキューブはもともと守しゆ護ご獣じゆうの体の一部だったのよ。ずっとずっと昔、パイサーグルス様の手で取り外され、スタキオンの街に……いえ、当時はさびれた名もなき村でしかなかった場所へと運ばれた。スタキオンがいまのような立派な街になったのはキューブの力があったからだけど、これはそもそも人間が手にするべきものではなかったんだわ……」

　そこで言葉を途と切ぎれさせ、セアーノは左手で抱かかえる黄金のキューブを見つめた。

　──あれが、フロアボスの体の一部？

　──先代領主パイサーグルスがボスから分ぶん離りさせて、その力でスタキオンの街を作った……？

　ベータ時代にはまったく明かされなかった情報を、俺は懸けん命めいに咀そ嚼しやくしようとした。

　ベータテストでは、六層のフロアボスは、各面が三×三に分ぶん割かつされ、赤、青、黄、緑、白、黒の六色に塗ぬり分けられた立方体──すなわち巨きよ大だいなルービックキューブに手足がくっついた奴やつだった。各行のエッジ部分を武器で叩たたくとその方向に九十度回転するので、それを繰くり返かえして色を揃そろえると小キューブがばらばらに分解し、ダメージを与あたえられるコアが出現するのだが、どこにも金色のキューブなどなかったはずだ。

　いや、ベータテストと正式サービスでフロアボスに変へん更こうが加えられていることは珍めずらしくない……どころか一層から五層までの全てのボスに大なり小なりのアップデートが施ほどこされていたのだから、六層ボスの変化そのものは不思議ではない。問題は、パイサーグルスに取り外されたという黄金のキューブをボスに戻もどした時、どのような変化が起きるのかだ。真っ先に思いつくのは《本来の力を取とり戻もどす》＝《超ちよう絶ぜつパワーアップする》という展開で、ボスを倒たおして七層に行かなくてはならない俺たちにとってはそれだけは避さけたい。

「セアーノサンよ」

　次に呼びかけたのは、こんな時でもマイペースを崩くずさない情報屋だった。

「オイラはキリトとアスナの連れのアルゴってもんだケド、もう一つ教おしえて欲ほしいんダ。そのキューブを守しゆ護ご獣じゆうの体に戻もどすと、具体的に何が起きるんダ？　もしかしたら、無茶苦茶強くなって、アンタでも倒たおせなくなっちまうんじゃないカ？」

　──連れって言葉、伝わるかなー。

　こんな時でも妙みような心配をしてしまう俺だったが、セアーノは気にする様子もなく頷うなずいた。

「……あなたたち冒ぼう険けん者しやは、守しゆ護ご獣じゆうを倒たおして次の層に行くために戦っているんですものね……。私も正確なところまでは知りませんが、キューブを戻もどせば守しゆ護ご獣じゆうが動き出し、攻こう撃げきしてくるのは間ま違ちがいありません。しかしそれは、あなたたちにとっても厭いとうべきことではないはず。なぜならこのキューブが取り外されている状態では、守しゆ護ご獣じゆうはこれと同じく不可視の力に守られ、傷一つつけられないからです」

「「ナァ──!?」」

　俺とアルゴは異口同音に叫さけび、お互たがいとセアーノの顔を繰くり返かえし見やった。

　セアーノの言葉が事実なら、そもそもフロアボスを倒たおすためには、あの黄金キューブが必要不可欠ということになる。しかしそんな情報、どこにも…………

　──いや。《スタキオンの呪のろい》クエストの正しい展開というのも結局ベータ時代の知識に過ぎない。サイロンの死によって展開がねじ曲がったのは確かだろうが、普ふ通つうにクリアすれば終しゆう盤ばんでフロアボスの話に繫つながり、キューブが必ひつ須すのキーアイテムであると明示されていた可能性はある。

「……それはつまり、そのキューブを戻もどして動き始めた守しゆ護ご獣じゆうは攻こう撃げきできるし、倒たおせばキューブも破は壊かいされるってことですよね？」

　アスナの問いかけに、セアーノは無言で、しかしはっきりと頷うなずいた。

「なら、母さま！」

　叫さけんだのは、いままでほぼ沈ちん黙もくしていたミィアだった。

「それを、あたしにも手伝わせて！　守しゆ護ご獣じゆうが凄すごく強いのは知ってるし、母さまがあたしのことを心配するのも解わかる……でも、母さまが一人で守しゆ護ご獣じゆうの部屋に入って戻もどってこなかったら、あたしは生きていけないよ！」

　その言葉を聞いたセアーノの顔に、強い葛かつ藤とうの色が浮うかぶのを俺は見た。

　やはりこれはもう、筋書きのあるストーリーイベントなどではない。ミィアもセアーノも、独立した人格を持つ存在として、自分のするべきことをしようとしているのだ。

　数秒後、セアーノは一度強く両目をつぶってから、ぱちっと瞼まぶたを開けた。右手に持ったままだったレイピアを左ひだり腰こしの鞘さやに収め、微ほほ笑えむ。

「解わかったわミィア。あなたは、私が思っていたよりもずっと、ずっと強くなった……。あなたに剣を教えたのは、もし私がいなくなってしまっても立派に生きていけるようにと思ったからだけれど、それは母さんの独りよがりな考えだったわね。ありがとう……力を貸してちょうだい、ミィア」

「うん！」

　いままでの大人びた態度をかなぐり捨てて、ミィアは残りの階段を飛ぶように上ると母親に抱だきついた。セアーノはしばし娘むすめの頭を撫なでてから、俺たちを見て言った。

「キリトさん、アスナさん、アルゴさん、ここまで娘むすめを守ってくれたことに感謝します」

　──守られたのは俺たちのほうだけどね。

　と口に出さずに考えながら、小さく頷うなずく。アスナ、アルゴと一いつ緒しよに階段を上り、セアーノがいる十階層の入り口に立つ。

　左手でミィアを抱だいたまま、セアーノが無言で右手を差し出してきた。順に握あく手しゆを交かわすと、視界の左上に自動で五本目のＨＰバーが出現する。恐おそる恐おそるレベルを確かく認にん──32。

　むむむ……？　と唸うなりそうになり、慌あわてて一歩下がる。ようやくレベル21になったばかりの俺から見れば遥はるかに高いが、アスナ、アルゴにレベル23のミィアを加えた四人パーティーよりも速くモンスターを殲せん滅めつできるほどのステータスがあるとは思えない。武器防具も、高級品ではあるが店売りレベルだろう。

　しかしいまさらセアーノの実力を勘かん繰ぐっても仕方がない。それに、もう少し待てば攻こう略りやく集団の本隊も追いついてくるはずだ。セアーノも、ミィアの安全が増すならば連中との共きよう闘とうを受け入れるだろう。

　アスナに「状じよう況きようの説明頼たのむ」と耳打ちすると、まったくもう……と言いたげな目つきで一ひと睨にらみしてからセアーノに近づいていった。ふうっと息を吐はき、周囲を見み渡わたす。

　俺たちがいる場所からは、おどろおどろしく装そう飾しよくされた通路が十メートルほど奥おくへと延び、その先に巨きよ大だいな青銅の二に枚まい扉とびらがそそり立つ。数歩近づいて見上げると、扉とびらにはタワーの外がい壁へきを……あるいはスタキオンの街並みを思わせる九×九マスの方眼模様がレリーフされている。この中に、いまはまだ名前も姿も定さだかでない六層フロアボスが待ち構えているのだ。

　本来なら偵てい察さつを最低でも三回は行いたいところだが、セアーノの説明によれば黄金キューブをボスの体に戻もどさないと攻こう撃げきできないし、恐おそらく戻もどしてしまえば二度と取り外せないだろう。そしてそういうギミックがある場合は、戦せん闘とうが終わるまでボス部屋の扉とびらが閉ざされる可能性が高い。

　しかしどうあれ、ここまで来た。予期せざる展開の連続だったが、これは……この世界はシングルプレイ用のＲＰＧではなく、八千人のプレイヤーを閉じ込めたＶＲＭＭＯ─ＲＰＧなのだ。これからも想定外の出来事は次々に起きるだろうし、俺たちはそれに対処しつつ上を目指し続けなくてはならない。遥はるか彼方かなたの第百層まで。

　勢いよく振り向くと、俺はパーティーメンバーの元へと戻もどった。




　十五分後。

　大階段を騒そう々ぞうしく上ってきた攻こう略りやく集団を、俺は慣れない笑え顔がおで出で迎むかえた。「なんでここに」という顔をするリンドとキバオウに、アスナとアルゴの助けも借りながら、説明できる範はん囲いで事情を説明する。

「──なんや、あのＮＰＣはジブンの関係者やったんかい」

　とキバオウに嫌いや味みを言われたりもしたが、黄金のキューブがフロアボス攻こう略りやくの必ひつ須すアイテムだと聞けば両ギルドともそれ以上ごねることはなかった。

　休きゆう憩けいを兼かねたミーティングが終わると、いよいよボス攻こう略りやくレイドパーティーの編成に入る。Ａ、Ｂ、Ｃ隊がキバオウ率いるアインクラッド解放隊の三パーティー。Ｄ、Ｅ、Ｆ隊がリンド率いるドラゴンナイツ・ブリゲードの三パーティー。そしてＧ隊には、俺、アスナ、アルゴ、ミィア、セアーノ。残念ながらエギルのアニキ軍団は全員ＡＧＩが低く、ダッシュ移動が得意ではないので追つい跡せきに参加しなかったらしい。

　つまり壁役タンクがやや不足する懸け念ねんがあるが、そこは機動力でカバーするしかない……と集団から離はなれた壁かべ際ぎわで考えながら、念のためにＡＬＳとＤＫＢの顔ぶれをチェックする。初めて見るメンバーが数人交じっているが、今回もモルテとジョーの姿はない。

　それは大いに結構なことなのだが、黒ポンチョの男と仲間たちは、いったい何を目的としてフォールン・エルフに協力したのかという疑問は解消されないまま残っている。麻ま痺ひ毒どくつきの投なげ針ばり──スパイン・オブ・シュマルゴアを手に入れるため？　確かにあれは強力極きわまる武器だが、本当にそれだけが目的で、キューザックのメンバーを拉ら致ちして霊れい樹じゆに毒を吸わせるなどという大がかりな作戦に荷か担たんしたのか？

「……あいつら、まだ何か仕し掛かけてくるかな」

　不意に隣となりでそんな声が響ひびいた。見ると、アスナが厳しい視線を下り階段に向けている。どうやら俺と同じことを考えていたらしい。

「うーん……だとしても、モルテやジョーだけでこの塔とうを登ってくるのは無理だと思うよ。何かあるとしても、七層に行ってからじゃないか？」

「そう……よね」

　頷うなずいたものの、アスナの横顔からかすかな不安の色は消えない。この六層では、サイロンともども殺されそうになった時も、ガレ城を襲しゆう撃げきされた時も、ＰＫ集団に対して常に後手後手に回ってしまっているのだ。警けい戒かいを解けばまたそこを狙ねらわれるのではないか、という気分になるのはよく解わかる。

　俺はちらりと周囲を見回し、しばし躊躇ためらってから、意を決して左手を横に動かした。指先でアスナの右手を探さぐり当あて、握にぎる……ことまではできずに小指の付け根あたりをそっと摘つまむ。華きや奢しやな手が一いつ瞬しゆんぴくっと動いたが、「何するのよ！」と振ふり払はらわれたりはしなかった。数秒後、アスナの手も動き、俺の指を掌てのひらの中に微び妙みような力具合で握にぎり込こんだ。

　二〇二三年一月四日、午後九時。

　全ての準備を終えたレイドパーティーは、大おお扉とびらの前に整列した。先頭に立つキバオウが、短くも威い勢せいのいい言葉で一同を鼓こ舞ぶしてから、扉とびらを力いっぱい押した。

[image: ]
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　広い。

　迷めい宮きゆう区くタワー十階層のほぼ全面積を占しめているのだから当然だが、それでも四ヶ月半ぶりに目にする六層のボス部屋はとてつもなく広大だった。壁かべも床ゆかも天てん井じようも青みがかった灰色だが、ライティングが弱いので部屋の隅すみは黒く見える。高い天てん井じようには巨きよ大だいな星形が描えがかれ、塔とうが……つまりこの部屋が正五角形になっていることを改めて認にん識しきさせる。

　外の砂さ漠ばくから見た感じだと、塔とうの横よこ幅はばは高さの半分ほどだった。つまり高さを百メートルとすると、五角形の対角線が五十メートルになり、一辺の長さは……。

「──なあアスナ、正五角形の辺と対角線って何対何だったっけ……？」

　小声で訊たずねると、細さい剣けん使つかいは「こんな時に何を」という顔をしながらも答えてくれた。

「一対二分の一プラスルート五よ。近きん似じ値ちは一・六一八」

「いってんろくいちはち……ってことは、対角線を五十メートルとすると一辺は……三十メートルくらい？」

「正確には三十一くらいだと思うけど、まあいいんじゃないの？」

「なるほどね……」

　ボス部屋でこんな無む駄だ話ばなしをしていられるのは、ＡＬＳとＤＫＢの六パーティーが持ち場につくのを待っているからだ。あと三十秒はかかるかな、と思っていると今度はアスナが話しかけてきた。

「一対二分の一プラスルート五は《黄金比》って言われてるのよ」

「おうごんひ……？」

「パルテノン神しん殿でんの縦横比とか、ミロのヴィーナスの上半身と下半身とか……人間の顔も、鼻と口の幅はばが一対一・六一八だとバランスいいんですって」

「へえー」

　と感心しながら、俺は何となくアスナの顔を覗のぞき込こみ、そうなっているか確かめようとした。しかしすかさずアスナに脇わき腹ばらを小こ突づかれ、アルゴに「おいおい、ボス部屋だゾ」と呆あきれられ、ミィアにくすくす笑われ……そうこうしているうちに、部屋の反対側からキバオウの叫さけび声ごえが聞こえた。

「配置完かん了りようや！　いつでもええぞ！」

「了りよう解かい！」

　叫さけび返かえし、一いつ瞬しゆんだけ後ろを見る。五角形の一辺から十メートルほど突き出した大おお扉とびらは、いまのところまだ開け放たれたままだ。閉まらないでくれよ、と念じてからミィアの隣となりに立つセアーノに顔を向ける。

「じゃあ……お願いします、セアーノさん」

「ええ」

　小さく頷うなずき、お母さん剣士は両手で抱かかえる黄金のキューブに視線を注いだ。美しい横顔を、何らかの表情がさざ波のように過よぎり、消えた。

「では……始めます。ミィア、あんまり前に出ちゃだめよ」

　娘むすめにそう声を掛かけると、セアーノは部屋の中央へと歩き始めた。

　目指す先には、奇き妙みような物体が鎮ちん座ざしている。

　形状そのものは至し極ごくシンプルだ。一辺六十センチの立方体。まるで炭を切り出したかの如ごとく艶つやのない漆しつ黒こくで、薄うす暗ぐらいライティングの下ではディティールを摑つかみづらいが、こちらに向いている面の真ん中には一辺二十センチほどの正方形の穴が開いている。黄金のキューブにぴったりのサイズであることは一目で解わかる。

「……あそこにキューブをすっぽり入れたら、摑つかむとこなくて取り出せないよな……」

　俺が何気なくそう呟つぶやくと、右に立つアルゴが言った。

「さっきちらっと偵てい察さつしてきたケド、四角い穴の裏っかわにもちっちゃい穴があったゼ」

「へえ……そっから棒か何か突っ込むのかな……」

「棒っつーカ……」

　そこまで言いかけた口を、ぎゅっと引き結ぶ。セアーノが腰こしを屈かがめ、穴にキューブを差さし込こんだのだ。

　漆しつ黒こくの穴は、まるで油でも塗ぬられているかのように、一いつ切さい擦こすれたり引っかかったりすることなくキューブを奥おくまで吞のみ込こんだ。黒と金の平面が完全に一いつ致ちした瞬しゆん間かん、ゴゴ……ン、という重々しい音が青黒い床ゆかを震ふるわせる。

　突とつ然ぜん、黒い立方体が金色の燐りん光こうを放った。セアーノが素す早ばやく後退し、距きよ離りを保って取り囲むレイドメンバーたちもいっせいに身構える。数多あまたの剣や槍やりに燐りん光こうを反射させながら、立方体が音もなく床ゆかを離はなれ、空中に浮うかんでいく。

　立方体は三メートルほどの高さで静止すると、今度は横に回転し始めた。最初はゆっくりだったが、みるみる速度が上がり、薄うす闇やみと一体化してしまう。黄金のキューブが描えがくラインだけが空中に残り、光の輪を作る。

　ゴゴゴゴン！

　と再び空気が震ふるえた。空中から滲にじみ出でるように、金色の立方体が幾いくつも実体化し、同様に回り始める。いや、幾いくつもではない。とても数えることはできないが、あれが二十六個であることを俺は知っている。

　やがて黄金の立方体たちは、高速回転する漆しつ黒こくの立方体を隙すき間まなく取り囲み、固く接合した。回転が徐じよ々じよに遅おそくなり、静止すると、そこに存在するのは一辺の長さが元の三倍──つまり百八十センチにも達する黄金のキューブだった。

　二十六個の立方体たちは、縦横三個ずつ接合しているが完全に融ゆう合ごうしているわけではなく、わずかに隙すき間まが残っている。すなわち、超ちよう巨きよ大だいなルービックキューブ。

「ベータの時と同じだ！　武器で端はしっこを叩たたくと回転するから……」

　そこまで叫さけんだところで、俺はやっと気付いた。

　ベータの時は、赤青緑黄白黒に塗ぬり分わけられていた各面が、いまはまったく同じ金色なのだ。これではどう揃そろえていいのか解わからない……と言うより最初から揃そろっている。

　突とつ然ぜん、あたかも内燃機関のような轟ごう音おんとともに、二十六個の小キューブたちが縦横ランダムに回転した。それが止まると、九マス×六面の計五十四個の正方形に、青白く輝かがやく模様が浮うかび上あがった。

　いや、模様ではない。馴な染じみのない書体ではあるが、あれは…………

「す……数字……!?」

　アスナが掠かすれ声ごえを響ひびかせたのと、巨きよ大だいルービックキューブの上空にわずか一段のＨＰバーが出現したのはほぼ同時だった。バーの下に、ボスの名前が皓こう々こうと輝かがやいた。

　【The Irrational Cubeジ・イレーシヨナル・キユーブ】。

　覚かく悟ごはしていたが、背後で大おお扉とびらが閉まる音が低く轟とどろいた。

「来るぞッ……！」

　叫さけんだのはリンドか。

　その声に呼応するかのように、ボスの体に八つある頂点のうち三つから、薄うすい灰色のラインが一いつ瞬しゆんで伸び、レイドパーティーに突き刺さった。咄とつ嗟さにありったけの声で怒ど鳴なる。

「回かい避ひ────ッ!!」

　直後、灰色のラインをなぞるように、真しん紅くのレーザー光線が迸ほとばしった。じゅばっ！　と怖おぞ気けをふるうような音が轟とどろき、広間の三箇所に小規模な爆ばく発はつを生み出す。幸い直ちよく撃げきされた者はいないようだが、高熱の範はん囲いダメージに炙あぶられたのだろう、視界左にずらりと並ぶＨＰバーの幾いくつかがわずかに減少する。

　色も名前もベータとは違ちがう──以前は【The Irritating Cubeジ・イリテーテイング・キユーブ】だった──が、攻こう撃げきパターンはいまのところ同じだ。視し認にんしにくい照準ラインが出た一秒後にレーザーがそれをなぞる。軽装プレイヤーが直ちよく撃げきされるとＨＰをごっそり持っていかれるが、落ち着いて照準線を見み極きわめれば回かい避ひはそれほど難しくない。もちろん転んだり硬こう直ちよくしていなければだが。

　とりあえず名前からヒントを摑つかもうと、俺は限界の早口でパートナーに訊たずねた。

「アスナ、あのイレーショナルってどういう意味だ!?　ベータの時は《いらいらするイリテーテイング》だったんだけど……」

「ええと、確か、《不合理な》とかだと思う」

「不合理……」

　呟つぶやきながら、まったくだよ！　と脳内で喚わめく。色を揃そろえるのは幼よう稚ち園えん児じでもできるが、数字は……いや、数字も同じなのか……？

「あれ、つまり、全部の面を同じ数字で埋うめろってことか!?」

　わずかな光明を見み出いだしたつもりでそう叫さけんだが、アルゴの言葉が即そく座ざに打うち砕くだいた。

「つってもあの数字、９まであるゾ！」

　言われてみればそのとおり。青白く発光するアラビア数字は１から９までがランダムに並んでいて、あれを六つの面に揃そろえるのは絶対に不可能だ。《９をひっくり返して６にする》というトンチが脳のう裏りを過よぎるがそれでもまだ余るし、そもそも６と９でデザインが違ちがう。

　困った時のＮＰＣ頼たのみとばかりに、戻もどってきたセアーノに問いかける。

「セアーノさん、あの数字をどうすれば……」

　しかし剣士は、張はり詰つめた表情でさっとかぶりを振った。

「私にも解わかりません。領主館に伝わる伝承は、黄金のキューブを破は壊かいするには塔とうの守しゆ護ご獣じゆうの体に戻もどすしかない、としか……」

「そ、そうか……」

　言葉を交かわすあいだも、広間中央ではボスがレーザーを次々に発射し、レイドメンバーたちがそれをかいくぐりつつジャンプしては、空中に浮うかぶ立方体に武器を叩たたき付つける。そのたびにキューブの列や行がぐるん、ぐるんと九十度回転するのだが、ＨＰゲージはまるで減らない。やはり数字つきのキューブは無敵で、パズルを解いて引ひき剝はがす必要があるのだろう。しかしどんなパズルなのかさえ解わからないのでは手の出しようがない。

　広間に充じゆう満まんしていく不安と苛いら立だちが発火したかのように、ボスの近くでオレンジ色のライトエフェクトが煌きらめいた。誰だれかがソードスキルを発動させたのだ。

「やめろっ……！」

　反射的に声を出したがもちろん遅おそすぎた。槍やりの二に連れん撃げきがイレーショナル・キューブの表面に眩まばゆいスパークを生み、しかしＨＰは一ドットも減らず──それを待っていたかのように、ボスが照準線を伸ばした。

「避よけェ！」

　キバオウが怒ど鳴なり、ラインの周囲からいっせいにプレイヤーが飛とび退のいたが、技ぎ後ご硬こう直ちよく中ちゆうの槍やり使つかいは動けない。迸ほとばしった赤いレーザーが槍やり使つかいを直ちよく撃げきし、

「うああっ！」

　立たち尽つくす俺の耳に、裏返った悲鳴と鈍にぶい爆ばく音おんが同時に届いた。あれは、ＡＬＳのシンケンシュペックか。ひとたまりもなく吹ふき飛とばされ、床ゆかに倒たおれ込こむ。Ｃ隊のＨＰバーがひとつ、一気に五割以上も減少して黄色く変わる。仲間が助け起こし、壁かべ際ぎわまで引っ張っていくが、あのダメージを回復するには時間がかかるだろう。

「……キリト君、いったん退たい避ひしたほうが……」

　アスナの張はり詰つめた声に、俺はぎこちない頷うなずきを返した。

　どう考えてもそれが正解だ。ボスが無敵状態でそれを解除する方法も不明、この状じよう況きようでずるずる戦せん闘とうを引っ張れば最悪の事態に陥おちいりかねない。だが。

　振り向いた俺の目が捉とらえたのは、固く閉ざされた大おお扉とびらだった。閉まったことに気付いていなかったのか、アスナが鋭するどく空気を吸い込む。

「……開かないと決まったわけじゃない」

　半ば自分に言い聞かせるようにそう呟つぶやくと、俺は床ゆかを蹴けった。十メートルを瞬しゆん時じに駆かけ抜ぬけ、体当たりじみた勢いで左手を扉とびらに叩たたき付つける。分厚い青銅はかすかに震ふるえたが、一ミリたりとも動かない。やはり施せ錠じようされている…………

「────!?」

　突とつ然ぜん目の前を青い光が縦横に横切り、俺は顔を背そむけた。ボスの攻こう撃げきかと息を詰つめたが、衝しよう撃げきは感じない。視線を戻もどし、再び鋭するどく空気を吸い込む。

　数字。

　扉とびらの表面に光の方眼模様が浮うかび上あがり、マスの中にはアラビア数字が並んでいる。書体はボスの体に浮うかんでいるものと同じ……しかし数字が入っているマスより空白のマスのほうが多い。

　一歩下がって扉とびら全体を見回した俺と、隣となりに立ったアスナが同時に叫さけんだ。

「「ナンバープレイスパズル……!?」」

　間ま違ちがいない。スタキオンの転移門広場にあるものとまったく同じ数字パズルが、巨きよ大だいな扉とびらの横よこ幅はばいっぱいに表示されている。

「コイツを解けば扉とびらが開くのカ!?」

　背後で響ひびいたアルゴの声に、ぎこちなく頷うなずく。

「そ……そうだと思うけど、でも……無理だろこれは…………」

　チャレンジする前から諦あきらめるのは主義に反するが、今回ばかりはそう言うしかない。なぜなら、眼前の扉とびらには、九×九マスがワンセットになったナンプレパズルが縦横実に二十七個ずつ、合計七百二十九個も並んでいるのだ。スタキオンの広場より一つだけ多いが、配置は完全に同一。

　脳のう裏りに、四日前に聞いたアスナの言葉が甦よみがえる。

　──これ、ぱっと見で難易度マックスな感じだから、どんなに慣れてる人でもいっこ解くのに二十分はかかるよ。てことはかける七百二十八で、一万四千五百六十分……を六十で割って、二百四十二時間と四十分……。

　二百四十二時間。すなわち十日間。たとえ十人で手分けしても丸一日かかるのだ。そのあいだずっとボスの猛もう攻こうをしのぎ続けるなどということができるはずがない。

「たぶん、これ、数字の並びもスタキオンの広場とまったく同じなんでしょうね……」

　掠かすれ切きった声で、アスナが囁ささやいた。

「……スタキオンでパズルを解いてから、その日のうちにこの部屋まで来る。それがボスに挑ちよう戦せんする最低条件だったんだわ……」

「でも、そんなの……」

　解わかるはずない、と言おうとして口をつぐむ。立ちはだかる扉とびらの反対側を通路から見上げた時、俺は表面に刻まれた方眼模様のレリーフに気付いたはずだ。九×九マス……あれを見てナンプレパズルを連想していれば、スタキオンの転移門広場を思い出すことは可能だった。

「…………くそっ！」

　握にぎり締しめた拳こぶしを、冷たく光るパズルの表面に叩たたき付つけようとした──その時だった。




「キリトさん、そのパズルを解けばいいの？」




　すぐ後ろでそんな声が聞こえ、俺は右手を空中で静止させた。振り向くと、革かわマスクを外したままのミィアが、つぶらな瞳ひとみでまっすぐ俺を見上げていた。

「と……解けるのか、これが？」

「うん！」

　愛する母親と再会できたせいか、すっかり年相応の口調になったミィアが勢いよく頷うなずいた。扉とびらに駆かけ寄より、右下のパズルに小さな手を伸ばす。空白のマスを指先で目まぐるしくなぞり、一つだけ淡あわく発光しているマスをタップ、浮うき上あがったウインドウから７を選せん択たく。途と端たん、他のマスが消しよう滅めつし、７の数字だけが大きく表示される。かかった時間──わずかに十秒。

「な……ど……どうしてそんなに速く……」

　啞あ然ぜんとする俺の前で、ミィアは勢いよく振り向いてにこりと笑った。

「だってあたし、ちっちゃい頃ころから毎日母さまと、スタキオンの広場でこのパズルを解いて遊んでたんだもの」

　その説明で納なつ得とくできるようなタイムじゃないんだけどな……と考えてから、ふと思い出す。そう言えば、パズルとは無む縁えんのはずのキズメルも、秘ひ鍵けんのダンジョンにあったフィフティーン・パズルをわずか数十秒でクリアしたではないか。ＮＰ困難問題をあのタイムで解けるなら、ＡＩにとってはナンプレパズルなど単純計算と一いつ緒しよ、というわけなのか。

「もちろん私も解けますよ」

　そう言いながら、ミィアの隣となりにセアーノが立った。二人の顔と後ろのパズルを、俺は交こう互ごに見やった。

　一つ十秒なら、七百二十九個のパズルを解くのにかかる時間は七千二百九十秒、六十で割って百二十分と少し。二人がかりなら六十分──一時間。それなら、あるいは。

「……頼たのみます、セアーノさん、ミィア」

　俺の言葉にこくりと頷うなずくや、二人はパズルの右みぎ端はしと左ひだり端はしを覗のぞき込こみ、猛もう然ぜんと指を走らせ始めた。

　まだ啞あ然ぜんとした顔の相棒の肩かたを摑つかみ、まくし立てる。

「アスナ、俺たちはボスのタゲを取りに行くぞ。一時間、どうにか避よけまくるんだ」

「う……うん、解わかった」

「お、オイラはどうすればいいんダ？」

「アルゴは、上のほうのパズルを解く時にミィアを持ち上げてやってくれ！」

　そう叫さけぶや、俺はアスナと一いつ緒しよに広間中央へと走り始め──ようとしてがくっと急ブレーキをかけた。

「ど、どうしたのよ!?」

「あのさ、もしかして……正解の数字をプルダウンメニューから選ぶ形式なら、俺たちでも数字を１から順に選んでいけばすぐに解けるんじゃないか？」

　途と端たん、細さい剣けん使つかいは史上最大級の呆あきれ顔がおを、鼻がぶつかる距きよ離りまで突き出してきた。

「あのねえ、あの形式なら一回ミスったら終わりに決まってるでしょ！」

「……で、ですよね」

　頷うなずき、今度こそ俺たちはボス目指して走り始めた。

　そこからの一時間は、いままでアインクラッドで過ごした日々の中で、最も長く苦しい一時間となった。

　二層や五層のボス攻こう略りやく戦せんも厳しい戦いだったが、眼前の強敵だけに集中していたので時間を意識することはほとんどなかった。しかもそれは、勝つための戦いだったのだ。しかし今回は違ちがう。この部屋から逃げるために、ひたすら攻こう撃げきを避よけ続つづける一時間。

　イレーショナル・キューブの八つの角から発射される照準線を見て、避よける。すべきことはそれだけなのだが、ラインがそもそも視し認にんしづらい上に、狙ねらってくる場所やタイミングが実に嫌いやらしい。避よけた先を時間差で撃うたれることなどざらで、複数人のプレイヤーを一点に集めて衝しよう突とつさせようとしたり、一人を執しつ拗ように狙ねらったりと、単純なアルゴリズムで動いているとは到とう底てい思えない。

　前線に加わった俺とアスナは、当然ＡＬＳとＤＫＢのメンバーに現在の状じよう況きようを説明したのだが、それで全員の士気がわずかながら下がったことも否いなめない。それまでは、法則は解わからないが数字つきのブロックを回していれば、いつか攻こう撃げきが通るようになると皆みなが思っていたのだ。しかし揃そろえるべき数字がまったく不明、一時間耐たえて逃げるしかないと言われれば、誰だれだってがっくりくる。集中レベルが下がれば動きも鈍にぶる。

　気付けば、俺とアスナ以外に三十六人いるレイドメンバーのうち、十人以上がレーザーの直ちよく撃げきを喰くらって壁かべ際ぎわに退たい避ひしてしまっている。イレーショナル・キューブがいまのところ広間の中央付近から大きく動かないのは、そこに大半のプレイヤーが集まっているからだ。退たい避ひするプレイヤーが増えればボスもそっちを狙ねらい始はじめるし、広く動くようになればいずれは扉とびらの前で懸けん命めいにナンバープレイスを解いているミィアとセアーノまでもが攻こう撃げきされてしまうだろう。それだけは絶対に防がなくてはならない。

　俺とアスナは一いつ瞬しゆんのアイコンタクトで意思を疎そ通つうさせると、まずは俺がボスに三さん連れん撃げきソードスキル《シャープ・ネイル》を叩たたき込こんだ。もちろんＨＰバーは満タンのまま微び動どうだにしないが、急きゆう上じよう昇しようしたヘイトによって三本のターゲットラインが一度に照射される。しかしその時にはもう、硬こう直ちよく中ちゆうの俺をアスナが両りよう腕うでで抱だきかかえ、渾こん身しんの力でダッシュしていた。背後で爆ばく炎えんが膨ふくれ上あがり、背中をちりちりと炙あぶるがダメージは受けていない。

　続いてアスナがボスに三さん連れん撃げき《トライアンギュラー》を命中させ、すかさず俺がアスナを移動させる。これでボスの狙ねらいは俺とアスナに集まるはずだ。

　もちろん、ヘイトが高いプレイヤーをひたすら狙ねらい続つづけるほど単純なアルゴリズムではないので、状じよう況きようによっては他のプレイヤーが狙ねらわれることもある。しかし、敏びん捷しよう力りよくの高い俺たちがレーザーの半分を引き受ければ、他の六パーティーにはかなりの余よ裕ゆうが生まれるはずだ。

「キリト君、左前！」

　俺から見えない照準線を避よけられる方向をアスナに教えてもらい、そちらへダッシュする。アスナが狙ねらわれた時は、俺が指示する。

　それを繰くり返かえしているうちに、やがて不思議な感覚が訪おとずれた。

　何度かに一回ではあるが、アスナの声が聞こえる前から、逃げるべき方向が解わかるような気がするのだ。それはパートナーも同じらしく、俺が「右！」と叫さけんだ時にはすでにアスナがそちらへ跳とんでいる、ということが一度ならずある。まるで、音声以外の何らかのチャンネルで、二人の意識そのものが接続されているかのような──。

　決して勝利には繫つながらない苦しい戦いではあるが、それでも俺はある種の高こう揚ようを感じながら、ひたすらにターゲットラインを避よけ続つづけた。ボスが離はなれた時に一いつ瞬しゆんだけ開くウインドウの時刻表示は少しずつ、少しずつ進んでいき、そして午後十時を数分回った時、ついに──。

「キリトさん、最後の一つです！」

　広間の後方から、ミィアの幼くも毅き然ぜんとした声が響ひびいた。反射的に大きく飛び退すさり、大おお扉とびらを見やる。表面に浮うかぶナンバープレイスパズルは、ほぼ全てが大きな正解ナンバーの表示へと変わり、最後に残った中央のパズルにセアーノが指を走らせている。

　キーボックスを押し、プルダウンメニューから一つの数字を選び──その数字が拡大して、青白く光る。

　七百二十九個ものパズルが、予告どおりの一時間で全てクリアされた瞬しゆん間かん、大おお扉とびらのみならずボス部屋全体に振しん動どうが走った。閉ざされていた扉とびらの中央に光の筋が走り、ガチンッ！　という解かい錠じよう音おんまでもが響ひびいて、待ち望んだ脱だつ出しゆつ口こうが生まれたことを告げた。

「よし、通路に退たい避ひするぞ！　まず回復中の奴やつから外に！」

　リンドが曲刀を振りかざして指示する。壁かべ際ぎわでポーションを飲んでいた十数人が立ち上がり、扉とびらへと走っていく。数十秒前まで狂きよう乱らんしたかのようにレーザーを撃うちまくっていたイレーショナル・キューブも、扉とびらが開かれたことを知覚したかのように攻こう撃げきの手を止めている。

　これで少なくとも、攻こう略りやく集団全ぜん滅めつの危機は回かい避ひされた。ボスのＨＰを一ドットたりとも減らせなかったのは残念だが、それは何か重要な情報を見落としてしまったからだ。スタキオン、もしくはムルツキの村あたりのクエストを丹たん念ねんにクリアしていけば、いずれボスの数字をどう並べればいいのか解わかるはず────

「キリト君」

　不意にアスナが囁ささやき、左手で俺の右みぎ肘ひじあたりを摑つかんだ。見ると、視線はまだ閉ざされたままの扉とびらに向けられている。何かを感じているのだが、それが何なのか解わからない……そんな心理状態が伝わってくる。

　時間が引き延ばされていく感覚を味わいながら、俺も二十メートル離はなれた大おお扉とびらを見つめた。

　七百二十九個のパズルは、七百二十九個の数字に変へん換かんされ、静かに光ひかり輝かがやいている。

　七百二十九……二十七の二乗。縦に二十七個、横に二十七個。

　九×九の数字のブロックが、縦横三個ずつ。

　俺は首を巡めぐらせ、広間の後方に浮ふ遊ゆうするイレーショナル・キューブを見てから、もう一度扉とびらを見た。直後、限界まで空気を吸い込み、最大音量で叫さけんだ。

「止まれ────ッ!!」

　途と端たん、扉とびらまでわずか一メートルの距きよ離りにいたプレイヤーが、伸ばした手をびくっと引っ込めながら立ち止まった。俺のすぐ近くに立っていたＤＫＢのシヴァタが、啞あ然ぜんとした顔を向けてくる。

「どうしたんだよ、逃げるんじゃないのか!?」

「待ってくれ、あれは……あの数字はもしかして……」

　アスナに目で合図すると、俺は走った。扉とびらのすぐ前に割わり込こむと両手を広げ、誰だれも近づくなという意思を示しながらその瞬しゆん間かんを待つ。俺の直感が正しければ、このパズルは逃にげ道みちを作るためのものではない。クリアすれば扉とびらは開くが、恐おそらくそれは引っかけだ。このまま待っていれば、きっと、きっと……。

　レイドメンバーたちの途と惑まどいと苛いら立だち、焦しよう燥そうに満ちた重苦しい時間が過ぎていく。五秒、六秒、七秒……そして、セアーノが最後のパズルをクリアしてから三十秒弱が経過した、その時。

　七百二十九個の数字が再び激しく輝かがやいた。

　その光に灼やかれるかのように、半分以上の数字が消しよう滅めつする。ブランクとなったマスの各所に、淡あわく光るキーボックスが現れる。最後に、四本のラインが太さを増し、マスを九×九の塊かたまりに区切る。

「あっ……！」

　と背後でアスナが叫さけび、左側に並んでいたミィアとセアーノも驚おどろきの声を上げた。

　大おお扉とびらに表示されているのは、もう二十七×二十七のランダムで無意味な数列ではなかった。新たな、九つのナンバープレイスパズル。

　ゴオォォ────ン……という機械音のようでもあり、生き物の咆ほう哮こうのようでもある轟ごう音おんが部屋中に轟とどろいた。振り向くと、イレーショナル・キューブが活動を再開している。それだけではない……四つある縦の面のうち三つから、小さなキューブを数十個も連ねた長い腕うでが伸び、残り一つの面が明るく発光している。

「来よるでぇ！」

　後方に残っていたキバオウが叫さけび、剣を構えた。リンドも負けじと部下に呼びかける。

「撤てつ退たい中止！　被ひダメ者しやは回復を継けい続ぞく、無事な奴やつは戻もどってフォーメーションを組み直せ！」

　二人とも感じたのだ。ここからボスの猛もう攻こうが始まるが、倒たおせるチャンスも生まれたのだと。

「ミィア、セアーノさん！　このパズルを解いてくれ！」

　俺が叫さけぶと、二人は弾はじかれたように扉とびらの前に立ち、巨きよ大だい化かしたパズルに掌てのひらを走らせ始めた。十秒後、同時にキーボックスを押し、それぞれ数字を選せん択たく。その数字が拡大し、明るく輝かがやく。

　母娘おやこはまったく同じペースで、次々とパズルを解いていった。セアーノは高いところ、ミィアは低いところから四つ、六つ、八つとクリアし、ついに最後の一つだけが残る。

　後方からは激しい衝しよう撃げき音おんと叫さけび声ごえが届いてくるが、懸けん命めいに堪こらえてその瞬しゆん間かんを待つ。セアーノが真ん中のパズルに手を触ふれ、プルダウンメニューから５を選び……その数字が拡大される。

　全てのパズルが解かれた瞬しゆん間かん、先刻を遥はるかに上回る光量で扉とびらがフラッシュした。数歩下がり、俺は扉とびらに表示されている九つの巨きよ大だいな数字を頭に刻きざみ込こんだ。

「ありがとう……あとは任せろ！」

　ミィアたちに礼を言い、振り向く。走りながら、キバオウたちに向けて、喉のどが破れんばかりの大声で叫さけぶ。

「左上から横に、８、３、４、１、５、９、６、７、２だ!!」

　刹せつ那なの静せい寂じやく。

　次いで、野太い雄お叫たけびがそこかしこから湧わき上あがる。

　揃そろえるべき数字が判明したことによって、低調だった士気が回復し始めたのだ。こうなると、二大ギルドの連れん携けい力りよく、統とう率そつ力りよくはやはり抜きん出たものがある。治ち療りよう中ちゆうのメンバーが欠けたままなのに、それを補うフォーメーションで素す早ばやくボスを囲んでいく。

　とは言え──。

　色の代わりに数字を揃そろえるというのは、想像以上に難しいはずだ。六面全てではなく、触しよく手しゆが生えていない発光面だけに九つの数字を並べればいいのだと思われるが、一回の打だ撃げきで三つの数字がまとめて動いてしまう。どこの面に何の数字があるのかを常に把は握あくし、数手先の状態を読みつつ叩たたいていかなくてはならない。

　戦せん闘とう再開から三分が経過しても、俺が危き惧ぐしたとおり、数字並べはあまり進んでいなかった。最初の四つまではスムーズに揃そろったのだが、そこからはこっちを動かすとあっちがずれる展開が続き、リンドやキバオウの声にも苛いら立だちが混入してくる。勘かん任まかせで叩たたきまくっていてもいつかは揃そろうだろうが、長い腕うでを生やしたボスの攻こう撃げきも侮あなどれない。これまでのレーザーに加えて、腕うでによる振り下ろしと薙なぎ払はらいの物理攻こう撃げきがメンバーたちのＨＰを着実に削けずっていく。

　もういちど前線に飛とび込こむか、でもそれで六パーティーの連れん携けいを崩くずしてしまったら……と俺が躊ちゆう躇ちよしていると。

「……よし、読み切った」

　隣となりで呟つぶやいたアスナが、素す早ばやく俺を見た。

「キリト君、わたしは指示に集中するから、ボスを任せていい？」

「あ……ああ、もちろん」

　頷うなずき合あい、同時に床ゆかを蹴ける。ボスの前面に飛とび込こんだアスナが、右手のレイピアを振りかざして叫さけぶ。

「下ブロックを右に叩たたいて！」

「お……おう！」

　すかさず応じたのは、ＤＫＢのハフナーだ。両手剣けんを振りかぶり、ボスの右側に回り込むと横よこ薙なぎに斬きりつける。相変わらずダメージは入らないが、アスナの指示したとおりに下のブロック行がゴゴン！　と右に回転する。

「次は左ブロックを下に！」

「了りよう解かい！」

　ＡＬＳのオコタンが反応し、ハルバードを一いつ閃せん。左側のブロック列が下に回転する。

　ここでイレーショナル・キューブが何かを感じたかのように、金属質の不協和音を響ひびかせた。小キューブが連なった触しよく手しゆを二本同時に振り上げ、アスナ目め掛がけて振り下ろす。俺はすかさず飛び出し、ソードスキル《バーチカル・アーク》を発動。斬きり下おろしと斬きり上あげの二に連れん撃げきで、触しよく手しゆを弾はじき返かえす。背後のアスナは一歩も動いていない。

　数字だけに集中したアスナの指示は、空そら恐おそろしいほど的確だった。ブロックが回転するたび、最終形へと近づいていくのが解わかる。

　しかしボスもまたそれを察知したかのように、まったく攻こう撃げきに参加していないアスナを執しつ拗ように狙ねらってくる。触しよく手しゆはソードスキルで跳はね返かえせるが、レーザーは難しい。照準線が降ってくるたびにアスナを抱かかえてジャンプするのだが、時間差射しや撃げきや物理攻こう撃げきとのコンボを混ぜられると苦しくなる。レイドメンバーたちも気が気でないような表情をしているが、タゲを取るためにボスを叩たたけばせっかく揃そろい始はじめたキューブが無む駄だに回ってしまうし、アスナを多人数で囲むとボスが見えなくなってしまう。

　何度目かのレーザーをバックジャンプで回かい避ひした俺の背中が、硬かたい平面にぶつかった。いつの間にか壁かべ際ぎわに追おい詰つめられていたのだ。狙ねらい澄すましたかのように、二本の触しよく手しゆが左右からの薙なぎ払はらいモーションに入る。片方は迎げい撃げきできるが、もう片方は難しい──。

「キリトさん、こちらは私が！」

　その声が聞こえた瞬しゆん間かん、俺は「頼たのむ！」とだけ叫さけび返かえし、左から迫せまる触しよく手しゆに意識を集中した。《ホリゾンタル》で弾はじき返かえしてから右を向くと、突つき技わざ一発で触しよく手しゆを跳はね返かえすセアーノの背中が見えた。

　──百人力！

　脳のう裏りでそう叫さけぶと、次の攻こう撃げきに備える。その間もアスナは指示を出し続け、攻こう略りやく集団の猛も者さたちが果か敢かんにキューブを回していく。たまに間ま違ちがうこともあるが、その時は一手戻もどればいいだけだ。

　ダメージなき猛もう攻こう撃げきが、二十何回目に達した時。

「次で最後よ！　中央ブロックを下に！」

　アスナの凜りんと響ひびく声に、

「任せろ！」「任せェ！」

　リンドとキバオウが同時に答えた。どちらも相手に譲ゆずるつもりなどさらさらないかのように左右から突とつ進しんし、真ん中のブロック列を曲刀と直剣で同時に斬きりつけた。

　──無茶すんなリンキバ！

　と叫さけびそうになったが、二人の剣けん捌さばきは正確だった。真ん中の列がゴゴン……と回転し、３、５、７の並びを露あらわにした。直後、前面に並んだ九つの数字が、直視できないほど眩まぶしく光ひかり輝かがやいた。

「揃そろったあぁ──ッ！」

　と誰だれかが叫さけんだ、その声を搔かき消けすほどの轟ごう音おんが響ひびき渡わたり──イレーショナル・キューブの無敵装そう甲こうを成す二十六個の立方体と三本の触しよく手しゆが、粉々に砕くだけ散ちった。

　膨ぼう大だいな量の破は片へんが空気に溶とけて消えると、内部から現れたのは一辺六十センチの漆しつ黒こくの立方体だった。こちらに向いている面に、二回り小さい立方体……セアーノが運んだ黄金キューブが嵌はまっているのが視し認にんできる。

　直後、黒いキューブから、同じく黒い六本の触しよく手しゆが長々と伸び上がった。ギィン、ギィンと耳みみ障ざわりな高周波を放ち、触しよく手しゆをうねうねと蠢うごめかせる。

「こっからが本番やで！　焦あせらず、まずはパターン確かく認にんからや！」

　キバオウの声に、ＡＬＳのみならずＤＫＢメンバーまでもが「おう！」と応じた。

　確かに激戦──ではあったが、無敵装そう甲こうを失ったイレーショナル・キューブは、攻こう略りやく集団の精せい鋭えいと、そして何よりレベル32のお母さん剣士セアーノの猛もう攻こうに耐たえられるほどの防ぼう御ぎよ力りよくは持っていなかった。たった一段のＨＰバーは着実に減っていき、五割を切り、三割を切り……そして残り一割を下回るまでにかかった時間は、わずか七分。

　あと一いち撃げきで終わる、と誰だれもが確信した時だった。イレーショナル・キューブが断だん末まつ魔まにも似た不協和音を撒まき散ちらすと、六本の触しよく手しゆを滅め茶ちや苦く茶ちやに振ふり回まわし、八つの角から八本の照準線を放った。

「狂きよう乱らん攻こう撃げきだ！　凌しのげ！」

　リンドの指示で、全員が身構える。

　直後、触しよく手しゆが全て弾はじき返かえされ、レーザーが全て回かい避ひされ──そして六層フロアボスは、まるでバッテリーが切れたかのように、ごとんと床ゆかに落下すると動かなくなった。終わったか……と肩かたの力を抜きかけたが、ＨＰバーはしぶとく一ドット残っている。

「な……何や!?　自じ爆ばくでもするんか!?」

　喚わめいたキバオウと、まったく同じことを俺も思った。落下地点の近くにいたレイドメンバーが弾はじかれたように後退し、爆ばく発はつに備えた。しかし──何も起こらない。漆しつ黒こくの立方体は、黄金のキューブをこちらに向けたまま、沈ちん黙もくを続けている。

　……そう言えば、アルゴが何か言っていたな。

　ふと、俺はそんなことを考えた。

　……確か、キューブが嵌はまる穴の裏側にも、何かが……。

　その時だった。

　プレイヤーの列から誰だれかが飛び出し、立方体へと走った。きっと自じ爆ばくなどしないと読んで、ラストアタック・ボーナスを取りにいったのだろう。装備は銀と青……ＤＫＢのメンバーだ。あとでリンドに怒おこられるだろうが、どうあれこれで長かった戦せん闘とうも終わる────

「えっ……!?」

　隣となりでアスナが小さな声を出し、同時に俺も気付いた。

　走るプレイヤーが右手に持っているのは武器ではない。十センチもない細い金属。投なげ針ばり……いや、あれは。

　鍵かぎだ。

　静止したかのような時間の中、細身のプレイヤーは立方体の後ろ側に屈かがみ込こむと、俺からは見えない鍵かぎ穴あなに右手の鍵かぎを差さし込こんだ。ガチャッ！　という金属音がかすかに響ひびき、漆しつ黒こくの立方体から黄金のキューブが滑すべるように排はい出しゆつされ、床ゆかに転がった。

「…………！」

　隣となりで鋭するどい呼気を漏もらしたセアーノが、猛もう然ぜんと飛び出す。俺も急いで追いかける。

　ＤＫＢメンバーが立ち上がる。立方体を回まわり込こみ、床ゆかからキューブを拾い上げる。

　セアーノが、ダッシュしながら無言でレイピアを引ひき絞しぼった。

　ＤＫＢメンバーが、両手で高々とキューブを掲かかげ、叫さけんだ。




「バインド!!」




　しゅばっ！　と空気を切きり裂さいて、金色の光の輪がキューブから迸ほとばしり、セアーノと俺を吞のみ込こんで後方へと抜けた。

　いきなり両足が床ゆか面めんに貼はり付つき、俺は盛せい大だいにつんのめった。転ぶ……と思ったが足が床ゆかから離はなれないので、激しく前ぜん傾けいしてから反動で元に戻もどる。すぐ前では、セアーノも同様に停止している。

「…………!?」

　驚きよう愕がくしながら足あし許もとを見ると、床ゆかから生えた半はん透とう明めいの立方体が、俺の両足を吞のみ込こんでいた。反射的に視線を自分のＨＰバーに振る。幾いくつかのバフの右側に、一秒前までは存在しなかったアイコンが出現している。人型のシルエットに四角い枠わくが重なった、初めて見るデバフ。

　──なぜ!?　何を目的にこんなことを!?

　そう叫さけぼうとして、いまさらのように気付く。声が出ない……それどころか体も、腕うでも、指一本さえも、鉛なまりに変わってしまったかのように動かせない。

　これほどの非常事態なのに、頭の隅すみで別のことを考えてしまう。セアーノのレベルは確かに高いが、この塔とうの雑ざ魚こモンスターを瞬しゆん殺さつできるほどでないという疑問の答え。彼女は恐おそらく、黄金キューブのこの力でオフィディアンたちをフリーズ、いや《バインド》させてから一いつ掃そうしたのだ。

　気付けば、ボス部屋は完全な静せい寂じやくに包まれている。誰だれかの声はおろか、鎧よろいが擦こすれる音さえも聞こえない。差さし渡わたし五十メートルもある広大な空間の隅すみ々ずみにまで金色の光が行いき渡わたり、レイドメンバーを一人残らずバインドしたのだろう。右手が動かせないのでウインドウも出せない。あれほど恐おそろしかった麻ま痺ひすらも超こえる、究極の不動化デバフ。

　謎なぞのＤＫＢプレイヤーは、掲かかげていたキューブをゆっくりと下ろした。

　鼻から上が隠かくれるサレットを被かぶっているので口くち許もとしか見えない。頭上のカラーカーソルは、デバフを使ったからだろう、犯罪者を示すオレンジに変化している。名前は【Ｂｕｘｕｍ】──バクサム、だろうか。いままでレイド戦でこの名を見た記き憶おくはない。

　不意にバクサムが、サレットの下に覗のぞいている口をにやりと歪ゆがめた。その悪意に満ちた微び笑しようを見た瞬しゆん間かん、俺は悟さとった。

　あの男は、モルテやジョーの……つまり黒ポンチョの男の仲間だ。いつからかは知らないが、ＤＫＢに潜もぐり込こんで、この瞬しゆん間かんを待っていたのだ。

　モルテならまず「あははー」と笑ってから芝しば居いがかった台詞せりふをつらつらと垂れ流すところだろうが、バクサムは歪ゆがんだ笑えみを浮うかべるだけで何も言おうとしない。代わりにキューブを右手だけで抱かかえ直し、左手で右みぎ腰こしのロングソードを抜く。

　装そう飾しよくは控ひかえめだが、薄うすい刀身の濡ぬれたような輝かがやきが端たん倪げいすべからざるスペックを伝えてくる。男はだらりと剣をぶら下げたまま、まっすぐセアーノに歩み寄っていく。

　──殺すつもりだ。

　俺は瞬しゆん時じにそう直感した。

　セアーノを皮切りにレイドメンバー全員を殺すつもりなのか、セアーノだけが狙ねらいなのかは解わからない。しかし、仮に後者なのだとしてもただ見ていることがどうしてできよう。俺の後方にはミィアがいるのだ。十歳の女の子に、再会したばかりの母親が殺される場面を見せるなんて絶対に──絶対に…………。

「ッ…………────！」

　声が出ない喉のどから、俺は無音の唸うなり声ごえを押し出した。

　全身にあらん限りの力を込める。アバターの筋肉が震ふるえ、関節が軋きしむ。しかし、全身を包つつみ込こむ見えない殻からはびくともしない。

　バクサムが、セアーノの前で立ち止まる。左手の剣を持ち上げ、一いち撃げきで殺すつもりなのか、心臓のあたりに慎しん重ちように狙ねらいをつける。

　──動け。

　──動け動け動け動け動け動け動け動け!!

　その一念だけが俺の思考を満たし、言葉は連続した音となり、意味は失われた。耳鳴りのような高周波が俺の深いところから溢あふれ、指先から爪つま先さきまで広がって──。

　そして、俺は見た。

　《バインド》のデバフアイコンが小刻みに点てん滅めつしている。その隣となりに、新たなアイコンが入いれ替かわるように明めい滅めつする。座ざ禅ぜんを組む人間のシルエット……《瞑めい想そう》バフ……ではない。デザインは同じだが、シルエットの後ろに金色の光輪が追加されている。

　──────────────────!!

　何かが砕くだける音が聞こえた、気がした。

　右足が床ゆかを蹴けり跳とばし、俺は十メートル以上の距きよ離りを瞬しゆん時じに突き抜けた。

　不可視の糸に導かれるように、右手のソード・オブ・イヴェンタイドを振りかぶる。突とつ進しんに気付いたバクサムが、サレットの覗のぞき穴あなの奥おくで両目を見開いた。恐おそろしいほどの反応速度で左手の剣を持ち上げ、防ぼう御ぎよ姿勢を取る。

「う……おおおお────ッ!!」

　雄お叫たけびを迸ほとばしらせながら、俺は愛あい剣けんを一直線に振り抜いた。

　ピキィン！　という悲鳴を思わせる高音が響ひびいた。

　バクサムの長ちよう剣けんが、ヒルトのすぐ上で切断され──その奥おくにあった左ひだり腕うでまでもが、肘ひじの下あたりから音もなく分ぶん離りした。

　セアーノとバクサムを掠かすめて通り過ぎた俺は、着地するや瞬しゆん時じに反転。普ふ通つうなら勢い余って転がってしまうほどのスピードだったのに、慣性そのものが失われているかのようだ。

　武器と左ひだり腕うでを失ったバクサムは、歪ゆがんだ笑えみを消し、右手だけで再びキューブを掲かかげた。

「バイ……」

　しかしその言葉が終わる前に、俺は再び剣を振り抜いていた。

　左ひだり腕うでと同じように、右みぎ腕うでも肘ひじから断たち切きられ、儚はかなく砕くだけて消えた。支えを失った黄金のキューブが、床ゆかに落下して鈍にぶい音を立てた。

　両りよう腕うでを部位欠損したバクサムの反応は、敵ながら感心させられるほど迅じん速そくだった。

　瞬しゆん時じに身を翻ひるがえし、凄すさまじい俊しゆん足そくで出口へと向かう。

「逃がすかっ……！」

　当然俺も追いかけようとしたのだが、いきなり右足から力が抜け、その場に膝ひざを突いてしまう。瞑めい想そうバフと似て非なるアイコンが明めい滅めつし、消える。

　それでもどうにか立ち上がったが、その時にはもうバクサムは出口に到とう達たつしていた。ロックが解除されたままの扉とびらを体当たりで押おし開あけ、奥おくの通路へと姿を消す。到とう底てい追いつけないほどの逃にげ足あしだ。

　数秒後、視界の左側で、Ｆ隊のＨＰバーが一本溶とけるように消えた。

　謎なぞのバフを使った代だい償しようなのか、全身にのし掛かかる重さに抗あらがいながら、俺はボス部屋を見回した。セアーノも、アスナも、アルゴとミィア、その他のレイドメンバーたちも、まだバインドのデバフに掛かかったままだ。永続するわけではないだろうが、どうやって解けばいいのか──いや、その方法は明らかだ。

　愛あい剣けんを鞘さやに戻もどすと、床ゆかから黄金のキューブを拾い上げる。少し歩き、漆しつ黒こくの立方体に近づく。上空にはまだ一ドットだけ残ったボスのＨＰバーが表示されている。

　立方体の前でひざまずいてから、俺は初めて触ふれる黄金のキューブをしばし見つめた。

　このオブジェクトが、多くの人々の運命を変えた。サイロン、セアーノ、ミィア、園えん丁ていのテロー、そして恐おそらくパイサーグルスも。しかし、もう消しよう滅めつするべき時だ。

　キューブを立方体の窪くぼみにあてがう。そっと押すと、滑なめらかに吞のみ込こまれていく。表面が完全に一体化するまで待って、再び愛あい剣けんを抜く。

　酷こく使しした刀身ではなく、ポメルで立方体の上面を一いち撃げき。

　それで充じゆう分ぶんだった。放射状にひび割れが走り、その内部から青い光が迸ほとばしり──直後、アインクラッド第六層ボス、ジ・イレーショナル・キューブは全てのＨＰを失って、黄金のキューブごと粉々に砕くだけ散ちった。たった一つ破は壊かいされなかった鋼鉄の鍵かぎだけが床ゆかに転がり落ち、かすかな音を立てた。

　ラストアタック・ボーナス取得メッセージを見上げながら、俺はその場にどすんと腰こしを落とした。

　一いつ瞬しゆん遅おくれて、デバフが解除されたレイドメンバーたちがいっせいに声を上げた。ある者は倒たおれ込こみ、ある者はひっくり返り、キバオウはリンドに食ってかかっている。

　悪夢から醒さめたかのように明るくなったボス部屋に、弾はじけるような喧けん噪そうが満ちた。軽かろやかな足音が聞こえて顔を上げると、セアーノが近づいてくるところだった。

　彼女だけではない。アスナとミィア、アルゴも一直線に駆かけ寄よってくる。

　途と轍てつもない疲ひ労ろう感かんに包まれながら、俺はどうにか右手を持ち上げ、大事な仲間たちに向けて大きく振った。
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「ふう……やっと戻もどってこられたわね……」

　大きく伸のびをするアスナの隣となりで、俺はメニューウインドウを広げた。もう右みぎ腕うでを持ち上げておくのすら億おつ劫くうで、すぐにだらりと下ろしてしまう。時刻は、一月五日午前零れい時じ四十分。

　左手でウインドウを消し、あたりを見回す。

　ネットゲーマー感覚ではまだ夜も浅い時間帯だが、六層主街区スタキオンの転移門広場には人ひと影かげがほとんどない。理由は恐おそらく二つ──七層の転移門がアクティベートされたので観光客プレイヤーが移動したのと、広場を埋うめ尽つくしていたナンバープレイスパズルが綺き麗れいさっぱり消しよう滅めつしたからだろう。

　俺にとってはさしたる思い入れのないパズルだったが、アスナの向こう側に立つセアーノは感かん慨がい深ぶかそうに無地の敷しき石いしを見み渡わたしている。その背中には、革かわマスクを頭に載のせたままのミィアのあどけない寝ね顔がおがある。

　六層フロアボス《ジ・イレーショナル・キューブ》が撃げき破はされてから二時間ほどしか経たっていないが、その時間でスタキオンまで戻もどってくることができたのは、第五エリアの砂さ漠ばくをもう一度踏とう破はし、タルファ湖を歩いて渡わたって、第一エリアの森を突つっ切きってきたから……ではない。ボス撃げき破は後ごに天てん井じようから降りてきた螺ら旋せん階段で七層に上り、主街区まで歩いて転移門をアクティベートして、六層にテレポートしたのだ。

　つまりミィアとセアーノは、俺の知る限り初めて《転移門でフロア間を移動したクエストＮＰＣ》だということになる。正直、ポータルに入るまでは二人だけが七層に取り残されてしまうのではないかと内心ひやひやしていたのだが、ＳＡＯシステムは思っていたより寛かん大だいだったらしい。もっとも、ＡＬＳのリーテンが見つけた《鉱こう石せき無む限げん湧わきバグ》のように今後修正されてしまう可能性はあるが。

　当のセアーノは、自分が通とおり抜ぬけてきた魔ま法ほうの門には興味がないらしく、しばし無言で広場とその奥おくに広がる街並みを眺ながめていた。やがて数歩動いて俺とアスナの前に立つと、ミィアをおんぶしたままゆっくりと一礼する。

「……キリトさん、アスナさん。お二人には本当に助けられました……ミィアを守って下さったことだけでなく、私一人ではあの守しゆ護ご獣じゆうを倒たおし、黄金のキューブを破は壊かいすることもできなかったでしょう」

　──いやいや、ミィアは俺たちよりレベル高いですし。

　と言うのはやめておいて、大きくかぶりを振る。

「そんな……俺たちこそ、ミィアとセアーノさんが扉とびらのパズルを解いてくれなかったら、守しゆ護ご獣じゆうの部屋から出られずに全ぜん滅めつしてましたよ」

「本当に……。わたしもあのパズルは得意なつもりだったけど、とても一つ十秒じゃ解けないですもん」

　アスナが言いい添そえると、セアーノは淡あわい笑えみを浮うかべた。ぐっすり眠ねむっているミィアを背負い直してからそっと体の向きを変え、階段状に伸のび上あがっているスタキオンの街を見上げる。メインストリートの突つき当あたりでは、領主館の建物が青い月光に照らされている。窓に明かりはなく、主あるじの不在を否いや応おうなく思い起こさせる。

「あの……、これから領主館は、いえ、この街はどうなるんでしょうか？」

　吸い込まれるように、俺はそう訊たずねていた。

　よくよく考えれば、ＲＰＧ世界の街は領主ではなくゲームシステムによって運営されているのだから、サイロンがいなくなっても基本的にはどうなりようもない。しかし、館を見上げるセアーノの横顔は言い知れない寂さびしさを湛たたえているように思えて、訊きかずにはいられなかったのだ。

　俺たちに背中を向けたまま、セアーノは囁ささやくような声で答えた。

「……たぶん、パズルが消えたことの他は何も変わらないと思います。このスタキオンの街を築き上げ、治めてきたのは、先代の領主パイサーグルス様です。あの恐おそろしい守しゆ護ご獣じゆうにたった一人で挑いどみ、黄金のキューブを抜ぬき取とって、あらゆる岩石と植物を立方体へと分解してしまう《ブレイク》と、その立方体を強固に結合する《バインド》の二つの力を用いてこれほど巨きよ大だいな街を作った……」

「え……あのバインドって、ほんとは立方体をくっつける魔ま法ほうだったの？」

　アスナが驚おどろいたように言うと、女性剣士は振り向いて小さく頷うなずいた。

「本来の用よう途とはそちらです。しかし、効果範はん囲いに生き物がいると、その体をも固めてしまうのです。パイサーグルス様は、黄金のキューブは失われた大地に存在したという《九連合王国》の魔ま道どう士したちが作り出した戦争の道具の試作品だと仰おつしやっていました」

「…………」

　思わずアスナと顔を見合わせてしまう。アインクラッドの創世神話、すなわち《大だい地ち切せつ断だん》にまつわる物語はキズメルに訊きかせてもらったが、あれはエルフ族だけが伝承しているのではなかったか。いったい何者なのかパイサーグルス……といまさらのように興味が湧わいてくるが、ようやく決着した呪のろいクエストをこれ以上掘ほり返かえす気にはなれない。それ以外にも悩なやみの種は山ほどあるのだ。

　フォールン・エルフの剣士カイサラにせっかく集めた秘ひ鍵けんを四本まとめて奪うばわれてしまったこともだが、より差さし迫せまった問題は、ボス部屋で黄金のキューブを使ってレイドパーティーを丸ごと硬こう直ちよくさせ、セアーノを──もしかしたら全員を殺そうとした謎なぞの男バクサムについてだ。ＡＬＳとＤＫＢはボス部屋で緊きん急きゆうミーティングを開くと言っていたが、俺とアスナはセアーノ母娘おやこの前でデスゲームの話をしたくなかったので一足先に七層へ移動した。しかしこのままにしておくわけにはいかないので、いずれ両ギルドの幹部に集まってもらって、黒ポンチョの男とその仲間たちに関して知る限りのことを説明する必要があるだろう。バクサムの行こう為いを……いや悪意を目もく撃げきした後なら、この世界にＰＫ集団が存在するという話にも少なからぬ説得力が生まれるはずだ。

「パイサーグルス様が亡なくなって十年……」

　不意にセアーノが語りを再開し、俺は急いで頭を切きり換かえた。

「……その十年のあいだに、黄金のキューブを守っている不思議な力が少しずつ街に染しみ出だし、天てん柱ちゆうの塔とうと同じように、スタキオンの家々の扉とびらという扉とびらにパズルを生み出してしまいました。パイサーグルス様がどうやってキューブの力を抑おさえていたのかは解わかりませんが、私はサイロンと協力してその方法を見つけ出し、街の人々を困らせているパズルを消し去りたいとずっと思っていたのです。けれど……」

　横顔に一いつ瞬しゆんの躊躇ためらいを滲にじませてから、セアーノはいっそう密ひそやかな声で続けた。

「……一時の激情に駆かられて、パイサーグルス様を殺してしまったサイロンをただ許すことは私にはできませんでした。彼とは将来を誓ちかい合あった仲でしたが……だからこそ己おのれの罪を認め、悔くいて、本当の領主になるために何をするべきなのか考かんがえて欲ほしかった。十年間、サイロンが訪ねてくる日をひたすら待ち続けましたが……」

　無言でかぶりを振るセアーノを見ているうちに、これまで何度も抱いだいた疑問が再び湧わき上あがってきて、俺は半ば無意識のうちに口を動かしていた

「あの……セアーノさんは、どうしてサイロンさんを？」

　途と端たんアスナに脇わき腹ばらを小こ突づかれ、自分がいささか不ぶ躾しつけな質問を口にしてしまったことに気付く。しかしセアーノは淡あわい笑えみを浮うかべ、視線をどこか遠くに向けながら答えた。

「あの人は子供の頃ころから気が弱く、疑うたぐり深ぶかく、そのくせ自尊心は強くて、他の子供たちと喧けん嘩かばかりしていました……」

　──子供の頃ころ？　幼おさな馴な染じみなの？

　と考えてから、それはそうだろうと納なつ得とくする。六層の主街区と言っても、南北六百メートル、東西三百メートルしかない小さな町なのだ。同年代の子供は一人残らず幼おさな馴な染じみでもおかしくない。

「でも、本当は優やさしい人だったんですよ。私は早くからパイサーグルス様のお屋や敷しきに奉ほう公こうすることが決まっていましたが、不安がる私を元気づけるために言ってくれたのです。自分も必ずパイサーグルス様の試験に合格して弟で子し入いりしてみせるから、それまで頑がん張ばれ、と……。その約束を守ったサイロンは、いつか次の領主となり、私と結けつ婚こんしてあの館で一いつ緒しよに暮らすことをずっと夢見ていたのです。それゆえに……自分が領主になれないと知った時の衝しよう撃げきと失望が大きすぎたんでしょうね……」

「……え……でも……」

　今度はアスナの顔をちらりと見てから、俺は恐おそる恐おそる訊たずねた。

「……パイサーグルスさんが自分の次の領主に指名しようとしてたのはセアーノさんなんですよね？　それなら、サイロンさんだってそこまでがっくりくる必要は……」

　するとセアーノは一いつ瞬しゆんきょとんとした表情になってから、勢いよく何度もかぶりを振った。途と端たん、背中のミィアが少しむずかるような声を出したので、母親の顔になって優やさしく揺ゆする。そのまま俺たちを見ると、再びそっと首を横に動かす。

「いいえ……パイサーグルス様は確かに召めし使つかいの私にもパズルのことを色々と教えて下さいましたが、それは戯たわむれのようなものです。あの方に後こう継けい者しやは必要なかった……なぜならパイサーグルス様は、スタキオンの街が築かれた頃ころより何百年も生き続けてこられた不死者だったからです」

「は……はい!?」

　思わず大声を出してしまい、慌あわてて口を塞ふさぐ。ミィアの様子に変化がないことを確かめてから、音量を落として続ける。

「ふ……不死者って、死なないってこと……？」

　もしかして殺されたはずのパイサーグルスはまだどこかで生きているのだろうか、と考えながら発した質問だったが、セアーノは再び否定のジェスチャーをした。

「いえ、不老者と言うべきでしたね。あの方は私がお屋や敷しきに上がった時にはもう白しら髭ひげの御老人でしたが、使用人の中では最高齢だった執しつ事じさんのお話によれば、執しつ事じさんが子供の頃ころからずっとお姿が変わらなかったそうです」

「……つまり……サイロンさんは、その事実を知って……」

　呟つぶやいたアスナに、セアーノはそっと頷うなずきかけた。

「パイサーグルス様の天てん寿じゆは決して尽つきることがなく、ゆえに領主が代だい替がわりすることもない……そう知ったサイロンは怒いかりと失望、そしてもしかすると恐きよう怖ふに囚とらわれて凶きよう行こうに走ってしまったのでしょう。……この街と同様に、パイサーグルス様ご自身も、人の理ことわりからは外れた御お方かただったのです……」

　そこで口を閉じたセアーノの横顔には透とう徹てつした表情が浮うかんでいて、俺はこれ以上サイロンとのことを詮せん索さくする必要はないと感じた。代わりにベルトポーチを探さぐり、ボス戦の後に拾って入れっぱなしにしていたもの──一本の鈍にび色いろの鍵かぎを取り出した。

「あの……これは、セアーノさんが持っていて下さい」

　そう言いながら差し出すと、セアーノはしばし無言で鍵かぎを見つめてから、頷うなずいて受け取った。かつては二本に分かれていたそれを淡あわい月光にかざし、呟つぶやくように言う。

「……この鍵かぎ、本来はひとつのものだったのですね……。パイサーグルス様は、私とサイロンが十八になった年の末日にこれを下さったのですが、用よう途とは仰おつしやいませんでした。まさか、守しゆ護ご獣じゆうの体からキューブを取り外すための鍵かぎだったとは……。どうしてパイサーグルス様はこれを私たちに託たくされたのでしょうね……」

　その問いに返すべき言葉は、俺もアスナも持っていなかった。

　ベータテストでの《スタキオンの呪のろい》クエストの最後で出現したパイサーグルスの亡ぼう霊れいは、自分を殺したサイロンに赦ゆるしを与あたえ、セアーノと力を合わせてこの街を守っていけと言い残して消えた。つまり、ベータ時代のパイサーグルスは、サイロンとセアーノの二人を自分の後こう継けい者しやに指名したのだ。

　それはもしかしたら、この世界の不老者パイサーグルスも同じだったのかもしれない……と思ったが、口に出すことはできない。

　黙だまり込こむ俺の代わりに、アスナが穏おだやかな声で言った。

「きっと愛していたんですよ、セアーノさんとサイロンさんを」

　するとセアーノは、何も言わずにもう一度彼方かなたの領主館を見上げた。ほんの少しだけ見える横顔に、小さな光の粒つぶが煌きらめいた気がしたが、しばらくして振り向いた剣士の顔にはいままでと変わらない微ほほ笑えみだけがあった。

「……そうかもしれませんね」

　それだけ呟つぶやくと、セアーノは右手の鍵かぎを鎧よろいの首元に差し入れ、その手で眠ねむるミィアの頭を優やさしく撫なでた。




　また必ず訪ねてきてください、と言い残してセアーノとミィアが広場から立ち去り、二人のＨＰバーが消えると、クエストの完かん了りようを告げるシステムメッセージが視界中央に流れた。

　ベータの時と違ちがっておコ金ルもアイテムも貰もらえないが、それを埋うめ合あわせてお釣つりがくるほどのボーナス経験値が加算され、レベルアップのエフェクトライトが俺とアスナを同時に包つつみ込こむ。俺はレベル22、アスナはレベル21になったわけだが、「イヤッフー！」と垂直ジャンプするような気分でもない。

　顔を見合わせ、同時に「おめでとう」を言ってから、軽く握あく手しゆを交かわす。

　それで幾いくらか気持ちに整理がついたのか、アスナはいつもの表情と口調で訊きいてきた。

「それで……これからどうするの？　七層に戻もどる？」

「限界です」

「……は？」

「エネルギーゲージが限界です。あと三分でぶっ倒たおれて十時間寝ます」

　俺の返事を聞いたアスナが、これまたいつもの呆あきれ顔がおでため息をつく。

「それはキリト君が昨日の夜中にふらふら出歩いてたからでしょ。あ……ガレ城にも行かないとね、お爺じいちゃんに秘ひ鍵けんのこと謝あやまらなきゃ」

「そうだな……。でもいまは寝かせてくれ……」

「じゃあ、今夜はこの街の宿屋に泊とまりましょ。《天てん馬まのひづめ亭てい》でいい？」

「布ふ団とんさえあればどこでも……」

　もう一度やれやれと首を振ると、アスナは俺の左手を摑つかんで歩き始めた。引っ張られるまま転移門広場のすぐ北にある大きな宿屋に移動し、チェックインカウンターへ。アスナが三階のスイートルームを取る声を夢うつつで聞き、再び誘ゆう導どうされて階段を上る。

　長い廊ろう下かを歩き、一番奥おくの扉とびらに近づいた時、アスナが小さく「あ……」と声を上げた。

　何ぞや、と重い瞼まぶたを持ち上げると、パートナーが見つめているのは、扉とびらの横の壁かべに設けられた壁龕ニツチだった。

　そう言えばこの宿屋は、六層に来た最初の日にＤＫＢの幹部たちとギルドフラッグに関する話し合いを持った場所だ。あの時は、壁龕に設置されたキャストパズルにリンドやシヴァタが大苦戦したのだが、いまはもう何も存在しない。

　アスナが右手を伸のばし、空の壁龕をそっと撫なでた。

　しかしすぐに引っ込めると、その手で扉とびらのノブを回す。かちゃりと歯切れのいい音を立てて扉とびらが開く。

　俺たちは顔を見合わせ、同時に軽く微ほほ笑えんでから、部屋の中に入った。

　天てん馬まのひづめ亭ていのスイートルームは、相変わらず豪ごう華かだった。奥おく行ゆきのあるリビングには四よ人にん掛がけのテーブルとソファーセットが用意され、壁かべの左右に寝しん室しつに繫つながるドアがある。アスナに「どっちのベッドルームを使う？」と訊きかれ、俺としてはもうソファーで結構という気分だったのだが、また怒おこられてしまいそうなので「左側で……」と答える。

「じゃあ、わたしが右ね。お休みなさい……ちゃんと装備解除してから寝るのよ」

「あい……おやふみなはい……」

　ほぼ自動操縦状態でリビングを斜ななめに横切り、左の壁かべのドアノブを回す。薄うす暗ぐらい寝しん室しつに入るとウインドウを出し、当てずっぽうに装備解除ボタンを二連打。アンダーウェアだけになって、顔からベッドに倒たおれ込こむ。

　ふかふかの掛かけ布ぶ団とんに全身を預けながら、夜は冷えるからちゃんとベッドに入らないと、と考えるがもう体が動かない。

　一層でソロプレイしていた頃ころは、効率のいい狩かり場ばを見つけたら二十四時間ぶっ通しでレベリングを続けることも珍めずらしくなかった。しかし今日の疲ひ労ろうは桁けた違ちがいに重い。戦せん闘とうをパターン化できれば頭を空っぽにしても続けられる定てい点てん狩がりと違ちがって、次から次へと起きる事件や危機に対処するためにひたすら頭を酷こく使しし続つづけたからだと思うが、それはアスナも同じだったはずだ。なのにまだそこそこ元気な様子なのは、俺より頭を使うことに慣れているからだろうか。だとすれば、これからも彼女を守り続けるために、俺ももっと考える力を身につける必要があるのかもしれない。もちろん、あくまで暫ざん定ていパートナーとして……だが……。

　という思考がいずくにか拡散していき、意識は無限の暗くら闇やみに吸いこまれて──。




「わかった！　キリト君、わかったよ！」




　という騒そう々ぞうしいにもほどがある叫さけび声ごえとともに、寝しん室しつの扉とびらがもの凄すごい勢いで開いた。部屋がぱっと明るくなり、貼はり付つこうとする瞼まぶたをどうにか数ミリ持ち上げた俺の視界に、寝ね巻まき姿すがたのアスナが飛とび込こんでくる。

「……わ、解わかったって何が……」

「あの数字よ！　それだけじゃないけど、まずは数字！」

　そう喚わめくと、アスナは俺が俯うつぶせに横たわるベッドにどすんと両手を突いた。明日にしてくれ、と言いたいのはやまやまなれどパートナーの勢いがそれを許してくれそうにないので、何とか体を横向きにして問いかける。

「数字って、どの……？」

　するとアスナはぐいっと上体を俺に近づけ、ヘイゼルブラウンの瞳ひとみをきらきら輝かがやかせながら答えた。

「スリバスの町にある、パイサーグルスさんの隠かくれ家がの扉とびらよ！　六桁けたのダイヤルロックに数字を入力したでしょ、わたし、あれがずっと頭に引っかかってたのよ！」

　そう言えば確かに、俺がロックの解除ナンバーを教えた時、何か言っていたような気がする。どこかで見たような数字、だとかなんとか──。

「……ええと、確か、６、２、８、４、９、６……だっけ……？」

　頭を絞しぼってどうにか解除ナンバーを思い出すと、アスナはぶんぶんと二度頷うなずいた。

「そう、それ。その数字は、単なるランダムな並びじゃないの。《完全数》の、最初の三つなのよ」

「……か、完全数……？」

　聞いたことがあるようなないような単語にわずかに興味を引かれ、同時に眠ねむ気けがほんの少し遠ざかったので、俺は横向きになったまま左ひだり腕うでで頭を支えた。

「それ、何が完全なんだ？」

「定義は、《自分自身を除く正の約数の和に等しくなる自然数》よ。ほら、６の約数は１と２と３でしょ？　足すと６になる。同じように28も、約数は１、２、４、７、14……足すと28。４９６もそうなるのよ」

「へ、へえ……なるほどね……」

　面おも白しろい話ではあるが、それ以上の意味があるとは思えない。呪のろいクエストのシナリオを書いた人間が、ダイヤルロックの番号に、気まぐれで完全数とやらの最初の三つを使ったというだけの話なのではないか。

　という俺の思考を読み取ったのか、アスナはもどかしそうにまくし立てた。

「話はまだ終わりじゃないの！　えっと……キリト君は、ベータテストの時に、パイサーグルスさんの亡ぼう霊れいのカーソルを見たのよね？」

「み、見たよ」

「名前は？　名前の綴つづりはどうなってた？」

「あー……えっと確か、《レストレス・ソウル》とかになってて、固有名は表示されなかったような……」

「ふうん、じゃあ敢あえて隠かくしたのね」

　真しん剣けんな顔で頷うなずくと、アスナはいきなりベッドに跳とび乗のってきた。俺のすぐ左にごろんと横になり、こちらにも見えるようにウインドウを開く。仰ぎよう天てんする俺を気にする様子もなくメッセージタブに移動し、メモ帳代わりの白紙にアルファベットを打ち込んでいく。

「あのね、わたし、パイサーグルスさんの名前の綴つづりはこうだと思うの」

「う、うん……」

　再び枕まくらに頭を戻もどし、ウインドウを覗のぞき込こむと、そこに表示されている文字列は──

　【Ｐｙｔｈａｇｏｒａｓ】。

「ぱ……パイ、サ……ええー？　これ、パイサーグルスって読むか？」

「英語読みの発音は、正確にはパイサーガラスとかだと思うけどね。でもギリシャ語読み……ううん、日本語読みなら絶対キリト君も知ってるはずだよ」

「日本語読みって……」

　わけが解わからず、もう一度ウインドウを見る。なるべくローマ字風に、字じ面づらをそのまま発音してみる。

「ピ……サ……ゴラス？　ピサゴラス……え、あっ……サじゃない、タか!?　ピタゴラス!?　パイサーグルスって、ピタゴラスなの!?」

　ついに眠ねむ気けが九割がた消え去り、俺は両目を見開いた。

　それほど学業に熱心ではなかった俺も、さすがにその名前は知っている。ＳＡＯに囚とらわれる直前、二年生の二学期に学校で教わった《三平方の定理》の別名にもなっている古代ギリシャの数学者。確か、ピタゴラス教団とかいう秘密の数学サークルみたいな組織を主しゆ宰さいして、色々な定理や概がい念ねんを発見したのだ。そう──くだんの完全数をそう名付けたのもピタゴラスだったはずだ。

「…………だったら最初から、パイサーグルスじゃなくてピタゴラスって呼べばいいのに……」

　ため息混じりに呟つぶやくと、隣となりに寝ね転ころがるアスナがくすっと笑った。

「名前の綴つづりと同じで、敢あえて隠かくしたんでしょうね。キャラクター造形のモデルにしただけだろうし……」

「うーん……ピタゴラスって、本物もパズルが得意だったのか？」

「いいえ、そういう話は聞いたことないわ。もちろん《パズル王》なんて呼ばれてなかったし。まあ、ピタゴラスが重視した数の調和とか整合性は、パズル的な思想だとは思うけど」

「ふうん……」

　再び仰あお向むけになり、この四日間の出来事をぼんやり思い出していると──。

「本物のピタゴラスも、確か弟で子しに殺されたのよ」

　隣となりでアスナがぽつりと呟つぶやいた。

「え……そうなの……？」

「正確には、弟で子し入いりを志願してきた人をピタゴラスが門もん前ぜん払ばらいして、その人が逆さか恨うらみで町の人たちを煽せん動どうして、教団を襲しゆう撃げきしたんじゃなかったかな……。その人の名前がサイロンかどうかまでは知らないけど……」

「煽せん動どう……」

　その言葉から連想するのは、呪のろいクエストではなく黒ポンチョの男と仲間たちのほうだ。

　ＤＫＢに潜もぐり込こみ、黄金のキューブを奪うばおうとしたバクサムという男は、セアーノですら知らなかった鉄の鍵かぎの使い道を知っていた。それだけではない。黄金のキューブに《バインド》なる恐おそろしい力があることまで熟知していたのだ。

　フォールン・エルフのカイサラが俺とミィアから取り上げた鉄の鍵かぎを、バクサムはいったいどこで受け取ったのか。そもそもバクサムや黒ポンチョの男は、どうやってフォールンと協力態勢を築いたのか。

　呪のろいクエストはクリアされ、六層フロアボスも犠ぎ牲せい者しやゼロで攻こう略りやくされたが、謎なぞや問題はまだまだ残っている。それを解き明かすためにも……そしてこれからもアスナを守り続けるためにも、強くならなくてはならない。あのカイサラと一対一で戦えるくらい、強く。

「そうだ、キリト君」

　名前を呼ばれ、俺はいつの間にか半分閉じかけていた瞼まぶたを再び持ち上げた。途と端たん、アスナが上体を起こし、真上から俺の顔を覗のぞき込こんでくる。

「な、なんだよ……？」

「ちょっと目を見せて」

「は、はぁ……？」

　パートナーの意図が摑つかめず、瞬まばたきを繰くり返かえしていると、アスナは思いがけないことを言った。

「……ボス部屋で、キリト君が《バインド》を破った時、目が金色に光ってたような気がしたのよね」

「えっ……ま、マジで？　いまも？」

「ううん、いまは黒いよ」

「そ、そう……」

　ほっとして体の力を抜きながら、アスナのはしばみ色の瞳ひとみに視線を合わせる。途と端たん、ふうっと吸い込まれるような感覚が訪おとずれて、俺は今度こそ本当の限界が訪おとずれたことを知る。

　アスナの微び笑しようが暗くら闇やみに溶とけていき、遠ざかる意識の中で、俺はかすかな囁ささやき声ごえを聞いた。

「おやすみ、キリト君」

　──おやすみ、アスナ。

　と答えた声を、ちゃんと音にできたかどうかはもう解わからなかった。





（終わり）　　　









　あとがき




　ソードアート・オンライン・プログレッシブ６、『黄金律のカノン（下）』をお読みくださりありがとうございました。

　なんだかページ数が上巻の一・五倍くらいある気がするんですが、たぶん気のせいですね。しかしまあ、構想時はこのボリュームのお話を一冊で終えるつもりだったのが恐おそろしい……。なんでこんなに長くなってしまったのかは私にもさっぱり解わかりません！　と言いたいところですがそれではあんまりなので思うところをつらつらと書いてみます。

『ドラゴンクエスト』や『エバークエスト』といった傑けつ作さくのタイトルにも象しよう徴ちようされるように、かつてはＲＰＧとクエストは切っても切れない、というかクエストこそがＲＰＧの本質だったんですよね。いまでもシングルプレイＲＰＧの主たるコンテンツはメインクエストとサブクエストなわけですし。

　しかしそれがＭＭＯＲＰＧになると、途と端たんにクエストというものの据すわりが悪くなるな……ということを私は長年感じてきました。キリト君も作中で何度か述じゆつ懐かいしていますが、プレイヤーの数だけ同じ事件、同じ物語が繰くり返かえされることに、ある種のひずみというか力ちから業わざというか、そうならざるを得ないけどそれがベストな方法とは言えないよな……と思ってきたのです。本当は、一つのクエストをクリアできるのは一人のプレイヤーだけであるべきではないのか、と。

　もちろんそれが現実的に不可能であることは解わかっています。でも、たとえば人間のシナリオライターとプログラマーではなく、ＡＩがＴＲＰＧのゲームマスターのように無限にクエストを生成、かつプレイヤーの行動に合わせてストーリーを調整することができれば、《一人だけの物語》という理想も実現できるのではないか……というようなことを考えながら、このお話を書きました。キリトとアスナが進めているクエストが、ＰＫやＮＰＣの干かん渉しようを受けてどんどん本来のシナリオから外れていく、という最初のアイデアはある程度形にできたかなと思うのですが、次はプレイヤーメインのお話にしたいです！　もちろん一巻完結で！

　心残りがあるとすれば、《パズル》という六層のテーマをあまり効果的に使えなかったことですね……。最初は本文中に色々なパズルを提示して、読者の皆みな様さまにも挑ちよう戦せんしてもらうことも考えたのですが、ゲームブックみたいになりそうなのでやめました。いつかバンナムさんがＳＡＯを本物のＶＲＭＭＯＲＰＧにしてくれたら、六層にいっぱいパズルを詰つめ込こんでもらおうと思います（笑）。

　最後に恒こう例れいの謝辞を……。ページ数が増えに増えて結局ギリギリスケジュールになってしまいご迷めい惑わくをおかけした担当の三み木きさん、安あ達だちさん、イラストのａｂｅｃさん、本当にすみませんでした＆ありがとうございました！　七層の七巻もよろしくお願いします！





二〇一八年三月某ぼう日じつ　　川かわ原はら 礫れき
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川かわ原はら 礫れき

５巻で「２０１８年最初の一冊」なんて書いたのにもう５月ですワ…。アニメとかが全部終わって落ち着いたら一年もゆるやかに流れるようになるだろうと思っていたんですがまったく終わりませんね。ありがたいことですが。
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本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

電撃文庫編集部

「川原 礫先生」係

「abec先生」係
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